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1、引用に際して、旧字体漢字はそのまま引用する。資料の性質によって読み取れない場合
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4、中国語文献の引用に際しては、中国語漢字、中国語記号に沿う。 
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第 1章 序論 
 
第 1節 研究目的と方法 
 
本研究の最終的な目標は、現代東アジアの茶文化像を解明することである。日本、中華民
国（台湾）の茶文化が、中華人民共和国（中国）をルーツとして発展してきたことは周知の
事実であるため、茶文化を論じる場合、中国から言及しなければならない。漢字の受容や植
民歴史の経験などから判断して、本研究では日本における茶道と、中国、台湾における茶芸
を中心として取り上げ、それらについての総合的な視点から、三地域を研究対象とする。 
既存研究では、日本と台湾は共にアジア文化圏・漢字文化圏に属すものの、言語や文化が
異なるため各々独自の茶文化が展開されてきたと考えられている。日本では総合的な体系を
もった茶道が確立され、盛んに研究されてきた一方で、台湾には「茶芸」という文化概念が
存在するものの、体系的な茶芸研究自体はまだ発展段階にある。このように類似した背景を
有しながら異なった位相に至っている両国の茶文化は興味深いものである。東アジアの茶文
化はまだ十分に理解されておらず、この点に比較文化研究の現代的課題が存在する。 
高橋忠彦は日本の茶道と他のアジア諸国の茶文化は、端的に言って、岡倉天心が『茶の本』
において提唱した茶文化像のために、これまで全く別次元でとらえられてきたことを指摘し
た1。これが、今日の比較研究についても、日本・台湾・他のアジア諸国の茶文化についても、
より学術的に精緻化された理解への発展が妨げてられている原因の一つである。確かに明治
以降、茶道について多くの優れた研究蓄積がなされてきた。しかし、『茶の本』における茶の
湯イメージは同書発表から暗黙の了解とされ、そもそも茶道研究全体の範囲や課題は何であ
るのかが改めて批判的に問い直されたり、比較文化的視点から再検討されることはなかった。
その結果、茶道研究は岡倉天心による茶道像を前提し、全体としては茶道の各構成要素の研
究へと拡散してしまうという問題が継続してきた。本論における中心的課題は、日本の茶道
および台湾の茶芸について、『茶の本』によって生みされた茶文化像という前提をいかにして
乗り越え、比較を通じた代替的理解へと結び付けうるか、というものである。本論では日本・
台湾それぞれの茶文化像に埋没することなく、比較文化の視点から改めて茶文化を理解する
ことを試みる。 
日本と台湾の茶文化は中国から伝来されたものであるが、日本・中国・台湾における茶文
化の発展は相互の盛んな交流に彩られている。例えば、日本では千利休において茶道が大成
し、その後独自の発展を遂げたが、台湾は 20世紀初期の日本による植民期にその影響を強く
受けた。他方で、よりオリジナルに近いとも言える中国における茶文化は、第二次世界大戦
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後の混乱期、その後の共産党支配期、特に文化大革命期に没落を経験した。そして、台湾で
は 20 世紀後半に比較的安定した国内環境で茶文化が醸成され、最近では中国へと茶芸文化
を逆輸出しつつあるし、日本にも紹介されるようになっているのである。 
このように相互影響を含めた比較研究に取り組むに当たり、次のような観点に留意する。
田中秀隆は茶道文化論について「茶道を定義し、現状認識を示し、課題を設定する構成をと
るものである2」と述べた。本論もまた、日本文化研究に固執せず、茶文化における地域性、
歴史伝統、思想などの諸要素について分析することで、茶文化の特質を明らかにする。日本
茶道と台湾茶芸について、全体としてそれぞれの文化や伝統との関連を論ずることは不可欠
だが、その中で点前を一つの参照点とする。一般的には、あまりにも瑣末にすぎるという理
由で点前を比較分析する視点は少なかった。しかし、点前の所作の背後には、文化上、精神
上、実質的な意味があるため、点前について調査・探究することは有効な研究方法である。
今日台湾に成立している茶芸と日本の茶道について、お互いの影響関係を探求し、「茶文化
研究」を東アジア全体の視野の下で全般的に認識することを試みる。これは岡倉天心の『茶
の本』と同一の観点をとりながら、それを正面から再考するという目論見によっている。 
 
研究方法 
以上の目的に沿って、以下のような研究方法をとる。本論では、あらかじめ用意された仮
説を単に検証するわけではなく、仮説と事実観察を何度も往復する方法論を採用した。まず
先行研究の理解と一定の事実認識から仮説を立ちあげ、それを事実観察によって検証すると
同時に、新しく知りえた情報に基づいてさらに仮説を練り上げ、さらに範囲や射程を拡張し
て事実観察を行うことで、総合的に 3地域の茶文化像を把握することに努めた。この方法の
利点は、東アジアの茶文化像という、広範囲・超長期にわたる文化現象をとらえるために、
所与の前提に依拠することなく、多様な情報を活用できることにある。もし日本茶道に対象
を限定したならば、その対象範囲の中でしか茶文化を扱うことはできない。それは中国につ
いても、台湾についても同様である。では、どうすれば東アジアの茶文化像という、未知の
対象を明らかにすることができるのだろうか。そのためには、仮説と事実観察を何度も往復
するほかはないと考えた。 
対象地域として、日本・中国・台湾について調査を行った。それぞれ過去に存在してい
た茶文化を視野に入れながら、現代の茶文化に重点を置いて探究するという視点をとる。 
他方で、茶文化の中でとくに茶事に焦点をおく。茶事というのはいくつかの要素から成
立するものなので、特に茶道具、茶室（茶館）、作法の側から調査していく。三つの地域の
間で、茶文化においてお互いにどのように交流、影響してきたのか、その結果は今日どの
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ように反映されているのかを探究する。 
本研究を行うにあたり、日本語、中国語を始めとする文献調査以外に、日本、中国、台
湾の三つの地域でフィールドワークとインタビューを行った。調査にあたっては、目的志
向サンプリング3を選択し、茶文化に関連したテーマについて総合的に調査を行った。すな
わち、調査対象の範囲と情報の種類を事前に特定することはなく、データの収集と分析を
同時に行い、その過程で得られた関連する情報や現象を収集・調査した。インタビューに
あたっては、主に半構造化インタビュー4を行った。得られた情報については、各国各時代
や茶文化集団それぞれについての事例研究に取り組むと同時に、比較研究を行った。また、
実際に「茶道稽古」と「茶会・茶事」について参与観察を行った。茶道稽古については、
2010年から 2012年にかけて茨城県内の二つの茶道グループに参加し、2013年から 2014年
にかけては京都市の一つの茶道グループに参加した。以上の茶道グループの稽古に自ら定
期的に参加しながら、調査を行った。台湾においても 2012 年から 2013 年におけて茶芸教
室の参与観察を行った。茶会・茶事については、日本・中国、台台湾において合計 20 場の
茶会・茶事に参加した。このような参与観察を通じて茶道、茶芸に実際に従事している人々
の現場から、三地域の茶文化理解することを試みた。中国、台湾では、それぞれ一ヶ月～
二ヶ月の集中調査を行い、茶文化に関わる組織や機関の情報を収集し、実態調査を行った。
また、日本・台湾・中国の主要な研究者とも意見交換を行った。 
本研究は、現在の日本、中国、台湾における茶文化の発展状況について関心を持つ。茶
文化という範囲は広くて定義しにくいという問題があるが、日本においては茶道、煎茶道
を取り上げ、台湾と中国との比較研究を行う。まずは、日本茶道と煎茶道がもつ古代中国
との歴史的な関連性を概観する。それを踏まえて日本植民時代における日本と台湾の間の
交流と影響を明らかにして、現代までその影響下でどのような変化が生じたのかを調査す
る。その後、日本植民時代の要素を含めた台湾茶芸が、中国の現代茶文化との関連でいか
に発達したかを探究する。次の第 2 節では、研究課題に関する歴史的な背景及び先行研究
について述べる。 
 
第 2節 研究課題の歴史的な背景 
 
茶の歴史のはじまり 
従来、台湾地域も含めた中国飲茶法と日本茶道の比較研究が盛んであったとは言いがたい。
これまでの茶文化研究はどのように発展してきたのだろうか。 
日本と台湾における茶文化を論じる場合、中国から言及しなければならないのは既に述べ
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たとおりである。人類が最初にお茶を利用したのは、中国の西南の果て、雲南というところ
であった。雲南と接してタイの山々があり、そのまた西にビルマ、インドが続く。このイン
ド東部のアッサム、北部ビルマ、タイ、そして雲南というあたりが、お茶の原産地である。
昔から、この地方の先住民は茶の葉を食べたりしていたと言われる。それがだんだん東へ移
って（当時中原といわれた）中国の中心部に広がっていった。いくつかの史料によると、中
国の茶文化は少なくとも 3 千年前に遡ることがわかる。『華陽國志5』の「巴志総序6」の第 2
章に、巴国亡国前の状況が記述されている。その中に、巴王への貢ぎものが 18種類記載され
ており、その中に茶の項目が見られる7。そこには「園有芳蒻、香茗8」という記録があった。
説明によると、「蒻」は芋の 1種類、「茗」は加工した茶のことである。「芳」と「香」は香り
に対する形容詞である。 
この巴国（今の四川）の茶の人工栽培への言及は、中国茶史上最初の記録である。そこか
ら、茶の人工栽培の起源は四川にあると考えられる。また、お茶の生活との結びつきについ
て、漢代の王褒による『僮約9』の中に、お茶を買い求め、支度する使用人の日常業務につい
ての詳細な記述がある。 
 
舍中有客，提壺行酤。汲水作餔。滌杯整案，園中拔蒜 斷蘇切脯。築肉臛芋，膾魚煲鱉，
烹茶盡具。（中略）牽犬販鵝，武都買茶（後略）10。 
（筆者訳：お客を招待するため掃除、料理をする。（中略）畜の売買もする。武陽に行っ
て茶を買う（後略））。 
 
この史料の意義として、1つ目に、中国の史料で茶が最初に登場する文献であったこと、2
つ目に、中国茶史上、飲茶風俗を描いた最初の文献であったこと、3 つ目に茶の市場に関す
る最初の文献とされていることがある。これらの文献より、中国はほぼ 3千年前の周代には、
茶はただの野生の植物ではないという認識があり、おそらく 2千年前ころから、喫茶風俗は
形成されたと思われる。 
周代以後唐代までの喫茶状況については資料が極めて少ないため解明しにくい状態である。
『中国歴代茶書匯編』の考察によると、三国（220－280年）、両晋（280－420年）頃に茶の
栽培地域が広げられ、江南、浙江地域まで茶の栽培が見られた。喫茶風俗も広げられ、貴族
以外に上層階級の人々の間でも茶を出すことによって客を招くのが一般的になった。当時の
飲み方は、茶餅を砕いて湯で煎じる作法であった。南北朝時代（439－589年）になると、北
方の人は喫茶習慣があまりなかったが、北朝の宮殿にて茶を出して南朝の大臣を招くという
内容の史料が見られた。南朝に属した南の地域ではすでに喫茶風俗が盛んであり、茶を飲む
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ときの水や道具に対しても拘るようになっていた。簡略にまとめると、唐代以前、中国北方
には喫茶風俗はほぼなかったに対して、南方では四川を始め、長江沿岸部地域で喫茶風俗が
普及しっていた。茶の飲み方としてはスープを作るように、砕いた茶の葉を湯で煮ることで
あった。唐代になると茶の栽培は南部だけではなく、北部、西部まで広がっていった。また、
茶税の徴収は唐代から始まった11。 
 
唐代陸羽 
茶の歴史上、重要な位置を占めた『茶経』は唐代の人の陸羽によるものであった。『茶経』
は 758年頃に完成され、茶の歴史上始めて茶に関する栽培、製造、入れ方、道具などを体系
的に記載した書物であった。作者の陸羽は茶聖と呼ばれ、『茶経』によって唐代の喫茶文化
が明確にされたのである。茶文化は長い間、自然に形成された文化であったため、特定の時
代に単一の特定の作法しかないと考えられない。『茶経』においても、茶は粉末状の「抹茶」、
茶の葉のままの「散茶」や固まった状態の「餅茶」などがあった。それぞれに保存法と飲み
方は異なっていたが、厳密なルールはなかったと考えられる。 
当時の代表的な作法について簡単に述べると次のようになる。茶葉を餅茶の形にして保存
する。図 1－1を参照されたい。 
飲むときに砕いて器に入れ、水と塩を入れてスープを作るように煮る。中国語ではこの「煮
る」の動作は「煎煮」ともいう。日本語として茶を「煎じる」という意味である。日本語の
先行研究では、中国唐代の喫茶法については「煎茶」という言葉が使用されることが多かっ
たが、現在の煎茶や煎茶道と混乱しやすいため、本稿では「煎じ茶」という言葉で区別する。 
 
図 1－1：唐代作法復元による実物の餅茶12（2013）©柯一薰 
 
宋代喫茶法 
その後、宋代になると喫茶法は大きく変化した。粉末にした茶に湯を注ぎ、茶筅で泡を立
てて喫する「点茶」という作法であった。喫茶法の変化とともに茶道具の変化も見られた。
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宋代の点茶作法は北宋の第八代皇帝の宋徽宗13の頃に精緻を極め、この頃、宋代喫茶文化が頂
点を迎えたと言える。日本の茶研究でも重視された茶書の『大観茶論』は宋徽宗の著作であ
った。成書された時期は 1107－1110年頃で、茶葉の種類、製造、鑑賞などの内容が記載され
た。これは北宋茶文化のまとめであり、中国歴代の茶書の中でも高い評価を得た。このよう
な点茶作法には茶の製造に対して高度な技術が求められた。龍鳳団茶14は献上茶として製造
に膨大な人力と金がかけられた。龍鳳団茶について図 1－2を参照されたい。 
点茶作法を精緻な宮廷茶文化とするなら、同時期には民衆の間で庶民的な喫茶法も発展し
た。庶民的な作法には 2 つの特徴が見られる。1 つは花、果物、香辛料などを茶に入れるこ
とである。この作法は昔ながらの作法であった。唐代の煎じ茶の作法では、生姜、塩など香
辛料を使用するのが一般的であった。高度な発展をした点茶作法に対し、この昔からの作法
は庶民的なものと思われた。もう 1つの特徴は「散茶」を使用することであった。「散茶」と
いうのは茶葉の意味である。茶の葉を固形茶にせず、葉の状態のままで加工する製造法であ
る。このような製造法は団茶よりはるかに簡単であり、唐代から存在していた作法であった。
ただし、唐代、宋代の上流階層の人の間では団茶の格式が高いと思われたため、団茶が主流
であった。やがて宋代から元代に入る頃に、茶葉での喫茶法が庶民の間に普及するようにな
った。 
 
図 1－2：鳳団（天福茶博物院蔵）（2014）©柯一薰 
 
以上述べた二種類の作法の中の点茶作法は日本に伝来し、日本の独特な文化と融和して現
在の抹茶道の形になった。 
 
日本への茶の伝来 
 中国から日本への茶の伝来について、厳密にいえば茶種（茶の種）伝来と作法（喫茶法）
伝来をわけるべきである。茶種伝来について、日本の茶は自生か渡来かという根本的な問題
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に向かわないといけない。茶文化を論じた先行研究では歴史的な視点から茶の渡来説を採用
したものが多かった。代表的な説は『日吉神社道秘密記』（1575－1577年頃）である。その記
載によれば、僧侶の最澄は延暦 24年（806年）に唐より茶種をたずさえ帰朝したことが知ら
れている。この点について、大石貞男15は資料の原文を次のように引用した。 
 
茶の本数多之れ在り、石像仏体之れ有り、伝教大師（最澄）御建立の所、茶の実大唐従
り大師求持（ぐじ）し玉いて、御帰朝有りて此処に植え玉う。其後山城の国宇治郡栂尾所々
に植弘め給と云々16。 
 
以上の資料について、大石は伝聞の形をとっていることを指摘した。彼の指摘は、おそら
く「云々」という言葉によると思われる。三省堂大辞林によると、「云々」という言葉は「、、、
と云々」の形で使用するときに、「上に述べたことが引用や伝聞であることを示す」。大石は
また江戸末期の国学者前田夏蔭の『木芽説』を引用した上で、『日吉神社道秘密記』の茶に関
する記載は事実と異なり、根拠の無い話であることを主張した。歴史学者の芳賀幸四郎も同
じような評価をした。このように、日本の茶の自生説と渡来説をめぐっては、現在でも議論
が続いている。次に、先行研究の自生説と渡来説、またこの二説の折衷説を簡単にまとめる。 
渡来説と自生説の区別については、橋本実による研究が参考になる17。橋本は自身と松下智
による茶種の形態学的特徴や生育地の研究をもとに、主に「コウロ」という種類の茶の分布
を論じた。コウロ種とは、中国名で皐蘆（gao lu）と呼ばれ、中国南部の自生茶として古く
から愛飲されてきたものである。このコウロ種が、栽培茶であるだけでなく、日本のヤマチ
ャのなかからも出現することから、茶は日本の固有植物ではなく、製茶技術とともに中国か
ら伝来したという結論を得た18。他方で橋本は、自生説の視点についてもいくつかの研究をま
とめているが、有力な自生説を見いだせないとした19。 
他方で、自生説を主張するのは大石である。最澄に関する説について、前述したように大
石は伝聞であると主張した。しかし大石は、宝亀年間（770－781年）に入唐し、延暦（782－
806 年）末に帰朝した永忠が自ら煎茶を献上したことを取り上げ、この煎茶はおそらく中国
風の茶であることを指摘しながら、それ以前の茶に関する資料をもとに、茶の存在は永忠の
時代の前の時代から存在したことを立証しようとした20。そして、大石は『公事根源』や『正
倉院文書』を取り上げて、永忠により茶が中国から日本に伝わった時代の前に、日本にすで
に「茶」というものが存在したと論じた。大石はさらに、日本自生の種もあるが、中国から
の渡来もあるとの折衷説の可能性も指摘する21。 
さらに、もし仮に茶の種は中国から持ちこまれたものであるとしても、最澄や永忠が最初
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に持ってきた人なのか、という点にも論争は及ぶ。例えば、中国宋代の栄西による茶種伝来
説も見られる。代表的な例として、売茶翁の『梅山種茶譜略』では、茶について「上古より
我が朝にある」と述べながらも、栄西が建久 2年（1191年）に中国から帰朝の際に「茶子（ち
ゃのみ）を持し来り（中略）先ず筑前州背振山植ゆ。而して、茶子を梅尾山明恵上人に奉ず
22」とする。このように、栄西が中国から茶の種を持ち帰り、またその種を明恵上人に送った
ことによって、喫茶文化が隆盛になったという通説が形成された。栂尾山の茶園は現在でも
「日本最古茶園」として知られている。 
茶の種は渡来のものとしても、前述したように、いくつの史料によって、おそらく最澄と
永忠の前に茶が存在したことも指摘されている。そのため、栄西の茶種伝来説は、茶の第 2
次渡来として認識すべきである。そして、明恵上人が送られた茶の種が、栄西が中国から持
ってきた茶の種そのものであるかどうかがもう一つの論争点になってくる。次にこの点につ
いて少し触れたい。明恵上人が茶の種を譲られたことは『栂尾明恵上人伝記23』に記載されて
いる。 
 
サテ建仁寺ノ長老ノ茶ヲ進被タリケルヲ医師ニ問給シカハ、茶葉ハ大ニ遣リ困（コン）
ヲ一消食一気シテ心ヨカラ令ル徳有、然共本朝ニ普ネカラサル由申ケレハ、ト角尋奔走シ
テ両三本被植ケリ、誠ニ睡ヲ覚ス 
験有ケレハ甚衆僧ニ服セ令テ賞翫有ケリ、或人語伝テ云、建仁寺ノ僧正御房唐ヨリ持シ
テ渡給ケル茶ノ実ヲ被進ケルヲ植ソタテ被ケルト云々（後略）。 
 
以上の史料と栄西が建仁 2 年（1202 年）に建仁寺を建立した史実を合わせて参照すると、
明恵上人が栄西から茶の種を譲られたのは、1202年前後の時期であろう。中国から持って帰
られた茶の種そのまま渡したものではなく、日本で栽培、育ちを経て、得られた茶の種の可
能性が高いと思われる24。このテーマについて、まだ発見されていない史料が存在するかもし
れないが、事実として栄西禅師以後のお茶は、禅宗と武家社会に結びついてだんだん広がっ
ていった。 
農学者の宮沢文吾と田中三郎の共作である『有用野生植物図説』では、「チャの樹は本邦の
各地に自生があり、殊に宮崎県には広汎な範囲に亘って之をみることが出来（中略）、我邦に
自生品はあるが製茶の利用と製法とは最初支那から傳えられたのである25」と指摘されてい
る。そして、「我邦で茶樹の栽培と製茶とか本式に始まったのは弘仁 6 年から 376 年後の建
久 2年からである、即ち建仁寺開祖栄西禅師が肥前の背振山に植え（中略）、更に種子を明恵
上人に分けて山城の栂尾に繁殖せしめた（後略）26」とされるように、栄西と明恵上人の通説
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を採用した。 
以上は日本における茶の自生説、渡来説、折衷説に関する視点である。筆者の管見として
は、日本の自生茶は存在する可能性がある。そして、僧侶に限らず、誰かによって中国から
茶の種や茶葉を持って帰ったことは否定できないのである。茶の種が中国から渡来したこと
は現在でも論争が続いているが、茶の製造法や喫茶の風俗が伝わってきたことは各説におけ
る共通の視点である。茶の種の起源と喫茶風俗の起源を一つの現象として考えるのではなく、
それぞれの視野から探求すべきであり、そうすることで、より真実に近い茶文化像が得られ
るのではないかと考えられる。 
中国の飲茶の風俗が受け継がれて、村田珠光（1422－1502年）、武野紹鴎（1502－1555年）、
千利休（1522－1591年）に至り、茶の湯がわび茶として大きく成長、変化した。その変化を
最も象徴的に表現しているのは茶室のあり方である。わび茶の初期には茶室というものはな
かった。茶の湯がだんだん盛んになる中で、茶室という独自の建物の形式が定着したのであ
る。わび茶は珠光から紹鴎、利休へと、深められてきた。ここにおいて茶道が大成したとい
えるのである。 
その伝統をふまえた「家元」という言葉は、宝暦 7 年（1757 年）、馬場文耕の著『近世江
都著聞集』が初見である27。家元という呼び名自体は江戸時代以降のことなのだが、家元の実
態は早く、平安時代に成立していた。雅楽に関しては奈良時代に家芸として確立していた例
も知られている28。利休の子孫が表千家・裏千家・武者小路千家の三家に分かれて今日に伝わ
り、その他の門流も多い。家元は自分の流派の芸道を守り、弟子からまたその弟子へと代々
受け継がせていくものである。こうした歴史的な流れにしたがって融合された茶道の精神は、
岡倉天心が 1906年に発表した『茶の本』によって世界に伝えられた。『茶の本』は茶道史上
大きな役割を果たしたといえよう。 
以上のような経緯で成立した日本の茶道を論じる際に、重要なのは茶道研究とはなにかと
いう問題である。当然であるが、茶道というものは日本独特の文化の一つと考えられてきた。
同じ質問が台湾に移る場合、茶芸とは何かと問われることになる。この 2つの問題に対して
どのような答えを見出しうるのかが、本研究の目的である。 
日本では明治以来、茶道研究が進められる中で「茶道研究とは何か」という問いが問い直
されたことはなかった。この問題について熊倉功夫は、実は茶道研究史はないと指摘した。
これには 2 つの理由があったと指摘される。1 つは、学問的業績という意味での茶道研究等
について歴史的に回顧するほどのものが存在しない、という意識が研究者にあったことであ
る。そしてもう 1つは、一般的に研究史を整理する前提には、過去の研究が相互に関連をも
ち、各々の業績は問題意識において、あるいはまたその成果において相互批判を加え、学問
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的に継承し、拮抗しなければならないにも関わらず、茶道研究においては学問的な相互批判
を欠き、過去における多くの茶道研究はほとんど他研究を無視することによって成立してい
たという状況であり、それらの研究の継承、発展をたどることは非常に困難であったという
ことである29。このように、茶道では、何を研究するのか、茶道研究とはいったい何かという
のが、まず明確にされなければならない問題である。このような現在の研究状況の中では、
現代の茶と研究との相互批判と交流を積極的に押し進めないと茶道研究を停滞させるものに
なるであろう。 
ところで、茶道研究において重要な視点である茶道文化論については、裏千家の家元の千
玄室がその定義を提出している。千玄室は、「茶の精神すなわち心といっても、これをどのよ
うに理解するかは、まことに困難である。それは、茶の湯が長い文化史的な伝統を背景にも
っているという事が一つの理由であり、他のもう一つの理由というのは、茶を飲むという具
体的な行為を中心として展開する高度な精神文化だからである30」と述べている。千玄室の指
摘によると、茶を飲むという行為だけなら、世界のどこにも見られる生活習慣でしかない。
それにたいして茶を喫するという行為は、各種の道具の構成、主人と客の応対関係、点前作
法など各種の要素が、究極の目的のために統一された時、はじめてこれが文化的な意義をも
ってくる。つまり、田中秀隆が述べたように「茶を飲むと言う行為は、はじめから「文化」
と呼ばれていたわけではない。まず、「茶道文化」と呼ぶような捉え方がいつ成立したのか。
次に、茶道文化という捉え方の中で、どのような形の文化論が展開されていたのか31」という
点から問題を考えるべきであろう。 
「文化」という言葉は、明治維新当初、文明開化の略語として使われた。そして戦後にな
ると、英語の影響で、主に文化人類学的な意味での用法が入るという変遷をたどっている。
「文化」として茶道をとらえる場合は、「文化」という概念が導入された後で初めて、自覚的
な「茶道文化論」と呼ぶことができる。そのため、自覚的な文化論が芽生えてくるのは、明
治以後と考えられる32。田中は茶道文化論として考えられるものとして、近代以後のものを対
象にしてきた。田中の理解に従えば、茶道文化論の構成としては茶道の定義、現状の認識、
課題の設定という 3つの要素を考えることができる。 
茶道について、田中は学会誌『茶の湯文化学』の発刊の辞を引用している。1992年に茶の
湯文化学会が発足し、翌年の大会を経て 1994年に刊行された学会誌『茶の湯文化学』の発刊
の辞では、茶道は次のように述べられている。「茶の湯は十五世紀以来、六世紀にわたって日
本人が営み続けてきた生活文化で、それは世界に比類をみない。そして茶の湯は日本の文化
のあらゆるジャンルに深い影響を与えてきた33」。 
『茶の湯文化学』は「生活文化」という言葉を使い、日本文化の形成と茶道との関連に基
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づいた上で、茶道の規範性に重きをおいている。 
茶の湯文化学会は学会という形で研究を重視するので、茶道に関する現状認識と茶道研究
に関する現状認識が含まれている。その現状認識は、『茶の湯文化学』では次のように表現さ
れている。「明治以来導入された西欧文明は日本人の生活にさまざまな影響を与え続けてき
た。（中略）茶の湯文化は、日本だけでなく世界の人々の生活と触れ合い、あるいは共鳴し合
いながら、かつ自然との共生を堅持してきた日本人の生き方、個性、特質を正しく説明する
ことが出来、国際社会に生きる日本人にとって誇りうる文化なのである。それは日本文化の
究極とも言われており、今や国の内外から強い関心を集めている34」。 
明治以来の日本人の世界に対する意識の変化がこの文章に反映されている。特に 1904 年
から始まった日露戦争に勝つことによって、日本は列強の一員として国際社会での地位を占
めた。けれども西洋の東洋に対する無理解に対し、岡倉天心は『茶の本』によって、茶道を
日本文化の中心的なものとして位置づけ、初めて「日本とは何か」、「茶道とは何か」を国際
社会に紹介した。そして、茶の湯文化学会の発刊の辞が 1992年に作成された時点では、前年
の第一次湾岸戦争終結後の新たな国際社会での国際貢献の必要性の認識が「国際社会に生き
る」という言葉の現実感を支えていたものと思われる。 
茶の湯文化学会のような組織あるいは個人的な研究者にとって、中心的な課題は学術研究
にあると考えられる。そのため、学術研究に関連する現状認識と課題意識を挟み込むように
して述べられている。現状としては、第二次世界大戦後は徐々に研究者の層も広がり、新史
料の発見、調査、公刊、秘蔵されていた名器の公開、埋蔵物の調査、遺構の修理などの進行
を背景に茶の湯の研究も各々の分野に展開していき、また学際的研究もおこなわれるように
なり方法論も進展した。こうした現状に対し、茶の湯文化学会は次のように指摘してきた。 
「しかしながら茶の湯文化は、余りにも多岐にわたって複雑であり、精妙な構造をもって
いる。そのような構造を解明するためには、従来のような諸分野ごとの研究を推進するだけ
では、茶の湯文化に対する現代の期待や多角的な要請に応えてゆくことは不可能に近い35」。 
熊倉は茶道の課題について同じ印象を抱いていた。彼は茶道研究の多くの業績を振り返っ
て、あらためて重視すべきは茶道研究の課題がなにかということであると考えていた。茶の
新しい伝統の発見を志向しつつ、茶道については各分野史へ方法的に拡散してしまう危険性
をどう克服するかが問題であると、茶道研究の課題について述べていた36。つまり、茶の伝統
を継承する主体を確立し、新しい茶を創造するという課題こそ、茶道研究一般の基本的な問
題意識として強調すべきことが理解できるだろう。 
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明代喫茶法と日本への伝来 
明代の第一代の皇帝の明太祖（1328－1398 年）は献上茶を団茶にすることを廃止し、「芽
茶」という高級な葉茶37を献上茶として使った。このように明代になると、全国各地に葉茶の
喫茶法が普及されるようになった。この時期が、葉茶を用いて喫茶法の転換期といえる。朱
権の『茶譜38』葉茶を挽き、湯を注いで点てるという葉茶の点茶法が記載された。その後、茶
葉の製造技術も大きく進化し、さまざまな茶の種類が現れ、茶の品質は非常に高まっていっ
た。その茶の品質に応じて泡茶法39（ほうちゃほう）が主流の作法になるようになった。張源
が 1595年頃の『茶録40』に記載したように、葉茶を茶壺に投じ、湯を注ぐという作法であっ
た。また、茶道具への追求が始まった。実用性の上に鑑賞性、美意識が重視され、喫茶はさ
らに芸術的な境地へと進められたのである。このような明代の喫茶法は日本に伝わって、煎
茶法に影響を与えた。日本に伝わったルートや年代はいまだに論争がある。一般的な説は承
応 3年（1654年）に中国の隠元禅師によって日本に紹介されていた当時はあまり普及してい
なかった。この点について第 4章第 2節で考察する。煎茶が喫茶趣味として、また煎茶道と
しての体制を確立するようになるのは、江戸時代の半ば、京都に、売茶翁と呼ばれる人物が
登場するようになってからである。1735年から煎茶による売茶活動を始めた。当時の日本で
はすでに禅と茶の湯は密接な関係にある。売茶翁は禅の革新を主張することは、つまり茶の
革新を実行することであると説いた。中国の明代から主流になった煎茶法は、文人風味が強
いことと清代になると文房趣味を特徴としたことは日本側に忠実に吸収された。抹茶道の厳
しい儀式に対する反発から、自由な生活や人生観を追求している。その実践は煎茶にあると
思われる。 
このような中国明代にはじまる新しい茶葉と、その新しい飲み方に立脚した「煎茶」は、売
茶翁高遊外（1675－1763年）を中興の祖とし、上田秋成、田能村竹田ら近世の文人たちの手
によって大成され、さらに文化、文政期以後、花月菴鶴翁・小川可進など煎茶家が誕生した。 
煎茶と煎茶道の普及は煎茶製法の改良と深く関連する。日本の 17 世紀中葉頃から中国明
代で流行った「泡茶法」の道具が長崎で現れたことによって、当時、いわゆる後世に煎茶と
呼ばれる作法が存在したことが確信できる。ただし、当時はまだ煎茶法は普及していなかっ
た。楢林忠男の考察によると、当時、中国産の茶は強い味、ある種の臭味を持ち、日本人の
好みに合わないことが『養生訓』や『煎茶通』の中に記載されている41。これは最初に煎茶法
が普及していなかった理由として考えられる。その後、売茶翁が登場し、京都の町で煎茶を
売って歩いた頃から、煎茶がだんだん普及するようになったといわれる。その頃、売茶翁が
売っていた「煎茶」は、実は今日の番茶と呼ばれているものだと楢林は指摘した42。この点に
ついて、煎茶道売茶流の家元は、売茶翁が売っていたものは中国武夷山の茶という異なった
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見解を示した43。売茶翁は童僧の時期に中国の武夷山に行き、現地の僧の招待を受けた史実か
ら考えると、このような主張は可能であろう。いずれにしても、今日の「煎茶」の形成は元
文 3 年（1738 年）の頃であった。『京都府茶業史』によると「現在民衆的を以て普通的性能
を持った煎茶は今より凡二百年前山城宇治田原郷の人、永谷宗園の手によって改良製出され
たものである（後略）44」。この永谷宗園という人物により改良された製造法について、『京都
府茶業史』の説明をまとめると次のようになる。従来の煎茶を蒸さず、釜に調熱させる支那
流釜炒という方法に対し、湯で蒸し、手で揉みながら焙炉の上で乾燥させる方法をとった。
また、従来は新旧の葉を混合し、硬い芽や老葉を用いていたのに対し、新芽軟芽を使用した。
こうした結果、従来の黒かったり、黄色かったりした茶のかわりに、美しく薄い緑の色に変
化し、香気の芳烈な優れた煎茶が誕生した45。 
この明代の作法を継承した煎茶道と前述した抹茶道と比べて、茶の製法、喫茶法など、そ
れぞれ異なっている。しかし茶道といえば抹茶法の印象が非常に強いようである。茶研究に
ついても同じような傾向が見られる。数多くの茶研究には抹茶道を中心として展開された議
論が多いのである。煎茶研究は乏しいとは言えないが、大きくわけると 3タイプがある。1つ
目は茶書とそれに関する研究である。日本人によって書かれた煎茶書に主要なものとしては、
売茶翁の『梅山種茶譜略』（1748年）、大枝流芳の『青湾茶話』（1756年）、上田秋成の『清風
瑣言』（1794 年）、柳下亭嵐翠の『煎茶早指南』（1802 年）、深田精一の『煎茶訣』（1849 年）
がある。以上の茶書にはいくつの特徴が見られる。まず、大量な中国茶書や文献に基づいて
書かれた点である。特に『青湾茶話』には 49種の中国茶書が並べられている。次に、中国茶
書に対する解釈や評価が多く見られる点である。また、中国茶書を吸収し、個人の考察を加
えて独自の煎茶文化を開こうとする意欲が見られる。これらの茶書が成立した年代は概ね煎
茶道が確立する以前の時代であった。そのため日本の煎茶道研究に貴重な資料を提供したと
考えられる。そのため茶書への校注や茶書研究が多く現れた。 
煎茶研究の 2つ目のタイプは、各流派の作法心得をまとめたものである。代表的なものと
して煎茶小川流の流祖小川可進が喫茶の根本原理を口述したもので、1857 年に刊行された
『後楽堂喫茶弁』という書物である。細かい作法は書かれていなかいが、茶の品種、茶事に
おいて火、水、風法則について示されている。また、田中仙樵は『煎茶伝書』（1922年）にお
いて、煎茶が伝来してから今日に至るが、抹茶のように年代が古くないので、従って煎茶を
専心研究する者も少ないと指摘している46。それに対して清風流（後に花月菴流の名称に改
定）の作法は『煎茶伝書』にまとめられた。それ以後、各流派の作法をまとめた書物が次々
に刊行された。 
煎茶研究の 3つ目のタイプは、煎茶道の道具に関する研究である。広義といえば喫茶道具
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のほか、茶席用の花、軸、文房席の道具なども含まれる。抹茶道と同じように膨大な道具研
究が存在する。 
以上述べたように、煎茶研究においては茶書研究、流派紹介、道具研究などを中心とする
研究が多数であり、茶文化全体から照射するような総合的な研究や比較研究は多いとは言え
ない。このようになった原因は次のように考えられる。ひとつの理由として、煎茶道は抹茶
道と同じルーツで中国から伝入したものであった。日本に伝入時期は異なったが歴史背景は
重なった部分が多かった。煎茶の喫茶法は最初から自由な形をもち、だんだん普及していっ
たことにはそれなりの背景があったが、儀式化の道を進むのは抹茶道を模倣した結果といえ
るだろう。そのため、研究において先に成立した抹茶道が主要な地位を占めることとなった。
また、抹茶道が千利休以来、武家階級に根強く浸透して、作法とともに精神面においても一
般に浸透したことも考えられる。実際、海外発信に向けて世界の注目を集めた代表的な作品
『茶の本』に書かれたのは抹茶道のことであった。海外だけではなく日本国内においてもそ
の影響があり、茶道といえば抹茶を中心とするようになったと考えられる。 
以上述べたように、煎茶研究には茶書、流派、道具研究の傾向が強いが、異なった視点か
らの研究も進んでいる。国立民俗学博物館では、守屋毅を研究代表者として、1978年から 1979
年にわたって実施された「茶の文化に関する総合的研究」という標題の共同研究がある。そ
の共同研究の中で、53年度にシンポジウム「茶の文化」が開催され、その成果は『茶の文化
―その総合的研究』47にまとめられた。この書物では、茶の文化の成立を原点として日本にお
ける茶文化から世界の茶文化との比較、そして世界の飲み物文化との比較まで、多様な視点
が展開される。日本における茶文化についても、抹茶道、煎茶道のほか、地域性によってさ
まざまな様相の茶風俗が言及されている。 
その中に本論と関連する中国の喫茶法が日本にもたらした影響について、次のような議論
が見られる。中国では明代になると固形茶から葉茶の飲用にかわっていく。時期は少し遅れ
るが日本でも粉末ではなく、いわゆる煎茶の格好で飲む風習に変化する。日本では団茶から
抹茶、そして煎茶へという変遷過程がパターン化されたが、これを唯一の優越した歴史の筋
道のように考えてはいけない。日本の茶の品質の上で大きな山になるのは、覆下茶園での栽
培法であった。これは、ロドリゲスが『日本教会史』の中で述べたように、いままで通説で
あった江戸時代になって小堀遠州の発明よりも古く、桃山時代にすでに優れた茶の栽培法が
見られたことを意味する。玉露をつくるために覆下茶園がつくられたとする説もあるが、玉
露というものは、文人的な趣味の煎茶の普及に応じたものと考えられる。このことから見る
と、覆下茶園の存在は日本において品質がよい茶が取れていたことを意味し、葉茶は隠元あ
たりで中国から伝えられたと思われるが、実際にはそれ以前に飲まれていた可能性があると
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の指摘であった、つまり抹茶から煎茶への転換は日本の中で自然にできた可能性も十分考え
られるのである48。この結論は煎茶研究に斬新な切り口を提供するものである。 
また、小川流煎茶 6代目家元、小川後楽49は茶研究に多数の業績を残したことで知られる。
NHK 人間講座によってまとめられた『茶の文化史』で、抹茶道以外のもう一つの茶道と呼ば
れる煎茶を視座に入ることが喫茶文化の総合的な理解のうえから欠かせない、と彼は指摘し
た50。『茶の文化史』では、いくつかのジャンルにわたって抹茶と煎茶を対照的に述べながら
中国との関係を解明していく。そして、日本の煎茶道と中国喫茶法の一つである「工夫茶」
の関連性に注目する。以前は、中国の広東省、福建省及び台湾などでしか見られなかった工
夫茶は、近年は中国全土に広がる勢いを示している。比較的早い工夫茶に関する文献『随園
食単』（1792年）、『閩雑記』（1857年）、『粤遊小識』（1899年）などを見るかぎり、工夫茶と
日本煎茶には共通点が多い。白泥でつくられた火炉、小さな磁器製茶碗、小さな茶瓶の使用、
宜興製の紫砂茶瓶の重視などが挙げられる。さらに、小川は、工夫茶のいれ方と小川可進の
『喫茶弁』（1857 年）に述べられている内容、あるいは実際に行われている煎茶の点前にも
共通性が多いと指摘した。それに対して工夫茶については厳密に考察を行っておらず、日本
煎茶道と関連性があることを示したのにとどまった51。 
一方、工夫茶と煎茶道が成立した時期から見て、両者の間の関連性を否定する説もあった。
この点について、日本に滞在した中国人研究者の東君52が『中日茶文化交流史』にて反論し、
中国において工夫茶が成立した時期、その後に日本に伝来したルートの解明から、彼女は工
夫茶の煎茶道への影響について考察し、両者の間に密接な関連性があると主張した。この点
について、工夫茶と煎茶道の関連性をより深く考察するのも本論の一つの焦点である。 
 
清代以降と台湾の茶文化 
清代に入ると、喫茶習慣が普及した。清代の喫茶風俗は大きく 2 種類にわけられる。1 つ
は皇帝や貴族の間の喫茶法、もう 1つは庶民の喫茶法であった。 
主に蓋碗の喫茶法が主流であった。蓋碗は「三件頭」とも呼ばれる。「三件頭」は、「茶碗」、
「蓋」、「茶托」が組み合わされたセットである。茶碗は上の部分は大きく、下は小さい形で
ある。その形はお湯を注ぎやすく、しかも下の茶葉を沸騰したお湯と一緒に転ばせて、茶葉
の味を早く十分にお湯に入れさせるためのものである。この地域でよく喫される茶種は、茉
莉花茶、龍井、碧螺春などである。茶碗の外側に花鳥の図案や美人の絵、書道など色々な模
様が描かれている。お茶を喫するだけではなく、茶碗を鑑賞するのも一つの楽しみである。
飲み方は左手で茶托を乗せ、右手の中指でゆっくり蓋を取って移し、それから、蓋を半分お
湯に入れて、中から外へ少しずつ移す。茶葉の形、色を堪能しながら口に近づけ、3 回ほど
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口で吹いて徐々に飲み込んでいく。 
「三件頭」の由来については、『資暇集53』の「茶托子」の中に記載がある。唐代の中期頃、
崔寧という官吏は仕事のほかに書道や詩を好んだ。崔寧の娘はよく瓷で作られた湯呑でお茶
を飲んだが、手が焼ける恐れがあったので、彼女は一つの方法を考案した。すなわち、茶碗
を小さいお皿の真ん中に蝋燭でしっかりと固定したのである。それを見て喜んだ崔寧は、似
ているものを造ることを命じた。それが、現在見られる「三件頭」の最初の形となった（図
1－3、図 1－4参照）。 
 この蓋碗は皇帝・貴族の間での主流の道具であったが、庶民の喫茶法でも使用されていた。
ただし、庶民の喫茶法では茶壺の使用も多く見られた。特に福建、広東地域の「工夫茶」の
喫茶法が現れており、またこの工夫茶の喫茶法は台湾の茶芸と日本の煎茶道に深く関わりが
あった。 
        
図 1－3：清代宮廷茶宴「三清茶」に使用された蓋碗54  図 1－4：現代の蓋碗（2014） 
©柯一薰 
         
 台湾の茶に関する歴史は中国明代末期から清代初期の頃に遡ることができる。鄭氏によ
って統治された時期は台湾史上に「明鄭時期55」（1661－1683年）と称する。張宏庸の考察に
よると、この時期に関する現存史料には、主に政治、軍事のことが記載されている。茶文化
資料はほとんど見つからない状態である。理由は、同時期に鄭氏は清朝と生死にかかわる戦
争を行っていたので茶事は重視されていなかったからである。しかしながら、鄭氏の部将た
ちにはお茶が盛んな南方の出身者が多いため、文人的な精神を外してもお茶を喫する習慣は
保存されているはずである56。 
1662年に清朝側は台湾の海路を封鎖したので、中国本土からの資源の取得が困難になった。
それゆえ、茗茶、茶道具の取得も難しくなり、茶文化の発展は停滞したと考えられる。当時
茗茶は福建から密輸されていたようである。輸入された茗茶は武夷茶を中心とした。地理的
位置関係から、明鄭時期には陽羨茶、蒙頂茶、松蘿茶など江南名茶の取得は困難であったた
め、武夷茶は名品になった。台湾茶文化における武夷茶の地位は同時期に確立されたといえ
よう。明代末期清代初期の武夷茶は「巖茶57」と「州茶」の 2種類にわけられる。「巖茶」と
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いうのは武夷山の中に生長している品種である。高等茶だとされる。「州茶」は山のふもと、
浜辺に生長している品種を示し、等級は低いものである。陸庭燦の『続茶経58』（1734年頃
成立）に『隨見録59』を引用し、「巖茶」のうち「工夫茶」という名称の種類が当時の名種で
あることを記載している。この史料から推論すると、「工夫茶」は後世の喫茶法の名として用
いられたことと関係がある。この「工夫茶」の喫茶法と、台湾茶芸や煎茶道の関連性につい
て第 5章第 1節で論じる。張は、台湾の茶文化を研究する場合は「消費茗茶」と「生産茗茶」
に分けるのがよいと述べている。漢族移民によってお茶の風俗が台湾にもたされ、社会開発
によって発展したのは「消費茗茶」である。「生産茗茶」については、また大きく 2種類に分
けられている。1 つ目は野生茶である。これは生産量と経済価値が低いもので、そのため研
究価値が低いとされる。古文の文献も量が少ないし、内容が乏しい。現存する一番古い文献
は清代の周鐘瑄『諸羅縣志60』第 10 巻「物産志」である。2 つ目は栽培茶である。これは当
時の政治、経済、文化などに深く影響されていた。また、清朝のイギリス人、日治時代の日
本人、そのあとの国民政府にも左右された61。 
明鄭期には、中国から渡来してきた官吏に江南、福建、廣州などの地域出身者が多く、彼
らがもたらした茶の風俗は「江南茶」とほぼ一緒であった。明鄭の後になると、お茶は主と
して経済作物として位置づけられた。 
日本植民時期（1895－1945年）には緑茶と紅茶の輸出が重要な経済産品となった。戦争と
国民党政府時期（1949－1987年）には、戒厳令のもとに、台湾における茶文化の発展が一度
止まった。しかし、1970年代から茶文化に対する関心が高まり、芸術、人文、思想における
発展が進み、「茶芸」という台湾独特な茶文化が成立した。 
1988 年には「中華茶文化学会」が政府から許可を得て成立した。また同年、「台湾経済文
化訪問団」は中国上海にて茶文化について交流を行った。初めて正式的に「茶芸」という言
葉が中国に伝えられたのである。これがきっかけとなり、中台茶文化交流の道がしだいに広
がっていった。 
煎茶が日本に伝来、普及し始めた時期は 1735年頃であり、台湾のこの時期の茶文化には 2
つの特徴がある。1つ目は文人の飲茶所が発展し始めたこと、2つ目は江南茶術が伝来したこ
とである。孫元衡の研究によれば、江南茶術が伝来されたようである。1703年、孫は台湾の
海防官員を担当しており、彼の詩作の中に記載されている喫茶法は台湾に伝えられた典型的
なタイプであり、伝統工夫茶とも呼ばれ、現代茶芸に深く影響を与えたと考えられる。文人
の茶風や行茶法、茶道具などのお茶の要素を比較すると、煎茶道と工夫茶の共通点が多い。
小川が指摘したように工夫茶と日本の煎茶との関係を注目すべきである。 
日本独自の文化として完成された抹茶道は儀式としても、道具としても工夫茶とかなり異
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なっている。日本の平安時代以前は仏教文化が隆盛した時代であり、宗教的で文学的（和歌
を詠む）な会話を導くために喫茶が行われた。平安時代末期になり、初めて儀式と結びつい
たのである。15 世紀に、日本の茶への称賛は、「茶の道」という美を重んじる宗教に準ずる
ようなものとなる。「清浄」「調和」「美への崇拝」など茶道において尊ばれているものは、道
教と禅宗に共通する理念の多くである。 
そのような日本に対して、台湾では 1970 年代から次第に台湾なりのお茶の点て方が成立
してきた。日本と区別するため、かつ、お茶に対する理念の違いにから、「茶芸」という言葉
が生じた。「茶芸」が専門用語として定着したのは 1970年代であり、台湾の飲茶儀式を示し
ている。ある基本な点て方に基づきながらも、場所・人数によって自由に変化することがで
き、「意」と「人間関係」を重視する「お茶遊び」という考えが大切にされている。 
一見関連性は薄いと見られるが、すくなくとも日本植民時期から台湾の茶文化の交流があ
ったことが確信できる。そして現在までの交流も絶えていない。日本の茶文化の影響を受け
た台湾茶文化は伝統的な工夫茶を基礎として変化し続けている。 
 
清代以降の中国と台湾の歴史省察 
最後の王権であった清代に一連の革命が起こり、1912年に中華民国政府が成立した。その
後、中華民国政府を代表する中国国民党ともう一つの組織であった中国共産党との間で国内
統一を争って 30年ほど内戦が戦われた。その結果、勝利した中国共産党は 1949年に中華人
民共和国を樹立し、同年、中国国民党の勢力は台湾島に移り、国民党政府を再構成した。両
党政府の対立は続き、1955年まで本格的な武力衝突が続いた。いずれにせよ、中国大陸を中
華人民共和国政府が支配し、台湾島に中華民国政府が支配することは今日まで続く。 
以上のように、1912 年から 1949 年までの時代は茶産業の発展は期待できない状態であっ
たが、1949年以後、中国においても茶産業の発展は重視されるようになっていった。1985年
の改革開放以来、新たな茶産業発展政策が推進された。その中には経営システムの改革や科
学、教育体系の構築などがあった。天福茶博物院の統計によると、中国の茶葉生産量は 1955
年の 11万トンから 2011年の 162万トンまで成長した。70年代以前、中国の茶葉市場は計画
経済であったが、1985 年の改革開放直後から 90 年代初期までに、茶葉の生産量は年間 8％
以上のスピードで成長した。その後、茶葉市場は自由市場に転化した。国際市場においては、
茶の過大供給という問題と、世界各国の農業・貿易規制によって中国は外国市場へのアクセ
スが困難という問題があった。1955 年の生産量は 11 万トンであったのに対し、輸出量は 3
万トンだった。2011 年までに茶の生産量は急成長して 162 万トンに達したが、輸出量は 32
万トンしかなかった。 
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政府は、国際市場での挫折によって国内市場を拡大する政策を取った。生産量を高めよう
とするだけではなく、高品質の茶葉も求められるようになった。いわゆる「名茶」であるが、
中国語では「名優茶」ともいわれる。歴史的に名高いもの、味が優れたもの、希少なもの、
時代の流行り、価額などさまざまな基準により「名茶」が評価される、名茶の認定も時代に
より変わってきた。伝統的な名茶には「西湖龍井」、「洞庭碧螺春」、「黄山毛峰」、「盧
山雲霧」、「六安瓜片」、「君山銀針」、「太平猴魁」、「信陽毛尖」、「武夷大红袍」、
「 安溪鉄観音」、「祁門红茶」、「蒙頂茶」などがあり、また希少が高い「鳳凰單叢」、味
が優れた「雨花茶」などがある。2007年に登場した「金駿眉」は希少である上に優れた
味で、発売以来絶大な人気を得た名茶になった。2000年までの統計によると、中国の
「名茶」の生産額は 55.52億元で、総生産額 115億元の半分以上を占めた。名茶戦略によっ
て、茶葉の総生産量は変わらなくても生産額が高まっていった。 
茶業政策の改善以外にも、茶に関する技術的な研究や教育システムの確立が中国の茶文化
発展の推進力になった。1932年に安徽省に全国最初の茶業科学研究組織として「祁門茶業改
良城」が設立された。1935年に江西、福建にそれぞれ茶業改良場が設立された。福建の茶業
改良場の責任者は張天福という人物であり、現代の陸羽や中国現代茶聖といわれるほど中国
近代茶産業の推進、改良などに大きな貢献をしたとされる。茶文化の伝播にも欠かせない重
要な人物である。張は 1934年に日本、台湾に渡って茶の製造技術を考察した経験を生かし、
茶業改良場の責任者として主に茶樹の栽培、品種、製造などに関する研究を行った。1978年、
全国供銷合作総社によって、杭州に茶葉加工研究所が設立され、世界第 2の茶葉加工研究所
となった。主に茶葉加工技術、加工機械、茶葉生物化学、保存、検査などを研究するもので
あった。この 2つの茶葉研究所は国レベルの研究所として茶葉の科学研究に貢献した。 
また、中国の主要な茶生産地域で、茶葉研究所が次から次へと設立された。湖南省高橋茶
葉研究所、安徽省祁門茶葉研究所、四川省永春茶葉研究所、貴州省湄潭茶葉研究所、雲南省
勐海茶葉研究所、広西桂林茶葉研究所、江西省南昌茶蠶研究所、湖北省果茶研究所、広東省
英徳茶葉研究所などである。以上の研究組織は茶に関する品種、栽培、加工、機械、生物化
学、商品開発、包装、マーケティングなどを研究した。近年の重要な成果としては、無性繁
殖の推進、密植不耕起栽培茶畑の整備、小規模名茶シリーズの研究製造、茶葉に関する物理
研究、低温保存、生物保存などが上げられる。 
張は福建の茶業改良場に勤めた時、改良場の技術と学校教育を組み合わせて、「福建省立福
安初級農業職業学校」を設立した。全国の農業中学校の中で、最初に茶業学科が設立された
中学校であった。翌年には高校生も受け入れるようになった。中等教育を始め、茶に関する
教育の濫觴といえるのであろう62。1940 年に復旦大学に「茶業科」が設立され、中国茶研究
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の専門家である呉覚農が研究科長に就任した。これが中国高等教育における茶業専門科の先
駆となった。1949年以後、中国茶葉教育と科学研究体系が構築されるようになった。1950年
に中国茶業会社と武漢大学農学院の提携により茶業専修科が設立された。1952年には全国高
等学院の調整により、復旦大学茶業専門科は安徽農学院に移ることとなった。武漢大学の茶
業専修科は中南農学院に移った。同年、浙江農学院に茶業専修科が設立された。1956年には
湖南農学院に茶葉系（茶葉科）が、1972年には華南農学院に茶葉専業科が、1973年には雲南
農学院に茶葉専修科が、1975年には福建農学院に茶葉専修科が、1977年には四川農学院に茶
葉専業科が設立された。中国の主要な茶産地に茶業の高等教育課程がほぼくまなく設立され
たことになる。これらは茶業の専門人材の養成に重要な役割を果たすようになった。 
大学以外にも茶業専門科が設立された中等学校、専門学校は全国で 16校があり、茶業専門
ではないが、茶文化などに関する科目を取り入れている学校も多数ある。各地の茶管理組織
と学校の提携によって、茶芸見学、茶葉評価、茶葉製造などの養成コースが多く行われ、茶
業だけではなく文化面でも豊かな成果が見られるようになった。 
ここで、注目したいのは、2007年に福建に設立された「漳州天福茶学院」である。漳州天
福茶学院は中国初の民間資金による高等専門職業学校である。創立者は台湾最大の茶企業で
ある天仁集団社長の李瑞河であった。同学院には、茶専門学校として 5つの茶専業学科が設
立された。2008年には中国政府の許可で漳州天福茶学院が全国初の高等職業学校として、中
国国内だけではなく、海外留学生および台湾学生を受け入れることができた。2012年に、学
校の体系が変わり、学校名は「漳州科技学院」に変更された。茶学院のほか、商学院、生物
科技学院、文化創意学院も増設された。学校の近くに、同企業によって茶専門の博物館であ
る「天福茶博物館」が作られ、学校が設立される前の 2002年に運営が始まった。博物館 1600
平方メートルの面積を持ち、世界最大の茶専門博物館と言われる。台湾の茶企業が、中国で
商業活動を行うほか、教育や文化推進にも力を入れることによって茶産業や茶文化にどのよ
うな影響を果たしたのかは注目すべきポイントである。 
以上、歴史的な背景をみると、本論では日本・中国・台湾を比較研究対象とする理由、3つ
をまとめることができる。1 つ目は、日本と台湾の茶文化は同じく中国から伝来したもので
あるという点である。589年、中国の隋代から台湾と中国との交通往来が始まっていたこと、
また台湾住民は福建、広東という飲茶風俗が盛興していた地域からの出身者が多い事実から
判断すると、台湾はもともとの飲茶風俗、製茶、栽培技術などを、隋朝以降中国から渡来し
た人々によって伝来されたと考えることが可能であろう。2 つ目は、中国における茶文化の
没落と台湾からの逆輸入である。1949年中国に成立した中国共産党政府のもとで、物質不足
で飲茶風俗はだんだん没落していった。さらに、1966年の文化大革命時期に、飲茶風俗は一
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度中断してしまった。その後、1980年代に中国は台湾から茶芸を逆輸入し、清朝の時代に形
成された工夫茶と結びついて娯楽性が高い茶文化が発展してきた。現代中国の茶の湯を論ず
る場合、台湾の茶芸から探求すれば、中国の茶文化も理解できるようになるのである。3 つ
目は日本との影響と交流である。1895－1945年の日本植民時期になると、日本と台湾の間で
多く交流が行われた。台湾におけるお茶の作法、茶器、思想などは日本から影響を受けてい
た。近年、日本においても台湾茶芸が広がるという経験によって、伝統的な茶道儀式をもち
ながら茶文化を新しい形として広め、民衆の生活との繋がりを深くしようとする動きがある。
このように両国間の交流は非常に盛んである。 
 以上は茶の起源にある中国を主軸として茶の歴史的な背景及び日本と台湾との関連性につ
いてまとめた。最後に、中国と台湾の茶文化研究について整理する。 
中国の茶の研究について 3つの角度から論じる。日本における中国茶研究、台湾における
茶芸研究、そして中国における茶研究である。まず、日本における中国茶研究について論述
する。茶道が中国から影響を受け成立したことは周知の事実である。しかしながら政治的な
考量を外して中華民族、中国を広義に解釈すると、台湾も含まれる。中国茶文化を研究する
場合、中国という研究範囲を対象に研究が行われることが多い。逆に台湾における茶文化に
関する研究は極めて少ない。そのため、ここでは日本における中国を対象とした中国茶文化
研究について述べることにする。 
中国茶についても、当然のことであるが、さまざまな角度からのアプローチが可能である
し、必要である。従来の茶研究の分野を考えても、茶樹、茶の薬効の植物学的研究、茶の製
造、貿易の社会経済史など、さまざまである。ここでは、喫茶法やお茶に関連する思想の文
化的研究を中心として進めていきたい。 
日本の「茶道」は、言うまでもなく中国から伝来したものである。そこで、日本における
中国茶文化の研究ということになると、日本固有の問題が生ずる。つまり、日本の茶のルー
ツが中国にあることはいまさら論を待たないため、中国の茶と茶文化がいかに日本に移入さ
れたかという問題と、中国において茶と茶文化がいかなるものであったかという問題が、絶
えず入り交じり、混同されかねないと言うことである63。高橋によれば、この状況によって混
乱が生じた点は以下の通りである。1 つは、日本人は、日本の茶文化を見慣れた目でもって
中国の茶を推測するという傾向を持たざるを得なかった。また、中国の茶を研究する意義と
して、日本の茶のルーツの解明という面を強調しがちであった。このような現状に対して高
橋は、「基本的には、中国の茶文化は純粋に外国の文化として研究すべきであり、そのような
純粋な研究が先にあって、その後に日本と中国の比較を行うべきであろう64」と指摘してい
る。 
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高橋は、具体的には以下のように既存の茶研究を批判している65。岡倉天心が 1906年に発
表した『茶の本』（THE BOOK OF TEA ）は、茶道の精神を世界に伝えた書物として、茶道史上
重要な役割を果たした。その価値をあらためて論ずる必要はないだろう。ただし、『茶の本』
においても、意図的もしくは無意識のうちに、中国の茶を日本の茶道（茶の湯）のルーツと
して位置づけている。『茶の本』の趣旨は、東洋の茶の紹介にあるが、この東洋の茶とは、実
質的には日本の抹茶道のことである。それならば、中国の明、清時代の茶にこだわる必要は
なく、これは煎茶道の領分に限られるということになるだろう。宋の茶については、『茶録』
を無視して、葉茶、抹茶、点茶の流れを取り上げ、あるいは『喫茶養生記』を意識したもの
であろうか、茶道へつながる部分のみ取り上げた結果になっている。岡倉天心の先駆的な研
究があったものの、近年に至るまで、日本での中国茶の研究は盛んであったとは言い難い。
その理由としては、明治から 1980 年代に至るまで、中国の茶業が衰退し、中国の茶文化に
は、茶道や煎茶道のように継承されてきた組織が以前は存在しなかったことが挙げられる。 
そのようななかで、中国通として膨大な数の著述をなした後藤朝太郎は『支那茶道行脚』
について、「主として茶にまつわる名所旧跡を巡る紀行であり、茶館など中国の茶風俗を紹介
している。中国人の茶に対する態度は、日本の茶の湯と比較すると、「大陸的で」、「線が太く」、
「禅味」に満ちているというのが主旨であるらしい66」というように述べた。これは中国の地
理位置や中国の民族性に対するあくまで感覚的な評価に止まり、体系的な研究書ではないし、
中国茶文化の学術的な研究とはいいがたい、と高橋は指摘する。 
また、中国の茶文化について考える方法として、それを外国の茶文化と比較するというこ
とが考えられる。角山栄の著、『茶の世界史―緑茶の文化と紅茶の社会』（1980年）は、日本
の文化を育てた茶の湯文化と、社会機能の強い紅茶文化を比較した。この本に対して高橋は、
中国の視点を欠くと指摘した。当然であるが台湾の茶文化についてもまったく言及していな
い。 
欧米の中国茶研究は量として少なくないが、中国は茶のルーツとして扱われる傾向にあり、
William H. Ukersの著 All about Tea67でもそうである。All about Teaでは、日本の中国茶
研究にもみられるように、宋以後の茶は無視されがちであった。経済史的な部分以外で中国
の茶史や茶文化そのものを研究対象とするという発想は少ないように見える。 
日本の視点から研究された著作に対し、1998年に出版された『茶から茶道へー茶文化の思
想的背景に関する研究』は異なる視点を提供した。作者は東君、中国人の研究者として倉沢
行洋のもとで茶文化を研究してきた人物である。中国古代の「気」の観念、それに基づく養
生思想、本草学など中国伝統医学の方向から、中国、日本の茶文化を論述し比較を行ってい
る。このような研究方法は当時において斬新な研究態度と認められ、高く評価された。 
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本研究では、熊倉による茶道研究の定義に従い、より具体的な検証方式、点前、道具、フ
ィールドワークなど方法を用いて日本、中国の茶文化それぞれの相違点、共通点、お互いの
影響などを体系的に分析する。次に中国における茶研究について論じる。茶の源流が中国に
あることは学界の定説であった。そのため、中国における茶研究はほぼ中国中心で、植物学、
漢方医学、文学、器具（茶道具）、茶業経済などの分野からの研究がほとんどであった。 
中国の茶研究者の陳椽は中国における茶研究の先駆者と思われる人物である。1984年に出
版された『茶業通史』は 15章に渡って、茶の起源、生産技術、茶の経済、貿易などを中心に
論述しており、茶研究において代表的な作品と思われる。その後、『中國茶葉外銷史』（1993
年）『茶葉貿易學』（1991 年）、『茶葉商品學』（1990 年）、『茶薬学』（1987 年）などの著作が
出版されて、茶の製造、栽培、茶の歴史、茶の経済などの分野で役割を果たした。 
現代中国には、膨大な量の中国の茶研究が存在している。『東洋の茶―茶道学大系』の巻末
に付された「中国茶研究文献目録68」を参照すると、次のような類別が存在するとされてい
る。 
「叢書」：茶に関する叢書形式の出版物。 
「辞典」：「百科」、茶に関する辞典、事典及び茶全般に関する百科、便覧に類するもの。 
「総合」：茶（主に茶文化、喫茶法など）に関する概説書。 
「資料・総合」：茶に関する資料（民間故事、飲食なども含む）。 
「資料・茶書」：伝統的な茶書を中心とした資料集。あるいは茶書の注釈、解題。 
「論集」：茶に関する論文集。 
「茶史・通史/断代/地域」：茶に関する歴史的なもの。 
「茶品」：名茶を紹介したもの。 
「茶具」：茶具一般に関するするもの。 
こうした分類には 2 つの特徴がある。1 つ目は茶業界（茶樹栽培、製茶、茶業経済）が研
究の中心になっていることである。2 つ目は茶文化に関する研究は多いとは言えないことで
ある。茶文化については、中国の唐、宋、明、清時代を主として茶が論述されることが多い。
タイトルとしては「中国茶文化」、「中国茶道」、「中国茶事」などがあり、固定的な用語はな
い。「茶芸」という言葉がまだ一般に用いられてはいないため、今日の中国、台湾の現実状況
を十分に反映していないと考えられる。中国茶は 4千年以上の長い歴史を持ち、以上並べた
ように数多くの研究量を蓄積してきたが、茶文化という考えは近年になって形成されたもの
であった。1989年に北京で行われた「茶と中国文化展示」を始め、1990年に「第１回国際茶
文化研究会」が行われ、1991年に中国国際茶文化研究会が成立して 2年ごとに研究会を開催
するようになった。これがきっかけで「茶文化」という考えが現れてきた。中国の近代の茶
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文化についてはいまでも理解があいまいな状態であるのに対し、台湾の茶産業は 4百年前か
ら存在し、中国から渡来してきた人々によって茶文化が展開してきた。近代になると、以下
で見るように「茶芸」という「台湾式の喫茶法」を示す専門用語が生じたことによって、台
湾茶文化も体系的に構築されつつある。日本では総合的な体系をもった茶道が確立されたの
は 4百年前の千利休の時代である。台湾には「茶芸」という言葉が存在しているが、学問と
して茶芸研究自体はまだ発展段階にある。このような日台両国における茶文化の現代的相違
は、ある茶文化像を基点にして比較することができる。 
次に台湾における茶研究を論じる。中国茶は薬用としても飲み物としても長い歴史があり、
植物学、漢方医学、文学、美学などさまざまな分野から成り立っている。一方、台湾の茶産
業は 4百年前から存在するが、このような中国茶文化の範囲のあいまいさに加えて、台湾の
茶芸については日本の茶道に左右されたという背景があり、まだ明確な定義がされていない。
文化、芸術が重視される風潮によって 1970年代以降、「茶芸69」という台湾式の喫茶法を示す
用語によって台湾茶文化は前より明確に認識されるようになった。しかし、このような台湾
茶文化の動きに対する理解と比較の試みは、現在始まったばかりである。そのため茶芸を研
究として扱うという考えも多くはなかった。1985 年に張宏庸が編纂した『陸羽叢書』（1985
年）は台湾の茶学史上最初の「茶」を系統的に、学問的に研究した著作である。しかしなが
ら『陸羽叢書』は、世界中の陸羽に関する文献に重点に置いてはいるが、茶芸についてはほ
とんど言及していない。 
2002年に范増平の『茶芸学』という試論によって、初めて「茶芸学」という言葉が用いら
れた。范は、近現代茶人の思想をまとめ、個人的な茶芸に対する認識を述べ、「行茶十八歩」
という作法を提出し、中国まで広げていったが、台湾における様々な作法や茶組織の存在に
は言及していない。現時点での調査によると、台湾にはいくつの茶芸活動を行う団体がある。
「陸羽茶芸中心」とそれに属する「無我茶会」、「中華民国茶芸協会」、「中華茶文化学会」、「中
華茶芸聯合促進会」、「高雄市茶芸協会」などが見られる。茶芸団体はそれぞれ茶芸に関する
綱領を主張しているが、その間の関連性、共通点、あるいはどのような茶芸文化を反映して
いるのかは、いまだ明らかにされていない。茶組織は、それぞれの雑誌、出版社を通じて特
定の組織、作法を紹介しているが、お互いの関係は離れた状態に止まっている。つまり茶芸
の現状については総合的に探究されていないという問題点が残されている。 
台湾の茶芸についての体系的な研究はまだ不十分だが、2002 年にちょうど范の『茶芸学』
が提出された後、茶芸研究者の張宏庸は HenryH.H.Remak70と Urich Weistein71の影響を受け、
台湾の茶人のもつ茶芸に対する理念を生活芸術としてとらえ、4つの着目点を挙げた。1つ目
は生活芸術の地域と言語系統、2つ目は生活芸術における本質的な一貫性と階層の多元化、3
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つ目は各種の生活芸術の間の関連性、4 つ目は生活芸術とほかの学問との関係である。この
4 つの着目点は、さらに地域生活芸術、国家生活芸術、比較生活芸術という 3 つのレベルに
まとめられる72。この 3つのレベルを貫く形で、茶芸の 3つの特徴が指摘される。多様性、普
遍性、芸術性である。この 3つの要素に基づいた分析によると、台湾茶芸を含めて 5つの文
化性が提出される。１つ目は「旅台文化」である。台湾では、茶人、商人、農民等が中国か
ら派遣され、あるいは生活するために中国から渡来してしばらく働き、また中国に戻るとい
う慣習があった。特に清代と日本植民時期にはこのような短期交流は盛んであった。清代政
府から派遣された官員は江南、嶺南の出身者が多く、台湾の茶文化に決定的な影響を与えた。
沿岸開放以来、大量の福建、広東の茶商人、茶師によって工夫茶が隆盛した。この時期の台
湾茶文化は工夫茶であったとも言える。2 つ目は「僑寓文化」である。中国から移住した人
たちの生活様式は僑寓文化という。旅台文化の継続といえる。旅台文化とは違い、台湾に渡
来してきた人々は永遠の住民として台湾と強く結びついた。この 2つの文化の相違点として
は、旅台文化と台湾茶文化との融和は十分とは言えないが、旅台文化に対して僑寓文化は台
湾茶文化の一部となった点を指摘できる。僑寓文化は台湾茶文化に反映されてきたのである。
3 つ目は「本土文化」である。僑寓文化の影響を受けた台湾人と茶人たちがますます台湾性
を重視し、台湾式の茶文化が形成された。1700年代から台南を中心として発展し始め、1800
年代に茶文化の中心は台湾北部に移った。文人と茶の結びつきが台湾茶文化の基礎となって
いるのである。1900年代以後、台北が茶文化の中心として発展した。この時期には文人風の
茶文化が形成され、後の時代に強く影響を与えた。4つ目は「旅陸文化」である。1895年に
下関条約が締結されたことによって、中国に戻る台湾人は少なくなかった。そのうち茶人、
茶商人も直接中国に行って現地の茶文化を学習するようになった。そして中国の茶文化をよ
り詳細に考察し、その成果を台湾に伝えることが一時期の風潮になった。この時期は福建出
身の茶商を主として交流が行われたため、工夫茶と台湾茶文化の関係はもっと深くなったと
言われる。最後は「師日文化」である。日本植民時期の初期、日本人によって茶道と華道が
伝えられてきた。最初は茶道理念を理解されにくかったが、日本と台湾の文人どうしの頻繁
な交流によって日本文化を融和した台湾茶文化が新しい形で展開された。この時期は中国の
茶器より日本の茶器が手に入りやすかったため、一番影響を受けたのは茶器の様式であった。
今日でも使われている土瓶、茶甌、茶釜は日台交流の成果とも言えよう73。 
このような東アジアの茶文化比較研究の試みは、台湾における「茶芸学」研究がある程度
進展したことにも影響を受けている。従来であれば、日本の茶道のように高度に体系化され
た茶文化を有しないと考えられてきた台湾や中国についての研究は、多様かつ分散した実践
例の調査を積み重ねるところから始めらなければならなかったのであろう。その点で、この
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比較研究は極めて今日的テーマであると言える。ゆえに、日本・台湾・中国それぞれの茶文
化研究に対して、新たな視点から貢献することを強く意図している。 
 
第3節 茶道文化論と茶芸論 
 
茶道文化論 
茶道論とは、「茶道とは何か74」という問いかけに対して論じることである。茶道論は時代
によって、人々の意識によって、さまざまな角度から論じられてきた。しかし、「茶道とは何
か」というこの議論の問題点は、熊倉が指摘するように、それを語らない茶人の方が圧倒的
に多数だというのが事実である。多くの茶人が茶道論を語らない理由は、茶道の本質など実
践すべきものであって語るべきではないとする立場や、言葉で伝えられないという考えにあ
ると思われる。さらに、「茶道とは何か」について語ったとしても、茶道の全体像を議論する
ことなど不可能という意見もある。逆にできるだけ論理的に茶道の理論体系を構築しようと
する研究者もいた。さまざまな人が茶道について歴史的、思想的論述を試みてきた。茶道は、
日本特有の総合的な文化であると思われ、茶道文化に関してはさまざまな研究があった。本
研究でも、日本における茶道研究に対する理解は不可欠であると考えている。したがって本
節では、日本茶道研究の概観について論じる。茶道研究史について論述する場合、当然のこ
とであるが、日本の茶のルーツが中国にあることは無視できないと考えられる。本研究が論
じるのは、近代における日台茶文化比較なので、近代以後の研究に範囲を限るのが適切であ
ろう。次に、熊倉が論じた近代における茶道史研究について整理する75。 
茶の湯は明治維新の際に没落期を迎えるが、明治 30 年代（1897 年頃）となると、文明開
化に対する反省から伝統への回帰という傾向が生まれた。茶道の復興は鈍翁益田孝、箒庵高
橋義雄という財閥系茶人を中心とする数寄者の茶が牽引した。大師会、和敬会、三井系を中
心とする財界人に支えられて完成した『大正名物鑑』は近代茶道研究史上、画期的な業績と
いえるだろう。明治後期に至って注目される動きは、田中仙樵による大日本茶道学会創立で
ある。これは流儀の否定と秘伝の開放という二つの主張により、近代茶道史のなかで、ほと
んど唯一の茶道改革運動と呼んでもよいものであった。昭和に入ると茶道研究史上、1 つ目
の転換点があった。それは、1929年に岡倉天心の『茶の本』が岩波文庫に収められ、広く知
識人に知られるに至ったこと、もう 1つは梅園高橋龍雄の『茶道』が刊行されたことである
76。 
1906年に刊行された『茶の本』は、東西文化の架け橋を試みた先駆的な業績として、茶道
研究史上特筆に価する。また、梅園高橋龍雄の『茶道』が刊行されたことは茶道研究史上に
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は大きな意義があった。それは日本文化研究という学問体系のなかに茶道を位置づけるとい
う方向へと研究を促した点である。茶道史研究は、同書によって本格的に研究としてはじま
り、『茶道全集』における史的研究の成果へと展開していった。1935 年前後の茶道研究隆盛
は、第 1には国粋的な日本文化再評価のなかで、茶道が学問主義の側からも、大衆の側から
も、非常な歓迎を受けたこと、第 2に『茶道全集』の完成によって従来の茶道研究より精緻
化したこと、第 3に、西田直二郎の文化史学の影響を受けたことである。この時期の研究は、
利休研究を中心に、優れた茶人研究が複数出ていることにも注目すべきであろう77。戦後茶道
の復興は、精神運動としてではなく、文化研究としての茶道の再認識から出発したといえよ
う。この時期における茶道研究は 3 つの面から論じられた。1 つ目は哲学の分析である。谷
川徹三は、芸術、社交、修業、儀式的なものという 4つの因子から、茶の在り方を分析した
理論により、「茶の美学」という言葉を定着させた。2つ目に宗教的な方法である。代表的な
研究者の久松真一は茶に対する考え方は、「侘びの宗教」、「茶禅一味」であるとのちに説明し
ている。3 つ目は文化史学の側から進められてきたことである。林屋辰三郎は中世文化にお
ける民衆文化として茶道を把握し、歴史的な伝統の継承面に重点を置いている。 
こうした茶道史的研究とは別に、岡倉天心以来、多くの茶道論が展開されてきた。しかし、
茶道研究として存在しながら、実は現実の茶道とまったくかかわりのないところで議論され
主張されてきたという点に、茶道論研究の問題点があった。このような状況に対して、柳宗
悦による茶道に対する批判と民芸論が、1936年の『茶道を思ふ』により始まった。大きな注
意を引いたのは、1940年の『茶と美』、1943年の『茶の病び』などといった作品であった。
この猛烈な茶道批判に対し、熊倉は茶の実態に踏み込んだ柳の研究は従来の研究にない斬新
なタイプの研究であり、茶道界は有効にその批判を吸収できると評価した78。昭和中期から茶
道研究は一つの整理期に入った。それは、従来の研究の総決算としての全集・図録類が次々
と出され、戦中・戦後にかけて輩出した研究者の業績が、いろいろな意味で集大成されたこ
とによっている。全集・図録類は、1956年から数年間かけて刊行された『茶道古典全集』を
はじめ、『図録茶道史』（1962 年）、『図説茶道大系』（1963 年）、『茶室おこし絵図集』（1963
年）、『茶道名器鑑』（1965年）、などの研究成果であった。しかし、これらの研究成果を再検
討し、そのどこに問題があるのかという点については明らかにされず、課題が残されてきた。 
林屋辰三郎が、茶を成り立たせているあらゆる側面が、実は、それ自身の由来によって意
味をもち、その由来を尋ねることは、茶研究の内容の大きな部分を占めると指摘した。した
がって、茶の歴史を遡ることが茶道研究の大半を占めているわけで、茶道史は、こうした各
分野の史的研究のすべてを含んでしまうため、日本茶道史としての方法を確立することはで
きず、建築史、工芸史、文学史など各々分野の成果を寄せ集めたものに留まった。刊行され
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た何種類の茶道全集は、いずれも茶道史と茶人研究という二本立てで茶研究を扱っている。 
以上、日本茶道史研究の多くの業績を振り返って、再検討すべきなのは、茶道史研究の課
題がなにかということである。茶道史研究が、茶の理想へのアプローチであり、新しい茶文
化像をどう創造するかが問題として残る。 
従来の茶道研究史について、熊倉は大きく分けて 3 つのタイプがあると述べている。第 1
は、茶人自身の自己学習の成果を著わしたもの、第 2は、茶の世界の外から、茶道批判のた
めに行われた茶道研究、第 3は、日本文化研究を志向する研究者が、その素材として茶道を
取り上げた研究である79。      
第 1のタイプは茶道の担い手自身の研究であるから、その目的意識はもっとも明確であり、
そこに若干の宣伝や作為があったとしても、それ自体が茶道のありかたを示す資料である。
近代になって、田中仙樵によって「秘伝の開放」という主張が出され、茶道の流儀は出版に
よって普及してきた。そのうち、裏千家のように『今日庵月報』のような会報を発行し、『茶
道月報』、『淡交』と発展させてきたのは、この第 1のタイプの研究に属すると考えられてい
る。 
第 1のタイプの研究が茶道擁護を一つの目標としているのに対し、完全に対立する立場に
あるのが茶道の外的批判である第 2のタイプである。柳宗悦の茶道研究と茶道改革は典型的
な第 2のタイプである。しかしながら、このタイプの研究はあまりにも目的意識が尖鋭化し
て、在来の茶との間に相互に有効な対話がほとんど積み上げられてこなかったという問題が
ある。外から茶道を批判するというやり方に問題が存在している上に、茶道研究自体につい
て学問的な相互批判を欠いており、過去における多くの茶道研究は、ほとんどほかの研究を
無視することによって成立していたという状態で、茶道研究の継承、発展をたどることは非
常に困難である。 
第 3のタイプの研究は、日本文化研究の中で茶道を取り上げるタイプであるが、これがも
っとも学問的な成果をあげてきたと言えるだろう。建築学、美術史学、文化史学、国文学、
哲学、宗教学などさまざまな側から貴重な茶道史研究が進められた。しかし、第 3のタイプ
の研究は各々の分野においては、明確な問題意識をもつものであっても、それは各分野にお
ける問題意識であって、茶道そのものからは外に出たところに位置するものである。つまり、
茶道というのは、研究者がそれぞれ関心を持つ分野を研究するために取り上げた一つの手段
に留まってしまうのである。原点の茶の世界から研究者に何を要求し、研究者が茶の世界の
どこに新しい課題を発見するのかについては明確な意識がないと言える。 
本研究は第 3のタイプに属すものであるが、「茶」自体についてより重点を置き、日本の茶
文化から日本以外の地域の茶文化にも関心を持ち、新しい視野を開拓するものである。 
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熊倉の指摘したとおり、茶道の実際、すなわち茶会、茶道具、点前作法、茶室、懐石等々
と茶道論とには深い関係があるが、それが直接に茶道論に反映するわけではない。つまり、
茶道の実際と思想として抽出された茶道論とは、しばしば矛盾する。茶道論を理解するため
に、茶道研究はそのすべてにかかわりつつ、思想的な切り口から茶道の側面を明らかにする
必要がある。本論では、台湾や中国を含めた比較研究にも通用する切り口として芸能論、茶
禅一味論、趣味論をとりあげる80。 
芸能という切り口で茶の湯をとらえようとする発想は林屋辰三郎にはじまる。彼は芸能の
性格として巡事性と結座性をあげた。寄合いの座において、一人一人が順序を持ちながらこ
とを運ぶのが巡事性であるが、それはまさに巡事というプロセスが楽しまれる点に芸能性が
あった。連歌はその姿を最もよく見せるものと言える。林屋は茶道と関わる芸能の特徴は、
今日「濃茶」と称せられる方法に見られると述べる。一碗のお茶が一座の人々に順番に回ら
せつつ味わい、会衆の和合を求めるところに深い意味を求めて発展したといえよう。そこに
巡事性が認められる。 
結座性について、熊倉は林屋の定義を引用している。「一座をなして芸能をお互いに楽しむ
のである。それは同時に一座に集う衆の結束を固め、心を一つにする役割を芸能に期待して
いた81」と述べている。一座の人々のこころの連鎖的結合であり、そこに個と全との完全なる
調和が発見されることになる。結座性が最もよく表現されるキーワードは一座建立であろう。
能楽史一般の理解では、一座建立というのは芸能座の組織が成立するという意味である。亭
主と客の間に生じる一体感と高揚感を一座建立と考える林屋の見解は、茶道との結びでは『山
上宗二記』のなかで論じられ、一座建立が茶道論の中では最も早く登場するのも同作品であ
る。 
熊倉は、茶道の巡事性と結座性という芸能の特性に基づいて、芸能性にあてはまる要素を
さらに以下のとおり四点あげた82。 
ふるまい、よそおい、しつらい、おもい 
芸能表現のための身体所作をふるまいという。身体表現を通じて観客を日常的次元から芸
術的次元へと高めるのである。これを茶道におきかえるなら点前作法である。よそおいは、
芸能でいえば化粧、衣装、手にもつ「採りもの」に当たる。演者はよそおいによって、日常
性のなかの個人と非日常の次元を区別できるようになっている。しかし茶道においては特別
な化粧はない。つまり茶道は日常生活の芸能化でありながら、一方で日常性が残されねばな
らない。 
衣装や採りもののレベルは茶道にも認められる。茶人の正装たる十徳は、茶の湯にたずさ
わるものへの変身を象徴している。茶碗、茶入、茶杓等々の道具もまた、茶道独特の採りも
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のと言ってもよいだろう。茶道具を離れるなら茶道とはいえないし、茶道具は茶人の手にあ
ってこそ存在価値がある。 
しつらいとは舞台のことである。立派な劇場の舞台だけではなく、演者と観客を隔てる一
本のロープさえもしつらいと言えよう。日常性を拒否する結界がしつらいの役割であり、演
者と観客のあいだの約束事である。演者が舞台の上にあって演技をしているのを、観客は楽
しむことができる。茶道においていえば茶室と露地であろう。あくまで生活空間の座敷と庭
の姿をとりながら、独自の空間を演出する茶室と露地は、最も芸能的な空間である。 
おもいは芸能思想に当たる。能における幽玄、連歌における「冷え枯れる」、俳諧における
「さび」等、芸能にはそれぞれの意識を表現する思想がある。茶道についていえば「わび」
である。ただし、一般的な千利休の「わび茶」の理解にしても、思想が多様な解釈を許すよ
うに「わび」も多様な理解が可能である。 
茶道が禅宗と深い関係をもちながら、茶禅一味論にまで発展したことは周知の事実であっ
た。熊倉は茶道と禅の関係には 2 つのレベルの問題がひそんでいると述べている。1 つは、
中世の文化全体が宗教の大きな影響下にあったという面であり、もう 1つは、禅宗が、芸文
の世界の人々から精神的支柱として求められた面である。 
中世の文化は宗教の力を借りることではじめて自らを社会的に顕現できた。芸能者は、自
らの芸のために演じ、あるいは興行をうつことはできなかった。寺社の権威、権力に保護さ
れ、その保護のもとに興行することで、はじめて芸を披露することができた。つまり中世の
芸文が宗教と深いかかわりをもった理由は、芸能者たちの信仰のような内的な要素によるの
ではなく、社会的条件に強制された側面を無視できないのである。 
南北朝時代以後の時衆の衰退は、芸文にたずさわる人々の新しい創造意欲に対して、宗教
のインパクトが失われたことを意味していた。それに代わって新たな宗教的理論となったの
が禅宗である。当時の芸能、能楽理論は華厳教学、宋学の太極観、さらに自らの禅の教養の
なかから形成されていた。禅だけがその精神的基盤ではなく、いくつかの教理を重層的に重
ねることで構成されていたのである83。 
しかし茶道は、中世に端を発する芸文の世界の一つとして重層的な宗教性をもちながら、
始終一貫して禅宗と深い関係をもちつづけてきた。それは、茶道の起源にかかわるものでも
あった。8世紀末、永忠、最澄、空海の三僧によって中国の茶は日本に伝来した。その後 12
世紀末、栄西禅師によって宋代の喫茶法が広く紹介されて以来、聖一国師によって中国の径
山寺の「茶宴」という儀式が、円通大応国師の南浦紹明によって中国の寺院における喫茶法
が日本に伝来するというように、茶道は如々に形成され、禅院を中心に定着した。抹茶法の
導入を担ったのは禅僧であったし、僧堂の規範として喫茶が定着してきたことに、茶と禅の
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関係の深さがあった。一方、その定着の傍らでは、中世的美意識に基づいて新しい茶の湯の
考えが打ち出された。それが村田珠光によるわび茶であった。桃山時代の茶道が禅の影響を
強く受けたことは、各茶人と禅のかかわりの深さからみて間違いないとしても、しかし茶禅
一味論を茶道論として完成させるには至らなかった。草創期においては、茶人の存在そのも
のが新しい表現であって、まだ型としての定型化をもたなかったので、論として茶道観を体
系化することは不完全であり、茶禅一味という思想は隠然と存在していたのである。その意
識にやがて変化が生じるのは江戸時代であった。江戸時代初期に茶道に対する意識が大きく
変わり、茶道はようやく定型化を進め、論として展開するようになった。その過程で、茶禅
一味論は重要な茶道論として完成をみた。その代表は 17世紀末にあらわれた『南方録』と 19
世紀に登場した『禅茶録』である。『南方録』は茶道論として重要な論述で、仏道の行と茶道
の行が一致することを求めている。『南方録』の立場をより鋭く、極端的論じたのが『禅茶録』
である。「茶事は禅道を宗とする事」よりはじまり、徹底した茶禅一味論となっている。『南
方録』においては、まだ茶道の取合せや趣向、道具の味わいなどが許されているのに対し、
『禅茶録』では、そのような茶道の楽しみを否定し、茶道の意向は禅との一致であると説く
に至ったのである。こうした究極の論をみれば、茶禅一味としての茶道論が何を根底とする
かは明解であろう。 
幕末維新の動乱は、変革の時代であり、下克上の時代でもあった。単なる権力闘争ではな
く、権力の交代は日常的なことであった。下克上の意味は、価値観が転倒することにもあっ
た。あらゆる分野で、従来の権威、思想、道徳、美意識が価値を失い、かわって新しい権威
等が現れた。茶道においても、旧来の枠組みからの離脱が始まった。益田鈍翁の茶道常識論
は、常識というかたちで、茶道における従来の思想から離脱し、特定の色づけされない無色
な文化として位置づけようとする試みであった。「夫茶の湯は人の心を豊かにし、友の交りを
厚くし、なへて世の融和をはかるを本意とす、（中略）茶の湯の掟は常識を外るへからす、常
識を離れては茶はなし84」と益田鈍翁が述べたように、茶道のありかたは時代の流れとともに
変化し、新しい時代の変化に応じていった。このように、当時の常識を離れ、旧時の知識に
とらわれてしまってはいけないとする説とともに、趣味至上主義とも言える近代数寄者の茶
道論が展開した。数寄者という言葉を、熊倉の定義に従い簡単に定義すると、明治以後、近
代日本の資産家あるいは知識人芸術家のなかで、茶の湯を愛好し職業的茶人になることなく
趣味として楽しんだ人々であるということになる。その大多数は政界、財界など富裕な人々
で、多くの名物を所有したという特徴があった。そのうちの一人は高橋箒庵（義雄）であっ
た。前半生を実業家として過ごしたのち、後半生は数寄者として多くの業績を残した。箒庵
の茶の湯論によると、茶の湯は流儀の形式に囚われてはいけないし、「茶道経国」などといっ
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た思想を防止すべきだとされる。昭和初期の国粋精神に反対し、茶の湯を堅苦しい倫理観に
とじこめず、楽しくて洒落ていて、美的なものとしたいと考えていた。つまり茶の湯の本質
が遊びであり、遊びであることを大切するという近代の数寄者たちは、茶の湯を体験的なも
のとしたのではないかと考えられる。 
以上述べたように、茶道の本質は限りなく芸能に近いけれども、芸能ではない。宗教との
関係も深いけれども、宗教ともいえない。また同様に芸術性を持ってもいるが絵や彫刻など
のようにはっきりとする芸術でもない。古典の中には、茶を飲む者は徳性がある人という論
述もあるが、茶事と道徳はイコールでは理解できない。こうした性格を多重的に包括してい
るのが茶道の特質である。この多重性に対して、これまでの研究業績は各分野に拡散してし
まう傾向があった。そのため、本論は茶文化の基礎ともいえる茶事に戻って、比較文化の視
点から、同じ中国から伝来し、融和した日本の茶道と台湾の茶芸を題材にどのような表現や
方法を通じて東アジアの茶文化を語ることができるのかを解明していきたいと考えている。
茶文化に関する比較研究を行うため、岡倉天心の著作『茶の本』は第一に取り上げなければ
ならないだろう。英語で書かれ、茶道を世界に伝達したのが本書の最大の特徴であり、比較
文化研究にとって貴重な素材だと思われる。 
 
茶芸論 
岡倉天心は日本茶道の理想について、「15 世紀になると、日本はそれを一種の審美主義の
宗教―茶道にまで高めた85」と述べている。中国の茶の湯は茶道と同じように仏教、禅宗の影
響を受け入れ、中国における儒、道の思想を通じて儀式と結びついたものである。中国茶文
化を継承した茶芸に現われているものは、禅、道、儒に共通する理念が多い。一言でいえば
「茶禅一味」「茶道一如」である。もっと具体的に茶芸を論ずるためには、まず茶芸文化の範
囲を明らかにしなければならない。飲茶というものを文化的視点から論じる際、2 つの面か
ら論じることができる。1つ目は茶の湯の製作を中心として、2つ目は茶の湯の鑑賞を中心と
している。茶の湯の製作というのは、茶の湯を構成する要素を指す。主として茶、水、茶道
具、作法の四種類の要素が含まれている。これらの要素を欠くと茶芸は成立できない。 
「茶」というのは製造過程を経て完成された茶葉か餅茶86のことである。時代により茗茶の
製造法は異なっているが、色、香、味を重視する作法が基礎となっている。明代の張源によ
る『茶録』は茶葉87について「造時精，藏時燥，泡時潔，精燥潔，茶道盡矣88」、精密に製造す
ること、保存環境は乾燥していること、清潔に立てること、この 3つの事項は茶道の要義で
あると述べ、茗茶に対する製造、保存の重要性を述べている。 
唐代の張又新による『煎茶水記89』によれば、「夫烹茶於所產處，無不佳也。蓋水土之宜。
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離其處，水功其半90」（優れている水があれば劣等の茗茶はない）とされる。明代の許次紓も
また『茶疏91』において次のように水の役割を示した。「精茗香蘊，借水而發92」（筆者訳：よ
い水を通じてこそ茗茶の優れが現れる）。水質は、茶の湯を左右するものである。 
茶道具について、明代の屠隆による『茶箋93』から見ると、茶芸における茶器に対する考え
がわかる。「凡瓶，要小者，易候湯；又點茶，住湯有應。若瓶大，啜存停久，味過則不佳矣。
所以策功建湯業者，金銀為優；貧賤不能具，則磁石有足取焉。磁瓶不奪茶氣，幽人逸士，品
色尤宜94」。前句は茶器の形を評価し、後の句は茶器の素材と茶の関係を論じている。身分の
高い人に応じるため、金と銀の素材が適当とされる。しかし、貴重な茶器ではなく磁器をも
ってすれば十分であるともされる。磁器は茶気（茶の香り）を奪わないという優れた特徴を
持っているからである。 
 茶の淹れ方は一般に作法というが、中国語では「茶術」ともいう。すなわち、茶を入れる
技術のことである。作法については第 5、6章で論述するので本節では概要を述べよう。伝統
的な中国式の茶の湯の場合、色や香を重視することを中心として茶術が発展してきた。現代
茶芸といえば色や香は当然のこと、精神的、文化的な内容も融合されている。 
 以上が茶の湯の製造に関する分析で、次に茶の湯の鑑賞について論じる。茶の湯の鑑賞は、
茶人、場所、茶食、茶宴の 4つの要素によって成立する。本節で論じる茶人は、お茶に関係
する人、あるいはお茶を好む人をいう。日本の「茶宗匠」、「茶人」とは定義として異なる。 
茶の空間といえば、日本では茶室を意味するが、ここでは飲茶の場所や環境も含めて示す。
茶芸における空間に固定的な形式があるわけではない。明代の許次紓の『茶疏』には、喫茶
空間環境について、劇、曲を聞いたり、演じたりする。古い琴、書画で飾っている部屋、小
舟。小橋、竹林など園林景色が見える。はすの花が植えている庭で納涼し、小庭園で香をた
く。斎館、お寺には壮麗な泉、石があり、よい景色となっている。紙の帳、赤い布、竹の寝
台、石の枕、珍しい花と樹など風景を描いた。 
これは茶の空間について、いくつかの特徴を明らかにしている。まず、室内、船、庭、寺
など、場所が多様化していることが指摘できる。また環境によって楽器、竹、花、香、石な
どの飾り付けが変化しているようである。最後に、時間帯、季節を厳しく制限していないこ
とがあげられる。茶道では正午の茶事、朝茶事、夜咄の茶事などが分けられるのに対し、茶
芸では明らかに区別されないのである。そして茶食としては茶道の懐石料理のような正式な
料理ではなく、点心、菓子類を食する。 
茶会のような性質を持つ宴会は「茶宴」と呼ばれる。茶の湯を鑑賞する宴会とも言える。
唐代の皎然の作の「晦夜李侍禦萼宅集招潘述、湯衡、海上人飲茶賦」によれば、「晦夜不生月 、
琴軒猶為開。東牆隱者在、 淇上逸僧來。茗愛傳花飲、 詩看素卷裁。風流高此會 、曉景屢徘
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徊95」とされ、これは茶宴の構成を描いている。主として文人により、文芸交流を目的とした
社交的な形として茶宴が行われることがわかる。 
以上、張が唱えた定義96に従って整理した。「茗茶、茶泉、茶器、茶術」により「本体茶芸」
を、「茶人、茶所、茶食、茶宴」により「整合茶芸」を中心として、いままで曖昧であった「茶
芸」の範囲がより明確にされた。 
中国の茶文化は、生活の全般ともいえる総合的、生活的な学問である。その要素には、茶
学、茶道、茶徳、茶芸（ここでは茶芸全般ではなく、そのうちの芸術のことを指している）、
茶技（茶芸の作法）、茶俗などがある。その中では、禅、道思想を中心として「禅茶一味」、
「茶道一如」という理論が提出されてきた。ここで論じる「禅」及び「道」というものは、
禅宗を特定している「禅」、道教の老子を示している「道」だけではなく、生活全般を準ずる
法則の「禅」、孔子の「吾道一以貫之(私の道は一つのことで貫かれている)97」の「道」を指
す。 
中国東漢の明帝98の時代（在位期間 57－75年）に、仏教が中国本土に伝来する一方で、西
漢初年の董仲舒が主張した儒家思想が当時の漢代社会の主流となった。そして東漢以後は道
教思想が盛んになった。道教は中国の主要な四つの宗教のうちの一つである。孔子（551B.C.
－479B.C.）と同年代の道徳哲学者である老子の教義を基礎とし、民間に広まった。中国の教
本には、茶で客をもてなす儀式は、有名な老子の弟子の関尹が当時の漢の関所にて「年老の
哲学者」を一杯の黄金の万能薬でもてなしたことに始まると書いてある。 
仏教、儒家、道教は唐代まではそれぞれ独自に発展し、対立している状態であった。仏教
は中国で継承されていく中で、儒家、道教の思想を受け入れながら中国的な仏教へと発展し
ていった。一方、儒、道の思想も仏教に融和され、この三つの思想はだんだん民族文化を単
位として一体となっていった。例えば『牟子理惑論99』からみるとこの三つの思想が融和して
いることがわかる。「孔子以五經為道教。（孔子は五經により道ということを解釈する）100」
『五經』が示している「道」とは儒家の道のことである。つまり「三綱五常101」というのは
倫理の道である。また「佛道至尊至大」にも表れているが、「佛道」というのは仏教の「道」
である。こうして論じるように仏、儒、道の思想はお互いに影響しながら、お茶と結びつい
て中国茶文化を形成していると言える。 
宗教、哲学、生活などさまざまな思想によって構築された茶芸文化は簡単にいえば「喫茶
去」という言葉で伝えられるであろう。これは唐代の有名な趙州禅師の言葉である。「喫茶」
はお茶を飲むこと、「去」は、行く、行きなさいということなので、「お茶を飲んで行きなさ
い」あるいは「お茶を飲みに行こう」という意味になるのであるが、もう一つの解釈が秘め
られている。一切の紛争、議論をやめてお茶を飲みに行こうということである。お茶を飲む
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という日常茶飯事のなかにこそ、実はほんとうの真理がある、ということである。ここで思
い出すべきは、日本の茶道の思想に対してウイリアム・H・ユーカースが述べた次の言葉であ
る。 
 
禅が東洋思想になした特別な貢献は、世俗のものを精神的なものと同じ重要さをもつも
のと認めたことである。事物の偉大なる関係においては、大小の区別はまったくなく、一
個の原子は宇宙と同等の可能性を有すると考えた。（略）茶道の理想全体が、人生のごく些
少な出来事の中に偉大さを見出すこの禅の一帰結なのである102。 
 
中国茶芸に現われているのもまた、このような思想をもち、日常茶事を通じて生活の中で
道を実践することであると考えられる。お茶を飲むことが初めて文化的な意義を持ったのは、
陸羽の『茶経』によるとされる。仏教は中国に伝わって禅の思想を形成し、中国の茶文化を
熟成させ、中国の独特な禅茶文化となった。禅の思想は茶文化に本質的で重要な影響を与え
たといえよう。お茶は人間の修行にも、養性にも大きく役割を果たしたと考えられる。そし
て、禅の思想において、水は世の中で一番潔淨なものでありながら、お茶は水の中で一番潔
淨な味であると考えられ、その純粋な味は平常心の境地という禅の理念と一体になり、それ
は禅茶一味であると表現される。 
唐の宣宗の大中７年（853年）に中国に訪ねた圓珍（814－891年）の「吃茶飯」という禅
語や趙州の「喫茶去」などは、お茶を用いた修行の心法を伝えている。范の解釈によると、
茶修禅修一体、茶味禅味一味、茶秘禅秘一如によって禅茶一味の 3つの面が構築される。お
茶によって、俗と聖が密接するという考えは、禅宗が主張する「頓悟（とんご）」である。 
范によると、明確に「禅茶一味」を提出した人物は、唐代の善會禅師である。その理念に
基づいて、禅茶一味を解明していったのは宋代臨済宗の圓悟克勤（1063－1135 年）である。
彼が湖南の夾山寺で編纂した『碧巖集』は当時の禅宗に非常に大きな影響を与えた。韓国で
は世の中で一番精妙な本という評判があったそうである。彼らは禅と茶の関係を探求し、禅
の観念を通じてお茶を味わった。このようにして禅茶一味の思想はこの時期にだんだんと形
成されていった。中国では南宋の端平 2 年（1235 年）、つまり日本では鎌倉時代の四条天皇
の嘉禎元年（1235年）に、円爾(えんに)（聖一国師103）が中国へ渡航した。彼は径山に赴き
無準禅師の門下となった。無準禅師のもとで円爾は求法のため刻苦修行をつづけ、そして仏
書千余巻とともに茶の実を持ち帰り、生誕地である駿河国安倍郡三和村足窪（現足久保）の
地にそれを蒔いたと伝えられている。また、聖一国師が中国から持ち帰った多くの書物の中
に、日本の茶の湯の根源をひらいた『禅苑清規十合（ぜんおんしんぎ）』一冊があった。「清
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規」の意味は、禅院で茶礼をふくめて僧侶が守らなければならない行儀作法のことである。
喫茶喫飯の儀礼が含まれるこの書は、日本で後世花開いた茶の湯の文化の根底を説いた書と
もいわれている。 
中国の茶文化は「天人合一」の境地を求めている。それは中国の伝統的な文化思想のなか
で重要な観念である。茶禅は中国から発展し、日本はそれを受け入れ大成させた。禅茶一味
は中国の茶文化にも日本の茶道にも共通する最高の理想とされる。 
中国の茶道の歴史を遡ると、唐代の陸羽、皎然の時期に始まる。陸羽の『茶経104』がもつ
茶文化史上の価値は周知の事実であろう。『茶経』には「術」を通じて「道」が論述されてお
り、「道」を中心とした作品であると考えられる。「茶経・一之源」には「茶之為用，味至寒，
為飲最宜精行儉德之人105」、すなわち、お茶を喫する人は素朴な徳性を持つべきであると述べ
られている。陸羽はお茶を飲む人に対して道徳的なことを求めているのがわかる。お茶を飲
むことは単なる生理的な欲望だけではなく精神的な意義を持つとされる。陸羽は『茶経』を
完成させるにあたって、皎然という僧侶と会っている。当時、現在の湖州市妙西鎮にある杼
山の妙喜寺に住んでいた皎然は、何度も陸羽を訪ね、茶談義をしたようである。皎然による
「飲茶歌誚崔石使君106」という題名の詩には「三飲便得道（三煎のお茶を飲むと道の悟りを
開くことができる）」、「孰知茶道全爾真（茶道の真義を探求する）」という句が見られる。こ
れは、いま知られる限り、中国の歴史上最初に「茶道」という言葉が用いられた例であった。
皎然と同じ時代の陸羽の『茶経』に論じられている「道」は、無形な意味から有形化して茶
道具、茶事のなかに融和しており、日常生活と切り離せないものとなっている。 
以上からすると、茶の道を論じる場合には、茶芸にも言及しなければならない。茶芸は簡
単に説明するとお茶を入れる技術である。技術といっても、茶の道を実践するための基礎と
もなっている。中国語では「藝可載道」「藝可入道」という。すなわち、茶芸を外して道を論
ずると空疎な議論になりがちであるという意味である。道の精神を言及せずに茶事を行うと
庸俗の行動としかとれない。儒家の「中庸」、道家の「無為」、禅の「平等」、「空寂」などの
理念のもとに茶の道を貫かないと茶道は成立しないのである。 
 
第 4節 『茶の本』から今日の茶文化研究へ 
 
第 3 節で論じたように、茶文化研究において、岡倉天心が 1906 年に発表した『茶の本』
は、茶道の精神を世界に伝えた書物として大きな役割を果たした。本節では『茶の本』につ
いて、今日の茶文化研究との繋がりを一つの切口として論じる。 
『茶の本』は汎アジア思想のもとに、日本の茶道を統一体としてアジア文化を解き明かそう
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としたものといえる。しかし、岡倉天心に指摘された汎アジア思想には問題点がある。アジ
アが、日本を中心とした一つの文化統一体であるとした点である。本節では、日本がアジア
主要国の歴史ある伝統の代表であるとする『茶の本』の思想について検討してみたい。以下
では、第 1に、岡倉のアジア主義を検討する。第 2に、同著の主張を中心に、茶の湯に関す
るアジアにおける芸術概念について明らかにする。第 3に、中国の茶文化に対する意義につ
いて論ずることにする。 
 
『茶の本』におけるアジア像 
岡倉天心は、日露戦争勃発の直前である 1903 年にロンドンで発行された著書『東洋の理
想』の冒頭において「アジアは一つである」とした。岡倉は「アジアは一つである。ヒマラ
ヤ山脈は、二つの強大な文明、すなわち孔子の共同社会主義を持つ中国文明と、ヴェーダの
個人主義をもつインド文明とを、ただ強調するためにのみ分っている107」と述べている。さ
らにアジアは、近代化に遅れ、西洋列強によって植民地化されたという点において同じ屈辱
を受けているということを主張した。これは、岡倉最初の汎アジア主義の表明である。一般
的にいって第一次大戦以降における人種意識の問題は、外交・政治・経済的要因をぬきにし
ていうならば、まさに文明の原理としての人種という姿をとりはじめた、ということであろ
う。幕末以来のながい西洋文明へのコンプレックスから脱却し、アジア人であること、日本
人であることを、むしろひとつの誇らしい価値としてとらえている。いわばそれは日本の青
年たちばかりでなく、インドや中国の青年たちをも鼓舞する、霊感に満ちたスローガンとい
うものであった。それは福沢諭吉の「脱亜入欧」とあたかも逆説で結ばれた、時代の転換期
の思想である。 
アジアは一つであるという説に対して福沢は交通手段の発達による西洋文明の伝播を「文
明は猶麻疹の流行の如し」と表現する。それに対し、これを防ぐのではなく「其蔓延を助け、
国民をして早く其気風に浴せしむる」ことこそが重要であると唱える。その点において日本
は文明化を受け入れ、「独リ日本の旧套を脱したるのみならず、亜細亜全洲の中に在て新に一
機軸を出し」、アジア的価値観から抜け出した、つまり脱亜を果たした唯一の国だと評する108。
しかし岡倉はアジアの文明は一体と見なしながらも、彼は日本が「興亜」を引き受けなけれ
ばいけないことを使命と考えて、甚だしい場合には戦争によって実現しなければならないと
する。彼の思想は、「興亜」あるいは「大東亜共栄圏」の名において、実際には侵略する政策
の重要な源流となるものである。このような指摘に対して、柄谷行人は「第 2次世界大戦の
敗戦国であるドイツと日本が過去史に対して反省する姿勢に大きな差が出る理由を、近隣諸
国と「共同体の拡大」という理想を維持したかどうかの差109」だと分析した。そして、「アジ
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アは一つである」思想に対する英米の評価について、イギリス の東洋美術史家 Laurence 
Binyonは次のように指摘している。 
 
アジアには様々の人種や宗教があるのに、それが単一体などとどうして言えよう。たと
えばペルシアと日本の間に何か共通点があるだろうか。またインドは特に大陸の他の国々
と異なっている上に、そのインド自体が宗教的相違によって分裂しているのに、一体どう
して単一体になれるだろうか110。 
 
天心の場合は芸術研究者であるから、「アジアは一つである」という思想はアジアの芸術
と哲学の同一性の直観を表現したものであり、かならずしも政治の言葉として語られたもの
ではなく、白色人種に対する黄色人種の一体性を主張したものでもない。もちろんアジアに
は想像以上の共通点があると言えるが、アジアが一つという主張は行き過ぎのようにも見え
る。 
岡倉が持った汎アジア主義について論じたが、次に同思想を中心とする芸術概念について
述べる。岡倉は日本という枠を越えて「アジアは一つ」という理念を打ち出して次のように
述べている。 
 
  西洋人は、日本が平和のおだやかな技芸に耽っていたとき、野蛮国とみなしていたもの
である。だが、日本が満州の戦場で大殺戮を犯してはじめて以来、文明国と呼んでいる。
近ごろ、「サムライの掟」―わが兵士が勇躍して身命を捨てる「死の術」についての多くの
論評を聞くけれども、茶道についてはほとんど注意が惹かれていない。茶道こそ、わが「生
の術」を大いに表わしているのである。もしもわが国が文明国となるために、身の毛もよ
だつ戦争の光栄に拠らなければならないとしたら、われわれは喜んで野蛮人でいよう。わ
れわれの技芸と理想にふさわしい尊敬がはらわれる時まで喜んで待とう111。 
 
西洋文明を物差しに日本人論を展開したのに対し、岡倉天心は西洋の対抗概念として日本
を打ち出しているのである。そして天心は東洋の優れている点として茶道を挙げる。 
 
茶道は、日常生活のむさくるしい諸事実の中にある美を崇拝することを根底とする儀式
である。それは純粋と調和を、人が互いに思い遣りを抱くことの不思議さを、社会秩序の
ロマンティシズムを、諄々と心に刻みつける。それは本質的に不完全なものの崇拝であり。
われわれが知っている人生というこの不可能なものの中に、何か可能なものをなし遂げよ
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うとする繊細な企てである112。 
 
完全を目指し、自分に合わせて環境を変えようとする西洋進歩主義を批判し、環境を所与
のものととらえ、そこで満足のいくよう自己を修練する日本文明を支持する説である。この
ように茶道を通して東洋の優れた点を打ち出している本書であるが、目次を見ても分かるよ
うに、道教、禅、芸術鑑賞、花など茶道には直接関係のない話も並んでいる。しかし、天心
に指摘された「東洋」はアジア統一体という思想の産物ではないかと注目すべきである。ま
た、1906年に英雑誌 The Athenaeumに『茶の本』の内容は次のように捉えた。「『茶の本』は
中国における色々の歴史的茶匠と日本の生活および芸術の哲学を取り扱っている。113」、ただ
し、『茶の本』における東洋の茶とは、実質的には日本の茶道のことである。西洋の世界にと
って、アジア文化の全体が日本の茶道であるという解釈は誤解を招きやすいと考えられる。
最後は岡倉の保持する、日本がアジアの理想と文化の宝庫であるという観点について論じた
い。日本こそ千五百年の間、アジアの古来からの芸術を保護してきた国であった、アジアの
すべての芸術は日本の土地で、初めて精神となって蓄えられたのである、これが岡倉の内な
る声であった。そして彼の主著『東洋の理想』によると 
 
仏教―東方アジアの思想のすべての河川系統が合流する理想主義（中略）しかしながら、
この複雑の中の統一を、とくに明白に実現することは、日本の偉大な特権であった。そも
そもこの民族のインド、韃靼的な血そのものがこの民族を、これら二つの源泉から養分を
汲み取ってアジアの全体を映すにふさわしいものとするところの遺伝であった114。 
 
アジアは文化的に一つの統一体であり、その統一的な保存、継承、発展の姿は日本の文化
史にこそ具体的にあらわれているという主張が溢れていることがわかる。これに対して、出
版当時の英米における主な書評は、専ら事実に基づいて酷評する。The Times Literary 
Supplementは 1903年に、日本が島国であり、途切れることなく続いている国家生活のため、
中国やインドで相次ぐ戦争で長い間放置されていた美術品など宝物を守ることがは否定でき
ない真実であるが、岡倉の推定するよりも多くの古美術が中国に保存されていると考え得る
根拠を持っていると述べている115。歴史的な事実に基づいて判断によると、アジアの国々は
自国文化に対する保存、継承、発展の役割を果たしていた。日本においてこそ具体的にアジ
ア文化があらわれているという視点には疑問が残る。 
『茶の本』は「茶」の文字がタイトルに付いたが、茶を飲むことつまり茶事を論述するこ
とより茶を通じて東洋の文化と思想を伝達しようと理解したほうが適切であろう。前述した
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ように東洋の文化としても日本中心であったが茶のルーツとして中国の茶について多少言及
している。最後に『茶の本』から見る中国茶文化について論じる。 
『茶の本』では中国の茶の歴史を喫茶の方法によって要約している。唐の「Boiled Tea」、
宋の「Whipped Tea」、明清の「Steeped Tea」の 3段階に分けることになっている。直訳すれ
ば「煮る茶」、「かき混ぜる茶」、「浸す茶」であり、中国の用語でいえば「煮茶法」（釜に沸か
した湯に茶の粉を入れて煮る方法）、「点茶法」（粉の茶に湯をかけて、匙や茶筅でかき混ぜる
方法。）「泡茶法」（茶葉に湯をかけて置き、味をだす方法）ということになる。こうした記述
は今からみても正確であると言えるであろう。現在、中国の喫茶文化を論ずる場合、固形茶
を粉末にして煮茶法で飲む方法が完成した唐代、固形茶を粉末にして点茶法で飲む方法が盛
んになる宋代、茶葉を泡茶法で飲む方法が主流となる明清の 3期を中心に据えざるをえない
のである。一方、『茶の本』の記事の客観性に対して高橋は次のように指摘している。 
  
岡倉の記事が客観性を欠くのは、古に厚く今に薄いという傾向にある。『茶経』の時代を
詳細に記しながら、明清の茶葉はほとんど無視されるという書き方は、中国喫茶文化史と
しては一面的である。実際は、中国の茶は、製法面では後代ほど発展の途をたどるし、明
清の茶文化も、著述の質や量をみれば、決して程度が低いとはいえない。しかし、『茶の本』
がこのような書き方をしたのは、意図的に、もしくは無意識のうちに、中国の茶を日本の
茶道（茶の湯）のルーツとして位置づけているからであろう116。 
 
客観性を欠くという指摘があるが、岡倉天心の考え方については、現代からみれば色々な
評価があろうが、日本における中国茶の代表的な先駆として、指導的な役割を果たしたもの
といえよう。 
アジアは一つではない、複数ではないかと考えられる。アジアは地理的にも、ひいて文化
的にも多元的な集合であろう。岡倉天心の汎アジア主義に特徴的な、大雑把な論証のない主
張も、アジア文化を総合的に受容しその文化を展開した日本の文化・芸術の歴史を述べるた
めの一種の導入ではないかと考えられる。アジアの歴史的文化、芸術の集中的表現を単一受
容し、日本文化・芸術として代表するように主張していると思われる。 
繰り返すが、岡倉の汎アジア主義は、第一次大戦以降における人種意識によって文明の原
理としての人種という姿をとりはじめたと考えられる。西洋の対抗概念として日本を打ち出
したため、岡倉は東洋の優れている点として茶道を挙げた。しかしながら、アジア文化を包
括したものが日本の茶道であるという解釈は誤解を招きやすいであろう。最後に、アジアは
文化的一つの統一体であり、その統一的な保存、継承、発展の姿は日本の文化史にこそ具体
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的にあらわれているという主張に対して、英米側は反論を行っていることを指摘する。 
茶の湯の精神は文化生活の結晶したものともいえる。茶の湯を通じて岡倉の関心は、イン
ドから東へ広く伝わったアジア文化の流れや、それが人類すべてに及ぼした潜在的な影響に
向けられた。『茶の本』は始めて西洋に日本の茶を紹介する形で、東洋の思想を伝えようとし
た。いわなくても重要な著作であるが、比較茶文化研究にどのような位置づけになれるのか
今後の重要な課題にし、本論では研究背景として概論的に論じた。 
 
今日の茶文化比較研究 
以上の歴史的な背景は、『茶の本』をめぐる考察及び茶道・茶芸論の整理へと結びつくもの
である。全体的にまとめると、次のような問題点が指摘できる。 
1つ目に、これまでの日本の茶道、台湾の茶芸、あるいは中国の茶文化についての研究は、
1906年に英語で刊行された『茶の本』を起点とした理解を乗り越えておらず、それぞれの茶
文化研究の域を超えて東アジアの茶文化が総体としてどのように発展してきたかについては、
学術的な理解を欠いてきた。2 つ目に、日本の茶道研究については、茶道の境界的範囲や総
体についての理解が欠けてきた。とりわけ、茶道実践者と研究者が相互に意見を交換する素
地がなく、茶道研究内部での批判を欠いてきた。3つ目に、全体として、日本、中国、台湾に
おける茶文化は完全に異文化として扱われる傾向が強く、3 つの地域間でいかに茶文化が相
互影響を重ねてきたか、全体としての茶文化像を形成してきたかが明らかにされていない。
先行研究はほとんどが一つの地域や文化を対象として研究を行い、比較の視点を欠いてきた。 
また、茶道研究の起源的問題が指摘されることはあったものの、それぞれの国を超えた比
較研究、日本から中国や台湾を対象とした研究が欠けてきた。日本においては、経済史的な
部分以外で、中国の茶史や茶文化そのものを研究対象とするという発想は少なかった。台湾
地域も含めた中国飲茶法と日本茶道の比較研究も、十分になされてこなかった。台湾では、
茶芸研究は存在するものの、台湾や中国の茶文化が「茶芸」として研究されるようになった
のはつい最近のことであり、実態の把握が十分ではない状況である。 
このように今日の東アジアの茶文化について、比較研究の立場から論じたものはまだ少な
い。そうした中で、滕軍が 2004年に中国語で発表した『中日茶文化交流史117』は、中国と日
本を視野に入れた比較研究として本論と類似の問題関心によっており、中国と日本の間の茶
文化交流について歴史的な考察を行った。中国の時代を縦軸として、隋代唐代以前、隋代唐
代、唐代末期から北宗時期、南宋時期から元代、明代、清代をわけて、それぞれの時代にお
ける中国と日本の茶文化交流を明らかにした。また、茶道作法と煎茶道作法を簡略に述べた。
最後に、両国の茶文化の歴史背景、茶の品種、茶の作法、道具、茶人（茶を愛好する人）、両
42 
 
国各自の文化の中での茶文化の位置付けなどの点から両国の茶文化相違性を述べた上で、相
違点に対し、天人合一の境地の追求、茶文化の中における哲学思想の体現、茶文化をもって
両国各自の文化の集大成とすることを、中国と日本茶文化の共通点としてまとめた。 
以上のように、滕軍は茶文化に関して中国歴代の日本との交流の内容とその結果を明らか
にした。しかし、主な論述は清代までにとどまっており、中国と日本の茶文化交流をテーマ
とするのみで、中国と日本が密接に関係する台湾の茶文化の状況はほぼ言及していなかった。
茶文化を昔から存在しながら、変化し続ける文化現象としてとらえ、歴史的な考察を踏まえ
ながら、その結果どのように現在の状況へと繋がるのかが重要である。それを理解するため
には、台湾の状況に言及しなければならない。台湾は中国の明代から漢民族の統治によって
中国の茶文化を受け入れた。清代に台湾は中国の領土の一部になり、茶文化の関係は一層深
まった。1895年に日清戦争の講和条約によって台湾は日本の植民地になった。1945年までの
この植民時期に日本と台湾の茶文化が交流した結果、1980年代の台湾茶芸に反映された。そ
してその台湾茶芸は 1990 年代に中国に伝わって、文化大革命で茶文化が中断した中国にお
いて大きな影響を与えた。このように、台湾は現代東アジア茶文化における中枢として看過
できない。 
本論では歴史的な事実を確認しながら、現代茶文化交流における日本・中国・台湾の関係
に重点をおく。このような視座から、両地域間の関連性、影響などについて比較研究を展開
するものである。本研究による比較分析は、日本を始めとする茶文化研究にとっても、茶文
化実践者の認識においても、新たな視座と発展の機会を提供するものになるだろう。 
 
本論文の構成 
本論では、本章で述べた課題に関する歴史的背景を踏まえ、第 2章では台湾の日本植民時
期という特別な時期を取り上げ、この時期における日本と台湾茶文化交流状況を明らかにす
る。とりわけ、喫茶習慣、作法、茶道具から考察を行う。第 3章では現地調査によってえら
れた情報をもとに、家元・茶会・茶文化交流活動などの側面から考察を行う。第 4章では道
具を中心として考察を行う。第 5章から、第 6章、第 7章までは茶事の主体となった作法を
中心とした一連の考察を行う。第 5章では中国における茶芸作法について論じる。特に工夫
茶という喫茶法を取り上げ、台湾茶芸と日本煎茶道の関連性について論じる。第 6章では台
湾茶芸に関する考察を行う。まず台湾茶芸文化の形成背景を明らかにした上で作法を分析す
る。第 7章では日本の抹茶道と煎茶道それぞれの作法を分析し、最後に茶道と茶芸の総合比
較を行う。第 8章は結論という構成である。 
各章の初出については次の通りである。 
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第 3章第 1節 
2010年度台湾日本語文学国際学術研討会「日、中、台茶文化発展における家元制度の考察
について」（口頭発表・2010年 12月 18日） 
第 3章第 3節・第 6章第 1節 
（国内全国大会）日本比較文化学会 第 32回全国大会「東アジア茶文化比較研究―日本と
台湾の交流と影響」を発表する。（口頭発表・2010年 6月 12日） 
第 2章 
「東アジア茶文化比較研究」『国際日本研究第二号』、筑波大学人文社会科学研究科国際
日本研究専攻、2010年 3月 30日、183－221ページ 
「日本統治時期の台湾における茶道具の受容について」『比較文化研究』、日本比較文化
学会、2011年 11月 30日、131－144ページ 
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以上の文章の続きとして明恵上人が亡くなり、光音上人の甥の一人、名号光賢上人という
人物は茶の実を受け、栽培し続けた。これが宇治田原地域の茶の起源というふうに記載され
た。宇治の茶業はこの頃から発展してきたという。資料の中では、製茶技術を明恵上人に伝
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第 2章 台湾の日本植民時期の日本・台湾茶文化 
 
 本章では、台湾の日本植民時期における茶文化の交流と影響を中心として茶文化の発展状
況を述べる。本稿は、台湾史上 1895年から 1945年まで日本によって植民された特別な時期
を「日本植民時期」と呼ぶ1。第 1節では当時の茶道と煎茶道に関連する新聞や雑誌を中心と
して分析し、日本植民時期の日本・台湾の間の茶文化交流状況を明らかにする。第 2節では
茶道具から日本・台湾の茶文化を比較しながらその影響関係を明らかにする。 
 
第 1節 喫茶習慣からみる日本・台湾茶文化交流 
 
本節では、台湾において、中国から継承した茶文化が日本との交流、影響を受け、どのよ
うに発展したのかを考察する。考察は、2 つの点について行う。第 1 に、日本植民時期の茶
業背景を整理する。当該時期の茶産業の動きは、日本政府によって主導された政策に関連す
るものである。お茶に関して日本植民政府の焦点はどこにあったのか、どのような調査を実
施したのかを整理することで、当該時期の茶産業の状況がわかる。第 2に、その結果を踏ま
えて、台湾における茶文化の発展について分析する。茶文化には紅茶、花茶、煎茶、抹茶な
どが全て含まれうるが、文化的な発展という意味では、当該時期には日本の茶道流派が伝来
し、茶道の作法、精神などが紹介された事実が明らかになる。このような歴史・社会分析は、
次節において日本と台湾の茶道具や茶文化思想を比較する上での下地となりうるものである。 
 
茶産業の発達 
日本植民時期の台湾における茶産業の発展は、1869年に規定された製茶税、茶園税、茶葉
輸出税、出港税（港を通じて茶葉を輸出することに対してかけられた税金）などの停止に始
まった。このような茶税緩和政策は、1910年まで続いた。 
茶産業が隆盛するにともなって、研究機関も設立されるようになる。1901 年に文山深坑、
十五份、桃園亀山楓樹坑などを拠点に「茶樹栽培試験所」が設立された。1903年には桃園の
草湳坡（現在の埔心）に「機械製茶試験所」、「茶樹栽培試験場」が設立された。同時に苗
栗三叉河という地区で、茶樹の改良、育種、烏龍茶の製造法の改良と紅茶製造の研究などが
行われた。人材養成については、「中央農業研究所2」に付属する形で「平鎮茶業試験支所」
が設置された。また、新荘林口にも「茶業伝習所」が設立された。これらは、主として茶業
人材の養成及び機械製茶の技術を開発することを業務内容としている。当時、台北帝国大学
（現在の台湾大学）理農科の教授の山本亮は茶産業を研究しており、彼をリーダーとして茶
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業技術人員の教育が実施された。 
さらに 1912年になると、伝統的な茶売買の方式を改良し、茶葉品質を高めるために「台湾
総督府茶検査所」が設立され、『台湾茶検査所第一年年報』が刊行された。この年報は 5章
に分けられ、詳しく茶業に関する検査作業を説明している。 
台湾における茶産業の商業団体である茶業公会、共同販売所も設置された。1898年 6月 1
日に、「台北茶商公会」（以前は茶郊永和興という組織であった）が成立された。その後 1912
年 1月 31日には、『台湾茶業月報―第一号』が発行された。同月報は漢文と日本語により刊
行された。1914年には、「同業組合台北茶商公会」が発足した。1917年に刊行された『台湾
之茶業』は、日本植民時期最大の茶に関する雑誌であった。台湾日日新報 1923年 8月 13日
の記事によると、製茶取引の改善と品質向上のため、1923 年 6 月 10 日から「台湾茶共同販
売所」が正式に営業を始めたことがわかる。この半官半民の組織である共同販売所は、その
重要な役員が総督府により任命されており、その取引量は全台湾製茶葉の三分の一に達して
いた。台湾における茶産業の発展状況について以下の記事が参考になる。『始政四十周年記
念臺灣博覧會ニュース』にて刊行されたものである。 
 
臺灣茶が世界に呼び掛けたのは明治五年からである（中略）領臺後四十年間に最も華や
かなりしは明治末期から大正七年、八年頃迄で、此の間世界の主なる博覽會には大概臺灣
から参加して臺灣ウーロン茶が經濟使莭として世界中に活躍してきた（中略）3。 
 
台湾の茶は明治 40年（1907年）頃まではほとんど全産額を上げて烏龍茶を輸出され、い
わゆる烏龍茶の黄金期であった。明治末期より南洋向きジャスミン茶が輸出されて台湾茶と
言えばこの二種類となったが、ヨーロッパ大戦をきっかけとして国際情勢の転換、または為
替安などの原因と相まって紅茶の生産が高まり、三者鼎立の形になっていた。 
茶産業の発達は製茶技術の改善にも深く関わっていた。次の記事に台湾における製茶技術
の改善に関する決定的な内容が見られた。「新竹州の茶業體制と茶業道精神の昂揚」の中で、
昭和 5年（1930年）の頃に世界的経済恐慌が起きて、台湾島の茶業に波及したことを述べて
いた。茶の産量と貿易額はこの時期に下がる一方であった。この深刻な問題を解決するため
に次のような方法が取られた。 
 
「優良茶生産」を目標に州下4に街庄茶業改良會を織せしめ、摘茶の改善＝一心二葉摘採
の新造語が喧傳せられ、又製茶法によって所謂高級茶なるものが出現した。当時普通品は
百斤十五、六圓から二十四、五圓位だったが、高級茶は百斤千圓（後略）5 
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この資料は、製茶技術の改善を示している。注目されるべきは、下線部に記載されたよう
に、「一心二葉」という「新造語」が宣伝されたことである。「一心二葉」というのは、茶
の芽とその芽の下の二葉の部分しか採らない摘み方のことで、現在でも高級茶の摘採法とし
て使われており、固有名詞として普遍的に認識されている6。当時、新造語として宣伝された
という記述からすると、この作法はこの時期に現れ始めたのであろう。また、同文章には、
ほかの根本的な改善や振興も行われたことが記載されている。不良品種と老衰茶園の更新、
紅茶の開発などの手段で茶業の振興を図ろうとしたと考えられる。 
このような日本植民時期台湾の茶産業は、主に日本茶企業によって推進されていた。1900
年、日商三井物産と沢野会社は自社による茶園を開発し、加工・輸出により市場を独占する
状況になった。この状況下で、三井会社は 1万 7千甲の土地を茶園として所有していた。ま
た、台湾托植会社は 1千甲7の土地を所有していた。 
明治 34 年（1901 年）に成立した「臨時台湾旧慣調査会」の第二部を担当する持地六三郎
委員が主導した『調査経済資料報告』は、当時の台湾の茶産業についての最も正式な調査書
である。本報告書は明治 38年（1905年）3月 31日に刊行された。うち「茶」の調査は第一
編・第二に属し、23節にわけられている。内容としては台湾のお茶の起源から、種類、栽培
、各種類茶葉の製造、包装、販売状況、茶業経済など、お茶を経済商品とした全般的な調査
書である。系統的に台湾茶を研究した最初の専門書であり、日本人が台湾茶を論じる場合に
は同報告書が引用されることが多い。 
日本植民時期の台湾茶研究についての重要な研究者としては、日本人の井上房邦も挙げら
れる。井上は明治 44年（1911年）から昭和 4年（1929年）まで茶業改良場に務めており、
また昭和 5年（1930年）から昭和 12年（1937年）まで平鎮茶葉試験所の技師として茶葉伝
習所に務めていた。彼の代表作は『臺湾茶樹栽培学』である。これは 17章にわかれており、
気候、土質、茶樹の品種、繁殖法、茶種の産地など全方面から茶樹について論じた専門書で
ある。他に台湾茶についての論文も発表しており、「臺湾茶樹の品種」という論文は日本植
民時期の茶学雑誌『臺湾日據時期茶業文獻論集』に収録されている。井上の調査成果は当時
の「臨時台湾旧慣調査会」が行った調査より詳細であり、内容としての完成度も高く評価さ
れているため、井上は日本植民時期の台湾茶業科学に相当な貢献をしたと思われる8。 
以上整理したように、日本植民時期の台湾茶は経済産品として重視されていた。当時のお
茶に関する研究、調査は農業、商業の分野について多く見られる。では、文化的な「お茶」
はどのようであったか。次に、この問題点について考察を続けよう。 
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茶道・茶文化の発展状況 
台湾はもともと中国福建省からの移民が多く、もともと中国茶文化を受け継いでいる。そ
のため日本植民時期に異文化間で接触があったことでどのような変化が起きたのか、そして
その後どのように発展したのかを考察する必要性があると考えられる。当該時期の茶文化に
ついては、現在の台湾茶文化を論じる本や刊行物ではあまり言及されていないので、当時の
新聞記事や雑誌などを分析して茶文化の発展状態を把握することを試みる。ここでは、日本
の伝統精神を代表する抹茶に関する資料を中心として取り上げ、その後に煎茶について取り
上げる。それぞれの発展状況、交流状況や茶業状況などを論述するのが目的である。まず、
抹茶道については、調査した限りでは、茶文化に関する記事について、1903年の台湾日日新
報の記事が最も古いものである。2つの記事がある。最初の資料内容は以下のようになる。 
 
宗幽は松尾七代目好古斎の次男にて幼より千家へ預けられ名古屋へ戻って八代目を續ぎ
□が故わって兄宗見に譲り東京に住す二十九年渡臺して現に通信課に勤務す公務繁忙の為
めに弟子を取らず9（後略）。 
 
1903年の記事だが、松尾流の関係者は明治 29年（1896年）にすでに台湾に渡来したこと
が記載されている。つまり、茶人の初の台湾への移住は遅くとも 1896年に遡ることができる
。すなわち 1895年に始まった日本植民時期とほぼ同時であった。お茶の関係者や茶人が台湾
に渡来することだけではお茶自体の発展状況について説明不足であるが、次の資料によると
茶道の修業や流派の内容が見られる。1903年の時点で茶道は流派として存在したことが確認
できる。 
 
横濱において修業したる人求好斎露光を號□花は尾張の人宮崎某に就き東山流をよくす
現住府前街補給廠前庵を構へて數十の門人あり點前繊麗にして言行温雅又仕立て物に巧妙
なり10（後略）。 
 
また、次は茶道の宗匠に関する記事である。 
 
茶道活花の指南として臺北城内で有名な大谷春甫翁を府中街の自宅に訪ふ、翁は舊
きゅう
長州藩
士、歯
よはひ
約六十、痩驅短身、茶縞銘仙の袷に黒木綿の袴を穿ち端然として虎の皮に座する處、
人をしてそぞろに當年の面影を偲はしむ。ハア、私も維新前は諸先輩の驥尾に附して多少国
事に奔走したこともありますが、明治九年から後は、一切世事を擲って斯道てこそ茶道に適
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へりなどと得々たるものがある。これらは吾が所謂茶道にあらずして無茶道ぢや（後略）11。 
 
この文中には、台湾に住んでいる茶人の姿や彼らが茶道に対して抱いていた考えが記載さ
れている。この茶人が茶道において有名であったという点からすると、当時の台湾において
茶道文化は既にかなり発展していたのではないかと考えられる。以上 2つの発展状況に関す
る資料から、先行研究では日本植民時期の台湾に茶道が伝入されたはずだと推論されてきた
が、その点を実際に明らかにした。 
その後、台湾では茶道流派が計画的に発展していった。以下の 2つの新聞記事には、茶道
流派が伝来する経緯と当時の流派数が明らかにされている。まず、最初の記事には、大谷春
甫という茶人の背景が記載されている。 
 
茶道珠光流、生花遠州流より出て別に位一流を案出し鳳囀流の家元となりたる大谷春甫
氏は長州侯の落胤とかにて幼年より珠光流の茶道を修め居たるが臺北え来りしり専ら斯道
を研究練磨し數十の門人おり（中略）珠光流の茶道も廢れたれば大徳寺にては各國の末寺
に令して取調べたるに今は臺湾の大谷春甫氏一人のみなりしにより奇特の事なり（後略）12
。 
 
また、次の記事は臺北（通称では台北）市内の諸流派について述べたものである。 
 
臺北市内に九人の先生が御座る表千家流三、松尾流一、久田流三、速見流一、臺灣産の
珠光流一夫れで有る然し是等の流儀の差異を見ると點前の差こそあれ大體に於て一致して
居る無論真髓とする所は禅味を帯びた悟道にわるもの（後略）13。 
 
そして茶道、花道などの芸能活動が当時の上流階級の間で盛んであったことも記されてい
る。 
 
上流の男子もやる□近頃種々の娯楽の普及を見るが生花に次いでの流行は茶の湯で有る
然し花と茶とは離る可からざる関係を持つて居るから双方之を兼ねてやるものが多い（後
略）14。 
 
以上の資料では、1912年頃に茶道、生け花などの芸能活動は上流階級の間で流行した、な
らびに茶道の流派の数目を確認することができる。ただし、この記事の執筆者は諸流派の作
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法について、「ただ古人をまねし、旧規を墨守している」という批判を行っている。以下の
ように茶道界の現状に対して問題点を取り上げているのである。 
 
臺北廰の建築規則の厲行は斯界に取っての一打撃であつて茶席を造る事が出来ぬのが即
ち茶道らしい茶道を習ふ事の出来ぬ一大原因である、（中略）從て茶道の型を學える人が
有つても茶道を活用させる人が無いのは甚だ残念で有る。 
臺北には茶席 1つも無いと同時に師匠であって會席料理の方法を教授する師匠は先づ無
いと云った方が確かだ斯かる次第で師匠は例の師匠癖を現はして傳授ものとなるとヤレ傳
授するから金を出せの盆立を教へるから金を出せのと此の調子で行くと皆傳迄に千圓位の
金は無くなって終ふだらう或者の如き 1つの傳授を受ける為めに三十圓とか四十圓とか取
られたと云う事で有る月謝を拂て居る上で此の科料ではやり切れたものじゃ無い内地に於
ても左様であるが殊に臺北の如き此の種の悪弊が多い様だ（後略）15。 
 
以上の資料によると、台湾の建築風俗のもとで茶室を造るのが難しいという点、また茶道
の師匠があまりに経済的な利益を求めるために伝承の妨げとなっているといった点が指摘さ
れている。当時の流派はその作法を台湾の風俗に合わせることなく、完全に日本式として行
っていたことが推測できるだろう。ただし、日本茶道の流派の台湾における発展は中断する
ことはなく、続けられたことが以下の資料からうかがえる。とりあげた内容は速水流の總務
所が設立されたとの記事である。 
 
京都茶道速水流直門三宅閑月女史は今回臺灣に於ける速水流宗家代理となつたので臺
北市北門町一〇三〇間女史宅に臺灣総務所を□いて臺灣に於ける速水流茶道事務を總轄す
る事となつた（後略）16。 
 
前述の 1912年の台湾日日新報の記事には、台北茶道界の 9流派中に速水流の名はなかった
が、20年後台北に總務所が設置されたことになる。また当時の茶文化が、台北という一地域
に活動が限定されていたことも指摘できる。政府の中心は台北にあり、官員、文人、知識人
なども台北を中心として活動していた。そのため伝統的には文人が飲茶習慣を有していたた
め、日本の流派も主に台北を拠点に発展していった。記事に記載されている地区、たとえば
「東門」、「北門」などは、総督府近くにある駅（現在の台北駅）の周辺の地区であり、当
時でも現在でも台北市の中心地である。 
次の図 2－1 を参照されたい。1931 年に総務所を台北に設置した速水流の稽古場である。
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年代は 1934年、場所は台北の北門にある。当時、本格的な茶室で点前が教授されたことは、
抹茶道がある程度発展していたことを意味する。 
 
図 2－1：「速水流の点茶真台子のお稽古の場」17 
 
次に当時の資料によくみられた茶話会について述べる。当時の総督が茶話会を催したとの
記事がある。例えば、譲山総督は、10 月 24 日に東門街にある総督官邸にて全臺詩人茶話会
を開催した。その茶話会の参加者は、詩人、詩社団体などであった18。また、伊澤総督が開
催した晩餐會および茶話會では、日本人の官員と台湾の茶人、詩人との交流があったことが
わかる19。 
このような茶話会は茶をしながら話し合うような状況が想定される。そのような場では、
茶だけではなく酒が出された可能性もある。ただし、参加者は日本側の官員や台湾の茶人、
詩人が明記されており、このような場面は茶文化交流の接点になった可能性があるのである。
もう 1つ裏千家に関する「講話會開催」を題とした記事を取り上げる。 
 
日本茶道裏千家宗匠坂本宗倫氏来花20に付我が國粋美たる茶道□一般家庭向の茶道に関
する接客智識等婦人の心得を向上の目的を以て（中略）講話會開催参集會員五十七名（後
略）21。 
 
また、日本人の作法の常識として茶道を普及しようとしていたようである。作法以外に茶
道の精神性を伝える記事も存在する。例えば「日常生活と茶道精神」をタイトルとした文章
では、作者は茶道石州流第八世の拓植曹谿であるが「食礼」、「物と心」、「主客一如」、
「調和」という 4 つのテーマにわけて、彼が考えている茶道が何であるかを述べている22。
また、「簡素な茶道―日本文化史と我等の生活」という記事においては、日本の文化として
代表できる出来事を取り上げて述べている。そのうち茶道は 1つの重点として読者に紹介さ
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れている。ほかには武技、貿易、工芸、美術などが述べられている23。また、「茶境」とい
うタイトルの文章では、作者の署名が「六合庵」とあり、内容としては千利休の茶の精神を
伝えている24。このような茶道や茶の精神を紹介、伝達する文章は、以上取り上げたように
一般の新聞記事に載せられたほか、各分野の雑誌にも見られる。筆者が調べた限り、『臺灣
藝術新報25』『臺灣商報26』『趣味の臺灣27』などの雑誌で取り上げられている。注目すべき
は、茶道をテーマにした文章の出典について、上記のように、読者が特定されるわけではな
い新聞や雑誌以外にも、警察や婦人を対象とした雑誌に比較的に多い。例えば『臺灣警察時
報28』には「警察官と情操教育」と題した文章で、趣味と日本精神との関連性が述べられて
いる。茶道、生花、武道が取り上げられ、それぞれの内容が紹介され、警察に軍人と同じよ
うな日本精神が求められることが述べられる。婦人を対象とした雑誌については、『臺灣愛
国婦人新報』、『臺灣愛国婦人』、『臺灣婦人界』などを取り上げることができる。茶道の
起源、具体的に点前の方法、茶道界に関する情報など茶道に関することが幅広く扱われてい
る29。茶道は単なる趣味ではなく、日本精神の代表として伝えられ、特に女性に対象とする
傾向が強く見られる。 
 
煎茶の発展状況 
次に、日本の茶文化においても重要な存在と思われる煎茶について、抹茶の発展と対照し
ながら論じる。煎茶に関する文献については、調べた限り抹茶と同じように 1901年の『臺報
28期』に掲載された文章が一番古いものである。抹茶に関する一番古い文献より二年早かっ
たことになるが、抹茶に関する活動は 1896 年に遡ることができ、1903 年までに流派として
発展していたのに対し、煎茶は次の引用にあるように、1903年の時点で「煎茶が台北にある
とは誰も思わない」と述べられていた。日本植民時期の初期における煎茶の普及は抹茶ほど
ではなかった推論できる。 
 
陸羽の茶經を枕とし宇治の橋桁三枚を刎ねて水を汲ませし煎茶がこの臺北にあらうとは
誰も思ふまうけぬ事ならん其人は誰府前街廣貫堂の主人數見鐵太郎なり訪ふて一茗を乞れ
よ30 
 
1903年の時点で、台北では煎茶は普及していなかったようである。これに関して 1906年
の記事をあげる。『漢文臺灣日日新報』に記載され、「臺南喫茶状況」という題にした記事
である。 
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居住南部之內地人。從來皆喫川柳及正喜撰兩種之茶。近竟變其嗜好。其轉喫玉露茶者。
有四十餘家。吃薄茶者。則無論市街村落。皆好之。（中略）本島人皆喫烏龍茶。在臺南有
茶舖七八軒。而茶多為本島北部之產者。就中亦有清國茶之輸入。然其銷路不廣。（中略）
及近因茶價騰貴。遂有轉喫內地綠茶者。然此僅紳士間一部分耳。其餘則未知綠茶之滋味也31 
（筆者訳：南部に居住している内地人（日本人）、従来は川柳と正喜撰の 2種類の茶を
飲んできたが、最近は好みが変わり、玉露を飲むようになった者は 40家あまりであった。
どこの人でも薄茶を飲むことが好きである（中略）本島人（台湾人）は烏龍茶を飲んでい
る。台南に 7、8軒の茶の店がある。茶はほぼ北部で栽培されたものである。中国から輸入
されたものもあるが売り上げは良くなかった（中略）最近、茶の値段は高騰になり、日本
の緑茶を飲むようになった台湾人もいた。ただし、これは一部紳士の間に起こったことで、
そのほかの人たちはほぼ緑茶の味を知ることない）。 
 
以上の資料は、当時の喫茶習慣の変化を理解するのに重要な情報を提供している。まず、
1906年時点で、台湾の南部の喫茶状況がわかる。気候の条件で茶の栽培は主に台湾の北部に
ある上に、日本植民時期の政治中心は北部にあったため、この時期の茶文化に関する資料は
北部の記述が多いのに対し、南部の状況を記録したこの文章は貴重な文献である。資料の中
で、台湾南部に住んでいた日本人は過去に川柳と正喜撰32の 2 種類を飲んできたとある。川
柳はほうじ茶の一種類、正喜撰は煎茶の一種類である。人たちの好みはほうじ茶や煎茶から
高級な煎茶の玉露に変化したことがわかった。そして台湾人は基本に台湾産の烏龍の茶を喫
するのが主流であった。茶の値段が高騰した影響で、一部の人は日本の緑茶を飲むようにな
った。ただし、これは富裕層の一部にすぎない状況であり、ほとんどの台湾人は緑茶の味は
知らないと述べられていた。台湾の南部地域が日本緑茶を受け入れ始めた時期は 1906年頃の
ことだと推論できる。 
ここで、もう一つのポイントを述べる。台湾人は台湾産の烏龍茶を飲むのが主流であり、
中国から輸入された茶はあまり売られていなかったことである。この状況について、連横と
いう人物の主張を対照的に見てみる。連横（1878－1936年）は歴史学者であり、日本植民時
期に活躍していた茶人でもある。連は茶に対する主張が強くて、台湾の伝統喫茶法に大きく
影響を与えたといわれる。彼の茶に関する主張はのちほど「日本植民時期後期の日本と台湾
の交流」の段落で述べる。ここで、彼の主張を一点だけとりあげる。連は、台湾の喫茶法は
中国の福建、広東から伝来したもので、茶の種類についても福建産の武夷茶が上等であるこ
とを主張した。この考えは早期の台湾の伝統喫茶習慣に大きく影響し、武夷茶は最上茶と一
般的に思われた。ただし、以上の 1906年の記事の内容によると、当時は中国から輸入された
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茶より、台湾産の茶が人気のようであった。中国茶が売れない可能性の 1つは、上等茶とし
て値段が高くて一般の人の手に届かなかったことがありうる。もう 1つの可能性としては、
日本植民時期に入ってから製茶技術が高まったと同時に中国の茶に頼ることより、台湾茶の
品質がより多くの人に受け入れられたことも考えられるのであろう。このような影響で、台
湾における喫茶習慣として、中国産の茶を好むことから台湾産の茶を広く受け入れられるよ
うになった変化が把握できる。 
次にあげる 1916 年の記事では、煎茶、抹茶、生け花など日本式の趣味が台湾に存在して
いたことを確認できる。そして、台湾南部に住んでいた趣味界の代表の人々は、偶然にも同
じ時期に台北に移住したことが記載された。前述したように、台北を中心として抹茶が広ま
っていたため、南部の趣味界の代表が北部に移住することによって北部の茶文化交流がより
盛んになったのであろう。台湾人の茶人代表は北部出身が多いが、彼らの茶事作法と日本茶
文化の関係については本章の 69－74ページにて論じる。 
 
煎茶趣味、骨董趣味、書畫趣味、微唫淺酌趣味、抹茶もよろし生花も面白し、詩歌俳諧、
金石文字に美人香草一切の趣味界を集めて臺灣の古い都は臺南で候濟し返って居た代表的
人物が四人。曰く鈴村串雨、曰く北川洗耳、曰く村木鬼空、曰く杉阪牛魔十餘年來臺南の
趣味界を開拓して其貢獻決して尠なからずである。所が此四人、近頃偶然にも相前後して
臺南から臺北へ移住することなった、世は皆南へ進む時に何事ぞ北へ進む33。 
 
次に、煎茶の発展や交流状況に関する記事を取り上げる。まず、「梅屋敷の煎茶式」の記
事には、抹茶のように流行させる目的で、煎茶を広めようとした様子が見られる。 
 
抹茶の流行は年次其多きを加へ全島到る處是を弄はぬなきに獨り煎茶に於ては支那骨董
の流行せるに似す又斯道好者のあるにも拘らず領臺以來嘗てこれを催したるものなかりし
より今度管橋冠左氏毎月一回期の會を開き煎茶趣味を鼓吹せんと（中略）一昨日の木下氏
招宴に際し梅屋敷に於て煎茶式の裝飾をなしたり□當日は四百名近き來賓もありし事（後
略）34。 
 
煎茶趣味を唱えるために梅屋敷という場所で煎茶会を行った。400 名ほどの客が来場した
ということは、大寄せ茶会のような形であなったと想像できる。次は、実際の煎茶会の開催
状況を記載した資料である。 
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神戸茶舖の主人不日雅客十數人を招待して□式張らぬ煎茶會を開き一斤十五圓の銘菓を
味はしむ（後略）35。 
 
この資料で注目したいのは、煎茶会を開き、「一斤十五圓」の銘菓を味わったことである。
当時台湾で使われた貨幣は「台湾銀行券」として日本の貨幣に対して 1対 1で換金できたた
め 1円＝１圓と考えられる。当時の貨幣の価値については、消費水準に基づくため正確には
把握できないが『新・値段の風俗史』と題する総務省のホームページを参照すると、1911年
頃の 1円は現在の 1万 2千円程度の価値を有する。1斤36は 600グラムであると計算し、1斤
で 15圓と計算すると、10グラムのお菓子は 3000円に相当する。現在の市場から見ても相当
高額なものと思われる。次の資料は、煎茶会を開催しながら、骨董の鑑賞が行われたことを
記すものである。現在の日本茶道界と同じように、道具や古美術品に関わる店や人物によっ
て茶会が開催された。煎茶道は、抹茶道と同じように高級趣味として行われた事実を示唆し
ている。 
 
新山堂は山野新七郎の山と新を採った堂名にて氏は臺南の骨董王なりしが今度臺北へ移
り書院二丁目に陳列場を設け其披露として一昨日煎茶會を催せり來賓として臺北骨董の殿
様大東氏を初め鑑定家連中新聞記者同業者等著席先づ茗を啜り四下を見□せば流石に飾附
といひ陳列品といひ棚押入の中まで眼に珍ならざるはなく床は菘翁の山水置物として建窯
白地爵形線香立、筒は竹の彫刻之れに向へる壁間（後略）37。 
 
次の資料では、茶を通して台湾を同化しようとする意識に注目したい。日本の儀式化され
たお茶は建築との関係が非常に密接と思われる。特に抹茶道に相応しい茶室を欠いて茶道は
成立できないという程、厳しい考えがあった。この資料からは、茶文化を広めようとするよ
りも、日本式の建築を台湾に移そうとするために煎茶式を開催したという経緯が読み取れる。 
 
茶と花はいふも更らな書畫骨董の鑑定家として庭園及建築の考案等に名ある佐橋冠左兵
□今度撫臺街に日本式理想の住宅を建築移轉せる披露として十數日前より官民の紳士を數
銘づつ招待し煎茶式を催しいれるが流石に考案家の事とて其建築の如きは確かに日本式家
屋の模範とする38。 
 
次の資料は、まず煎茶会を開催することによって台湾も日本の領土になったというような
ことを述べている。そして、煎茶道は中国趣味を求めるために、作法や道具は中国式喫茶法
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に類似するところが多いが、玉露を喫するのは日本独自の作法であると述べられている。60
度程度のぬるま湯で玉露を喫することは、中国や台湾にはない作法であるため、玉露こそ日
本煎茶趣味の代表といえるのであろうとのことである。このように、純粋な日本趣味を用い
て台湾が同化されるだろうと理解されていた様子がうかがえる。 
 
撫臺街に如雪庵で同好者を集めて煎茶会を催して居る。臺北で煎茶會の催しは今回が初
めて、臺灣も日本の領土になった様な氣がする。是までも同好者の間に是非催して見たい
と云ふ話しはあったが、何分にも臺にまだ正式の飾附をするだけの座敷が無いので誰でも
手を出すものがなかった。 
如雪庵ぼ座敷しては會を催す程充分ではないが、兎も角東山時代の純日本式の飾棚であ
るとが、松華堂の幅とか、乾山や仁清の陶器であるとか云ふ凝ったものを並べて、一滴の
玉露に首をヒネツて舌鼓を打つ時は確かに純日本式煎茶趣味を味ふことが出來る。 
嘗ても記したことであるか日本のお茶の趣味位支那趣味と日本の趣味とを巧みに同化し
たものは無い、若し夫れ此同化したお茶趣味を以て、更に臺灣人を日本に同化せしむる道
の 1つに使ったならば、一滴の玉露も彼の血清療法と同じ功能があるであろうと思われる。
お茶と臺灣人の同化、國府警視の持論であったが、臺灣にも煎茶會の催しがあったと云ふ
ことを聞いたら、更に一太白を浮べることであらう39 
 
もう 1つ資料を取り上げる。当時、台湾の国民は「皇民の精神」を理解することを目標と
して「国民精神研修」という講習会を行わされた。図 2－2は台湾総督府により出版された『
臺灣の社會教育』に保存された国民精神研修講習会の写真である。神を拝む様子が見られる。
写真の説明によると、日本文化、精神を理解させるためにこのような神拝の儀式を行うほか、
体操、花道、茶道などの授業も行われた40。 
 
図 2－2：神拝41 
 
以上の資料からわかるように、お茶は趣味として文化交流の一つの項目となるだけでは
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なく、政治手段にもなったと言えるのである。また煎茶道は抹茶道と同じように、知識人や
上流階級の間で交流が行われたことも明らかにした。 
 
日本植民時期の台湾における煎茶道具 
次に、煎茶道具一式の一例を取り上げ、当時使われた道具の様式を検証する。 
 
掛幅 明人蔣徳璟書五律一詩（萬頃鑒識） 
花鉼 高麗窯白磁壺式（挿蕉葮及白長春） 
香摟 古七寶焼百乳□ 
卓 紫檀長方形机 
器局 古竹編（尚古雅作） 
涼爐 白泥三ホウ式 
湯鑑 沙鑑 
茶盌 白磁蟹紋五筒（有大明成化年製六字） 
托子 純錫亞字式一雙 
水次 烏泥菱形式 
茶銚 朱泥一雙（孟臣作） 
茶リョウ（漢字不明） 古竹（□不老長春） 
滓盂 紅毛窯白匜式 
烏府 竹古藍提梁式 
果子器 秘色□有黒班 
烟盤 紫檀方盂（添白 小火爐） 
己上 右は、もっとも短簡なる排列にして、若し意匠、美術の趣興ありしならば本席、副
席を區別して文房巻帙を□列して奇文を欣賞するのくわん（漢字不明）は、亦た愛にづ（漢
字不明）きざるべし（後略）42。 
 
 以上は、煎茶席の基本の道具一式を取り上げた当時の記述である。掛幅は掛軸のことで中
国明代の人による作品であった。茶盌は茶碗のことで「大明成化年製」という六文字が書か
れている。成化は中国明代の年号の一つで、1465年から 1487年までの期間を指す43。茶銚は
急須のことである。この例では二つあり、孟臣の作とされる。二つの急須のうち一つは湯冷
ましとして使うと思われる。孟臣は明代の製壺名人として知られる。彼の作品は小型の茶壺
が特徴的で、特に紫砂壺に優れて、中国の伝統工夫茶法で重宝されている。工夫茶法は台湾
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に伝わり、「孟臣壺」として茶人に愛好された。この茶席で使われた茶壺は、小型のものと
推論できる。卓と烟盤は紫檀のものであった。日本において三大唐木の一つの紫檀は、現在
でも高級木材とされている。紫檀を素材にした道具を使用することにより、高級の中国趣味
が示唆される。特に中国明代の趣味が溢れていることも明らかである。 
当時、このような高級煎茶席に対し、生活の煎茶を主張する声もあった。次の成春庵松濤
が『無影樹』（後述）で連載した文章には、茶事をすることと点前の観念がわかりやすく説
明されており、また生活で活用できる茶器について述べているため、大衆にお茶への関心を
呼び掛けようとしていると考えられる。まず、当時において点前がどのような位置づけをさ
れていたのかについて、次の論述を確認したい。 
 
茶の手前44と云へば、難しいものの代名詞の如く一般的から認められて居る、是れは茶
道家が茶道を神秘化す為めに殊更に入り難しく吹聽した結果、茶事といふ事を非常に複雑
なものに仕て了たので、一般からも茶事は人間離れのしたもの様に思はれるに至ったので
ある。（中略）茶事を一般に普及する事は困難で、唯だ一部の好事家の範囲に留まる外は
ない、然し煎茶は沫茶と異って、元來各家庭で日常使用して居るのであるから、是れは一
般的であるべき筈であるのに、實際今日の煎茶道は、家庭の日常と相當の距離に掛け離れ
て居る、是れも沫茶と同じく其の原因は煎茶家の罪で、強て入り難くしたのに過ぎぬ、實
際或が唐流でも東石流でも、竹田流でも東山流でも、其の手前の所作順序は可なり複雑で
ある。（沫茶に比すれば半にも足らぬが）45。 
 
この資料からは、2つのポイントが明らかになる。1つ目に、お茶の点前は生活からかけ離
れたものと見られたため、普及しにくい状態であった。2 つ目に、煎茶は抹茶ほど厳しい作
法はないが、流派として儀式化される傾向が強く見られた。このような環境のもとで、作者
はさらに自らの視点から点前を解釈し、茶器の使用についても従来と異なった選択肢を大衆
に提供した。 
 
茶事をすることを、閑人の技と一般が心得て居る傾がある、從って多忙な人、気短な人
などは、茶事は出来ぬものと誤解して居る、是れは沫茶の宗匠か、茶事を神秘振りしこと
に胚胎して、一般にか□る誤謬を來さしためのである。茶室に這入って點茶をすることは
確かに暇のあるでなくては出来ぬ、然し沫茶でも、點出しといふて、來人に點茶をたて、
持ち出して饗應することがある、是れは普通番茶やコーヒーを入れて出すのと、手數に於
て少しも變りはない、殊に煎茶に至っては、今一層手輕で、決して手間も暇もか□らぬも
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のである。46 
 
この資料によると、抹茶においても煎茶においても茶道具を追求する風潮が見られ、それ
はお茶の普及にとって妨げになることが指摘されている。そして家庭生活の用品を茶道具の
代替品として使用すれば煎茶を簡単に味わうことができる、と作者は主張している。生活用
品を道具として使うことに関して、同じ『無影樹』における文章は以下のように説明する。
まず、「茶器の選擇に贅を盡すは真の茶人に非ず誰でも茶を初めると、茶器を集めたくなり、
高い金を出して無闇に茶器を買ひ聚めるものてあるか夫れが、そもそもの誤りて、且つ茶道
に入る妨げをなすのである47。」つまり、高価の道具にこだわることは茶道への妨害である
と指摘される。そして茶道具と代用品のことが述べられる。 
 
茶盆、敷布（家庭で作れる）、茶巾（家庭で作れる）茶真壺（茶壺又は茶入れの事）急
須一個乃至二個、茶碗五個、落葉壺（湯零しの事にて是れ無くとも大概の家庭には是れに
代用するものあり、譬へば小型の丼鉢又は盬辛壺などにて間に合ふ）茶合（是れも器用な
者は竹を割て手製にするも面白し）中筒（是れは無くてもよし又直徑六七分位の竹を切て
作てもよし）涼爐（是れは普通の鐵瓶を懸ける火鉢でもよし）ボーフラ（是れは鐵瓶でも
銅の小型な湯沸かしてもよし）是れ丈けあれば充分に煎茶を味ふ事が出来る48。 
 
以上によると、日常的な生活用品を茶道具として活用することは実際に見られたようであ
る。道具の活用について「改良新式茶道」を題とした資料を参照したい。 
 
苔香園主人此頃改良茶道と銘打って新しき方式を示した（中略）、茶は道具を煎茶式に
則とりて松の葉形盆に唐物の茶壺、モールの匙、古瀬戸の把杓49、萩焼きの水こぼし、爐
には寒雉の茶釜を掛け、茶碗は飛騨焼て千代の松原の松て作った天目に載せ黄交趾の急須
を用ゐた、是は煎茶の長を取り唯煎茶のやらな茶碗を避けたのである（中略）。和洋折衷
の好みとあって臺灣の烏龍といふお誂ひ、成程是なら從來の窮屈もなく思ひの儘に句も練
れるといふ新しき試みである50。 
 
以上の文章は「新茶道」という考えを提示したものである。茶道では似たような機能を持
ち、茶道具以外のものを用いる見立ての作法があるが、例えば前に取り上げた資料「茶、就
中煎茶に就て（五）」（本ページ第 2段落）の中で述べられたように、落葉壺（建水）の代
用品として小型の丼鉢を使用することも見立ての 1例である。この資料で言及された道具を
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分類すると、煎茶道具とされるものは茶壺、急須、葉形盆がある。抹茶道具とされるものは
茶釜、茶碗、天目台、把杓（柄杓）がある。両者共通の道具は茶こぼし（建水）である。つ
まり、茶道具以外の代用品を使用するのではなく、2 つの儀式化された異なる系統の道具が
使用される。このような折衷した道具組で台湾の烏龍茶を入れることは、非常にユニークな
作法であった。個人で楽しむレベルのものであるかもしれないが、茶道具の活用や茶の入れ
方などに豊富な変化が見られるのである。 
日本植民時期の後期に台湾で出版された俳句の雑誌『無影樹』に連載された文章「茶、就
中煎茶に就て」は、当時の茶業、特に煎茶の状況について参考になる。作者はやはり成春庵
松濤である。彼の文章は最初に茶が伝来した経緯を述べ、日本に影響を与えた二種類の作法
に言及しており、茶道に熱心であることが示される。『無影樹』は 1931年に発行された俳句
の雑誌で、読者や俳人が投稿した俳句を掲載した。投稿者の居住地域は、主に台湾であった。
同雑誌の属性から、読者は日本人の割合が高いと推測できるが、当時台湾に住んでいた日本
人を中心とし、台湾人の読者もいたと考えられる。成春庵松濤が書いたこのお茶に関する文
章は、台湾人に新しいものを紹介するだけではなく、お茶を普及、推進する役割としてもあ
ったと思われる。 
 
茶を點し又は淹れる。點茶は抹茶、淹茶は煎茶。其の所作及び寰境が、禅味津々たるも
のがある所より、一部の人士に愛茶家を生ずるに至ったのである、此の禅的愛茶家は支那
にもあるが、我國には相當廣き範圍に、且つ古くより在るので是が年代に依て消長はある
が、漸次増多の傾向があり、明治より大正の初めには非常な勢て愛茶家が殖えた、今は少
し下火になって居るが、夫でも中流以上の家庭では相當多數も同好者があるやうである（
後略）51。 
 
この文章の最初は、抹茶と煎茶に言及して論述を展開しており、愛茶家と言った場合、抹
茶にしても煎茶にしても「茶の道」を愛好する人々を指したと理解するのが適当であろう。
愛茶家がお茶を喫する時に用いられた特定の作法、つまり「点前」の存在と、当時の点前に
対する認識状況は、同文章から次の引用のようになっている。 
 
本家本元の支那は、明代より清代の中葉迄は相當愛茶家があった事は、種々な茶書の刊
行せられた事に依てもわかるが、清の末葉より現代に至りては漸次其の影を没し、私が支
那を漫遊した大正五六年頃は、殆ど愛茶家といふ程の人に遭遇せぬ位であった、甚だしき
に至りては、茶の手前は日本特有の遊技であるかの如く信じて居る紳士が多數在た程であ
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る。52 
 
この文章の作者の認識によると、1916年、1917年頃の中国では茶人と言える愛好者は数少
なくて、お茶の作法は日本特有のものだと思われたことがわかる。当時の中国では、お茶と
作法の関係があまり意識されていない状態であったのだろう。しかしながら、作法を明確に
意識していないことは、お茶を喫する習慣がないに等しいとは言えない。革命を経て、1912
年に中華民国政府が成立した歴史的な背景を鑑みると、1916年はまだ新しい政権の成立初期
であり、国内の戦乱が落ち着いていない状態でもあったため、本来生活の一部分とも言える
お茶を喫することが消えるわけはなかったが、日本のように精緻化された文化的な表現は期
待しにくい状況であった。また、以上の記録は地域を明記していないため当時の中国のごく
一部の状況をとらえたものとして理解できる。この時期には台湾が日本植民時期に入ってい
るので、台湾の状況と中国の状況の間にどの程度の関連性があり、中国の状況から台湾の状
況を推論することができるかどうかは一つの疑問と考えられる。 
以上で取り上げた新聞記事においては、日本側から台湾側へ「日本的な茶文化」、特に茶
道が伝えられていったことがわかる。日本植民時期の初期から中期には、内地延長主義の政
策によって政治上だけではなく文化、言語などの面から台湾を同化しようとする政策が取ら
れた。お茶においても日本側から日本茶道の作法、流派、思想などが台湾側に伝えられる傾
向があった。つまり台湾は基本的に受け入れる立場を取っていた。日本茶道が中華文化であ
る中国（大陸）から伝来し成立したものであることを鑑みると、日本植民時期の状況は逆輸
入と言えるだろう。統治者と被統治者という立場の違いが、逆輸入という状況になった原因
の一つとして考えられる。 
 
台湾から日本へ渡った茶 
台湾が日本側の茶文化を一方的に輸入しただけというわけでもない。以下の資料では、台
湾から日本への茶に関する文化輸出も見られる。まず、日本植民時期の早い段階で日本向け
の茶が販売されていたことが明らかである。 
 
北門外稲新街の萬福及び源静波兩名の工面にて此程より台灣各地の銘茶を日本向きに再
製し小箱詰にして販賣せり開店以來の日尚は淺くて未た捗々しく賣れ行かさるも既に内地
行き土産に携ふるものあり将來の見込み盛なりと流石に商賣の道を知れり（後略）53。 
 
台湾各地の銘茶を再製して日本人向けとして販売されていたようでる。この記事が書かれ
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た 1896年時点で、台湾の茶といえば、主に清代から製造し続けてきた烏龍茶と包種茶54のこ
とであった。当時紅茶の製造はまだ開発中であった。紅茶に関しては、1910年に日本人の江
藤勝太郎により茶業会社が設立されたが、紅茶の製造について明らかになったのがこの会社
の設立であった55。また、緑茶に関しては、1904年、1905年頃より緑茶製造の講習会が始ま
り、日本内地の需要に応じて小規模の栽培が行われた56。すなわち、1896 年に前述の記事が
発表された時点では、台湾における紅茶と緑茶の栽培はほぼなかったため、記事に記載され
ている土産として日本に持たされた茶というのは、台湾の烏龍茶と包種茶であった可能性が
高いと判断できる。特に、タイトルに「支那茶」という言葉が使われていることで、日本人
が馴染んでいた緑茶のことではなく、中国茶のことを示していることが確実である。このよ
うに台湾の代表的な茶種である烏龍茶が日本に伝入した事実が確認できる。 
さらに次の資料には、台湾で生産、製造された烏龍茶が日本に輸入されたことも明確に記
載されており、値段も明らかである。「歳末の贈答品茶と煙草と家族遊戲の道具」というタ
イトルで、提示されている数字は辻利茶舗によるものである。 
 
中流以上の家庭へ上等の茶を進物することは高尚にして最も適當である。今始に玉露製
及び煎茶製其他の直□を聞くと 
玉露製 極上殘月が一斤四圓、寒梅が同三圓、青葉同二圓五錢、山初□同二圓、八千代
同一圓二十錢圓。 
煎茶製 □蔭一斤一圓十錢、池の尾同一圓、千代の鶴同八十錢、正喜撰同八十錢、喜撰
七十錢。 
烏龍茶は近年内地でも各方面に普及して大に歡迎されて居るから特に臺灣名産として内
地の知人へ送るに適している。これは白龍一斤四圓、清龍同三圓、國華同二圓、福壽同一
圓五十錢、新高山同一圓である57。 
 
これによれば、烏龍茶は最高級の玉露と同じような値段で販売されていた。すなわち、煎
茶よりランクが上であったと推定できる。 
次に、烏龍茶はどのように日本人に受け入れられたのか、日本人は烏龍茶をどのように認
識していたのか、について次の文章を参照する。1928年に刊行された『台湾之茶業』という
雑誌に掲載された文章である。タイトルは「ウーロン茶の愛用者となるまで」で、七人の日
本人による投稿である。七人の投稿者の中で六人は東京在住で、あと一人は上京したときに
始めて烏龍茶に出会ったという。この情報からみると烏龍茶が手に入る地域は限られて、主
に東京であったことが推測できる。 
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同じ文章によれば、烏龍茶を愛用するようになったことには共通の理由があった。1 つの
理由としては、烏龍茶を飲むことによって疲れが取れることや緑茶ほど胃に負担がかからな
いこと、病気の予防など健康面に効くことなどが理由として挙げられた。またもう１つ重要
な理由として、味がよくて割と値段が安いことであった。当時、国産の緑茶よりも海外から
輸入された紅茶は貴重品とされた。烏龍茶の味は緑茶と異なって紅茶に近く、紅茶のように
砂糖を入れて飲むほか、ストレートで飲んでもおいしいという点が好まれた。そして値段は
紅茶ほど高くはなかったことも、人気の原因の一つのようである。値段は紅茶より安いとは
いえ「三越で求めたのを家族挙って愛飲して居ります58」という文章からすると、高級デパ
ートで烏龍茶を求めた実態がわかる。値段は前掲の「歳末の贈答品茶と煙草と家族遊戲の道
具」の資料が参考になる。烏龍茶は豊かな味をしていて紅茶感覚でも飲用できることや値段
が比較的安価であること、体に優しいことなどが理由で当時相当な人気を得た。「昭和の新
時代の國是を象徴した日常の必需品59」という記述も見られた。個人の投稿なので全体的な
状況を再検証する必要があるが、台湾産の烏龍茶は日本においてもある程度認識され、普及
したことが把握できる。 
次に「銚子の臺灣茶喫茶館」というタイトルの記事を取り上げる。全文を通して文字が判
読しにくいため詳しい内容が読み取れないが、まとめると中澤安五郎という人物が東京銀座
に経営している臺灣茶喫茶店を取り上げている。設備でも臺灣風になっているようである60。
1915年の時点で日本人が経営する台湾喫茶店は日本に存在することがわかった。特に注目さ
れるのは、「設備でも台湾風になっている」とのことである。今日の喫茶店の意味からする
と、お茶だけではなくコーヒーなどの飲み物も販売されている店を示すと思われる。しかし、
コーヒーは台湾でも日本と同じように外来品であるので、わざと台湾風のコーヒーショップ
を作り、台湾風の道具を使って台湾風のお茶を喫する店とした、という解釈が合理的ではな
いかと思われる。すなわち、日本の茶文化は押し付けるように台湾に伝入しただけではなく、
台湾茶と茶道具なども日本に受け入れられたのである。 
 
日本植民時期後期の日本と台湾の交流 
日本植民時期の後期になると、一方的に日本から文化を輸入するではなくお互いの影響と
交流が求められた様子が見える。ここで紹介したい資料は、宮原敦という人物が日本で流行
している「知本壺61」に関して考察したもので、「昔、茶器として日本で珍重梅軒の『陶器
考』にも臺灣の陶器と明記62」とある。また、次の文章には台湾の環境に合わせるため、茶
席や作法を適切に調節しようとしていたことが記されている。 
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臺灣は常夏の國、暑い所でありますから内地のやう茶室には爐を切らなくてはならない
というや□な固苦しい形式に従はれなくてもよいと思ひます。 臺灣向きの茶席を暑苦し
いくない寛いだ涼しさを本位としたものに□□し、立派な臺灣の茶道を新らしく作り出し
てゆかなければならないでせう。 
茶盌にしても臺灣に昔から殘ってる茶甌とか、水□や花器も人の手作りの瓷器を生かし
て□ひるやうにして臺灣の地方色豊かに飽きくまで□臺灣の特色を□□してゆき既いもの
と苦心致してをります。 
また特に西□採光の點なども内地とは異なった點が多いのでこれ□ども特に涼しく、氣
持ちよく□しめる方法を考へなければならないと存じます。茶道は百年來のしきたりをそ
のまま盲目にしないで新しい時代に仰態した明朗で□□な作法を各自工夫してゆき度いも
のでございます63。 
 
茶道具について、無理やり日本のものに従わせるのではなく、台湾地方の器具を活用して
台湾の特色ある新しい茶道を作ろうと述べ、茶盌に蕃産物を利用する工夫を読者に呼び掛け
ている。 
また日本と台湾の間の交流について、以下では記事のタイトルを適宜取り上げることで、
簡潔にまとめることにする。「茶禅同一味を味わふー支那茶道の常禮―精進料理後の茶の甘
味さ」という記事の執筆者である後藤朝太郎は、中国で接触した日常のお茶と日本の茶文化
の違いを述べている。この文章は、台湾の日系新聞に刊行されたものである。日本・中国・
台湾の三つの地域の茶文化情報は交流のありさまがうかがえる64。 
「お茶と茶道」というテーマで二日間連載された記事も興味深い。注目すべきは、著者が
医学博士という背景をもっていることである。医学の視点から中国宋代の詩文を引用した上
で、日本の茶道のことも論じている。過去とは異なり、流儀、思想などの文化的なことを紹
介するだけではなく、日本と台湾のお茶と医学の概念を結びつけた多元的発展であるといえ
よう65。 
日本植民時期は一つの特別な時期であり、作法や茶道具についての交流も興味深い。同時
期の台湾におけるお茶の発展状況の詳細は、次に、当時の台湾茶人66の例をとりあげて、当
時の喫茶風俗を把握する上で日本と台湾の茶文化交流を見る。 
まず、連横（1878－1936年）という人物をとりあげる。連は台湾南部の出身者で記者であ
り、歴史学者である。彼の著作の『臺灣通史』は台湾史上最初の通史の作であった。その中
には、茶の栽培及び貿易などの記載が見られた。茶に関する内容は多くないが、台湾におけ
る茶歴史研究において重要な先行研究とされる。連は茶の愛好者として、茶に関して明確な
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主張をした。彼は台湾の喫茶習慣は中国の福建、広東地域から伝来して、台湾の喫茶法の系
統は工夫茶喫茶法であることを強く主張した。連の茶に関する考えを理解するために彼の詩
作を引用する。『剣花室外集67』には「茶」の項目で 22作が収録された。茶道具に関する詩
作は次のようである。 
 
若深小盞孟臣壺，更有哥盤仔細鋪。破得工夫來瀹茗，一杯風味勝醍醐68。 
（筆者訳：若深の小型の茶杯と孟臣の壺、哥窯の茶盤を用いて、工夫茶を淹れる。その
味は最高の風味の食べ物より優れている）。 
 
松風謖謖瓦鐺鳴，火候還看蟹眼生。細檢相思燒作炭，泥爐竹扇□69雙清。 
（筆者訳：松の風を通して炉から音が立つ。湯に蟹の目のような小泡ができたら火加減
がよい。相思樹の枝を炭にする。涼炉と竹の扇子はセットとする）。 
 
このような喫茶法は伝統工夫茶の形式だとわかる。小型の茶杯、陶器の壺と茶盤は茶を淹
れる道具である。風炉、炉、扇子は湯を沸かす道具である。火加減に関しては『茶経』の記
載に沿っている。そして下線部が表示したように、工夫（作法）で茶を淹れることを明記し
ていた。 
 
茶葉の種類に関しては次のような内容が見られる。 
 
新茶色淡舊茶濃，綠茗味清紅茗穠。何似武夷奇種好，春秋同挹慢亭峰。 
安溪競說鐵觀音，露葉疑傳紫竹林。一種清芬忘不得，參禪同證木犀心。 
北臺佳茗說烏龍，花氣氤氳茉莉濃。飯後一杯堪解渴，若論風味在中庸。 
 
整理すると、新茶の味が薄くて旧茶の味が濃い。最も上等な茶の種類は福建の武夷地域の
茶である。福建の安溪地域の有名な茶種である鉄観音も優れている。張の考察によると、連
は鉄観音の味を認めているが鉄観音の寒涼性70の性質で多くは飲めないと主張したようであ
る71。そして、台湾北部の有名な茶種といえば烏龍であるが、香りは優れており、食後に飲
むと最適であるが、味はそれほど優れていないと連が述べた。 
また、優れた武夷の茶を淹れるときに独特な作法を主張した。 
 
武夷多奇種，而慢亭峰尤傑出。烹瀹之時，須以春秋兩季之茶合泡，色味方勻。 
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（筆者訳：武夷は優れた茶種が多い。特に慢亭峰のものが抜群である。淹れるときに春
茶と秋茶を合わせて淹れると風味が均等にできる）。 
 
このような作法は、現在のいわゆるブレンドの作法である。現在でも茶の製造側がブレン
ドしたものを商品として販売されるが、茶を飲む人が自ら何種類もの茶をブレンドすること
は少ない。当時は非常に独特な作法である。連が使用した茶道具と茶の好みをみると、伝統
工夫茶を継承したものであるが、茶の淹れ方には独自性が見られる。この点について、筆者
の推論としては、茶の製造や保存、つまり茶の品質は大きく進歩している時期からである。
春と秋の二種類の茶は半年以上の期間の違いがあるが、この二種類の茶を同時に使うという
ことは、新茶に旧茶を混ぜてもその風味は悪くならない上に、おいしく感じさせるためこの
ような作法を採用したのであろう。古来、茶の保存は重大な問題であり、歴代の茶書に茶の
保存方法が多く記載されている。それは、保存技術の不足によって茶の劣化が起こりやすか
ったためのである。つまり、連の時代になると、茶を長く保存できると同時に風味が劣化し
なかいことによって茶の保存技術が高まったということを理解してもよいであろう。このよ
うに、連は有名な茶人、記者として 1919年に台湾の南部から北部に移住し、北部の茶界にも
影響を与えたのである。 
次に、連と付き合いがあり、台湾北部茶界の代表者であった魏清徳（1887－1964年）をと
りあげる。当時の政府官員、文人との間で頻繁な往来があった。彼は日本人の文人との交流
も盛んに行っていた。日本人との間で唱和、贈答した詩句も残されている。代表的なのは「
謝兒山櫻井先生惠賜茶噐及觀音達摩二尊」という詩句である。日本人の友人から茶器、白瓷
器で作成された観世音像と達磨像をもらい、贈答詩として詠んだものである。兒山は当時の
新竹県知事を勤めた人物であり、もう一つの魏による兒山宛の詩作「兒山前新竹知事恵札書
奉寄」にも茶のことが言及されている。またほかにも「謝澤谷先生招飲」（澤谷という人か
ら茶会の招きに対するお礼の詩作）などの詩文が残された。魏は日本の官員や文人との関係
を密接にしていたことがわかる。このような日本との交流により、魏の茶芸観は当時の工夫
茶という主流とは異なった独自の作法を創り出している。彼の茶芸には日本側から受けた影
響が見られる。魏が考案した作法は潤庵茶芸72という。 
以下では潤庵茶芸の概要を述べることによって台湾と日本の異文化が融和した結果、どの
様に反映されてきたのかを論述する。ここで、張による考察で、魏が茶事の風景を描いた文
章を引用する73。   
 
蕭齋畫靜柳飛棉，漠漠春陰啼鶗鴦，呼兒淨掃案頭几，晨夕香花勤羅列，別有茶噐極玲瓏
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，陽羨無比真透徹。我家藏有烏龍茶，竹爐活火湯花熱，潑取一杯煩惱除，二杯酒後更絕佳
，三杯四杯滌俗塵，五杯六杯勵清節。人生但求快意足，何用珊瑚與金玦，茅廬待築松林間
，汲貯山泉浸寒冽。小窗作誦先生詩，字字梅花香裡齧74。 
（筆者訳：書画が飾ってある書斎に小鳥が囀るのが聞こえる。童僕75を呼んで清掃させ
て、お花を飾っておこう。茶色が玲瓏たる茶器に映っているのを翫賞している。珍蔵する
烏龍茶を竹炉で煎じるお茶は一杯喫すれば悩みがなくなる。お酒を飲んだ後二杯お茶を飲
むと風味が高まるだろう。3杯、4杯で精神的にも清浄されることになる。5杯、6杯飲め
ば人品、風格も備わるだろう。貴重な道具を使わなくても、素朴な環境にいても、詩句を
詠んだり、人生を品味したりという単純なことで満足できるだろう）。 
 
関連する資料を加えて整理分析すると、潤庵茶芸の理念は次のように整理できる。台湾烏
龍茶、包種茶のほか、伝統的に台湾の茶人は武夷茶、すなわち福建から輸入された茗茶を喫
する人が多い。それは歴史条件、地理位置などの要素とも関係がある。特に林鶴年、連横以
来の工夫茶は台湾茶文化の主流となり、茗茶といえば武夷茶のことを指している。連横の考
えでは、烏龍茶はおいしくても鑑賞する等級になることはできないという評価である。しか
し逆に魏は烏龍茶を愛用した。彼の「飲茶詩之三」は烏龍茶に対する愛好を描いている。 
 
故人別我久，兩地各含情，清晨誰剝啄，投刺得其名，遺我烏龍茶。開諴清風生，呼兒汲
澗水，下有潛龍驚。一碗淺孤悶，二碗新詩成76。 
（筆者訳：久しぶりの旧友から烏龍茶を貰い、山泉で煎じる。1煎目は孤独を解消し、2
煎目で詩作を行う）。 
 
同詩句では、烏龍茶のことが言及されるだけではなく、その優れた風味も描かれているた
め、魏は確かに烏龍茶を茗品として扱っていることがわかる。この点について、「兒山前新
竹知事恵札書奉寄77」の中にも「果是新埔蜜餞來、茶仍採製自吾臺」、菓子は新竹、埔里（
台湾の中部にある地域）のシロップ漬け、茶はやはり我が台湾で取られ、製造したものであ
る、というような記述があった。また、彼には『臺灣日日新報』で「烏龍茶78」を題とした
詩作も見られる。「雅號閩江溯上游、無多醱酵製偏優、旗槍喜摘新芽嫩、風露欣看翠色綢（
後略）。」烏龍茶の源は閩江地域にあり、発酵は多すぎず製造法は優れている。製造には茶
樹の芽を取り、茶の色は翡翠らしくシルクのような色であることが描かれた。茶樹の芽しか
採らない最高級の製造法や茶の色へのほめ言葉をみれば、魏が烏龍茶に高い評価をしていた
ことがわかる。 
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同時代の名器や武夷茗茶が賞賛される風潮に対して、魏は台湾の烏龍茶を飲み、その文学
所作は時代を超えて唐代陸羽が提唱した茶文化の本質と共感している。彼は烏龍茶を茗茶と
して使用した、当時の台湾茶芸史上初めての人であった。 
茶道具については、当然ながら中国の茶器である。茶杯を描いた句「別有茶噐極玲瓏，陽
羨無比真透徹」において「玲瓏」、「透徹」といった言葉から、清代青華（花）米透（杯に
透明なる米粒の形を彫った特徴をいう）という茶具が推論される。そして「陽羨」というの
は、現在中国の江蘇省宜興市の漢代の古い名称であった。明代に喫茶習慣が大きく変化した
とともに宜興の紫砂陶器が発展してきた。明代の茶書『陽羨茗壺系79』は宜興の陶業発展や
職人を考察する専門書である。その後、紫砂壺は工夫茶四宝の一つと言われるほど珍重され
ている。前述した魏の詩句「謝兒山櫻井先生惠賜茶噐及觀音達摩二尊」においては、日本の
茶具も使用されていたことが確認できる。他には竹炉、鉄瓶などが使用され、これは伝統の
作法に従っている。そして、「汲貯山泉浸寒冽」、「呼兒汲澗水」というように描かれてい
ることから、伝統的な作法に従い、山泉を使用していたことがわかる。「烏龍茶80」の中で
も道具に関する描き方は次のようになる。「小飲韻生陽羨罐、徐斟香起若森甌81 」（筆者訳
：少量の茶を陽羨の茶器で淹れる。ゆっくり注ぐと若深の茶杯に香りが漂う）。この内容は、
宜興の茶器と若深の茶杯が描かれ、やはり工夫茶の道具である。 
茶の作法については、「竹爐活火湯花熱」（竹炉で火をつけ、水を沸かせる）という伝統
の作法で操作している。 
魏は、茶徳に対する観念は禅の境地である、という点で日本茶道の理想と共通している。
日本茶道は中国から伝来し、中国の思想を受け継いでいるのは当然であるが、日本の独特な
文化が融和して成立した茶道では禅の思想が特に重視された。千利休が主張したわび茶に至
り、その禅の思想が完全に茶道に融和し、一体となったわけである。そのような茶道に対し、
台湾の茶文化は工夫茶の発展以来、だんだんと茶道具、茗茶を重視する傾向が強くなってい
った。杯は深甌、壺は孟臣、茶は武夷という考えが起こり、名器、名茶の価格が非常に高騰
する傾向となった。このような気運のもとで魏が茶徳を強調したことは、彼自身の理念のほ
かに日本文化との接触とも関係があったであろう。彼は茶と徳の関係を強調しており、「吾
謂飲茶者，其德正不回」。（筆者訳：私が考えている茶人は立派な徳性を持っている人であ
る）というように、道徳意識、礼儀法則を重視する人こそ茶人と考えた。 
日本茶道では、千利休の唱えた「和敬清寂」の四字の中にその精神が要約されている。千
宗室が茶道の精神を論じるときも、同じ徳性のことが言及される。彼はお茶を学ぶにあたっ
て重視しなければならないのは礼儀の問題であると述べた。「この礼儀はなにも茶道だけで
はなくて、あなた方が一個の社会人として生きていくときに必要な節度、守らなければなら
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ない正しい、また当然の行ないなのです。（中略）この礼儀を簡単、明瞭、順序正しく修得
するのが茶道です82」。このように並べると、魏の思想も日本茶道も、人が守るべき規律を、
お茶を通じて実践するよう考えていることがわかる。いいかえば人間としての準則が自然に
茶の湯の中に存在しているとの考えである。そのような魏の茶芸思想における禅、道の精神
は、以下の句にも見られる。1つ目は前述した「人生但求快意足，何用珊瑚與金玦」（珊瑚、
金、玉など貴重な素材で作った茶具を使わなくてもお茶の心を持てば自足、快適な人生を求
めることができる）という句である。2 つ目は「達人遊物外，無求為最貴，畢生只飲茶，舌
根辨真味」。（筆者訳：人生において飲茶以外を追求することはない。舌で真実の味を弁別
することができる。味というのは茶湯の味であり、人生の真意ということも指している）で
ある。このように、物質や主流の価値観に束縛されず、自由自在に茶を楽しむことは中国の
道家思想の体現であろう。「緑陰烹茶」の中で、自然の中で茶を淹れる風景が描かれている。 
 
綠陰濃護一茶亭，活火煙浮出青竹，最愛鐵瓶微響起，客來團坐共談經。（中略）竹爐湯
候君看取，魚眼才生蟹眼浮83。 
（筆者訳：茶亭は緑陰に囲まれ、青竹で火を起こした。鉄瓶の微小な響きを楽しみしな
がら、客たちと囲んで茶経の話をする84。竹炉で湯を沸かしている火加減を見て、魚眼（
１回目の沸かし）が出たばかりで蟹眼（2回目の沸かし）が現れた）。 
 
  以上の内容をみると形式に拘らず、茶を通じて客と過ごしたことを楽しんでいるようであ
る。このような考えは利休七則にも見られる。その第一則は「茶は服(ふく)のよきように点
て」という。言葉自体としては、お茶というものはおいしいように点てよ、というものであ
るが、千宗室はそれに対してつぎのように解釈している。「ただ高価なお茶をだしておけば
お客は喜んで帰るだろうという気持ちでお茶を点てたとしたら、果たしてそのお客は、それ
で満足できたのだろうということを考えてごらんなさい。物質的な、舌で感じる味覚の満足
だけでは足りないのであって、もっと精神的な亭主と客の心と心が本当に通じ合えるという
ことこそ、大切なことだと利休は言っているのです85」。前者は個人の人生に対する体験、
後者は高価な物質よりも主と客という人間の要素を重視することを言っている。個人であっ
ても主と客の関係であっても物質を超えて精神的な境地を追求する点が共通している。 
魏の茶芸思想は、工夫茶を主流とし、技術や物質を重視した時代にあって、非常に特異な
例であったと考えられる。  
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第 2節 茶道具からみる日本・台湾茶文化比較 
 
台湾の現代茶芸茶道具を論述する上で、日本植民時期における茶道具の発展を見逃すこと
はできない。日本植民時期に茶道具製造から受けた影響や発展してきた製陶技術は、現代茶
芸の基礎となっているからである。まず、日本植民時期における交流と影響を明らかにし、
第 6章にて現代茶芸茶道具を論じる。 
台湾における飲茶風俗は中国の明代以後に中国から伝えられた。連横による 1920年の『臺
灣通史』は次のように記している。「鄭氏之時，諮議參軍陳永華教民燒瓦，瓦色皆赤，然台
灣製陶之工尚未大興。盤盂杯碗之屬，多來自漳、泉，其佳者則由景德鎮，為磚甓乃自給爾86」
。鄭成功による統治時代（1662－1683年）、参軍陳永華は瓦を作ることを民衆に教えた。瓦
色はすべて赤になった。ただし、台湾の製陶技術は未熟であり、お皿、杯、碗などは漳、泉
（福建省に属する地名）から輸入されることが多かった。質がよいものは景德鎮（江西省地
名）から輸入された。煉瓦だけは台湾で生産した。この資料によると、17 世紀後半期には、
杯、皿などは精緻の生活用品と思われ、台湾の生産技術は煉瓦を製造する程度であったこと
がわかる。つまり連が指摘したように、当時の茶道具は中国から輸入されていた。黄淑璥の
『台海使槎録』87には江西の瓷器を台湾に輸入したという記録が見られ、当時輸入された瓷
器は在台湾中国官員が使用したようである。中国で使用された茶道具の種類は、台湾に輸入
されたものと一緒だと推論できる。 
以上の史料以外に、台湾各地の遺跡から出土した茶道具を見ると、各時期に茶道具の伝播
した状況がわかる。1993 年、台南市海安路の辺りに大量の陶器、瓷器の破片が発見された。
そのうち、割れた宜興茶壺があって「山水之中一杯可樂」という詩句が彫り付けられていた。
調査によると、明代萬暦年間（1573－1620年）の「大彬朱泥茶壺」であった。そのほか福建
にある徳化窯、安溪窯、江西の景徳鎮窯による青花瓷杯などがあった。特筆すべきなのは日
本の伊万里焼、九谷焼の湯呑みなどの煎茶道具も発見されたことである。 
1992年、雲林県北港の辺りに大量の陶、瓷破片や青花瓷杯が出土した。その年代と製造地
は、上述した台南市海安路の出土品に近かった。また、1999年に嘉義県新港板頭村の遺跡か
ら「孟臣88」、「乾隆89年製」の文字が書かれた紫砂茶壷と青花瓷杯が掘り出された。 
以上述べた遺跡の発掘によって、清代台湾において飲茶風俗と茶道具は福建、広東など中
国南方地域を中心として展開していたことが明らかとなった。福建、広東などの地域におい
て主流であった飲茶法は「工夫茶」と言った。「工夫茶」の内容形式や台湾に伝入した後の
状況については 5章で論じる。 
次に、台湾の日本植民時期における茶道具の発展について考察する。まず背景を述べた後、
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様々な茶道具について順番に論じる。 
 
背景 
本論を始める前に、「茶を入れる容器」と「茶道具」の定義を区別しておこう。茶や水な
どを飲むためには、容器を使用しなければならない。その容器は特定の使用法はなく食器と
称してもよい。本論で論じる茶道具はお茶を喫するために用いられる特定の容器である。 
上述したようにいくつかの遺跡の出土品により、清代の台湾の飲茶風俗と茶道具が中国か
ら伝えられてきたことは事実である。では、台湾での茶道具製品の生産状況はどうなってい
たのであろうか。 
台湾の窯業で、茶道具を製造し始めた時期は確定できないが、窯場の歴史は嘉慶90元年（
1796年）に設置された南投の窯場に遡ることができる。そのほか、鶯歌の窯場は嘉慶 9年（
1805年）に始まり、各地で窯場は増えていった。鄭の考察91によると、1998年に台湾の台南
歸仁という場所で窯場の遺跡が発見され、大量の煉瓦、甕など素焼きのものが見つけられた。
調査の結果、現存する清代の台湾製造の茶道具は、ほとんどが日本植民時期のもので、それ
以前の茶道具はまだ発見されていない。また、台湾の窯業の発展は、南から北へ発展してき
た。主に台南、歸仁、南投、大甲、沙鹿、苗栗、新竹、鶯歌、北投などの場所があった。1901
年に台湾総督は南投の窯業に補助金を提供した。これは日本植民時期に政府が民間陶業を助
成した最初の案件であった。 
その後、台北、苗栗などの地方にも助成計画が実施された。南投の窯業は清代から発展し
て、種類が多くて質がよいとされた。苗栗と北投は日本植民時期になってから発展し始めた。
政府の支援を得た上に、日本の製陶技術を輸入して生活用品だけではなく少量の茶道具を生
産することもあった。台湾の陶や瓷を研究していた日本人の研究者、服部武彦は、1935年に
出版された『台湾の陶業』の中で、台湾の陶業は長い歴史を持つにもかかわらず、1930年代
の台湾の陶や瓷の品質は日本製品と競争できず粗製品のレベルにすぎないという指摘がある。
そのほか、台湾総督府殖産局が台北で行った「臺灣陶業に關す陶土及陶業調査座談會」にも
同じような報告が見られる。 
しかし、当時の台湾製品の中には優れた作品もあった。日本と中国から影響を受けて作ら
れた優れた茶道具は少なくなかったのである。例えば、北投、鶯歌地域の窯場から生産され
たものには日本の伊万里焼、九谷焼、京焼風格の青花、茶壷、茶杯などがあり、苗栗、南投
の窯場で作られた茶道具には中国広東の龍罐、茶葉罐、茶盤の影響が見られた。次に、台湾
における代表的な窯場の日本植民時期の状況を述べる。特に日本との関連性に着目する。 
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（1）南投窯場 
南投窯場は清代嘉慶元年（1976年）に創立され、釉陶の日常用品作りの先駆となった。日
本植民時期になると、生活用品や宗教用品の生産を中心とするようになった。作品は精緻で
あり、種類はさまざまある。龍罐、急須、茶壺、茶杯、茶盤、茶葉罐、風爐などがあった。 
（2）大甲東窯場 
台中大甲鎮（地名）の東にある窯場である。明治 35 年（1902 年）に中国福建出身の陶芸
の職人林景偉が創立した。大甲東において最初に設立された工場は「正協立陶器工廠」であ
り、「内窯」と呼ばれている。伝統陶器、生活用品の生産を中心とした。大甲東地域の土の
質が優れており、「内窯」のほか「外窯」と「口窯」もあった。生活用品の生産を中心とす
るが、茶に関する商品として、主に龍罐、茶葉罐、茶壺、急須などもあった。 
（3）苗栗窯場 
苗栗地域の陶器、瓷器の製造は明治 30 年（1897 年）頃に始まった。当時、日本人の岩本
東作が苗栗で窯場を設立しようとしたが資金不足で、苗栗町長の石山丹吾と取り組んで大正
7年（1918年）に「苗栗株式会社」を立てた。その後、大正 8年（1919年）には、生産量を
高めるため本社を新竹に移転させ、「新竹窯業株式会社」と改名した。 
苗栗窯場は、最初は生活用品を中心としたが、宗教用品も少量生産した。茶道具の製造は
精緻で多様と評価された。茶壺、茶盤、茶葉罐、風爐などの製造が見られた。 
（4）鶯歌窯場 
鶯歌での陶器、瓷器の生産は、嘉慶 9年（1805年）に始まった。中国福建泉州出身の呉鞍
が窯場の設置を始めた。その後、陶器製造はこの地域の代表産業になっていった。日本植民
時期になると、大正 10 年（1921 年）に「尖山陶器組合」が設立されることによって、呉氏
家族の独占状況が打破された。やがて個人経営の陶器工場が増えて生産量も倍になった。た
だし、大量生産の結果として、この時期の商品には粗末な製品しかなかった。1931 年以後、
日本人が台湾において「工業化運動」を推進したのをきっかけとして、鶯歌での陶器製造で
は伝統的な台所道具以外の工業用製品も製造され始めた。また、和風デザインの茶壺、茶杯、
龍罐、爐などは鶯歌産の茶道具の特徴である。 
（5）北投窯場 
設立年代は不明であるが、日本植民時期以前に陶器を生産し始めたことがわかる。明治 44
年（1911年）に松本亀太郎が新北投に窯場を立て、「北投窯業株式会社」を設立した。京都
から陶の職人を雇って京焼の風格をもつ花瓶、茶杯、酒器などを生産した。日本植民時期終
了後、この窯場は唯一の国営陶瓷工場となって、規模は全国最大を誇った。 
また、「北投窯業株式会社」のほかに、賀本庄三郎は大正 12 年（1923 年）「大屯製陶所
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」を設立し、昭和 5年（1930年）には「陶器株式会社」を設立した。主に碗、お皿を生産し
たが、提梁瓷壺、茶碗、茶杯、茶盤など茶道具の生産もあった。 
日本植民時期は特別な時期である。中国からの文化を基礎とする上に日本の文化表現も含
まれた文化融和の時期と言える。同時期の茶道具を分析することは、日本、中国、台湾の茶
文化発展の筋道を理解するために有効な方法の一つである。三つの地域における茶文化は互
いに関連しあったのであり、さまざまな種類の茶道具がある。そのうち、以下では影響や受
容状況が顕著に見える茶道具の種類を分類し、それぞれ具体例を取り上げて日本植民時期の
台湾における茶道具の受容状況を明らかにする。 
以下では、展覧会「台湾早期茶具文物」に展示された日本植民時期の茶道具に基づいて６
種類の茶道具を取り上げる。茶壺、茶碗と茶杯、炉、その他である。参照資料の図の部分は
主に展覧会の図録『天地方圓 台灣早期茶文物專輯92』による引用である。 
 
茶壺 
茶壺は茶を入れるための基本道具であるが、日本植民時期の台湾における精緻な飲茶風俗
はまだなかったので、品質がよい茶道具は中国や日本から輸入された。しかしながら全く台
湾製の茶道具がなかったわけではない。中国、日本製品と比べられるほど優れた品質ではな
いが、ある程度のレベルがあった。そして日本人投資家によって茶道具の製造技術は高めら
れていった。台湾製の茶壺は、工夫茶茶壺の形を基本形とする。この時期の台湾製の茶壺の
形は、前述した工夫茶の孟臣壺と非常に類似する。このような伝統的な中国式茶壺以外に、
日本からの受容について 3例を取り上げる。 
（1）急須の使用 
茶壺は中国式の呼び方で、日本式で対応する道具は急須である。急須という言葉は中国古
典文献にも存在したが、その形は明確ではなかった。この点については第 4 章第 2 節（164
－165 ページ）でも論述する。これの使用はお茶を喫するための中心的な道具である。中国
明代の文人の間に流行った飲茶法で宜興紫砂壺が重視されたことによって、茶壺の製造技術
が高められるようになった。このような文人趣味は日本に伝入し、煎茶道にも大きな影響を
与えた。現在でも煎茶道で使用される急須には後手式、提梁式、横手式などが見られる。横
手式の急須は普段の生活でもよく使用される。急須の形はもともと中国からの影響を受けた
ものだが、横手式の茶壺は中国古代文献の中には見当たらない。昔の中国と台湾においても
ほぼ使用された形跡はない。すなわち急須は、中国の飲茶法から影響を受けて日本独自の茶
道具を創出した例であると考えられる。図 2-3は、日本植民時期に日本から輸入された常滑
焼の急須であり、図 2-4は南投窯場から製造された急須である。デザインや色は日本に影響
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されて朱色、茶色を中心としている。台湾においても急須が使用され、製造されたことが確
認できる。 
 
          
図 2-3：常滑焼の急須93         図 2-4：南投窯場94 
 
また、急須を使用する煎茶道の点前は前述した工夫茶法に非常に類似する。両者の作法の
比較については、第 7章にて論じる。 
（2）土瓶の提梁（持ち手）の素材の転換。 
提梁式の茶壺は、持ち手の形に関わらず中国では特に区別はなく「茶壺」と呼ぶが、日本
では「土瓶」という。中国にもあった道具だが、中国式の伝統的な土瓶の提梁の部分は 2種
類存在する。同じ素材で作られ、提梁が胴部と一体となっているタイプと、提梁の素材が金
属のタイプである。この中で、日本のように持ち手が竹、藤などで作られるものは日本植民
時代から使用されるようになった。図 2-5は日本植民時期末期の作品である。持ち手は竹を
使用することだけではなく、柄も和風に見える。このようなものは主に北投や鶯歌の窯場で
製造された。 
        
 図 2-5：提梁式の茶壺95        図 2-6：「喜」入り土瓶96 
 
（3）土瓶の普及 
日本植民時期末期から台湾国民政府初期の間に、土瓶の使用が盛んになり、和風の柄や色
のデザインがよく見られる。「台湾早期茶具文物」展覧会の説明によると、瓶底にはよく「
九谷」の文字が書かれているが、すべて日本の九谷焼の作品ではなくほとんどが台湾の北投
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や鶯歌のものと思われた。このような土瓶は一般的に五つの湯呑とセットになる。当時、結
婚する際に結婚道具の一つとして使用されたようである。図 2-6は「喜」（結婚を祝いする
ことを示す）の文字が書かれた土瓶セットである。 
 
茶碗と茶杯 
日本において、お茶を飲むための器は茶道に使用する茶碗と一般的に使用する湯呑の 2種
類に大きく分類できる。また、煎茶道に使用する煎茶碗は湯呑に近いと思われる。中国、台
湾においては、茶を飲む道具にはほぼ区別がなく「茶杯」と呼ばれる。台湾は日本植民時期
まで茶杯の製造はほぼなく、主に中国からの輸入が多かったが、日本植民時期初期になると、
茶杯の輸入は中国と日本からがほとんどになった。そのため、日本植民時期の台湾において
茶杯の存在は当然であり、茶道に使う茶碗の存在も確認できた。 
中国宋代の飲茶法は、唐代の飲茶法が転じて茶碗を使用するようになったものである。日
本の茶道は宋代飲茶法を受け入れて現在でも茶碗を使用する一方、中国明代になると茶碗で
お茶を喫する風俗がだんだん消えていった。茶碗と言えば現在の茶道の代表的な道具といえ
る。日本植民時期、台湾の飲茶風俗だけではなく窯業も日本の影響を受けていた。しかし、
抹茶用の茶碗は普及していなかった。台湾北部の北投や鶯歌地域に少量生産が見られるが、
ほかの窯場はほぼ茶碗を生産しなかった。このような状況は当時の飲茶習慣や環境と関係が
あった。台湾の伝統的な飲茶習慣は煎茶に近い工夫茶が主流であり、喫する対象としての抹
茶の発展は限られていた。主に日本人や富裕層が中心であった。そのため茶碗の製造量が少
なく、ほぼ日本から輸入された。日本植民時期に保存された茶碗はほぼ日本製品である。楽
焼、瀬戸焼、万古焼、志野焼、備前焼、唐津焼、京焼などが見られる。 
抹茶の発展は限られたものの、全く台湾茶文化に影響を与えないわけではない。その影響
は現在の台湾茶芸にも反映されているので、両地域の茶文化研究には重要なテーマとなる。 
茶道以外の抹茶碗の製造や使用は少なかったが、その影響を受けて抹茶碗から改良した茶
碗が見られる（図 2-7）。鄭の考察によるとこのような茶碗式の鉢はほぼ日本からの影響を
受けた。台湾の「客家族97」はこの鉢を使って「擂茶」という食べ物を食べることが、現在、
「客家族」の独特の食風俗としてよく知られている98。 
  
図 2-7：客家族が「擂茶」に使用する鉢（2014）©柯一薰 
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次に、茶杯について考察する。日本で今日一般的に飲まれる煎茶と違い、ごく少量のトロ
ットした濃い味が煎茶の主流の楽しみ方であった時代には、選択された茶碗は小さく、瓷器
のものが中心であった。先述の『青湾茶話』にも小さな茶碗を用いるべきであることが記さ
れている。煎茶碗の形に関しては、ほかの煎茶道具に比べ、時代による変化は比較的少ない
と小川後楽が指摘している99。前述の『煎茶早指南100』には、煎茶碗に関して「茶鐘（ちゃ
わん）かたちさまざまあれども、いずれもちいさくして、内はしろく、こうだいのたかきを
よしとす。内は白きは、煎茶もっとも色を賞するものゆえなり」との記録がある。また、小
川の考察によると、このような小さな碗で茶を飲むことになった由来については、文人たち
が手近な酒杯を利用したことに始まるとも、また中国工夫茶の影響があるともされる。煎茶
道初期には、中国の景徳鎮と福建の徳化地域が生産する青華（染付）瓷杯を使用することが
多かった。その影響で青華、色絵が好まれて、幕末から近代初頭の煎茶界では古染付（中国
明代末期に景徳鎮民窯でつくられた染付）が珍重されていた。 
台湾では、前述したように中国工夫茶法が伝入したため、伝統的な茶杯は工夫茶に使う小
さいものであった。日本植民時期に入ると日本からの影響を受けて、特に九谷、伊万里、京
焼風格の茶杯が多く見られた。そのため形も日本に影響されたようである。次は、日本植民
時期の茶杯に関して、日本から輸入された製品と台湾製品を論じる。 
まず、当時台湾で使用される日本製茶杯を参照する（図 2-8）。 
 
 図 2-8：台湾で使用され日本製の茶杯101 
  
二種類の茶杯がある。左は青釉、椀形の茶杯であり、青華、色絵で鶴が描かれている。右
は白釉、筒形の茶杯であり、青華で文字が書かれている。図 2-9、2-10を参照すると、当時
の政府組織、会社などの記念品や贈物として、この２種類の茶杯がよく使用されたことがわ
かる。 
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 図 2-9：記念品としての茶杯第 1例102 
  
 図 2-10：記念品としての茶杯第 2例103 
 
図に示したように、茶杯の形はほぼ一緒で会社、組織によって異なる文字が書かれている。
茶杯の形にはさまざまあるが、このような形が普及していたことがわかる。 
形の影響に関してもう１例を取り上げる。まず台湾中部で生産された素焼きの茶杯を参照
する（図 2-11参照）。 
 
 図 2-11：素焼きの茶杯104 
  
左右ともに台湾製品であるが、右のほうは高台の輪の一部をかき取った「切り高台」とい
われるデザインになっている。このような様式は伝統的な中国式茶杯にはほぼないが、日本
式の茶碗や湯呑などではよくあるデザインである。特に切り高台が多くみられるのは萩焼で
ある。台湾にもともとなかった様式が日本植民時期に生産されるようになった例である。 
また、茶杯の形に注目する。伝統的に台湾において使用される茶杯は中国工夫茶式であり、
小さくて口が狭いタイプである。図のような口が広くて浅い茶杯はほとんど見られなかった。
『日本陶器の鑑定と観賞105』は日本茶碗の形について二十種類を整理しているが、やはりこ
のような形は見当たらない。口が広くて椀形を特徴とする茶道の茶碗と、工夫茶に使う、口
が狭くて小さい茶杯の両方の要素を取り入れた形であろう。このような茶杯は「日本杯」と
呼ばれる。広く普及したとは言えないが、戦後の台湾茶道具には確かに見られる。図 2-12
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に写っている茶道具セットは日本植民時期終了後、民国初期の工夫茶の茶道具である。その
中に後述する日本杯の使用が見られる106。 
 
 図 2-12：工夫茶の茶道具107 
 
別の形の影響例は、図 2-14にあるような日本から輸入した煎茶を飲むための筒形の湯呑で
ある。作者名として「白川」の文字が書かれている。このような形は現代茶芸に使用する「
聞香杯」に非常に類似している。聞香杯の製造、使用は台湾茶芸の独特な発明であり、茶芸
の代表的な道具とも言える。聞香杯はお茶の香りをキープしながら鑑賞できる機能性を重視
して創出された道具である。直接な関連性があるかは確信できないが、聞香杯の形はある程
度影響を受けたと考えられる。図 2-13は日本植民時期に輸入された煎茶用湯呑、図 2-14は
現在の茶芸で使用される聞香杯（図内の左側）である。 
     
 図 2-13：煎茶用湯呑108     図 2-14：聞香杯（右）（2014）©柯一薰 
 
茶杯に関しては、形の影響のほか、絵柄にも日本からの影響が見られる。日本の江戸時代
以後、伊万里や九谷焼の染付以外、色絵、金襴手、赤絵なども見られた。絵柄としては、主
に芦雁、牧牛、雲鶴、月兔、天馬などの動物があり、松、竹、梅、蘭、白菜、唐草などの植
物がある。ほかには歴史に関する絵や吉事を示す文字などがある。その影響で台湾製の茶杯
の絵柄にも和風の要素が見える。図 2-15は苗栗地域の窯場の作品である。その絵柄は梅で技
術的にも完成度が高い作品とされる。また、絵柄について日本の影響を受けた例をもう 1つ
あげる。松本亀太郎という人物が 1911年に北投で窯場を設立し、京焼の風格が見られる茶道
具を生産したことが知られている。図 2-16の茶杯は京焼風格で、前述の日本杯の形のもので
ある。 
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 図 2-15：苗栗窯場策の茶杯109    図 2-16：京焼風の茶杯110 
     
風炉と火鉢 
風炉とは、火を入れて釜を掛ける器物である。風炉の語は『茶経』卷中四之器に「風爐：
以銅、鐵鑄之、如古鼎形111」とある。村田珠光が四畳半に初めて炉を切り、武野紹鴎、千利
休が炉の点前を定めるまで、茶の湯では四季を問わず風炉を用いていたが、現在では夏の風
炉、冬の炉と使い分け、風炉は大体 5月初旬、立夏（5月 5日頃）前後から 11月初旬、立冬
（11 月 8 日頃）前後までとし、冬でも炉のないところでは風炉を用いるのが一般的である。 
日本への伝入は、鎌倉初期に南浦紹明が、仏具である台子などと共に中国から持ち帰ったと
伝えられている。風炉は、材質から「土風炉」「唐銅風炉」「鉄風炉」「板風炉」などがあ
る。使用の別では、五徳を使わず直接風炉の肩に釜をかける「切掛風炉」（切合風炉）、火
鉢形で透木を用いて釜をかける「透木風炉」、風炉の中に五徳を据えて釜に掛ける風炉に分
けられる。現在、台湾では日本植民時期に使用された鉄風炉が保存されているが、実際の生
活ではほぼ使用されていない。 
次に、風炉に近い道具である火鉢について論じる。考古学的に見て、焼き物の火鉢は鎌倉
時代の末頃に奈良の地で瓦のような材質の焼き物として現れたことが一般に知られている。
そのために奈良火鉢という名称があり、茶道の夏の点前で用いる奈良風炉も、この火鉢から
派生したものと考えられる。奈良火鉢の類似品は室町時代になると全国各地で見られるよう
になり、それぞれの土地でもある程度は生産されていたと考えられる。江戸時代の瀬戸では
本業焼きで瓶掛のような火鉢を生産しているが、常滑では高温焼成の火鉢を生産したという
確実な証拠がない。その後、明治になると丸い形の火鉢が出現する。朱泥火鉢が多く、轆轤
で成形している。朱泥の大型製品は江戸時代にはなく明治以降のもので、おそらく朱泥龍巻
という輸出用の製品を生産する中から、朱泥の大物ロクロ技法が確立され、内地向けの火鉢
が登場することになったと推測される。 
明治・大正・昭和戦前期の日本では、火鉢は暖房具として必需品であった。日中戦争から
第二次世界大戦へと進んだ時期、企業活動は制約を受け、常滑の陶器工場も統制されるよう
になる。火鉢にも、その統制番号と呼ばれる刻印が押されたものがある。 
大正時代になると、朱泥龍巻は輸出品としての役割を終え、その技法は植木鉢などの国内
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向け製品にわずかに受け継がれていく。輸出品は龍巻から陶漆器になり、常滑では漆塗りの
技法が日常的に見られるようになった。釉の伝統がなかった常滑でも明治以降は陶器学校を
中心として釉薬の研究が進み、火鉢に釉を掛けた製品も登場するようになる。大正期には海
鼠釉が生み出され、昭和初期には食塩釉が火鉢にも掛けられている。 
風炉は水を沸かす器具であり、火鉢はもともと水を沸かす器具であったが、暖房具として
も使われている。やがて台湾では火鉢が水を沸かす器具として普及した。日本植民時期終了
後はだんだん少なくなったが、日本植民時期に大量の陶製火鉢が製造された。当時、日本か
ら輸入されたものは少なかったが、台湾北部や中部で生産された製品が多く見られる。特に
苗栗地域の窯場の製品はデザイン、素材が多様であり、釉薬や形は日本の影響を受けたと言
われる。図 2-17は日本製品（昭和 19年）であり、図 2-18は台湾苗栗窯場の製品である。日
本植民時期以前に台湾の陶器製造技術は未熟であったが、こちらの日本植民時期に製造され
たものは釉薬の使用や形など日本からの影響が見られる。 
         
図 2-17：日本製の火鉢（2012）©柯一薰     図 2-18：台湾苗栗窯場の火鉢112 
                   
その他 
上述の茶道具以外に、日本植民時期に残された茶道具は以下に分類される。 
(1)茶道、煎茶道に属するもの：茶杓（茶道）、棗（茶道）、泡瓶（煎茶道）、涼炉（煎茶
道）、湯冷まし（煎茶道）蓋置、建水、水指。 
(2)中国茶式に属するもの：茶葉壺、茶船。 
(3)日本式、中国式共通：茶入れ、火道具、盆（中国式に茶盤という）、茶托（煎茶道、中
国式に使用する）。 
また、唐代『茶経』に記載された「漉水嚢」に類似する道具が見られる。漉水嚢は水を濾
す道具であるが、前述の「茶就中煎茶に就て」に漉水嚢について「今は用いず」と記録され
ている。図のように、この竹製の道具は『茶経』に記載された漉水嚢に非常に類似する。「
茶就中煎茶に就て」は煎茶を対象とする文章であるため、当時の煎茶道では実際には使われ
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なかったかもしれないが、このような道具が存在し使用されていたことが確信できる。図
2-19 は『茶器図解113』により記録されている『茶経』の漉水嚢114であり、図 2-20 は、日本
植民時期に見られた水を濾す道具である。 
           
 図 2-19：漉水嚢115        図 2-20：水を濾す道具116 
  
日本人が台湾で生活する中で、日本式の道具が現れたのは当然であるが、必ず中国式の道
具と相互影響があったわけでもない。日本式の道具、中国式の道具として単純に使用された
場合も少なくない。以上三種類に分類される道具は、このような例に当てはまる。日本植民
時期にそれらの存在が確認できるが、顕著な異文化間の交流や影響は見られない。しかし、
当時は著しい影響が見られないものの、その後の台湾における茶芸発展への影響が全くない
とは断言できない。 
「湯冷まし」の例を上げる。「湯冷まし」というのは、煎茶道の玉露点前において、冷ま
しておいた湯を入れる道具である。その形は台湾茶芸に独特な道具である「茶海（別称「公
道杯」）」に類似する。出来上がったお茶を一度「茶海」に入れて、また茶海から茶杯にお
茶を注ぐ。お茶の味を平均化させるために創出された道具である。現在、日本で使用される
「湯冷まし」には、持ち手があるタイプと持ち手がないタイプがある。それらの形を比較す
ると、共通性が高いと思われる。図 2-21は日本植民時期に見られた湯冷ましであり、図 2-22
は日本で現在使用される湯冷ましのうち、持ち手ありタイプである。（持ち手なしタイプは
図 2-21とほとんど変わらない）台湾茶芸に使われる茶海にはさまざまな形があるが、図 2-23
や図 2-24の形が基本形である。 
玉露は中国茶にはない種類で、60度くらいの低温のお湯を使用する淹れ方なので湯冷まし
が必要となる。中国式の淹れ方は茶種によって 80度前後か沸騰した湯を使用するので、湯冷
まし道具の必要はないのである。つまり昔の中国式飲茶法にはなかった道具が現代茶芸に応
用された例である。茶海は台湾茶人が考案した独特の茶芸道具と言われるが、日本からの影
響を受けたことも考えられる。また、茶芸には図 2-21のような形のものが機能転化して茶則
として使われる場合もある。 
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 図 2-21：日本植民時期の湯冷まし117  図 2-22：日本の現在の湯冷まし118 
      
 図 2-23：台湾の茶海第 1例119        図 2-24台湾の茶海第 2例120 
 
以上が、日本植民時期に見られた茶道具の受容と発展状況である。以上の考察を踏まえて
まとめると次のことが言える。まず日本植民時期には、日本からの茶具の輸入は中国からの
輸入より容易であった。そのため、一般的な民衆はだんだんと日本茶器を受け入れるように
なった。管見では、影響の仕方によって 3つのタイプにわけることができる。それぞれ代表
的な例をあげてまとめる。 
まず、第 1に日本茶道の影響によって茶器が改良されたタイプである。土瓶と湯呑が例で
ある（図 2-25を参照）。 
  
 図 2-25：台湾で製造された土瓶、竹製提梁付き（2013）©柯一薰 
 
土瓶はもともと台湾や中国にもあったが、中国式の伝統的な土瓶は、提梁の部分について
二種類しか存在していなかった。提梁と胴部が同じ素材で作られ一体となっているタイプと、
提梁の素材が金属のタイプであった。日本のように持ち手である提梁の部分が竹、藤などで
作られたものは日本植民時代から使用されるようになったのである。 
湯呑も改良タイプに属している。伝統的な左の湯呑は、小さくて口も狭いタイプであった
（図 2-26）。それに対して、図 2-27は茶道に使われた茶碗で、大きくて口が広がっている。
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図 2-28は、日本茶碗の要素を取り入れて改良した「日本杯」である121。 
            
図 2-26：伝統的な湯呑（2014）©柯一薰 図 2-27：茶道の茶碗（2014）©柯一薰   
 
 図 2-28：日本杯（2014）©柯一薰 
  
第 2に、中国式には存在せず、日本の影響で初めて採用された導入タイプの道具である。
あるいは、導入されてまた改良された場合もある。例えば、図 2-29のように日本茶道の影響
で導入され、より持ちやすいように改良された「飛天急須」である。 
また茶室の形態についても、中国や台湾では基本的に椅子の文化があるが、畳を導入して
畳の空間と茶芸を組み合わせたものも見られるようになった。図 2-30は日本植民時期から残
っている建物で、茶芸館として応用された例である。 
 
図 2-29：飛天急須（2014）©柯一薰  図 2－30：畳の空間のある台湾の茶芸館122 
                 （2011）©柯一薰 
                                
また、現代の茶芸館では、一軒の茶芸館の中に二つのスタイルの茶室が取り入れられた例
が見られる。（図 2－31、図 2－32 参照）図 2－31 は伝統の中国式で、テーブルを使用して
いる。図 2-32は和室のような形で作られた部屋である。 
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図 2-31：台湾の茶芸館123（2011）©柯一薰  図 2-32：台湾の茶芸館（2011）©柯一薰 
           
導入タイプの別の例としては、風炉や釜に見られる。これらはもともと日本茶道の道具で
あったが、優れた形であるとして、台湾の茶人に受け入れられた。 
第 3のタイプは、日本から台湾に導入され、機能転換したものである。懐紙は、もともと
お客がお皿の代わりとして使うか、あるいは指を清める道具だったが、台湾に伝えられると、
主人が茶道具を清めるものとしても使われるようになった。これを茶芸では「茶紙」と呼ん
でいる。中国古代文献の中には茶紙というものが存在せず、茶紙の素材は懐紙とほぼ一緒な
ので、日本から伝来してきたものだと考えられる。 
以上、日本植民時期における日、中茶道具の受容についてまとめた。その結果、1980年代
から発展してきた茶芸と繋がって、1990年代中国への茶文化交流にも影響を与えた。 
                                                   
1 この言葉の定義について説明する。日清戦争終了時に締結された講和条約（下関条約）に
よって、台湾と澎湖諸島は日本帝国に割譲された。条約発効が 1895年 5月 8日で、この日以
後、日本帝国の領土として帰属することになった。この時期について、台湾側の中国語文献
においては“日本統治時期”（日本統治時期）、“日本佔據時代”（日本占領時代）といっ
た呼び方が多い。しかし日本語の正確な表現を求めると、戦争によって奪った領土に住む異
民族を統治しているという意味を指す言葉としては、日本統治ではなく、日本による植民支
配がより適当である。他方で、「日本占領」についてであるが、国際法上「占領」というの
は、一地域が他国の「軍隊」によって支配されることを意味する。下関条約が発効した後、
日本軍が台湾全体を支配するまでの短期間（1895年 5月 8日－10月 19日）については、確
かに占領状態があったようである。日本支配に対する抵抗を武力で抑圧する必要があったた
め、軍事占領が行われたのである。しかし、この期間を除いて、1945年まで軍隊による占領
が続いたわけではないため「日本占領時期」という言葉はやはり適切ではない。日本による
台湾の支配は、開始直後の軍隊による直接支配（軍政）の後、日本帝国が一方的に派遣した
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「台湾総督」によって、立法・行政・司法などを掌握して統治が行われることになったため、
本稿では「日本植民時期」という言葉を使うことにした。 
2 正確な研究所の設立年について確認できる資料が見つからないが、台湾総督府中央農業研
究所農業部彙報 1 号が大正 11 年（1922 年）に提出されていることを考えると成立も同時期
と考えられる。 
3 須田一二三（編）「世界各博覧会への偉大な経糸済施設貿易の王座を専務」「はじめ制四
十周年記念臺灣博覧会ニュース』昭和 10年（1935年）5月 16日。 
4 「州下」とは、この文章の刊行情報からすると、新竹州のことを指す。 
5 藁科岳南「新竹州の茶業體制と茶業道精神の昂揚」『新竹州時報』、出版年不詳。文脈か
ら推論すると、文章の作成は 1940年頃であったと考えられる。 
6 現代日本語では「一芯二葉」と表記する。 
7 甲とは、台湾固有の面積の単位である。日本植民時期の「台湾土地調査規則（明治律令第
１４号）」において１丈３尺を１戈として、1 辺 25（325 尺）戈の正方形の面積は 1 甲と定
義されている。1甲=9699.26538 m2 。     
8 張宏庸『台湾茶芸発展史』、晨星出版社、2002年、276ページ参照。 
9 松尾宗幽「松尾流茶道」『臺灣日日新報』明治 36年（1903年）11月 3日 15版。 
10 田澤熊古「裏千家茶道」『臺灣日日新報』明治 36年（1903年）11月 3日 15版。 
11 「茶道宗匠の気焔」『臺灣日日新報』明治 41年（1908年）4月 12日。 
12 （記事タイトルなし）『臺灣日日新報』明治 42年（1909年）8月 17日。 
13 「臺北の茶道界」『臺灣日日新報』明治 45年（1912年）3月 24日。 
14 同上。 
15 同上。 
16 「茶道速水流の總務所設置」『臺灣日日新報』昭和 6年（1931年）3月 19日。 
17 『臺灣婦人界』1934年十月号。図のタイトルは写真の原題名である。 
18 「總督官邸に於ける全臺詩人の茶話會」『臺灣時報』大正 10年（1921年）11月号。 
19 『臺灣時報』大正 13年（1924年）10月号。 
20 本文章の主要題名は「地方通信―花蓮港廰分會便り」ということで、「来花」というのは
花蓮（台湾の東部地方にある）に来ることである。 
21 「地方通信―花蓮港廰分會便り 講話會開催二月二十三日」『臺灣愛國婦人新報』昭和 11
年（1936年）5月 30日。 
22 『臺灣日日新報』昭和 14年（1939年）3月 9日、11日、12日、14日（4期連載）。 
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23 『臺灣日日新報』昭和 15年（1940年）2月 4日。 
24 『臺灣時報』昭和９年（1934年）７月号。 
25 「樂壇百面相」『臺灣藝術新報』、昭和 11年（1936年）12月 1日。 
26 「花山帳」『臺灣商報』、明治 34年（1901年）6月 7日。 
27 「茶と日本文化―煎茶の風味に就いて」『趣味の臺灣』、昭和 9年（1934年）3月 1日。 
28 「警察官と情操教育」『臺灣警察時報28』、昭和 12年（1937年）7月 12日。 
29 婦人を対象とした雑誌内容について、本稿で主要参照文章： 
「悲報」『臺灣愛国婦人新報』、昭和 12年（1937年）4月 30日。 
「落語 雪夜の茶」『臺灣愛国婦人』、大正 4年（1915年）1月 1日。 
「茶の湯獨習（第六十七）」『臺灣愛国婦人』、大正 4年（1915年）10月 1日。 
「推薦された婦人の圖書」『臺灣婦人界』、昭和 12年（1937年）8月 1日。 
30 數見鐵太郎「煎茶」『臺灣日日新報』昭和 36年（1903年）15版。 
31 「臺南喫茶状況」『漢文臺灣日日新報』明治 39年（1906年）11月 6日。 
32 日本語として「正喜選」とする。 
33 「無絃琴」『臺灣日日新報』大正 5年（1916年）2月 1日 2版。 
34 「梅屋敷の煎茶式」『臺灣日日新報』明治 44年（1911年）2月 28日 7版。 
35 「煎茶會」『臺南雑信３版』明治 44年（1911年）3月 7日。 
36 明治 24年（1891年）3月 24日公布の法律第 3號の中の度量衡第 5條において、1斤 = 160
匁 = (正確には)600グラムとされた。台湾において、１斤は台斤のことを示し、1台斤 = 600
グラムと見積もることができる。 
37 「新山堂の煎茶と陳列」『臺灣日日新報』明治 44年（1911年）10月 24日 7版。 
38 「如雪庵の煎茶式」『臺灣日日新報』明治 44年（1911年）11月 20日 3版。 
39 「無絃琴」『臺灣日日新報』大正 5年（1916年）2月 19日 2版。 
40 『臺灣の社會教育』1940年、序文 4ページ。 
41 同上。原題名は「神拝」である。 
42 「萬頃自慢咄」『臺報 28期』明治 34年（1901年）年 9月 7日 臺報社。 
43 「成化年製」と書かれているので、成化年間の製品と理解してよい。 
44 茶道の作法に関する呼び方について、「点前」と「手前」という 2つの表記法がある。本
稿では現在一般的に使用される言葉「点前」に準じるがここで当時の文献の表記として「手
前」にした。 
45 「茶、就中煎茶に就て（五）」『無影樹』昭和 6年（1931年）7月 5日 79号。 
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46 「茶、就中煎茶に就て（五）」『無影樹』昭和 6年（1931）9月 13日 81号。 
47 同上。 
48 同上。 
49 「古瀬戸の把杓」：把杓は現在柄杓（ひしゃく）と呼ばれ、水を汲む用の道具である。竹
製は一般的である。古瀬戸は現在愛知県尾張地方の瀬戸市周辺で生産された陶器の様式と指
す。焼き物として理解されている。「古瀬戸の把杓」という記述は何かの間違いがあるので
はないかと考えられる。 
50 「改良新式茶道」『新臺灣』より。当資料の出版情報は不明であるが、当資料と同じペー
ジに掲載された別の文章の内容によると、1917－1923年頃の情報と推定できる。 
51 「茶、就中煎茶に就て（二）」『無影樹』昭和 6年（1931年）6月 5日 78号。 
52 同上。 
53 「日本向き支那茶」『臺灣日日新報』明治 29年（1896年）11月 26日 3版。 
54 包種茶。製造方法により烏龍茶種に属する。井上房邦の調査によるともともとの名称は「種
子茶」。後に「包種茶」に変更した（魏誠『南港茶業歷史 臺灣茶業歷史 臺北茶業歷史』、
新稿茶術文化工作室、2013年、23ページ）。 
55 張明雄『臺灣茶文化之旅』、前衛出版社、1994年、149ページ。 
56 井上房邦『臺灣之茶樹栽培法』、臺灣總督府殖産局、1937年、34ページ。 
57 「歳末の贈答品茶と煙草と家族遊戲の道具」『臺灣日日新報』大正 5年（1916年）12月 9
日 7版。 
58 『台湾之茶業』 v012巻 n006期、1928年 10月。29日、18ページ。 
59 同上、21ページ。 
60 「銚子の臺灣茶喫茶館」『臺灣日日新報』大正 4年（1915）3月 3日 7版。 
61 台湾のバイワン族（台湾先住民のうちの 1つ）の知本人や射馬干人が製作したものである。 
62 宮原敦『臺灣日日新報』1936年（昭和 11年）6月 14日 4版。 
63 大村きく「蕃器を取り入れて風土に適した茶道」『臺灣日日新報』昭和 16年（1941年）8
月 2日 3版。 
64 『臺灣日日新報』昭和 2年（1927年）1月 7日。 
65 『台湾日日新報』昭和 13年（1938年）2月 17日、2月 18日。 
66 茶の愛好者としての意味である。必ずしも日本の宗匠のようなプロや茶を職業とする意味
ではない。 
67 国学導航 http://www.guoxue123.cn/tw/02/094/011.htm最終閲覧 2014年 8月。 
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68 醍醐。もともと乳製品の中で最も上等の味を意味するが、転じて食べ物の優れた味を意味
する。 
69 現存の刊行版で字が欠けている。 
70 漢方医学では食べ物を体に入ったときにどう反映するかを示すものである。食べ物には温
熱性や寒涼性という区別があり、温熱性のもの（例えば生姜、ねぎなど）を食べると体を温
める効果がある。それに対し、寒涼性のもの（レンコン、梨など）を食べると体を冷やし、
清熱など効果がある。 
71 張、前掲『台灣傳統茶藝文化』、108ページ。 
72 魏清徳、字潤庵。したがって彼が考案した茶芸は「潤庵茶芸」という。 
73 張の考察によると、魏清徳は「飲茶詩二十首」を題名とした詩作と、いくつかの茶に関す
る文章があった。ただし「飲茶詩二十首」と張に引用された魏のこの文章は、筆者が調べた
限り、原本は見つからなかった。この件について、台湾の国立中央図書台湾支館の元館員の
蔡燕青を通じ、2014年に出版された『魏清徳全集』の主編集者の黃美娥に問い合わせた。黃
から張が引用した文章については見たことがないという返事を得た。また黃は、昔の流通量
が少ない雑誌に載せられ、それを張が入手したのではないかという可能性を言及した（2014
年 8月 9日）。このような理由で、本論では張の引用した文章 1つ（「潤庵茶芸」）、詩作
１つ（「飲茶詩之三」）を参照した。ほかの作について、すべて筆者の調べによるものであ
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第 3章 家元・茶会・茶文化交流活動についての考察 
 
 本章では 3つの側面から日本・中国・台湾の茶文化比較を行う。第 1節では家元制度に関
する考察を行い、第 2節では茶会から見る日本・中国・台湾の茶文化異同と交流について論
じる。第 3節では上記 1、2の要素を含めて三地域における現代茶文化交流活動とその影響関
係を明らかにする。 
 
第 1節 家元制度からみる日本・中国・台湾の茶文化比較 
 
日本・中国・台湾の茶文化を比較する際、重点を置きたいものの一つは「家元」である。
家元制度は日本の芸能分野における独特の文化である。本節ではなぜ長いお茶の歴史を持つ
中国と台湾には日本の茶道のような家元制度ができてこなかったのか、あるいはどのような
システムの元で茶文化が展開されてきたのかを論じる。家元制度に具現化された考えを考察
することにより、各国それぞれの茶文化の特徴を明らかにするのが本節の目的である。  
以下ではまず、家元制度の変遷におけるいくつかの要因と、家元成立の要因という2つの視
点から分析する。その結果に基づいて、中国や台湾の茶文化発展の現状を確認しながら、日
本・中国・台湾における茶文化の特質を家元制度との関連性から考察することにより明らか
にしたい。 
 
日本における家元制度の成立 
西山松之助によると、伝統文化領域における「家元」という言葉が初めて出てくるのは、
宝歴年間（1751－1764年）である。「家元」という呼称自体も家元制度とほぼ同じ時代になっ
てからのもので、宝暦7年（1757年）の馬場文耕の『近世江都著聞集』におけるものが初見と
される1。茶道に多くの流派が成立したのは江戸初期であり、それが家元制度と呼ばれる特殊
な社会構造をもった文化社会を組織するようになったのは、江戸中期以後のことであった。
その後、家元に統制されつつ、家元の家芸を拡大再生産する人たちが多数創出されてきた。 
昭和に入ると茶道界は非常に盛んになり、戦後には巨大化した家元制度が見られるように
なった。今日、家元の意志とは関係なく、世間では家元は文化の顔や象徴におだてあげられ
ている。これはお茶の家元だけではなく家元制度の全体的な変化であるとも考えられる。以
下、家元制度について最初に本格的研究を行った西山の論述2に基づいて、お茶の家元の変遷
を論じる場合の主な要因をいくつかとりあげる。 
まず、封建遺制に対する反発が挙げられる。戦後間もない1945年、日本が太平洋戦争に負
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けて、近代的な民主主義社会になろうとする中で、封建的なものに対する批判が強くなった。
そのような状況下で家元制度も批判された。なぜならば、家元は閉鎖的な社会で、お金や弟
子を集めたり、活動したりすることは非常に封建的な存在だと思われたからである。 
次に伝統保護の視点である。巨大化した家元制度は、封建的なものだと思われても、別の
意味で非常に日本的な文化ではないかと考えられた。明治政府以来、伝統文化の保護は重視
されてきた。つまり、家元と家元を支える弟子が存在していること、これが日本の伝統文化
の保護と継承のうえに、非常な重要な役割をはたしてきたと考えられる。したがって家元制
度は今日まで茶道が続けられてきた要因であると考えられる。 
最後は、家元と日本の近代化との関連性である。家元の果たした役割は、先に述べたよう
に伝統を保護することにあった。しかしそれだけではなく、家元は日本的な近代化そのもの
だったのではないかと熊倉は考える。封建遺制論は、対立するはずの西欧的な近代化論と組
み合わされた。日本は戦後以降、欧米的な考えを受け入れてきたが、1965年頃から、それに
対する反省が強くなってくる。欧米的なやり方ではなく、日本的な近代化の道が考えられる
ようになる。その日本的な近代化というもののなかに、家元制度も位置づけられるのではな
いかと考えられる。 
 
家元制度が成立するための条件 
熊倉の論述を整理すると、家元が成立するためには3つの条件があげられる。まず、素人の
弟子が大量にいること。これは歌舞伎の世界との比較から説明することができる。歌舞伎を
鑑賞する人は多いが、歌舞伎を自身で演じてみようと考えて、弟子入りして歌舞伎の稽古を
趣味として続ける人はめったにいないのに対し、茶には、プロになるのが目的ではなく、純
粋に趣味としてお茶を楽しむ人が多いと考えられる。すなわち、単なる鑑賞者ではないが、
プロを目指すわけではない素人の弟子が多数存在する文化であることが家元成立の重要な要
素である。次に、技術が客観的に評価しにくい芸能ジャンルで家元制度が展開していく。つ
まり、技術より権威が優先する世界に家元は成立する。技術は重要ではないわけではない。
茶の世界で経験が豊かというのは、技術の上達だけではなく、いろいろな場面に出会い、ど
のような状況でも対応できる能力が身に付いていることを指す。長い時間をかけて、だんだ
ん人柄に風格というものができてくる。そうすると、技術を超えたある境地というものがで
きあがってくる。そうして、技術よりも人柄を通じた権威に従うという世界に、家元が成立
するのである。最後に、型の文化として規格化、商品化されること。流祖によってつくられ
た型、あるいは長い時代をかけて洗練されてきた型、そして継承して伝えられていく文化で
ある。人のなかにたくわえられる技術、目的、経験など、無形の文化財とも言えよう。実際
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には、お茶もお花も文化庁の認定する無形の文化財には指定されていない。ただし、今、人
間国宝に指定されている人々の約三分の一は家元であり、あるいは家元に準ずる人である3。
このような家元によって文化の「型」が規範され、文化の保存に大きな役割を果たしたので
ある。 
時代と共に、社会が変遷したことによって、「新家元」という形態も現れるようになった。
西山の分類に沿って整理すると大きく分類すると 2 種類がある。1 つ目は、社会の公認とい
う手続きをとって創流するものである。たとえばジャーナリズムによって、新しい家元の創
流が公認される場合である。それは同時に、文化社会における家元たる地位を獲得すること
につながる。同様の意味において、その文化領域に関連した絶大な権威者たちが後援し支持
することによって成立するものもある。あるいは直接その技能と関係がないが、権威性のあ
る人物を家元として擁護する場合もある。2 つ目は、社会からの公認の手続きをとらない、
自称家元である4 
以上述べたような家元制度を構成する 3つの要素は、以下で中国や台湾の現状を比較する
際に興味深い参照点となる。まとめると、弟子の存在、技術より権威の優先、型の継承の 3
点である。 
 
台湾・中国との比較 
台湾と中国の茶文化の発展を議論する前に、飲茶の「作法」と「儀式」という二つの言葉
を区別し、それぞれの定義を提示する。作法というのは技術の「技」であり、儀式というの
は芸術の「芸」である。前者は単純に技術、動作を示し、後者は精神性を含めた飲茶の技術
を指す。1980 年代に台湾では「茶芸」という言葉が専門用語として定着するようになった。
これは、日本の「茶道」と同じように文化的な意味を持つお茶を示すものである。 
台湾の場合、もともとは江南文人茶の習慣を継承しながら、その後福建地域の茶人との交
流によって工夫茶の作法に影響され、やがて工夫茶を主体とする茶芸を形成していった。や
がて、茶人たちは自らの背景、生活経験、お茶に対する理念の違いによって、基本作法に基
づきながらもそれぞれの表現方法を生み出してきた。そうしたそれぞれの表現方法は茶人個
人からだんだん組織化されていき、流派の性質を持った組織が形成されるようになった。た
とえば「陸羽茶芸」、あるいは陸羽茶芸に属している「無我茶会」、中華茶文化学会に属して
いる「三段十八歩」作法などはある程度の規模があり、よく知られている組織である。 
そのほかに、商業と結びついて茶芸館の経営を主要業務として独特な行茶法を行う、知名
度のある茶芸館もだんだん現れ、盛んになった。「人澹如菊」という茶芸館はその代表例であ
る。茶人の個人的な愛好から作られた文芸空間は、それほど大きな組織資源をもたないが、
99 
 
茶芸文化の推進には大きな貢献をした。茶人の何健によって作られた「冶堂」は現代の茶人
が文芸交流するための一つの空間を提供している。このようなさまざまな形式、性質によっ
て作られたものはある意味で流派ともいえよう。 
前述した家元制度成立の要素の一つである弟子の身分は、茶芸では微妙な位置に置かれて
いる。現在、計画的に茶芸教授の業務を行っているのは陸羽茶芸と中華茶文化学会という 2
つの組織である。それぞれにおいて、特定の空間で稽古をし、段階的な作法を学習する人は
弟子、あるいは生徒と称してもよいが、無我茶会、茶芸館などの参加者はあくまでも「鑑賞
する」という性格が強い。無我茶会では、独特な規則に従い、自発的に茶会の流れを進める
こととされる。そして、お茶の入れ方は特定の形式に定められていないため、茶会全体の構
造からみると、権威者、学習者という区別がなく、つまり師と生徒の身分はないということ
になる。茶芸館の場合には主と客の区別があっても、客の所作は主として茶湯を賞すること
である。一般的には主人は作法の教授をすることはない。茶芸に対する認識は系統的な学習
から得ることではないため、教授する能力は求められないのである。 
中国の場合には、1980年代以後、茶芸の影響でただ茶を飲むことではなく、作法を学習す
る意欲が高まるようになった。そのため、作法の教授は学校教育に取り入れられるようにな
った。学校教育に関して、代表的な例は北京にある「北京市外事学校」である。同学校は、
1997年に台湾の茶芸を正規課程として導入する先駆となった。北京では、台湾の茶芸交流の
先駆としての茶芸教授が盛んであり、いくつかの茶芸館は営業サービスの項目の一つとして
作法の教授に携わっている。例として「泰元坊茶芸館」やそれと提携している天津にある「海
雅茶園」、「茶教室―徳喧閣」などは茶芸館であり、茶芸教授も行われる代表的な茶芸館であ
る。 
資格の発行について、最初は台湾の組織である「中華茶文化学会」と北京の「外事学校」
が提携し、中国政府の労働部の提案により「茶芸師」の資格が政府によって認められるよう
になった。現在、資格の発行権はすべて政府に握られている。大量に資格発行すると茶文化
の素質が低下する恐れがあるため、「中華茶文化学会」は北京に事務所を設立し、茶文化の窓
口として公式な組織を設立する計画を進めている5。組織を設立すれば資格の発行権はこの組
織に移転することになる。政府から民間団体に資格発行権を移転するのは 1つの論争点にな
りうるため、組織の設立は非常に困難であるのが現状である。   
もう 1つ茶文化の継承について注目すべき点は、中国の学習者は先生から作法を学習した
後、個人の好みを加えて新しい作法を創出する場合が多いことである。創り出された新しい
作法を人に教授することもある。そのため、代表的な流派や作法はなかなか形成できないの
が現状である。お茶を教授する先生や生徒へのインタビュー6によると、このような状況にあ
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って茶文化は多彩な表現ができ、一つの作法に限らなくてもよく、基本の作法を学ぶことも
重要であるが創造力も大事にしていきたいという意見が聞こえる。 
まとめると、現在の茶教育に関して、日本は家元制の形を取っている。台湾では、いくつ
かの代表的な組織を中心として茶芸が展開されている。家元制とは言えないが西山による「新
家元」という現象に当てはまると思われる。中国ではお茶は儀式の手続きを通して文化的な
意味も含められるようになっているが、教授は政府側から主導されている。そして流派や家
元制に対する考えは、日本や台湾とは大きく異なるというのが現状である。 
以上のような相違性について、以下の要因を取り上げることができる。 
（1）「家」の概念と家元制 
「家」の概念から見ると、日本の「家」が、アジアのほかの家族形態と非常に異なり、独
自の構造をもつことは多くの研究者に指摘されている。日本における「家」の連合体として
の「同族」は中国では「宗族」という。中国の「宗族」は、同じ名字をもち血のつながった、
共通の祖先をもつ親族を指す。 
浜口は、F・L・K・シューの『比較文明社会論』の理論を引用して日本の「同族」の特色を
述べた7。彼によれば、①同族とは血縁関係以外に存在する、経済的、儀礼的、社交的関係、
②各家の居住における近接性、③本家、分家での階層制、④親族関係（非血縁分家なども親
族として扱われる）、⑤本家、分家間に存在する永続的な責務の観念が挙げられる。 
彼のまとめによれば、「家」と「同族」とが相互に浸透しあう性格をもっていたというより、
「家」がもっている団体的性格によって「同族」の性格が規定された。そして「同族」は団
体的性格をもちながら、一般の集団や団体へと組織化される要件ともなった。そして日本の
「家」が、血縁成員に対する代替性を公認してきたのは、団体としての「家」の維持が至上
目的であった。その「家」において要請される家督相続を実現するための方法として、婿養
子があった。婿養子にかぎらず、日本社会ではこのような養子縁組の考えが社会的に忌避さ
れることなく、一般に広く行われてきた。この点は中国の場合と違っている。むしろ、父系
出自の系統を維持するために、養子縁組を日本ほど大幅に許してきた社会はほとんどないと
言える。つまり日本では、団体としての「家」の維持が至上目的であるのに対し、中国、台
湾では血縁で繋がる「家」の形態は構造原理が異なるのである。 
（2）茶文化の発展段階における位置づけ 
前述したように、茶道は長い歴史を経て伝統文化として認識され、保護されてきた無形文
化財である。それに対して、台湾と中国の茶儀式は日本と比べると発展の初期段階にあると
言える。この時期に重視されるのは保護ではなく創造である。台湾はある程度の発展期を経
て既存の茶芸作法を保護、継承する意識が起き始めたが、中国では台湾からの受容、創造の
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段階にあると思われる。 
（3）茶文化における宗教性 
茶道を修することは宗教に参ずる、特に茶道は禅と深い関係があるので禅に参ずると考え
られる。露地に入ること、茶席に入ることはいわば宗教の道場に入ることを意味する。茶道
は修業的な意味から捉えられ、厳しい作法に従わなければならないようになっている。茶道
における強い宗教性に対し、中国、台湾の茶文化にも宗教の要素があるが、主として儒家の
思想が社会全体を支配しているため、生活化の傾向が見られ、宗教的な作法は比較的淡泊に
なっているとも考えられる。 
以上、日本の家元制度を中心として家元制度の変遷及び要因と家元制度成立の要素を分析
した上で、中国、台湾の茶文化発展の現状を明らかにした。最後に、3つの視点から日本、中
国、台湾の茶文化特質を簡潔に考察した。 
 
第2節 茶会からみる日本・中国・台湾の茶文化異同と交流 
 
 次に、有形の茶会所作から日本と中国の茶文化の特質を比較するとともに、相互交流の様
子を分析する。まず、本論で論じる茶会の定義を明確にさせる。日本において、茶道や煎茶
道に特定のアプローチや儀式を通じて行う「茶会」は、固有名詞として認識されてきた。そ
れに対し、中国と台湾においては広義に解釈するとパーティーのようにソフトドリンクが提
供される集会が茶会といえる。当然であるが衆人が集まって茶を飲むことは一般的に茶会と
いう。ただし、パターン化されておらず、日本のような特定の儀式や内容がないのである。
目的別によってほかの言葉を使う場合もある。つまり茶会の目的や内容には、さまざまなも
のがある。たとえば宴会目的のものは「茶宴」という。特定の茶種を賞味するものは「鑑賞
茶会」、「品茶会」などと呼ばれる。さまざまな茶種を飲み、評価を与える「評茶会」もある。 
 
日本抹茶道の茶会とその国際化 
まず、日本における固有名詞の「茶会」を基準にして研究対象を絞る。いままで述べてき
たように日本の家元制のもとで流派が確立され、茶会の形式も確立された。茶会には大きく
分けて2種類がある。1つは懐石、濃茶、薄茶でもてなす正式な茶会である茶事で、もう１つ
は多くの客を一同に招き、お菓子と濃茶あるいは薄茶のみでもてなす大寄せ茶会である。本
論では、日本と中国・台湾の茶文化の内面を探求するため、大寄せ茶会を分析対象とする。
より具体的には、抹茶道の裏千家による茶会、煎茶道に代表的な行事の「煎茶道全国大会」、
また台湾における代表的な大寄せ茶会の「無我茶会」を取り上げ、茶会形式や内容を中心と
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して比較する。その上でパターン化されていないさまざまな中国の茶会形式を整理し、特徴
を取り入れて論述する。 
日本の抹茶道の主流流派の1つである裏千家は、日本を17地区に分け、167の支部、支所を
有する。毎年、各支部によってさまざまな行事が行われる。ここではまず、淡交会東京第一
東支部によって、2011年8月21日に東京上野にある上野精養軒で行われた、懇親茶会の緑陰茶
会をとりあげる8。 
この茶会では、濃茶席、薄茶席、UIA席（裏千家インターナショナル アソシエーション）、
青年部席、点心席などの複数の茶席がセッティングされた。大寄せ茶会は懐石が省略される
ため茶券を購入すると、濃茶、薄茶の順番に従わず、すべての茶席に自由な順番で参加でき
るというシステムになる。茶席の形式について、一つの茶席は一つの会場となり、会場の大
きさにより10から30人程度の客を招く。亭主が点前をするうちに半東9が挨拶し、茶席に関す
る簡単な説明をする役を担当する。亭主は正客の茶を立て、飲まれたらお運びさんから用意
した茶をほかの客に出す。すべての茶席はこのような形式で行われる。手前に関する作法に
ついては第6章にて論じるのでここで省略する。内容については、濃茶席、薄茶席の風景は少
人数の茶会とほぼ変わらない。 
ここで注目したいのはUIA席である。UIAは裏千家インターナショナル アソシエーション
の略称で裏千家の会員組織の1つである。茶道の海外普及に貢献し、多くの国際活動に活躍し
ている。UIA席においては、今迄に海外で集められた食器や道具を茶道具として、地域別にテ
ーブルが分けられている。アジアテーブルは自然、アフリカテーブルは平和、ヨーロッパテ
ーブルはローヤルウエディングをそれぞれのテーマにして、盆略点前によって客をもてなし
た。アフリカテーブルを例として会記を引用する。 
 
床 色紙類 一路平安 ヤン フォンタイン 博士筆 
花 時のもの 
花入れ カップ アルジェリア 
ポット 銀ティーサーバー モロッコ 
ポット敷き 銀ティーサーバーセット モロッコ 
盆 独楽編み マスタークラフタ― エンオット・ムキーゼ造 南アフリカ 
薄器 タジン型 フェズブルー文 モロッコ 
茶杓 ウッドのスプーン ケニヤ   
茶碗 スカラベ（コガネムシ）色絵 南アフリカ 
建水 幾合学文 モロッコ 
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菓子器 ガラス（ヤネガル）、フェズブルー花文（モロッコ）、マープル（エジプト） 
茶 雲井の白 三丘園詰 
菓子 ミニ ペルギーワッフル ドライ アップル 
（実際の配置は図3－1、図3－2を参照） 
         
 図3－1：掛軸（2011）©柯一薰   図3－2：盆略道具（2011）©柯一薰  
 
以上の会記からいくつかの特徴が見られる。道具について、茶筅以外は当地域（例ではア
フリカ）のものが使用され、そしてもともと茶道具ではないものを活かして茶道具として扱
っている。点前については、盆略点前が使用された。盆略点前は略式であるため、最低限の
道具の使用によって点前をすることができる。海外の器具で本格的な茶道具を揃えるのは困
難であり、海外の人でもわかりやすくなるようにシンプルな道具を使用するという点から、
盆略点前が採用された理由が考えられる。正客以下に出された茶碗と菓子については図3－3、
図3－4を参照されたい。牛やテントウムシが描かれた茶碗に抹茶が出され、それに合わせて
和菓子ではなく、クッキーが出された。いわば海外趣味が溢れる茶席が構築された。 
         
図3－3：茶菓子（2011）©柯一薰   図3－4：茶碗（2011）©柯一薰 
 
茶道では本来は茶道具ではないものを道具として取り入れる見立て使いがあったが、世界
中の各地域の素材を生かし構築された茶席はやはり珍しく個性的であった。図3－5、図3－6
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はアジアテーブルの例である。 
    
図3－5：アジアテーブル第1例（2011）   図3－6：アジアテーブル第2例（2011） 
©柯一薰                  ©柯一薰 
 
茶道の国際化推進を目的として設立されたUIAは、2010年から東京東第一支部による懇親茶
会に参加するようになった。UIA茶席は茶道界に斬新な考えを提供していくのではないかと思
われる。 
 
煎茶の大寄せ茶会 
次に、煎茶の大寄せ茶会について論じる。煎茶界での代表的な行事である全国煎茶大会を
対象として述べる。全国煎茶大会は 1956年以来、全日本煎茶道連盟によって茶摘みのシーズ
ンに行われるイベントで、今まで 50回以上の回数が開催され、伝統あるものとなっている。
毎年 5月に宇治萬福寺で開催される。 
台湾の茶団体である「中華茶芸聯合促進会」は、1992年から全日本煎茶道連盟と交流し、
2005年の第50回全国煎茶道大会に参加して以来、毎年参加してきた。ここでは筆者が参加し
た2012年の第57回全国煎茶道大会を取り上げて比較を行う。そこでは二日間に渡って30流派
が参加した。そのうち、中華茶芸聯合促進会は一つの茶席を出した。一つの場所で行われた
日本と台湾の茶会を比較することは、有意義な研究素材だと考えられる。出展の席名は次の
ようであった10。 
 
席 名 第 1日目（19日） 第 2日目（20日） 
1．有声軒 織田流 蕉風流 
2．東方丈 松莚流 売茶流 
3．西方丈 静山流 雲井流 
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4．五雲居 薫風流 松風流（名古屋） 
5．双鶴亭 方円流 黄檗東本流 
6．禅堂書院 黄檗弘風流 松風花月流 
7．別館 大光の間 文房流 松香庵流 
8．別館 華光の間 瑞芽庵流 静風流 
9．法堂（北） 不流茶叙奇古堂 不流茶叙奇古堂 
10．法堂（南） 知足庵流 羽楽流 
11．法堂前（南） 台湾茶席    小笠原流 
12．本堂前（北） 黄檗売茶流 松月流 
13．本堂前（南） 美風流 二條流 
14．鐘楼前 三癸亭賣茶流  黄檗松風流  
15．松隠堂 東阿部流 日本礼道小笠原流 
 
大寄せ煎茶席の形式は前述した抹茶席とほぼ同じような仕組みになっている。ただし本煎
茶会は全国大会で席数が多く、すべての茶席に参加することは経済的、時間的に困難である。
したがって一枚の茶券を購入することにより三つの茶席が参加できるとされた。また、客が
混雑するときは時間帯予約制を行う茶席も見られた。 
煎茶が成立し、道となった時期は、抹茶道より後であったが、長い歴史を通じて形式化の
完成度が高いと思われる。そして道具の使用と点前は抹茶道と重なっている部分が多く見ら
れる。茶会内容としては会場によって多少異なるが、1回の茶席に基本は10～30人程度の客を
招くのが一般的である。抹茶道と同じように基本は席主が挨拶や茶席の流れを把握する役を
する。亭主が点てる茶は正客、次客の2碗までで、あとの客の茶は水屋から立て出される。一
回目の茶を飲み終わるともう一度茶を足されることが多い。二回程度茶が飲まれたら茶席終
了となり、客が各自で道具や文房席を鑑賞する。大寄せ茶会であるため、文房席が出されな
かった茶席もある。現代の煎茶席では文房清玩は飾りのようによく見られるが、文房席は実
際に席上揮毫をし、古代の揮毫席のような風景が見られ、煎茶趣味が溢れる席であった（図3
－7を参照）。 
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図3－7：揮毫席（2012）©柯一薰 
 
大寄せ茶会のもう1つの特徴は、空間に応じて席が作られることである。茶道の演出空間と
して、茶室があってこそ茶の湯が成立できるほど、茶室は重要な茶道の要素である。茶室の
寸法には厳格な規則があり、茶の湯の所作もそれに従って行われるのが一般的である。大寄
せ茶会は多人数を受け入れられるようにホテルや宴会場、お寺などの場所で行われることが
多いため、茶室と同じような空間が求められない。前述した全国煎茶大会の席名が示すよう
に、屋内のほか鐘楼前や法堂前など戸外の場所もあった。そのため茶事所作はさまざまな空
間に応じて行われる。 
ここでは本堂前の美風流の席を取り上げる。図3－8、図3－9は美風流の茶席の配置である。
木の机の上に棚と茶道具一式が置かれる。机の前にテッセンの花とガラスの円盤のようなも
のが飾られてあった。木の脚で支えられたガラスの円盤は浅いお皿の形になっていた。中に
水が張ってあって清涼感のある席が表現された（図3－9を参照）。このような場所に応じて用
いられた木の机であるが、高さが野点に相応しくないため、机の脚を数センチ切り取ったと
のことであった。切り取られた部分はガラス円盤の脚として使われた。そして木の机に合わ
せるため、普段あまり見られない道具が組み合わされたのである11。このように空間の条件
を活かして席を変化させることは、大寄せ茶会の1つの特徴と言えるであろう。  
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図3－8：美風流茶席（2012）©柯一薰      図3－9：道具の活用（2012）©柯一薰 
  
次に台湾茶席について述べる。台湾茶席は予約制となった。これには来客数をコントロー
ルする目的以外に、もっと重要な目的がある。台湾茶席では三種類の茶種が用意された。台
湾阿里山茶、台湾梨山茶と台湾鹿谷茶の3種類であった。時間帯によって異なる茶種が出され
るため、客の好みの茶種の時間帯を予約することによって、できるだけ客の希望に応じよう
というもてなしになっていた。 
中国の工夫茶の喫茶法は、台湾の茶芸の基礎になっていた。その作法が日本の煎茶道に類
似することは第7章で明らかにする。また、工夫茶と煎茶道の比較は第7章で論述する。本茶
会で開かれた台湾茶席はこの主流となった茶芸作法を採用していた。 
亭主にあたる人を「主泡者」という。茶を点てる主要な人という意味である。ここでは比
較しやすいように、日本の言葉を使って「亭主」とする。客は正客、次客などの区別がなく、
一つのテーブルを囲んで着席する。亭主は同じテーブルに座り、客の目の前で茶を入れる。
そのため、一つのテーブルは多くても8人程度の客しか招くことができない。実際の風景は図
3－10、図3－11を参照されたい。 
本来、一つの時間帯に1つの茶席、一人の亭主の設定であったが、大寄せ茶会の流れに合わ
せて日本の煎茶席と同じように一つの時間帯に20～30人を招くため、同じ時間帯に3席が設け
られた。三人の亭主がいて、それぞれの茶席にてもてなしをした。各茶席がそれぞれの個性
を持つことによる娯楽性も備えたものであった。また前述したように、台湾茶席には3種類の
茶が用意されて異なる時間帯に出された。客は気に入った茶席、茶種を選んで参加するので
ある。少人数であるため、亭主は茶を淹れながら客と会話することが可能であった。茶種に
ついては煎茶ではなく台湾産の茶種であった。中国茶、或いは中国式茶の茶種の特徴として
は、数グラムの茶葉で何回も淹れることができるので、おかわり自由であった。数回淹れた
茶は味が薄くなっていったので、客の希望があれば再び新しいお茶を淹れることもあった。 
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図3－10：台湾茶席（2012）©柯一薰     図3－11：台湾茶席道具配置（2012）©柯一薰 
 
台湾の無我茶会 
次に、台湾における大寄せ茶会について論じる。茶芸の性質上の特徴として、茶会といえ
ば少人数が主流である。数少ない大寄せ茶会に代表的な茶会は「無我茶会」と考えられる。
無我茶会は、1990年前後に台湾のお茶の思想と環境の中で生まれた茶会形式の一種である。
1989年、台北にある陸羽茶芸センターの総支配人をしていた蔡栄章が発起人となって、1990
年に正式に成立したお茶の組織である。現在台湾の茶芸文化は個人的な性質を有する。作法
というと、基本の作法に基づきながら個人のお茶に対する体験によって多少変化するが、基
本的には大きく異ならないと考えられる。また一回の茶席あるいは茶会では、一人の人がお
茶を操作する場合が多い。無我茶会の基本の作法は独特な形式で展開し、現在は台湾国内で
も海外でも、参加者が一番多い茶会組織である。 
無我茶会が成立した際の内的な要素は、その精神性とかかわっている。それについては、
次項で作法をもとに論じるので、ここでは外的な要素を 2 つ述べよう。1 つ目は、本来の茶
道の茶会はほとんど一人がお茶を入れ、多数の客が飲むという方式であるのに対し、多数の
人がお茶を入れ、さらに多くの人が飲むようになっている点である。無我茶会にあっては、
一人がお茶を入れるのでは茶芸の精神を十分に表現できないと考えられる。2 つ目は、今ま
での茶道では、茶会や披露のための大型茶会を行うのは無理なところがあり、茶会を普及す
るためには限界があったのに対し、多くの人が同時に茶会に参加できるようにしようという
発想である。 
次に無我茶会の基本形式によって 7項目の作法を取り上げ、その作法の意義と理念につい
て探究する12。 
1、抽選で席を決めることは身分の上下がないことを意味する。一般的な茶会と異なって、
身分、上下関係を消そうとする観念からきた作法である。茶会の前に、会場に座席を設定し
て、番号を表示しておく。参加者が到着したら抽選で決めた番号によって着席する。こうし
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た規則により、身分の上下がないだけではなく、どの座席がよいか、どこに座ればよいのか
という迷いもない。人間の出生と同じように、生まれる前に自分の親、国籍、身分を選ぶこ
とはできない。その身分に迷わずに平常心を持ってお茶を楽しむのである。 
2、同一方向へ茶を出すことは、お礼を求めないという理念を伝えるものである。お茶を入
れてから、参加者全員が同一方向にお茶を出す。四杯を入れると決めた場合に、入れたお茶
を左側の三人に出して、最後の 1杯は自分に残しておく。第一杯目は、茶杯を持って出す。
第 2杯目以後はできたお茶を最初に出したときに使った茶杯にいれる。もらった人は、相手
が入れたお茶を何回も飲ませていただくという意味である。同一方向へお茶を出すというの
は「無所為而為」（特定の事物、人物のために特別なことはしない）ということである。無我
茶会の参加者全員に「お礼の気持ちを求めていない」と解らせるための一つの手段である。
「お茶を出す」というのは、原来奉仕的な行為と考えられるので、その上にお礼などを求め
る欲望を消すことによって内的な修業を行うのである。 
3、各種類のお茶を飲み、鑑賞するのは好みを問わずあらゆる茶種を受け入れることである。
無我茶会のお茶は自分で持参するものである。事前の進行要領に「種類に拘らない」と明記
されているので、参加者はさまざまなお茶を鑑賞することができる。全員が自然な心を持ち
ながら各種類のお茶を飲み、鑑賞することを求めているのである。個人的な偏見をなくし、
よりよいチャンスを生かしてお茶を飲むようにすることが目標である。 
4、お茶を美味しく入れるように努力をすることは向上心を求めることを示す。参加者全員
が上手にお茶をいれるわけではなく、おいしくないお茶を飲むときもあるかもしれない。誰
かがおいしくないお茶を入れるのを責めるより、自分はもっとおいしいものを入れるように
しようという心が大事なのとされる。「お茶をおいしく入れる」というのは茶道でも、茶芸で
も基本的な要求である。そうでなければ茶道は成立できないと思われている。そのため、無
我茶会ではお茶を入れ始めたら、おいしく入れることに集中して、話をしてはいけないので
ある。 
5、そしてお茶を出す際に自分にも一杯を残しておく。これは自分の入れたお茶を味見する
ためである。お茶を入れることを通じてすべてのことに対して向上心を失わないように努力
すべきだと考えられる。 
6、進行係と司会者がいないことは約束を守る表現と思われる。茶会は事前に進行内容と作
法などをすべて決めておく。当日はそれに従って進むので会場に進行係はいない。参加者全
員は時間通りに行動する。第一煎目のお茶が出来上がったら全員は決められた方法でお茶を
出す。自分の前に予定された杯数が揃ったら飲み始める。一煎目のお茶が飲み終わって二煎
目を入れる。今度は茶海でお茶を持ち、相手の茶碗に注ぐ。それから自分の席に戻り、二煎
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目のお茶を飲む。このように決められた煎数を飲み終わり、茶器を片付ければ茶会は終了す
る。暗黙の了解により、全体のリズムを表現するため、席上では話をしない決まりがある。
お茶を飲む前に「茶器鑑賞と懇親会」があり、その後お茶を入れる段階に入ってから話をす
ることは禁止されている。お茶を入れ、蒸かしている間に、自分が周囲の自然にとけこんで
一体化していることを感じて、心を落ち着けるようにする。お茶を出す際にも静かな雰囲気
の中で全員はある共感したリズムの中で動きをする。このとき「どうぞ」や「ありがとう」
などの挨拶はすべて余計なものなので、お互いに静かにお辞儀をするだけで十分だと考えら
れる。このように「話さない」「暗黙の了解」という決まりと、前述したように「進行係がい
ない」ということによって、無我茶会は宇宙の運行や季節の移り変わりと同じように環境と
一体化し、自然的に進行することを目指されている。 
7、最後に、流派と地域の区別なく、自由な茶の淹れ方が許される点も挙げておきたい。無
我茶会におけるお茶の入れ方は自由である。流派や地域によって茶器や茶葉は異なり、作法
もそれぞれ違うことになっている。無我茶会ではこれらに対してすべて自由であり拘りはな
い。お茶をおいしく入れることが大事で、そして人間関係を重視するならば、茶器、茶葉、
言語、服装は関係ないと考えられる。図 3－12は 1995年に中国の武夷山で開催された無我茶
会の風景であり、図 3－13は 2011年に台湾の日月潭で開催された状況である。 
           
図 3－12：無我茶会風景（1995・中国）   図 3－13：無我茶会風景（2011・台湾） 
（出所：蔡榮章13撮影・提供）       （出所：蔡榮章撮影・提供）            
 
台湾の評茶会 
以上は無我茶会の規則に対する分析であった。次に、台湾においてもう１つよく見られる
大寄せ茶会の形式を述べる。複数の種類の茶葉の鑑賞、比較、評価を目的とする茶会である。
このような茶会は特定な名称はないが一般的には「評茶会」と呼ばれ、複数の茶を鑑賞し、
評価を与えるという意味である。本稿ではこの「評茶会」という言葉を採用する。評茶会に
使用された道具は固定の様式の寸法がある。このような様式は台湾においても、中国におい
ても共通である（図 3－14を参照）。 
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図 3－14：評茶会道具（2014）©柯一薰 
 
ここで「中華茶文化学会」によって行われた第 37 回の評茶会14を取り上げる。2012 年 12
月 12日 12時に開催されたものである。開催日時のこだわりに合わせて 12種類の茶葉を鑑賞
することとされた。その中に台湾の製茶会社である「道源会社」によって製造された 5品の
新商品と 7品の中国の名茶が出された。茶種を並べると次のようになる。 
木柵鐵觀音、柴燒鐵觀音、山國飲藝金獎鐵觀音、鹿谷凍頂、漳平水仙、天庚大紅袍、東方
美人膨風茶、台灣高山茶、福州茉莉花茶、日月潭紅茶、客家老茶、恩施綠茶。 
台湾と中国の 12種類の茶葉が出され、これらを鑑賞、比較することがテーマとされた。こ
のような茶会には２つの特徴がある。1 つ目に、茶の味を評価することを中心とするため、
道具と茶の淹れ方が一般的な作法と異なっている。2 つ目に、一般的な茶会においては主人
と客という人間関係の意味合いが薄く、むしろ「主催者（主人）」と「参加者（客）」という
意味合いが強い。しかし前述した茶会と一致させるために、ここでは「主人」と「客」の言
葉を使う。主人は鑑賞させる茶葉を用意し、茶を淹れる役をする。作法としては、3 グラム
の茶葉を「鑑定杯」というコップの中に入れ、沸騰したお湯 150ccを注ぎ、コップの蓋を閉
めて 5分間淹れると、茶を別のコップに出す15。濡れた茶葉は鑑賞のために、1の種類として
鑑賞杯に取っておく。全種類の茶葉についてこの同じ作法で茶を淹れるのが特徴である。こ
の例では 12個の鑑賞杯が用意されて 12種類の茶葉を同時に淹れられた。そして客はすべて
の茶を鑑賞した。 
このような茶会は大寄せ茶会の形として行われているが、客の数は数十人から百人でも可
能である。ただし、茶葉と茶種の鑑賞という技術面を重視することが、本稿で分析しようと
する大寄せ茶会の趣旨と異なっているため、主要な分析対象とするのは適切でないかもしれ
ない。ただし、このような形式の茶会が台湾においてよく見られることは否定できないため、
一つの情報として簡略にその内容を述べる。 
鑑賞の手順として、まずは乾燥した状態の茶葉の外見（形）、色、香りなどを観察する。次
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に、出された茶の色、香りを鑑賞する。茶が熱すぎると舌の味に対する判断力が落ちるため、
しばらく時間が経って茶の温度が下がったあとに茶を飲む。茶の温度は 40～45度が適切であ
ると言われる。多種類の茶を鑑賞するために小さじで茶を自分の湯呑に取り入れ、一回 5cc
～10ccの量で茶の味を試していく。 
最後に、茶が出されたら濡れた茶葉の形、香りなどを確認する。濡れた状態の茶葉を確認
することによって、茶葉の製造時期、季節、発酵程度、製造方法などの情報が分かるので、
先ほど飲んだ茶に対する認識がより深くなるため、不可欠の手順である。実際の風景は以下
の図 3－15を参照されたい。 
 
図 3－15：評茶会作法（2012）©柯一薰 
 
以上、台湾における大寄せ茶会の種類と内容を論じた。台湾茶芸の作法は比較的自由な
形で行われるが、大寄せ茶会の場合には厳格なルールや手順が見られる。この点について後
で総合分析にて言及する。次に中国における大寄せ茶会について述べる。 
 
中国の大寄せ茶会 
中国には大寄せ茶会のような形の茶会が存在しているが、性質から見ると日本、台湾のよ
うに単純に茶を飲むことだけではなく、ある目的を遂行するために茶会が行われることがよ
くある。目的別に分類するといくつかの茶会の種類を取り上げることができる。節日と祝日
の茶会、記念茶会、お祝い茶会、鑑賞茶会、芸術茶会、交流茶会などである。 
節日と祝日の茶会は祝事をするために行う茶会である。国の祝日である建国記念日や正月、
端午、重陽など伝統の節日を祝うための茶会である。記念茶会は、特定の記念日を祝うため
に行われる茶会である。例えば会社の成立記念日である。お祝い茶会は結婚や誕生などを祝
うときに行われる茶会である。鑑賞茶会は特定の茶種を鑑賞するために行われる茶会である。
新茶や貴重な茶種を喫するときに鑑賞茶会がよく開催される。芸術茶会は花、書道、詩歌な
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ど茶に関連する芸能の展覧会観賞会を開催するときに茶を通じて表現する茶会である。交流
茶会は茶文化を交流する主旨で行われる茶会である。茶会というよりイベントの形に近い。
現在、このような形の茶会は盛んに開催される。例えば中日韓茶文化交流会、国際西湖茶会、
国際茶文化交流茶会などがある。また、交流茶会の中に、茶芸を一つのパフォーマンスとし
て演出する場合も多く見られる。 
以上、中国に数多く存在する大寄せ茶会に類似する茶会種類を整理した。この中で、鑑賞
茶会と交流茶会が性質上、日本、台湾の大寄せ茶会に近いと考えられる。鑑賞茶会は前述し
た台湾式の評茶会とほぼ同じような目的として行われるが、形式は日本の大寄せ茶会に近い。 
ここで取り上げるのは、北京にある「泰元坊」によって行われた鑑賞茶会である。例１は
2010年 7月 25日に北京の「瀚若居」茶芸館にて行われたものであった。5～10人程度の客は
1 つのテーブルを囲んで、複数の茶を鑑賞する。この会で用意されたのは泰元坊によって監
製されたプーアル茶であった。8 種のプーアル茶について、生プーアル茶から老茶まで飲み
比べが行われた。似たような形式で、2013年 4月 2日から 20日の間に大規模な鑑賞茶会が 6
回行われた。獅峰龍井、獅峰老樹龍井、大佛龍井、碧螺春、蒙頂甘露、安吉白茶などの種類
の茶が用意された。図 3－16は用意された茶葉のうちの 4種類である。図 3－17が示したよ
うに鑑賞茶会の特徴として、一回の茶会では複数の茶の種類が出された。前述した台湾の鑑
賞茶会の形式と対照すると、こちらの茶会では台湾のように特別な鑑賞道具の鑑賞コップな
どは使用されず、一般的な作法に従って茶を淹れたことが分かる。 
 
     
図 3－16：4種類の茶葉16（2013）        図 3－17：茶会風景17 （2013） 
 
中国の交流茶会 
交流茶会について、2010年 7月 24日に開催された「天津市首届国際茶文化芸術節18」の交
流茶会を例として取り上げる。二日間に渡って、茶の総合イベントとして開催された茶会で
ある。茶書、茶詩茶席、茶道具の展示、講演会以外に、大寄せ茶会が開催された。厳格なル
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ールや規則は特になく、会場である茶芸館に自由に着席し、茶を飲みながら展示物を観賞す
ることができた。実際の状況は図 3－18、図 3－19を参照されたい。
   
図 3－18：交流茶会風景（2010）©柯一薰   図 3－19：茶席での音楽パフォーマンス（2010） 
©柯一薰 
 
図 3－18 は茶席の風景である。半個室の席に何人かがテーブルを囲んで茶を喫する。図 3
－19は茶の詩歌を詠む風景である。このように茶を通じて交流を行うのが茶会のタイプの一
つである。また、同場所では「無我茶会」と、「四川長嘴大銅壺茶技演出」の二つの茶会が行
われた。「無我茶会」は前述したように、台湾の茶団体が起源となって行われた国際的な茶会
である。また、「四川長嘴壺茶技演出」は前述した茶芸パフォーマンスに属するものである。
大寄せ茶会と同じような要素を持っているが、つまり茶を淹れる人（演出者）と多人数の客
（茶を喫する人）が存在するため、茶会というより芸の演出として認識したほうが適切であ
る。演出者は特殊な長口壺を持ち、武術、ダンスなどの要素を融和した動きで茶を淹れるデ
モンストレーションを客に披露する。図 3－20は演出者が茶を淹れる動作である。 
 
図 3－20：四川長嘴壺茶技演出（2012） 
（出所：中国評論新聞網19、趙家麟撮影） 
 
このような茶を淹れる技は、中国四川が源流である。四川地域では、喫茶は日常生活の一
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部と言われるほど喫茶風俗が流行っている。通り道がほぼないほどに客が混雑しているよう
な芸館の風景もよく見られる。混雑するときでも速やかに客に茶を出すために長口壺が用い
られ、遠くから茶を飛ばすように注ぐ方法が考案された。その技術は今日に至り、より複雑、
美しい動きを含めた一種の演出となった。観客はほぼ茶を淹れる過程、つまり技に集中し、
淹れられた茶の味や色などは厳しく追及しないという一般的な理解がある。このような茶芸
演出はインパクトがあり、中国茶といえば基本はこのような形式の淹れ方と誤解する人が少
なくないが、数多くの茶の淹れ方の中の一つとして理解したほうがよい。以上述べたように
「四川長嘴壺茶技演出」は大寄せ茶会の要素が入っているが、異なる内容と趣旨を持つもの
であるので本論の分析対象から外すことにする。 
 
日本・台湾・中国の茶会比較 
以上、日本、台湾、中国における大寄せ茶会の形式及び内容について述べた。最後に、そ
れぞれの特徴を論述しながら総合比較を行う。まず、形式から論じる。まず、以下の図のよ
うに、同じ会場で行われた茶席を対照的にみてみる。図 3－21は日本茶道の茶席であり、図
3－22 は台湾茶芸席である。ここから、形式及び主客関係が明らかになる。主客の位置に注
目したい。日本茶席では亭主の席と客の席が分けられている。客の席は亭主からある程度の
距離を置いて設置される。それに対し、台湾茶席は亭主、客たちは一つのテーブルを囲む形
をとる。亭主との距離は極めて近い。このような違いは主客の関係を反映していると考えら
れる。 
   
図 3－21：日本茶席（2012）©柯一薰   図 3－22：台湾茶席（2012）©柯一薰 
 
日本の抹茶道と煎茶道の茶会で使用された道具、点前、茶の種類は異なっているが、大寄
せ茶会の形式は一緒であると考えられる。いずれも茶会の過程を重視するものであり、主人
の所作は 1つの演出と考えてもよいであろう。茶道の所作は演出ではなく、主人と客の間に
現れる人間関係の表現、つまり客に対するもてなしの心によって茶事を行うことがわかる。
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大寄せ茶会の一つの特徴として、主人は二客分のお茶を点て、次客以降の客は運びの人が点
てたお茶を飲むのが規則である。また、主人は客のために茶を点てるが自分への茶を点てな
いし、その場で客と一緒に茶を喫することはしないという特徴が見られる。主人が同じ場で
茶を飲まないことは、大寄せ茶会の特徴ではなく一般茶会でも通じる規則である。「茶を喫す
る」ことに重点を置くなら、茶の味は重要なポイントになってくる。運びの人と客との関係
は、直接の主客関係とは言い難いので、主人が点てたお茶を飲めない次客以降の客たちに対
するもてなしの表現は、茶事所作の演出にあると考えられる。茶を喫することより、主人の
所作を観ることを通じて茶事全般の意義、美しさを感じるのが茶会の真義なのであろう。つ
まり、茶道の茶会や茶事では、究極的な目標は「茶」や「茶の味」にはないと考えてもよい
のである。この点について会記を例として補充する。茶会内容を記録するものは会記という。
会記には品物（使用した道具など）の名称、品物の様式や由来、作家名という 3つの情報が
記載されている。図3－23の例として、茶会で使用された21個の道具が記録されていた。「茶」
という項目は記録されていなかったことに注目する。茶の種類を記録する会記もあるが少数
派である。会記に記録されなくても茶に対する関心は完全にないわけではない。茶事のお濃
い茶の場合では、問答のときに茶の種類を尋ねる決まりがあった。ただし、「茶会」という行
事なのに「茶」の項目が記録されないということは、おそらく、茶の種類や味より、茶道具
と茶事の全体的な環境が重要されているのではないかと考えられる。この点について後ほど
茶芸を論じる際に対照的な例を取り上げて比較する。 
 
図 3－23：北野天満宮献茶保存会月釜会記20（2014）©柯一薰 
 
日本の大寄せ茶会に対して、前述した日本煎茶大会に出展した台湾の茶席を見ると、「茶を
喫する」ことを中心とする特徴が取り上げられる。こちらでは茶事の各要素と比べて、実際
に飲まれた茶の味が最優先であると考えられる。茶事の所作はまさに最高の茶の味を出すた
めの手段である。茶の味をサポートするためにいくつかの作法に拘らないといけないのであ
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る。まず、主人は客全員分の茶を淹れる。そして主人は自らお茶を客に渡すのが一般的な作
法である。そのため、客は主人と同じテーブルに着席するようになっている。主人は入れた
茶をスムーズに客に渡すことができるわけである。主人は責任を持って客のために丁寧にお
茶を淹れることが表現されている。ここで、もう 1つの拘りとして、客にお茶を渡した後に
主人は必ず自分にもお茶を足すことを特筆できる。客と同じ場で茶を飲むことは、客との交
流にもなるし、茶の味の確認する目的もある。茶の味を確認することによって二回目のお湯
加減や淹れる時間などを調節できる。最適の味を出すために不可欠の作法である。 
以上の作法は確実な味を把握するために取られる。どうしても客の数が多い場合には、「分
座式」という方法が取られる。分かれて座るという意味であるが、主人は茶を淹れた後に運
び盆を使用して、すべての客のテーブルまで持っていく方式になる。基本は主人が運ぶが、
手伝いの人がする場合もある。このような方式では、主人は多人数分のお茶を入れる必要が
あり、お茶を運んで客に渡すことによって時間がかなりかかる。1 テーブル以上の客を招い
て客を遠い所に着席させるという作法は、あまり台湾茶芸の性質に合わないと昔から考えら
れてきた。茶の文化面を重視し、茶会の内容がより精緻化、芸術化されている現在には、茶
会への参加意欲が高まっている人々に応じて大寄せ茶会の形式が必要となってくる。それで
も、前述した茶を喫することを本位とする台湾茶芸では、分座式より茶芸の性質を持ちなが
ら大寄せ茶会の目的を達成できる方法が考案された。多人数の客に対して、客数に応じる主
人の数も増えることになった。例えば 40人の客がいる場合、5テーブルに分け、1つのテー
ブルは主人 1名対客 8人で茶を淹れる方式である。このような方式は現在の台湾茶芸でよく
取られている作法である。 
中国においては、日本や台湾のように単純に茶を喫する茶会もあるが、その形式は台湾茶
芸と似たような形で行われるので重ねて論述はしない。ただし、中国における茶会について、
1 つの特徴が取り上げられる。多様化、多目的ということである。特定の目的を達成するた
めに茶会が開かれることが多く見られる。パーティーのような集まりで茶を提供することも
茶会と呼ばれるため、茶会という言葉は「人が集まる場面で茶を出す」ことの通称となって
いる。その点を踏まえて次に大寄せ茶会の目的から分析する。 
日本の正式な茶会には懐石料理、炭、濃茶、薄茶などの内容が含まれ、茶事とも呼ばれて
いる。大寄せ茶会と区別するために以下では日本の正式な茶会を指すものとして「茶事」を
使う。大寄せ茶会が正式なものではないとは言えないが、略式と理解するのがふつうである。
前述した中国の大寄せ茶会では多目的という特徴が見られることを述べたが、日本、台湾の
茶会が単一目的しかないことを意味するのではない。その点について改めて論じておきたい。 
少人数の茶事を催す目的は、新席披露、慶祝、または歓送迎や先祖の追善供養、友人同士
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での持ち回りでの茶事当番など、さまざまな目的がある。正午の茶事は茶事の根幹であり、
最も基本的な形式を持つので最も応用される茶事の形である。正午の茶事は応用されて慶祝、
追善、記念などの多様性を合わせ持つ。茶事の手順としては、風炉の初座が懐石、初炭、菓
子、中立となり、後座は濃茶、後炭、薄茶となる。目的によって掛け軸や道具や菓子などを
調整して主人のもてなしを表現するが、目的に関わらず形式は一緒であり、一連の手順に従
うのが一般的なルールである。前述した大寄せ茶会は茶事の略式であり、菓子、薄茶をいた
だくのみである。茶道具の鑑賞などもよく省略される。四季に合わせて茶会を行い、季節を
楽しみながら人々の絆を深くさせることも、大寄せ茶会の一つの目的であると考えられる。
道具を披露することもよくある目的である。主客共に誠意の交わりによる一座建立の醍醐味
を楽しむことによって、茶道の実践ができるのである。 
茶事と大寄せ茶会ではさまざまな目的を持ちながらも、最終的に「茶の精神」を中心とし
て作法が展開される。大寄せ茶会では半分以上の手順が省略されるが、一つの空間で薄茶を
いただき道具を鑑賞することが、純粋に茶を楽しむ目的ではないかと考えられる。台湾の茶
芸は単純に茶を楽しむ場合が多く、特に「茶の味」に重点が置かれる。茶芸によく使用され
る烏龍茶種は、発酵の程度により数百種の変化があると言われる。それぞれの味が異なって
いるため、「茶の味」を大事に鑑賞することは茶会の重要なテーマになる。茶を淹れる手順は
「茶の味」を最大限に引き出すように考案される。茶の味を通じて主客の交流を高めていく
のである。前述した台湾によく見られる茶会の一つの形式である「鑑賞茶会」は、茶の味を
評価、確認するために存在する茶会の形式と言える。主客の人間関係より茶の味が大事にさ
れる傾向が見られる。茶道の茶会と対照的に比較するために台湾茶席の記録を取り上げる。
一般的に茶芸では会記というものは存在しないが、こちらの例は、台湾の茶芸団体は日本煎
茶道大会で茶席を設けた際に日本人に紹介するために作成したパンフレット（図 3－24）で
ある。内容としては、参加メンバー、茶会の旨趣、茶芸の理念、茶の種類という 4つの情報
しか記載されていなかった。茶道具に関する情報はなかった。 
 
図 3－24：中華茶芸聨合促進会ー第五十七回全国煎茶道大会パンフレット（2012）©柯一薰 
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以上の例からわかるように、茶芸の茶会では茶の種類は重要な位置を占めたのである。茶
道の会記と対照的にみてみると、それぞれ重視されたことが明らかになった。 
もう１つ特別な形式として存在する「無我茶会」は大規模な茶会であるが、主客の区別は
なく、参加者全員は主人（人のために茶を淹れる）であり、客（人が淹れた茶をいただく）
でもある点で独特な作法である。その目的は茶の精神面を伝達、体現しようとするものであ
ると考えられる。なので「無我茶会」の独特な規則は厳しく規範化されてはいるものの、実
際に茶を淹れるときの作法は自由にさせて、味は厳しく追及しないという特徴が見られる。 
日本と台湾の大寄せ茶会に対し、中国における大寄せ茶会の形式と内容は比較的自由と言
える。前述したように特定の目的として、例えば建国記念日、会社の歓迎会などの集まりが
茶会と呼ばれることが多い。このような場合には、衆人が集まり、茶はソフトドリンクの感
覚で出される。主客の人間関係ではなく、宴会の主催者と参加者のような感覚になっている。
そのため、茶の要素が薄くなる傾向がある。 
現在中国には茶を文化的な意味として重視してきた結果、大寄せの交流茶会形式の茶会が
増えるようになった。前述した天津で行われた「国際茶文化芸術節」というイベントは交流
茶会の 1つの例であり、茶をテーマとするイベントであった。このような茶会はさまざまな
形で行われ、特定な名称はなく、内容や作法についても決められていないが、茶に関する内
容であれば取り入れることが可能である。 
また茶を「芸」として演出することもよく見られる。四川の長口壺の作法は武術の動作を
融和して完全のパフォーマンスと言える。もともと庶民的な茶館や飲食店に応じて考案され
た作法であった。客に待たせずに迅速に茶を客の手元に出すのが目的であるため、茶の味は
厳しく追及されない。現在ではこのような作法はよくショーのような形で演出され、淹れら
れた茶の味は重要ではないとすら考えてもよい。また、中国においても鑑賞茶会の形式はよ
くある。台湾の鑑賞茶会と似たような厳格なルールに従う作法もあり、特別な鑑賞用の茶道
具を使用せず、一般的な淹れ方で多種類の茶葉を鑑賞する場合も多い。日本と台湾に対して
中国の茶会の形式は比較的自由であると考えられる。 
以上を踏まえて、茶会から見る日本、台湾、中国の茶文化の特徴をまとめる。茶会の構成
と各要素から分析すると次の図 3-25、図 3-26、図 3-27のように表現できる。 
日本の茶会は、作法、道具、環境、茶の味、人間関係などの要素によって茶事を完成させ
る。茶道の実践場は茶事にあるとも言える。また、茶道の精神は各要素に浸透し、日本の茶
道は生活全般の表現ということが理解できる。つまり、各要素によって茶の精神を追求する
ことが目的であると同時に、各要素に含まれる思想は茶の精神の一部とも言える。図 3－25
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で示すように、茶事を実現するためにすべての要素が重要であり、不可欠の存在である。各
要素が揃ってから初めて茶事が成立できる。「茶を喫する」ことは茶会の一連の手順の中の一
つであるが、茶の精神を実践するための過程と理解されるべきであり、茶会の最終目的では
ないのである。 
 
図 3－25日本                図 3－26台湾 
  
 
図 3－27中国            →（茶会内容の変化の 1例を示す）               
    
（出所：いずれも筆者作成） 
 
台湾の構造は図 3－26が示したように「茶の味」を追求、鑑賞することが目的であり、ほ
かの要素はその目的を支えるような存在である。大寄せ茶会に限らずほぼすべての茶会は茶
の味を賞するために茶を喫する。「茶を喫する」ことは優先的な要素と考えられる。つまり、
茶をおいしく淹れて、おいしい茶を賞するのが第一の目的と言える。特に「鑑賞茶会」では
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この傾向が強く見られる。茶の種類や味を評価することが唯一の目的と言っても過言ではな
い。つまり道具、環境、作法など茶の要素は茶の味を追求するための手段である。茶葉の種
類や品質は茶の味と直接な関係があり、その味を表現するために道具や作法が考案された。
そして、茶葉の製造技術とともに、道具や作法も変わっていくのである。また、環境や人間
関係の要素の組み合わせによって茶の味を最大限に表現するのが第一の目的と考えられる。 
一般的な茶会はこのような分析に当てはめることができるが、例外もある。例として取り
上げられた「無我茶会」では、「茶を喫する」ことを茶会の中の一連の手順のうちの一つ」と
して扱われる。180 条の規則を持つ無我茶会は、その規則に従い、茶会を進行することによ
って茶の精神性を体現する。茶の味が主要な要素ではなく、ほかの要素と同じように扱われ
ることは台湾茶芸の特例である。実践の作法は異なるが、その考えは日本の茶道に近いと判
断できる。 
最後に、中国の茶会形式について構造図の図 3－27で説明する。中国の茶会は多目的とい
う特徴が見られる。当然であるが単純に茶を喫する茶会もありながら特定の目的として開か
れた茶会も多く見られる。先述したように、祝いや記念などの目的の要素が強くなると茶事
自体の要素が弱くなる傾向がよく見られる。さらに指摘したいのは、日本の茶事においても
異なる点前によって特定の目的を示すことがある。裏千家を例として、特別な茶碗を披露す
るときに使われる茶碗飾りの点前や、現在実際に行われることはないが点前として存在した
昔の大名や将軍を招待するための貴人点21などが上げられる。このような多様な目的を持っ
た点前は日本にも存在したが、あくまでも茶道の一連の点前の中の一つとして厳密に行われ
た。中国のように目的によって自由に、特定の法則なしで異なる形式の茶会を開くことはで
きない。したがって、この意味で中国茶会の多目的性はより重要な特徴としてもとめること
ができるのである。 
 
第 3節 茶文化交流活動 
 
日本、中国、台湾の茶文化における歴史的な関連性については、これまで膨大な先行研究
によって論述されてきたが、現代における茶文化交流活動とその結果についての把握はまだ
不十分と思われる。そこで本説では、日本における中国茶文化に関する交流状況を具体的な
例を取り上げて説明する。次に、中国の北京と福建に焦点を当てる。台湾における日本や中
国との交流とその影響は第 2、第 5章で触れたので、本節では焦点から外す。 
台湾茶芸と最初に交流した地域である北京と、台湾茶芸の源である福建地域を調査するこ
とによって、中国茶文化と台湾茶芸の関連性を明らかにすることができる。また、日本茶道
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との交流事例にも触れる。本節の論述は、日本での参与観察22の結果と、2度の中国での現地
調査によるものである。 
 
日本における中国茶の普及 
日本において、中国茶に対する認識は深いとはいえず、完全に認識されたとも言い難い。
ただし、日本での中国茶芸を学習する文化交流活動は 40年前からもあった。楊品瑜の記録に
よると、1970 年代から 1980 年代にかけて、ダイエットや健康保健の効果が証明されたこと
で一時期に烏龍茶ブームが巻き起こった。1986年に新宿の高野百貨店で「中国茶芸教室」が
開催された。各マスコミ23に大きく報道され、学習者は年間四百人超えたという大ブームに
なった。ただし、輸入された中国茶の中に、六分の一は台湾から輸入したものに対し、残り
はほぼ中国から輸入したものであった。品質低下など問題を生じて、日本国内の需要量が下
がっていた24。現在 2014の時点で調査した限り、いくつかの中国茶に関連する組織が存在し
ている。日本中国茶普及協会、NPO日本中国茶協会、日本中国茶インストラクター協会、NPO
日本中国茶芸師協会 日本台湾茶協会などをあげることができる。中国茶の販売ルートとして
は、大手企業による専門店、個人経営の小売、茶芸館による販売などが見られる。スーパー
マーケットやデパートの売り場では中国茶の品揃えが少なく、日本緑茶が中心である。中国
茶とその喫茶法は日本で普及しているとはいえないが、上述の組織はさまざまな活動を行い、
中国茶を広げようとしている。日本国内での茶会、講演会、茶教室以外に、主要産地である
中国と台湾との現地交流も頻繁に行われてきた。文化的な交流のほか、茶摘みや茶製造など
の体験交流も多くなされた。実際にどのように茶文化交流が行われたのかについて 2つの例
を取り上げて説明する。 
まず、京都吉田山大茶会 2014 年度25の内容を取り上げる。2010 年から年一回目開催され、
2014年時点までに四回目となった。主催は京都吉田山市民大茶会実行委員会であり、事務局
は日中文化交流サロン岩茶房である。日中文化交流サロン岩茶房は、茶芸館として東京と京
都に拠点があり、茶文化活動を積極的に行っている。2014年度の京都吉田山大茶会は店舗を
単位として出展され、合計 31 席が設けられた。茶の販売と実演が中心であった。31 店舗の
中には、7軒の店舗で中国を産地とする茶が扱われ、8軒の店舗では台湾を産地とする茶が扱
われた。日本茶の店舗は 16軒あり、韓国茶の店舗は 2軒あった。そのほか、インド、トルコ、
南米、アフリカなどの地域の茶も出展された。 
以下では、中国と台湾を産地とする茶を中国茶ジャンルとして述べる。中国茶を扱った店
舗ではほぼ全てで簡易茶席が設けられ、作法実演や道具展示が行われた。例として、京都の
店舗である「ISO茶房」による席を取り上げる。 生プーアル茶、台湾高山烏龍茶と中国烏龍
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茶の水仙という 3 種類の茶を飲み比べする内容であった。図 3－28 に示したように、3 つの
茶壺で 3種類の茶が入れられた。道具については、陶器茶壺、ガラス茶壺、磁器の聞香杯、
茶杯セットが用意された（図 3－29参照）。 
    
図 3－28：3つの茶壺で茶を入れる風景         図 3－29：道具の使用（2014） 
（2014）©柯一薰                    ©柯一薰                           
 
以上の例は、大茶会とはいえ、商業的な活動を中心としたイベントと考えてもよいだろう。
茶葉を商品販売するために茶席が設けられたが、結果としてはある程度の文化交流が行われ
たことも確かである。 
いくつかの特徴をまとめることができる。まず、聞香杯の使用である。今日、台湾茶芸で
独創された聞香杯は中国においても普及した結果、広く用いられるようになった。吉田大茶
会の中国茶席でみると、半数の席で聞香杯が使用されたことがわかる。 
もう 1つの特徴として、販売された茶葉の種類において、岩茶が多数であったことを挙げ
られる。岩茶は地域性が明確な茶の種類である。福建北部の武夷山で育てられた茶樹を原料
として、烏龍茶の製造法によって加工された茶の種類を示す。 本茶会に出展された店舗は、
台湾と中国南部の福建地域との関係が強く見られた。 
最後に、中国茶の資格を取得することが挙げられる。出展者は全員日本人ということもあ
り、中国茶担当の代表出展者のうち半数の人は中国茶芸師の資格を持っている。これは日本
国内における各中国茶関連の組織の働きによる成果と思われる。中国茶芸師の資格を取得す
ることは、中国茶教室の開催に有利な条件となっているようである。また台湾や中国の茶組
織と連携して、新しく茶芸師資格の取得を求める人をサポートする。このように、茶葉販売
とともに茶教室を営むという形での活動が、日本における中国茶の発展の現状である。 
交流茶会の例をもう 1つ取り上げる。Peru Tea Works26という茶芸工房による 2014年度茶
文化交流茶会である。台湾の茶人の招きによるもので、東京と京都にて 2席ずつ茶会が開催
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された。本稿では 2014 年 6 月 15 日に京都で行われた茶会を取り上げる。ギャラリーYDS と
いうサロンにて茶席が開かれた。台湾茶人の沈武銘27により、茶芸の実演を通して茶芸の思
想を伝えるという内容であった。図 3－30のように茶席が配置された。畳の空間に風炉が設
置されており、炉縁において茶承に陶器の茶壺が乗せられ、左右に茶則、茶巾が置かれてい
る。また、左側の茶盤に人数分の磁器の茶杯が用意された。 
 
図 3－30：ギャラリーYDSでの茶席配置©柯一薰 
 
この茶席では、二種類の生プーアル28茶を飲み比べしながら茶の話が展開された。茶菓子
には、中国茶席でよく見かけられるものではなく、わらびもちがだされた。本茶席では、環
境に合わせて茶席の形式と内容を調整することによって、日本、台湾、中国の要素を矛盾な
く融和させた一例である。このように国境を越えて茶の新しい形を創造する試みは、日本、
中国、台湾における共通の現状の一つである。 
 
中国の北京・天津における茶文化交流 
次に、中国の北京と福建を中心として、茶文化交流の状況を明らかにする。中国と台湾の
間での茶に関する歴史的な影響と変遷を論じるほか、日本との交流状況にも言及する。中国
における反日の風潮のため日本との交流は比較的少なかったが、その実際の状況を調査する
ことは日本・中国・台湾の間の茶文化交流の全貌を把握する上で有効な手段である。 
1980年代初期、台湾において茶文化復興の風潮がおこり、茶産業は商業化、組織化、そし
て文化面に向かっていった。いくつの代表的な組織や茶館が設立された。当時、中国北京商
報編集長を務めた蘇文楊の紹介によって、中華茶文化学会の理事長である范は 1988年に中国
に渡って初めての茶芸交流を行った。中国ではお茶は非常に普遍的なものと思われたが、当
時「茶芸」という概念は新しいお茶の形式として認識された。茶芸を推進することは理念と
して応援されたが、実際の経済的、物質的な援助はなかったという厳しい状況であった。そ
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の後、蘇文楊が経営した「盛蘭軒」茶館を本拠として茶芸推進活動が続けられてきた。茶芸
を系統的に広げるため、教育体系と連携するという考えが生まれ、教材の編修、教師の養成
などの過程を経て 1997年に、当時「北京外事学校」の校長であった遅銘から協力を得て、「北
京外事学校」にて中国初の茶芸養成科目が取り入られた。 
同時に、范の考案により「実習茶芸館」を経営する試みが始まった。「実習茶芸館」の所
在地は、清代の謹親王の尼堪（1610－1652年）の宅の一部分で、1905年に学堂として使われ
たものを用いた。辛亥革命29の後、教育部の所在地になった。現在、「北京外事学校」に属
する「実習飯店」「実習茶芸館」の所在地である。歴史風情が溢れるこの場所は、茶芸館と
して建て直され、茶芸を伝播する道を開くことになった。図 3－31は実習茶芸館の正面であ
る。図 3－32は、考案者である范によると、日本茶室の露地の概念を引用して作った庭であ
る。図 3－33は、露地や躙口を通って非日常性を体現するような概念として、トンネルのよ
うな空間が作られたものである。図 3－34は茶芸館の内部である。 
     
図 3－31：実習茶芸館正面（2010）©柯一薰     図 3－32：茶芸館の庭（2010）©柯一薰 
     
図 3－33：庭に接した造景（2010）©柯一薰    図 3－34：実習茶芸館内部（2010） 
©柯一薰 
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このような茶芸館は、単純な喫茶所だけではなく、茶芸養成コースの学生たちの実技訓練
の場所でもある。茶芸の作法や操作、茶道具の扱い、客に対するもてなしなどを応用して茶
芸館を経営している。1998年から毎年、学生 2名を、代表としてドイツのベルリンにある「徳
月園」茶芸館に派遣して交流を行ってきた。これは 2010年まで 12年続けられた。また、1999
年から国家労働部に認可された茶芸師資格を発行し始めた。もっとも茶芸の資格を発行する
というシステムについては、まだ論争や問題点が多い。 
次に、中国において茶文化交流が盛んな天津の状況について論じる。文化交流を論じると
き、歴史的な背景を無視することはできない。中国においては、日本茶文化との交流が台湾
ほど多くなかった。異文化としてもともとギャップがあった上に、反日の思想が無関係とは
言えない。天津はもともと港であったこともあり、外来の文化には比較的寛容な態度がとら
れてきた。また、日本茶道の裏千家は天津と深く関わりがあった。家元の千宗室は、1991年
に外国人として初めて、論文審査による哲学博士号を天津にある南開大学より授与され、さ
らに同大学の客員教授も務めている。また、裏千家寄贈の茶室において、裏千家駐在講師に
よる茶道実技の授業が行われており、熱心に学ぶ中国人の姿が見られる。 
南開大学以外に、裏千家学園茶道専門学校と提携している学校には天津商業大学、天津外
国語大学などもある。中国での裏千家の提携校は天津に集中していることからもわかるよう
に、茶文化交流において天津が重要な位置づけとなっている。 
天津は北京に近くて北方の喫茶習慣があり、昔は蓋碗で花茶を喫することがほとんどであ
った。茶芸の伝播は北京を中心として、天津まで広げられた。天津において初めて茶芸が導
入された茶館は、「海雅茶園」であった。また、茶館経営、茶葉販売のほか、茶芸を広げる
ため「海雅職業培訓学校」が設立され、天津で初めて茶芸師資格が取れる教育組織となった。
お茶を根本として、水質重視の理念から最初は喫茶用の専用水を店内に提供したが、そこか
ら品質のよい水の生産、販売の事業まで発展させていった。図 3－35は海雅職業培訓学校の
教室一部であり、図 3－36は海雅茶館の、古建築を活かして作られた古民家風な茶館である。 
    
図 3－35：海雅職業培訓学校©柯一薰   図 3－36：海雅茶園©柯一薰 
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茶館経営とともに茶芸教授が行われるのはよくある形式であるが、学校教育以外に、単純
に茶芸教授が行われる場合もある。茶道教室で稽古するのと似たような形式である。ここで
は「徳暄閣」という教室を例として取り上げて論じる。 
茶教室「徳暄閣」の責任者の張娜は、国家高級茶芸技師、国家級評茶師、茶芸師高級考評
員などの資格を持っている。茶海、茶船、聞香杯を導入して、三段十八歩の烏龍茶作法を中
心に、茶芸作法を教授する教室である。使用教材によって全国茶芸師の資格が統一されてい
ないが、天津では北京を基準にして同じような教材、作法が教授され、同じ資格が発行され
る。注目すべき点は、学生の半数は日本人だという点である。そのため、日本語が通じる教
師もおり、中国語のテキストが日本語で教授されている。 
次に、「徳暄閣」が「天津市首届国際茶文化芸術節30（Tianjin international tea culture 
arts festival）」に出展した茶席のデザインを見る。高級茶芸師資格の受講内容の 1つは、
茶席のデザインである。基本作法を習得した上で、自ら茶席を設立する能力が求められてい
る。展示された茶席は精神や視覚を重視する角度から考案されるため、実用性はそれほど高
くないが、それらの茶席の要素を分析すると文化交流の成果が見えてくると思われる。それ
ぞれの茶席は 1つのテーマをもち、そのテーマを表現する。 
 
 
図 3－37：第 1茶席「荷塘月色」©柯一薰 
 
図 3－37は、「荷塘月色」（蓮の池に映る月色）をテーマとした第 1茶席である。道具は、
瓷器の茶壺と湯呑のセット、軟提梁式土瓶、蓮の葉の形の茶荷、竹製の茶則、茶托が使用さ
れている。また、蓮の葉と茎が飾りとして置かれている。茶壺と湯呑は伝統的な工夫茶式で
あるが、工夫茶では紫砂壺が使用されることが多く、ここで蓮の爽やかなイメージを表現す
るために緑茶類の茶葉を使用したことに合わせて、瓷器の道具が置かれたと思われる。軟提
梁の土瓶については、既に第 2章第 2節で、日本殖民時期の茶道具の影響を受けて、瓶と提
梁が異なる素材となった軟提梁式の土瓶が台湾で普及したことを論じた。現在、普通に使用
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されているが、その背景を無視することはできない。茶則、茶托は様々な素材で作られてい
るが、本茶席のテーマである植物の蓮に応じるため、竹製の茶則と茶托が使用されている。
竹と蓮の組み合わせの上に本物の蓮の葉と茎を加えて自然な風情が構成されるように工夫さ
れていると思われる。 
第 2茶席は、「粽香茶濃」をテーマにしたものである。これは端午の節句を表現したテー
マである。日本では端午の節句に男子の健やかな成長を祈願して各種の行事を行う風習があ
り、日本では国民の祝日として「こどもの日」になっているが、中国語圏では端午の風習の
由来は、紀元前 3世紀の中国、楚で始まったとされる。楚の国王の側近であった屈原は人望
を集めた政治家であったが失脚し、失意のうちに汨羅江に身を投げた。それを知った楚の国
民たちはちまきを川に投げ込み、魚達が屈原の遺体を食べるのを制したのが始まりと言われ
ている。その由来でちまきを食べ、手漕舟（龍船あるいはドラゴンボードとも呼ばれる）の
競漕が行われる風俗がある（図 3－38を参照）。 
使用道具は、軟提梁式土瓶、土瓶と同素材風炉、三件式蓋碗、茶海、湯呑、聞香杯、茶托
の三件セット、水盂、木の素材の茶匙、茶荷セットである。飾りとして、屈原の詩作が書か
れた書道作品が飾られ、テーマが明確にされている。前の籠に魚の形となるお菓子が、後の
籠に置かれたちまきがあり、また手漕舟の形の香立てと竹の葉の形の茶托、さらに本物の竹
の葉を合わせて端午の風情が引き出されている。土瓶と風炉一式は伝統の工夫茶の組み合わ
せである。聞香杯と茶海の使用は典型的な台湾茶芸の茶道具であるが、中国北方の伝統な茶
道具の蓋碗に合わせて使われた。ここで、蓋碗は伝統式のように個人の茶碗として使われる
のではなく、茶壺の機能を果たしていると考えられる。茶葉を蓋碗に淹れ、また茶海に出し
て湯呑に配分する作法である。図では判断しにくいが、筆者の記録によると本茶席で用いら
れる茶荷の中の茶葉が烏龍茶種であったことは、蓋碗を茶壺として機能させようとの判断で
あったと考えられる。烏龍茶種は淹茶法という作法を採用するため、花茶のように蓋碗で直
接喫することはないのである。このように中国、台湾の特徴をもった茶道具を活用しながら、
個人の特色を出すのが現在中国茶文化の 1つの特徴と言える。 
 
図 3－38：第 2茶席「粽香茶濃」©柯一薰 
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以下の 3～4席は日本人が設置した茶席である。第 3席のテーマは中国語で「秋天的祈福」
（秋の祈り）とされた。次のページの図で説明する。図 3－39は茶席の全体的な構造を映し
たものである。図 3－40で飾りとされた菓子は千歳飴と金平糖であった。千歳飴は子供の成
長を祈る縁起物として「七五三」の日に親戚や近所に配られる菓子であり、金平糖は 16世紀
に宣教師により日本に伝えられたものであって、いずれも伝統的な日本の菓子である。特に
金平糖は茶道に出されるお菓子の一種であり、裏千家の茶箱点前には振り出しという小さい
缶に必ず入るお菓子である。また、「七五三」に関わるお菓子を出すことによって秋の季節
感を表すことができる。 
図 3－41の茶道具をみると、畳のような敷物の上に蓋碗と茶杯、茶托セットが設置されて
いる。茶荷と茶碗の中に菊の花があった。蓋碗と花茶の組み合わせは典型的な北方の喫茶風
俗である。南方の工夫茶に使用される小さい湯呑や茶托の合わせ方は、第 2茶席と同じよう
な構造である。また、日本の要素を取り入れて季節感を出すために畳の素材を使用すること
で、異文化を融和しながら調和感を失わない作風である。 
    
図 3－39：第 3茶席「秋天的祈福」©柯一薰     図 3－40：日本要素を含む作風©柯一薰 
 
図 3－41：道具配置©柯一薰 
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第 4茶席は同じように日本人の作であった。「春歸」を題にして、春を表現するテーマで
あった。図 3－42、図 3－43を参照されたい。 
 
         
図 3－42：第 4茶席「春歸」©柯一薰   図 3－43：春を連想させる飾り©柯一薰 
 
道具は瓷器の茶壺、湯呑、無地の茶缶（茶入れ）、竹製の茶則、茶托が見られる。茶壺は
日本煎茶道の水次を連想させる形であった。飾りは春をテーマにした水墨画、お菓子盛りの
お皿、花柄の茶壺の隣に鳥の巣があり、青竹の葉に囲まれた春の模様であった。また、茶席
の位置はちょうど外の風景に応じて、自然の色を取り入れて茶席の一部となっていた。図 3
－43からわかるようにお菓子はひなあられが使用された。日本のひな祭りに欠かせないお菓
子であり、ひな祭りを代表するお菓子として春の時期が連想させられる。 
以上分析したように、第 1、2の茶席は中国北方と南方の要素を融和した上に台湾茶芸の道
具も活用されたものであった。地方の特徴を持ちながら新たな形式の茶芸文化が見える。ま
た、日本人により考案された茶席は、中国の道具を使用して日本の要素が違和感なく取り入
られている。特に日本茶道に重視される季節感を、日本に特有な節句、お菓子を通して表現
するのは文化交流の成果の一つと言える。 
次に、茶館を取り上げて、台湾茶芸の受容状況をさらに論じる。 
北京市内にある「泰元坊」は茶館経営、製茶、茶道具と茶葉販売、教育などの面から茶文
化を推進する茶館である。茶館経営として清茶館31形式に属する。食事、芸能娯楽はなく、
単純に喫茶を主要経営項目とする。また、茶葉の栽培者と提携し、独自の茶葉ブランドを出
品する。プーアル茶と紅茶がよく知られている。教育については、初、中、高級のクラスに
分かれて茶業知識、茶文化、茶芸作法全般を教授する。参加するクラスによって国家茶芸師
という資格を受けることもでき、定期的、系統的に茶芸講義が行われている。 
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「泰元坊」の責任者は中華茶文化学会の理事長范に師事して、范が考案した「三段十八歩」
の茶芸作法を導入した。作法は直接台湾の影響を受けたことが明らかである。作法は、台湾
茶芸の「三段十八歩」を採用するので簡単に述べるにとどめる。まずは道具について、図 3
－44を参照されたい。 
 
図 3－44：「泰元坊」の道具配置©柯一薰 
 
茶盤の上に、茶壺、茶杯、聞香杯、茶海（茶濾し付き）が設置される。右のほうに茶托、
茶道六用、茶缶があり、手前に茶巾がある。このような道具セットが各席に配置されている。
第 6章第 2節で述べた台湾の「三段十八歩」の茶芸作法では、茶道六用のセットをすべて使
用するのではなく、茶則と茶匙を取り出して使用する。中国で調査した限り、烏龍茶の作法
をする場合には茶道六用がセットとして普遍的に使われているようである。次は作法を重点
的に説明する（図 3－45～図 3－48）。 
図 3－45：三段十八歩の第四歩「孟臣温暖」を操作する。壺を温めながら客に使用茶葉種
類などを説明する。 
図 3－46：三段十八歩の第五歩「精品鑑賞」を操作する。茶則で茶葉を取り出し、乾燥し
た状態の茶葉の形、色などを鑑賞させる。このとき、茶壺の蓋を取って茶漏に置く。 
図 3－47：三段十八歩の第八歩「荷塘飄香」を操作する。第六歩茶葉を茶壺に入れ、第７
歩でお湯を茶壺に注いだ後、第八歩ですぐお湯を茶海に出す。このお湯を後の第 10の作法の
ために残しておく。 
図 3－48：三段十八歩の第十歩「沐淋甌杯」を操作する。第九歩で再びお湯を茶壺に注ぎ、
お茶ができるまでの時間を使って第十歩を操作する。お湯で温めた茶杯と聞香杯を茶夾で取
り、茶托に置く。 
 
132 
 
      
図 3－45：「孟臣温暖」作法        図 3－46：「精品鑑賞」作法 
（2010）©柯一薰                 （2010）©柯一薰 
      
図 3－47：「荷塘飄香」作法        図 3－48：「沐淋甌杯」作法  
 （2010）©柯一薰               （2010）©柯一薰 
 
第十歩以後の作法は「三段十八歩」と同じであるため省略する。以上の作法の中で、茶漏
と茶夾の使用は「三段十八歩」にない作法である。 
以上、台湾茶芸と中国茶文化の交流に関して、まず歴史的な背景を明らかにした上で、茶
教室や茶館の例を取り上げて茶文化の交流、受容状況を明らかにした。北京と天津は中国の
北部の地域に属し、伝統的には蓋碗に花茶を淹れ、そのまま喫する喫茶法であったが、以上
の考察結果から、聞香杯、茶海、小型の茶壺を使用することなど、台湾茶芸による影響があ
ると考えられる。また、喫茶の種類は多様であり、烏龍茶や白茶などが普及してきた。この
ような変化は長期間に渡る文化交流の結果である。 
 
中国・福建における茶文化交流 
中国北部に対し、南部にある福建地域における伝統の喫茶法は、台湾茶芸の基礎ともいえ
る。今日、この地域における茶文化交流状況の重点を挙げると次のようになる。 
福建は昔から茶業繁盛の地域であり、さまざまな茶文化交流ができた。歴史的な考察をふ
まえて、日本と台湾との関係に重点を置きながら茶の栽培、製造、茶文化交流活動、喫茶法
や道具の 3つの側面から論じたい。 
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まず、茶の栽培、製造から入る。福建において生産される茶は、主に白茶、紅茶、緑茶、
青茶（烏龍茶）の 4種類である。烏龍茶文化は台湾に大きな影響を与えたが、紅茶はヨーロ
ッパをはじめ世界的に影響を与えた。『中國茶葉外銷史』の記録によると、1607年（中国明
代）にオランダの商人はマカオから緑茶を買収し、1610年にヨーロッパ市場に出したことが
わかる32。張の考察によると、当時、緑茶だけではなく福建武夷の紅茶も同じようなルート
でヨーロッパに輸出したという33。『武夷山市志』の中に、1664 年にロシアの商人はイギリ
スの王室に中国武夷山の紅茶を貢いだことが記録されている（中国統計出版社 1994）34。こ
の頃から福建の紅茶はイギリスの王室に愛用されるようになったと考えられる。 
種類としては武夷山紅茶の最初の種類である「正山小種」があった。この「正山小種」は
現在でも紅茶商品として知られているリプトン社に使われている。リプトン社は独自のブレ
ンド方法を採用し、毎年福建の「正山小種」を買い取りにいく。紅茶のほかに烏龍茶も輸出
されて高く評価され、1871年から1876年にかけて中国の茶葉輸出の繁盛期が起きたときは、
福建の茶葉輸出のピークの時期でもあった。その後、帝国主義の殖民政策や日本緑茶の輸出
増加など原因で輸出量がだんだん減少するようになった。統計35によると中華民国が成立し
た 1911年頃に福建からの輸出量は 1億 1千万トン前後あったが 1927年には 1500万トンと最
低の記録になった。その後長い年月をかけて少し回復していった。1970 年代後半から 80 年
代初期に、日本において福建の烏龍茶は一時期ブームになっていたようであるが、栽培、製
造の技術が時代とともに進歩してきたわけではなく、伝統の作法のままでは茶葉の品質低下
という問題が生じて、輸出量にも大きく影響した。 
他方で、台湾の農業は精緻化の方向に進み、茶葉の栽培と生産にも革新を続けていた。そ
こで台湾との技術交流によって茶栽培の作法、理念などが大きく変わっていた。結果として
はより高品質、高生産量を目指すために機械の導入や加工の清潔化などの面が革新された。
茶葉栽培だけではなく、栽培と同時に観光農業を発展することも台湾から影響を受けたとい
う。 
そして、1990年代に台湾の代表的な茶企業である天福集団が福建に進出することによって、
茶の商品化にも大きく変化があった。例えば福建で最も有名であった花茶はジャスミン茶で
あった。緑茶がジャスミンの花で燻製の手続きを経てパールの形にするのが伝統と作法であ
った。その商品は「茉莉龍珠」（ジャスミンパール）と称された。天福集団はバレンタイン
の日に合わせてバラパールという商品を打ち出し、当時の市場に大きく反響を呼んだ。もう
1 つの事例として、中国の現在の茶葉包装は一回で使い切る量の茶葉を一パックとして包装
するのが主流である。この作法の起源は明らかになっていなかったが、「元泰紅茶」の社長
の魏の話によると、台湾茶芸の影響で喫茶法の精緻化が進み、茶葉の使用量は従来のように
134 
 
大まかに計算するのではなく、正確に定量するという概念が生じ、その概念に応じて小袋の
包装が現れたという説があった36。以上の事例以外にも、福建の茶葉協会は毎年台湾との学
術交流会を行っている。 
日本との技術交流について、代表的な例をあげると日本の大手会社サントリーや伊藤園な
どが福建省茶葉学会37の団体会員としてさまざまな技術交流を行ってきたことがある。サン
トリーは 1982年から毎年技術員を福建に派遣してきた。年間 4回に考察や見学を行い、茶葉
の栽培技術の学習や商品開発の協力を求めることなどが主な内容であった。近年になって武
夷岩茶の製造に重点が置かれるようになった。福建省茶葉学会の統計によると、2014時点で
福建の茶の年間輸出量は 1万 5千トンであり、そのうち 7、8割が日本への輸出であった。福
建における茶葉貿易は日本と密接な関係があるのが明らかである。 
次に、茶文化交流について述べる。茶文化活動は、広義でいえば 2種類に大きくわけるこ
とができる。1つ目の種類は茶葉評価会であり、茶業の技術面を重視する内容である。もう 1
種類は茶芸作法を中心としてそれと関連する芸文活動も含むものである。このような茶文化
活動について、異なる地域や組織によって交流を行うことを述べる。 
1980年代から中国の改革開放政策のもと、茶業の高速発展期を迎えた。その頃から福建に
おいて茶葉評価会は頻繁に行われ、茶葉の品質改善とより高価値の茶商品を創出することが
目標とされた。同時期に台湾茶芸との交流も始まった。福州の最初の茶芸館のオーナーであ
る呉は、この時期に台湾の中華茶文化学会と接触したことを契機として、1993年に福州に最
初の茶芸館をオープンしたほか、中国、台湾両地域の茶文化交流活動に力を入れていた。現
在でも茶芸博覧会や茶芸技能大会38などのイベントの主催者として活動している。茶芸技能
大会は競技の形となり、受賞者は茶関連の仕事に就くことも可能である。文化活動と産業の
連携となった。 
また、日本の新興茶道流派との交流も見られた。丹下流という流派は独特な紅茶道として、
1990年に杭州第 1回国際茶文化研究会を契機として中国にデビューし、その後中国との交流
が深まるようになった。1992年から毎年に浙江の樹人大学にて講義を行った。同時に福建に
おいても様々な交流茶会が行われた。丹下流は茶道の主流流派ではないが、福建を含めて中
国の南部地域において頻繁に交流活動を行い、茶文化の推進と相互理解に貢献した。アジア
地域にある台湾と日本のほか、中国茶葉学会は福建の茶文化と茶商品を世界に紹介するよう
積極的に交流活動を開催した。毎年アメリカの見本市や展覧会に参加するほか、2011年には
オーストラリアにおいて「中国文化年」というイベントを主催し、中国文化を茶に通して紹
介するとともに福建の茶を認識させる目的で活動を行った。以上、福建における茶文化交流
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状況を重点的に述べた。補充として、中国国内における不定期、短期の茶文化交流活動につ
いても簡単に整理する。 
中国の改革開放以来、初めての文芸的な茶文化活動は 1989年に商業部、外経済部、農業部
により主催された「首届茶與中国文化展示週」（第１回茶と中国展示週）という活動であっ
た。これは北京民族文化宮にて行われ、国内の各省、市からの参加者以外に、海外からの参
加は合計 33ヶ国があった。中国の茶業発展の歴史を展示したほか、茶葉の展覧や販売なども
行われた。そして広東、福建、雲南、浙江、四川、安徽、湖南からの茶芸グループによって
茶芸が実演されることによって、中国の茶文化の特色、茶に関する芸術作品が紹介されてい
った。特に日本、韓国、マレーシア、シンガポール、香港、台湾などの地域の茶文化代表団
と交流が行われ、国際茶文化の発展が一層深く進んでいった。この活動をきっかけとして茶
文化活動が益々盛んになった。全国各地でそれぞれ地方の特色を持つ茶芸チームが組み合わ
され、お茶はもともと日常生活の一部であったものが、文化体系として構築されて茶文化意
識が鮮明になっていった。 
1990 年 10 月に、杭州にて「第一届中国国際茶文化研究会」が開催された。その後「中国
国際茶文化節」に転じて、1992 年 3 月に湖南の常徳、1994 年 8 月に雲南の昆明、1996 年 5
月に韓国のソウル、1998年 10月に浙江の杭州、2000年 10月に広東の広州にて活動が行われ
た。この茶文化活動は 2011 年に筆者が調査した時点まで続けられてきた。2011 年 4 月に第
19 回中国国際茶文化節及び 2011 中国国際茶業博覧会が河南省の信陽にて開催された。茶文
化の交流活動は 2001年がピークであり、4月から 6月まで全国各地で行われた茶文化博覧会、
交流会は 17 場があった。そのうち半数くらいが国際レベルで開催された。2002 年から浙江
省余杭の径山という所で第１回の「中国茶聖節」が開催された。この地で、茶聖の陸羽が「茶
経」を書いたと伝えられている。径山は歴史上日本との関係が深く、臨済宗の開祖栄西禅師
が「径山興聖万寿禅寺」で仏法を学んだ後日本へと帰国したため、日本の臨済宗の祖庭とも
なっている。いわば、日本の「茶道」はこの径山に端を発しているのである。このような背
景により、「中国茶聖節」は 2011年まで 10回開催され、国内、海外の人気が集まった代表
的な茶文化活動になった。 
以上のような様々な茶文化交流活動によって、地域の間及び国の間で相互の理解が深まり
つつある。最後に福建における喫茶法や道具に関する交流状況を述べる。喫茶法の変遷につ
いては本章第 2 節で考察したように、2 点をとりあげることができた。伝統工夫茶の作法を
基礎として、小型の茶壺の使用から蓋碗の使用が普及するようになったことである。そして、
現代の生活環境に適応するため、伝統工夫茶の中で清める作法に使う道具を革新されたこと
である。このような変遷は異なる地域や茶文化の受容による変化よりも、時代の流れととも
136 
 
に起こった喫茶法の変化と思われる。本節の最後で、福建の喫茶法における日本と台湾から
の受容状況について例をあげて論じる。喫茶法の中で道具に関連する部分にも言及する。 
 台湾の茶企業である天福集団が福建を拠点として立ち上げられたことは、現地の茶文化に
大きく影響を与えた。天福集団による茶の販売店舗である「天福茗茶」は、現在中国全土に
1400店舗が展開している。茶の販売以外に、茶に関する生物科学研究、茶葉（茶食品）加工、
旅行、文化、教育などの分野に幅広く事業を展開してきている。中国国内においては当然で
あるが、世界でも最大級の茶総合企業といわれる。 
特に文化と教育については、2002年に茶専門の博物館である「天福茶博物院」が設立され
た。2008年に天福集団は福建の彰州という場所で茶の専門学校の「漳州天福茶学院」を設立
した。茶の専門として中国最初の民間資金による職業学校であった。2012年にこれをさらに
拡大し、「漳州科技学院」に改称し、茶学院のほか生物科学技術学院、商学院、文化創意学院
と、合計 4つの学院が再構成された。2014時点で学生は 2千人ぐらい在籍しており、茶学院
には 4百人ぐらいの学生が所属している。このように天福集団は、商業、文化、教育のルー
トによって中国茶産業のあらゆる面に影響を与えたといえる。 
特に拠点にある福建地域に顕著な影響をもたらした。天福集団の拠点となった漳州におい
ては、前述したように伝統の工夫茶喫茶法の作法を残しながら主要道具は小型の茶壺ではな
く蓋碗であった。天福集団は台湾茶芸の推進者として、小型の茶壺を使用する茶芸道具を広
げようとした。天福茗茶永嘉支店の店長によると39、茶芸道具セットには模様が揃った茶壺 1
つ、茶海 1つ、茶杯 6つが基本形式として推進された。茶壺の作の多様性や季節によって道
具セットを変えるという変化性も強調された。もともと伝統工夫茶に親しんでいた客は、面
白さを感じると同時に自然に馴染んでいくことで非常に受け入れやすいと言われる。ほかの
茶芸館との交流活動も頻繁に行われ、茶壺の推進は大きく反響を呼んだという。 
次に台湾との交流事例をとりあげる。福州に本社がある「元泰紅茶」という会社は紅茶の
開発、販売を中心とする福建の紅茶製造の代表的な会社である。中国の要素を保留した上で、
いままでなかった紅茶道具を試みている。 
その中で、彼らは新しい発想を求めるため台湾の職人に接触した。台湾の製造技術を活用
して独特な紅茶道具が完成した。図 3－49、図 3－50を参照されたい。図 3－49には、茶壺 1
つ、茶海 1つと茶杯 2つの構成がある。すべての品物の底には青花の模様が施されている。
茶壺の大きさは西洋の紅茶文化に沿って大きめに作られた。ただし、中国の喫茶習慣に応じ
て西洋のティーセットにない茶海がこのセットに加えられた。図 3－50は元泰紅茶の店舗で
実際に使用された様子である。この斬新な発想から実現された紅茶セットは、すぐに客に受
け入れられ、店舗の人気商品となった。このように台湾の工芸と提携し、茶道具の改良や新
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しい道具が創出されることはよく見られる。 
    
図 3－49：「元泰紅茶」開発の       図 3－50：実際の使用の様子©柯一薰 
紅茶道具セット©柯一薰           
 
茶道具に関しては、台湾からの影響のほかに日本の影響関係も見られる。福州を拠点とし
た「永利茶具」の例をあげる。「永利茶具」は茶道具の開発、生産、販売を事業内容とした茶
道具専門の会社である。中国の代表的な茶道具会社の一つであり、様々な素材を使ってつね
に新しい道具を開発している。現在、5千種類以上の商品が販売されている。 
その中で、一つの商品ラインは「日本シリーズ」といわれる。図 3－51、図 3－52 を参照
されたい。日本シリーズには職人が考えた日本の要素が取り入れられ、中国式の茶道具で表
現される。図 3－51は道具セットの配置である。一番右のほうに映された茶壺に注目された
い。図 3－52からわかるように、伝統茶壺の後手式40 ではなく、煎茶道に使用される宝瓶41に
類似する形となっている。持ちやすいように取手が工夫される。図 3－53は日本シリーズの
ほかのバージョンである。右上の茶壺はほぼ宝瓶と同じような形をしている。注目してほし
いのは、図の真ん中にある茶海であり、急須と同じように横手式が採用されている。このよ
うな形の茶海は中国茶道具に珍しい形といえる。 
    
図 3－51：日本シリーズ道具©柯一薰      図 3－52：宝瓶式茶壺詳細©柯一薰 
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図 3－53：日本シリーズ道具・急須型茶海©柯一薰 
 
以上のように、昔に中国から伝わった日本の茶道具は、今日中国に影響していることもう
かがえる。道具のほか、茶の商品の包装の精緻化なども日本との交流による成果と考えられ
る。 
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第 4章 茶道具に関する考察 
 
 第 3章では、茶会の形式と人間関係の構成などの側面から茶会に反映された茶文化像を述
べた。本章では茶会の構成要素の中の具体的な部分である茶道具の源について考察する。中
国から日本に伝わった茶道具は、どのように継承されてきたのだろうか。本節では、文化伝
播とその後の変遷について、文献分析を中心として考察する。 
 
第 1節 中国唐・宋時代茶道具からみる抹茶道道具 
 
第1章第2節で述べたように、日本の抹茶道の基本は中国宋代から継承されたものである。
僧侶によって日本に伝来した宋代点茶法は、当時の背景と環境によって日本の精神性の要素
が加えられ、結果として作法の儀式化が第一の特徴となったといえる。本節ではまず背景と
して、宋代喫茶法の先駆となった唐代の作法について重点的に述べた後、宋代点茶法と抹茶
道の関係に重点を置いて論述する。その後で煎茶道における道具の考察に移る。 
 
唐代喫茶法と道具 
唐代の茶道具を簡略に述べる。唐代の茶書の『茶経』に記載された各道具の使用法を整理
する1。その概要は以下のようになる。 
（1）風爐：金属性の鼎形の瓶懸で、抹茶の風爐も属する。 
（2）筥：炭斗の事で、現在、烏府とも呼ばれる。 
（3）炭檛：炭を割る道具。 
（4）火筴：火箸のこと。 
（5）鍑：釜のことで、湯を沸かす道具。 
（6）交床：釜敷のこと。 
（7）夾：竹箸で、団茶を挟んで火に炙る道具である。 
（8）紙囊：炙られた團茶の保存に使うもの。 
（9）碾、拂末2：碾は薬研のことで、拂末は羽箒のこと。 
（10）羅合：羅は篩であり、合蓋は茶入になる。 
（11）則：茶杓のこと。 
（12）水方：水指のこと。 
（13）漉水嚢：水瀘し袋のこと。 
（14）瓢：柄杓のこと、長き瓢を割って作られたもの。現在の杓のことである。 
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（15）竹夾：竹の箸で、沸騰した湯をかき混ぜるに使う。 
（16）鹺簋、掲：前者は塩を入れる陶器の壺、後者は掲は塩を掬う匙である。 
（17）熟盂：沸かした湯をいれる道具。  
（18）盌：茶碗のこと。 
（19）畚：茶碗を重ねて入れる収納道具。 
（20）札：釜を洗うときに使うもの。巨大な筆の形をしたもの。 
（21）滌方：建水のこと。 
（22）滓方：茶渣入れる道具。 
（23）巾：茶巾のこと。 
（24）具列：茶棚のこと、竹や木など素材で作られた棚。 
（25）都籃：茶箪笥のこと。 
 
以上は『茶経』による道具に関する説明であるが実物の絵が記載されていなかったため、
実物の形は煎茶道美風流の家元である中谷美風が考察し、復元した茶道具3と『茶器図解 2巻
4』の図を参照する。『茶器図解』に記載された全道具の図について本章の文末資料 4-Aを参
照されたい（図の順番は以上の 25点に準じる）。中谷によって復元された茶道具と『茶器図
解』を比較した結果、茶道具の形はほぼ一致したが、2 点の違いが見つけられた。ここでこ
の 2点について論述する。1つ目は盌（茶碗）、2つ目は交床（釜敷）のことである。 
茶碗は茶事の中でなくてはならない重要な道具であり、『茶経』の中でも茶碗の製造地域や
茶碗の色などについて詳細に記録されているが、茶碗の形に関する情報は極めて少なく、容
量が「受半升已下5」とあるのみである。唐代の半升は約 300ml6と推論すると、それ以下の量
を受ける大きさということがわかる。図 4－1は『茶器図解』に描かれた茶碗であり、図 4－
2は中谷美風によって復元された茶碗である。比較すると、図 4－1の茶碗の底が高いという
特徴が見られる。図 4－2の茶碗は天目台のような茶托の上に乗せられている。 
              
図 4－1：『茶器図解』による茶碗   図 4－2：中谷が復元した茶碗（2013）©柯一薰    
 
『茶経』には特に茶托を言及していなかったが、中国陜西法門寺地下宮殿から発見された
唐代王室の茶道具一式を参照すると、茶托の上に茶碗が乗せられたことが確認できた。図 4
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－3は実物の写真、図 4－4は法門寺博物館により複製されたものである。天福茶博物院によ
ると、このような王室茶道具は金や銀などの貴金属で贅沢に作られたが、その源は民間の喫
茶法にあるものであった。唐代の民間の喫茶法を扱った代表的な書物である陸羽の『茶経』
には書かれていないが、茶碗と茶托をセットとして使用した可能性が高いと判断できる。 
       
図 4－3：唐代王室で使用され     図 4－4法門寺博物館が複製 
た茶碗7               した茶碗（2014）©柯一薰 
  
 もう 1つの交床について論じる。唐代の煮茶法は茶を釜の中に入れ、そのまま加熱すると
いう「煮る」方法である。釜の中の茶を煮すぎないように、適切な程度で釜を移して交床に
かけ置く。すなわち、交床は釜敷の役割を果たすものである。『茶経』の中で交床については
簡単な記録しかなかった。「交床,以十字交之,剜中令虛,以支鍑也8」であり、訳すと「交床は
十字かけで中心を空けさせて釜を支える」という意味になる。沈は『大業雑記』を引用し、
交床は胡床とも呼ばれ、一種の折りたたみ式の椅子であると指摘する9。この解釈は、一般的
に先行研究で認識されている。 
『茶器図解』の中で、交床の図は 2つ描かれている。使用時の形と畳まれた時の形の 2種
である（図 4－5を参照）。中谷は、このような形のものに釜を置くとバランスが崩れやすく
て釜を支えるのが物理的に困難であることを指摘した。中谷より『茶経』の説明にしたがっ
て作ったものはもっとシンプルで、十字で構成された道具になった。図 4－6を参照されたい。
実際に釜をかける状態は図 4－7になる。 
           
図 4－5：『茶器図解』による    図 4－6：中谷が復元した交床 図 4－7：釜をかけた 
交床          （2013）©柯一薰        状態（2013）©柯一薰 
144 
 
 
この 2つの主張にはそれぞれの根拠があり、本稿では確実な答えを決められないが、一つ
の課題として今後の研究課題としたい。以上は唐代の茶道具に関する簡略な紹介と考察であ
った。 
 
宋代喫茶法の道具 
宋代になると、唐代道具の一部を継承しながら喫茶法は著しく変化した。主な原因は、茶
の形態の変化にあると考えられる。茶を釜で煮る方法から、茶を粉末にし、茶筅で点てると
いう点茶作法に変化した。このような点茶法は日本に伝来し、茶道文化の根源になった。外
来文化の唐物への追求とともに、道具の精緻化、複雑化が進んでいった。 
同時に、茶道習慣に応じて座席飾りを特徴とする書院作りの建築様式が現れた。この点に
ついて滕は以下のように説明する。本来は茶道具ではなかった中国の器、例えば台所用の小
道具なども唐物として日本に伝来し、高級な趣味として扱われ、茶席に並べられた。本来台
所に置くはずだった生活用品が、文化レベルの高さの象徴となった茶室に導入された際、道
具本来の機能と置き場所を失い、道具に新たな意義を与えないといけなくなった。そのとき
に道具の置き場や道具の扱い方のルールを決めたのが「意義付け」、あるいは合理化させると
いう手段であったと考えられる10。『君台観左右帳記』（能阿弥ほか 1476年写し）は書院の座
席飾りを説き、掛物や唐物道具などの用法や配置を記載している（図 4－8、図 4－9 参照）。
図 4－8は茶湯棚飾りの配置である。図 4－9は間中違棚の作りと道具配置図である。茶道具
の定位置は明確に記録され、このような傾向は後世の茶道文化の根に浸透していた。 
         
図 4－8：茶湯棚飾り11            図 4－9：間中違棚12 
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以上のような座席飾りは、書院造りの特徴であり、書院作りの広間に茶道具を飾る法式は
書院飾りと呼ばれる。能阿弥が制定し、孫の相阿弥によって完成されたと伝えられる。後世
の千利休は、小座敷茶湯を唱え、書院の茶湯と対比させた。現在、代表的な茶道流派である
三千家は、小座敷の系統を継承したものである。ただし、書院式の系統も完全に消えたわけ
ではない。「山荘流」の流祖の高谷宗範は書院式の茶道を復興する目的で、松殿山荘13を作り、
1928年に財団法人山荘流茶道会の設立許可を受け、今日に至っている。図 4－10は松殿山荘
の中書院である。脇床にかすみ棚の違棚を持ち、書院作りの特徴が明確に現れている。 
 
図 4－10：松殿山荘・中書院（2014）©柯一薰 
 
山荘流は書院式の茶道として、現在茶道流派の中の異例であるが、書院茶系統が現在でも
存在する有力な証拠である。以上述べた二つの系統においては、どちらも作法のことを点前
と称する。前述した背景によって、多様な道具に応じるためにさまざまな点前が考案、創出
された。ただし、多様な道具の中で、基本の道具、つまりその道具を欠くと茶を点てること
自体が成立できないものは、炉や風炉、柄杓、茶碗、茶筅、茶杓、棗、袱紗や茶巾などをと
りあげることができる。次に宋代の基本道具を取り上げて比較しながら考察する。 
宋代の茶道具の形を明確に記載したのは『茶具圖贊』である。著者は中国宋代の茅一相、
または審安老人と呼ばれた。採用する底本は『燕几圖 茶具圖贊14』である。以下では『茶
具圖贊』の中に描かれた 12種類の道具を取り上げる15。それぞれの中国語名称をつけ、括弧
の中に対応する日本語で表記する。 
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『茶具圖贊』による茶道具図： 
  
 
 
図 4－11：韋鴻臚 
（茶焙籠） 
図 4－12：木待制 
（茶槌） 
図 4－13：金法曹 
（茶碾） 
図 4－14：石轉運 
（茶磨） 
 
 
 
 
図 4－15：胡員外 
（瓢杓） 
図 4－16：羅樞密 
（羅合） 
図 4－17：宗從事 
（茶刷） 
図 4－18：漆雕秘閣 
（茶托） 
 
 
 
 
図 4－19：陶寶文 
（茶碗） 
図 4－20：湯提點 
（水次16） 
図 4－21：竺副師 
（茶筅） 
図 4－22：司職方 
（茶巾、袱紗） 
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 前述した唐代の道具と比較すると、形が一致する共通の道具として茶碾、瓢杓、羅合があ
げられる。形は多少異なっているが機能は類似する道具として、茶刷、茶碗、茶巾があげら
れる。茶托は前に考察したように、『茶経』に記載されていなかったが、実際に使用された
可能性が高い。次に、日本抹茶道との比較に入る。 
図 4－11 の茶焙籠は茶を保存する道具である。図 4－12 の茶槌、図 4－13 の茶碾、図 4－
14の茶磨、図 4－16の羅合は茶を磨いて抹茶にするための道具である。一般的に茶事では市
販の抹茶を使用し、抹茶を事前に棗（茶入れ）に入れて用意しておくため、以上の 4つの道
具は一般的には使われていない。瓢杓のかわりに柄杓が使用された。図 4－17 の茶刷はほこ
りや抹茶の粉を掃除用の道具で、茶道では羽箒が使用された。形としては宋代の茶刷より唐
代の拂末（羽箒）と一致した。図 4－23は唐代の羽箒、図 4－24は現代茶道に使用されてい
るものである。 
      
図 4－23：唐代の拂末（羽箒）17    図 4－24：茶道に使用される羽箒（2014）©柯一薰 
 
図 4－20の水次は中国語では「湯瓶」と呼ばれる。茶道の水次の形と類似するが、機能が
異なる。この点はのちほど道具の事例考察で説明する。図 4－22の布は、清める目的の道具
であるため、茶巾や袱紗の機能を果たした。形からみれば袱紗に近いと思われる。図 4－21
の茶筅は、茶道に使うものは形が異なるが基本構造は一致する。図 4－25は図 4－21に基づ
いて復元された茶筅である18。図 4－26 は茶道に使う茶筅である。復元作業を行った台湾の
茶人の周渝は 2種類の茶筅を用いて茶を点てることを試みたが、図 4－25のような形の茶筅
は点てにくいのに対し、茶道に使われている茶筅の機能性が優れるという結果であった。宋
代に伝来した茶筅は、よりよい機能を果たさせるために茶筅の形を改良し、現在の形に至っ
た可能性が考えられる。 
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図 4－25：復元された宋代茶筅（2012）©柯一薰 図 4－26：茶道に使う茶筅（2011）©柯一薰 
 
図 4－18の茶托と図 4－19の茶碗は、茶道と宋代点茶法の繋がりに関して最も有力な証拠
と思われる。茶道では図 4－18の茶托は天目台と称し、それとセットになったものは天目茶
碗と呼ばれる。天目茶碗の源は中国福建北部の建州地域で製造された茶碗である。『茶録』の
著者である蔡襄は福建出身で、『茶録』の中の「茶盞」（茶碗）という項目に次のように記録
した。 
 
  茶色白,宜黑盞,建安所造者,紺黑,紋如兔毫,其胚微厚,熁之久熱難冷,最為要用。出他者處,
或薄,或色紫,皆不及也（後略）19。 
（筆者訳：茶の色は白なので黒の茶碗がよい。建安というところで作られたものは、赤
みがある黒で、兔毫のような模様がある。少し厚手で火に炙ると久しく熱くして冷えにく
い。使用に最適である。ほかのところで作られたものは薄くて、色は焦茶色20でみな及ば
ない）。 
 
『大観茶論21』の「盞」の項目については、茶碗の産地が明確に記載されていないが、茶
碗の特徴については、色は青黒、兎の毫のような模様が上等であるとの記載がある22。以上 2
つの史料をみると天目茶碗の特徴に一致する。もともと福建で製造されたものなので中国語
では「建盞」と呼ばれた。天目茶碗は日本の俗称であるが、現在中国においても天目茶碗を
呼ぶ人が多い。「天目」という名称の起こりについては定説がないが、『原色茶道大字典』の
説明によると、おそらく鎌倉時代の禅僧は浙江省天目山の寺から持帰り、または喫茶法を多
く天目山の霊場から得たので、この地の寺で使われた茶碗を天目と呼ぶようである23。浙江
省は福建省に隣接し、福建で作られた茶碗が天目山の寺で使われたことは不自然ではない。
天目茶碗の茶托が天目台と呼ばれた。図 4－27 は天福茶博物院所蔵の建盞であり、図 4－28
は現在日本で見られる天目茶碗である。両者とも油滴天目である。 
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図 4－27：天福茶博物院所蔵の建盞  図 4-28：茶道に使用する天目茶碗（2014）©柯一薰 
（2014）©柯一薰 
 
茶托が付くのは福建で作られた茶碗のみではない。廖寶秀の考察によれば、茶托の使用は
少なくとも中国の晋代（266－420年）まで遡ることができる。形は天目台とほぼ一緒であっ
た。唐代になると「茶托子」や「茶拓子」などの名称が現れた24。つまり中国では天目台の
形の茶托を使用することは一般的であった。それが日本に伝来すると、身分の高い人に対す
る作法の中に用いられ、高貴な道具として使われるようになった。茶道での天目茶碗の仕組
みは図 4－29、図 4－30 からわかる。図 4－29 は裏千家では天目茶碗、天目台、元節茶杓25、
唐物茶入れを八掛盆に載せる「行台子」という点前の道具仕組みである。図 4－30は八掛盆
の配置である。 
  
図 4－29：行台子道具の仕組み（2014）  図 4－30：八掛盆の配置（2014）©柯一薰 
©柯一薰 
 
このように唐代では民間でも使用された茶碗と茶托は、日本に伝来すると貴重な輸入品と
して扱いされ、その貴重さに応じて図 4－29のような複雑な仕組みが現れたのである。 
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宋代喫茶法の作法 
以上、史料を中心として宋代点茶の道具と日本茶道道具の比較を行った。次に、実際の作
法例を通して考察を進める。「天福茶博物院」の事例をとりあげる。「天福茶博物院」には、
「日本茶道館」という展示場がある。表千家が顧問を担当し、「福慧庵」という茶室がかつて
作られた。四畳半、八畳、立礼席の三つの空間の構成であった。表千家の点前を実演するこ
とによって、日本茶道の作法を紹介する形であり、表千家教授の指導によって稽古が行われ
た。2012 年までにこの博物院で披露された作法は、表千家のものであった。しかし 2012 年
以降、反日の風潮が拡大すると、安全面の配慮から日本茶道作法というタイトルが外され、
そのかわりに宋代喫茶法の作法が展示された。 
ここで、重点的に作法を述べた上で分析を行う。以下にこの「天福茶博物院」で行われた
宋代喫茶法を「宋代喫茶法実演26」と称する。道具の配置について、図 4－31、図 4－32を参
照されたい。図で示されるように、立礼卓の上に三つの部分を分けて道具が配置された。左
側に 2つの茶盤を重ね、その上に 4つの天目茶碗が並べられた。建水はこの左側の下に置か
れた。中央部分に大きめの茶碗 1つが置かれた。右側の詳細は図 4－32のようになる。柄杓
と竹の蓋置、その隣に 2本の茶杓が用意された。茶杓の右側に棗、棗の前に茶筅、手前のほ
うに朱色の袱紗が畳まれ、その上に 2つ折の茶巾が乗せられた。手前右側に湯瓶が置かれた。 
     
図 4－31：「福慧庵」立礼茶席（2014）©柯一薰図 4－32：立礼茶席配置詳細（2014）©柯一薰 
  
作法は以下の通りである（図はすべて責任者の許可を得た上で筆者撮影）。 
（1） 始まり：一礼をする（図 4－33）。 
（2） 湯瓶を持って大きめの茶碗に湯を注ぐ（図 4－34）。 
（3）茶筅通しをし（図 4－35）、水を捨てる。 
（4）茶巾で茶碗を拭く（図 4－36）。 
（5）茶杓で棗から抹茶を掬い出し、茶碗に入れる（図 4－37）。 
（6）湯瓶を持ち、湯をいれる（図 4－38）。 
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（7）茶筅で茶を点てる（図 4－39）。 
（8）出来上がった茶を柄杓で掬い出し、4つの小さい茶碗に分ける（図 4－40）。 
（9）茶碗が乗せてある茶盤を持ち、客に出す（図 4－41）。 
  
図 4－33（2014）©柯一薰       図 4－34（2014）©柯一薰 
  
図 4－35（2014）©柯一薰       図 4－36（2014）©柯一薰               
  
図 4－37（2014）©柯一薰       図 4－38（2014）©柯一薰                 
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図 4－39（2014）©柯一薰       図 4－40（2014）©柯一薰 
  
図 4－41（2014）©柯一薰                      
  
以上、簡略に作法の流れを述べた。以上の作法は、日本茶道の作法とは異なっている。宋
代の喫茶法は唐代から継承され、徐々に変化してきたものであり、唐代から宋代に入った途
端に喫茶法が急に変化したわけではなかった。したがって宋代に 2種類の喫茶法が存在した
とも言える。1 つは唐代と同じように釜を使用し、茶を釜の中に入れて煮るという作法であ
る。宋代の詩作をみると、たとえば蘇軾の「汲江煎茶27」、「試院煎茶28」、蘇轍の「和子瞻煎
茶29」、黃庭堅の「煎茶賦30」、吳潛の「謁金門31」、徐寶之の「鶯啼序32」に見られる。 
もう 1つの喫茶法は日本茶道に継承された点茶法である。煮茶法と点茶法の違いについて
は、煮茶法では釜が使用され、釜で茶を煮てから杓で汲みだすのに対し、点茶法では湯を入
れた湯瓶を持ち、湯を茶碗の中に注いで茶筅で茶を点てる。以上の「宋代喫茶法実演」の道
具から判断すると、この作法は点茶法となる。 
点茶法について、宋代の数多くの茶書の中で、作法を比較的詳細に記載しているのは、蔡
襄の『茶録』と趙佶の『大観茶論』の 2作である。この 2作宋代茶書の代表的なものと思わ
れる。『茶録』の成書年代は『大観茶論』より 50 年ほど早かった。2 作の内容を比べると、
著しく異なるのは茶筅の使用の有無である。茶筅は茶を点てるときに使われる道具である。
『茶録』には、茶を点てることについて「点茶」の項目に以下の内容が記載されている。 
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  鈔茶一錢匕33,先注湯,調令極勻,又添注之,環回擊拂34。 
（筆者訳：茶を一勺取って、先に湯を注ぐ。むらのないようによく練って、また湯を足す。
そしてたたきながらかき回す）。 
 
この文章に続いて茶器を論じたところは「茶匙」という項目であり、「茶匙要重,擊拂有力」
（筆者訳：茶匙は重いほうがよい。たたきながらかき回すのに力強い）という説明がある。
さらに、黄金が上等、一般的には銀や鉄のものを使う、竹は軽すぎて建安の茶には使用しな
いといったことも述べられている35。茶を点てる内容は以上である。全文において、茶筅と
いう言葉は言及されていなかった。 
他方で『大観茶論』には、「筅」という道具がとりあげられ、茶筅は竹の老いもので作ると
いう説明がある36｡ 
もう１つの証拠をとりあげると、柄杓を使うことである。『茶録』の中には柄杓や柄杓に当
たる道具は記載されていないが、『大観茶論』の中には「杓」という道具が記載されている。
以上の考察から、この再現された宋代喫茶法は竹で作られた茶筅と柄杓を使用しているため、
『大観茶論』に沿った作法と思われる。 
ただし、ここで問題が生じる。前述した「宋代喫茶法実演」をみると、柄杓は、茶をわけ
るときに使用されたようである。『中國歷代茶書彙編』に収録された宋代茶書には、茶をわけ
るという作法は見当たらなかった。『大観茶論』に「杓」について次のような記述がある。 
 
杓之大小‚當以可受一盞茶為量。過一盞則必歸其餘‚不及則必取其不足。傾杓煩數‚茶必冰
矣37。 
（筆者訳：杓の大きさは一碗分を受けられる量とすべきである。一碗より多くとると必
ずそのあまりを返す。足らなければ必ずその不足の分を足す。杓で度々掬うと茶は必ず冷
める38）。 
 
以上の内容において、杓の作用は明確ではなかった。杓の大きさは 1碗分を受けられる量
とされるが、1碗分の出来上がった茶湯、あるいは 1碗分の湯は明確に示されていなかった。
「茶湯」の意味として捉えるなら、点てた茶を杓で掬って別の器に移すということになる。
「天福茶博物院」で再現された宋代喫茶法のように点てた茶を複数の茶碗にわけることも考
えられる。 
この可能性について、青木正児は似たような観点を持っている。理由としては、『大観茶論』
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において、茶の点て方に関して抹茶を茶碗に入れた後、湯を注いで茶筅でねってまた湯を足
す動作は 7 回もすると記載されているからである。7 回も湯を注ぐということは、湯の量は
相当多いと想定され、飲むときには分けて飲む可能性があると述べていた39。 
筆者の管見では、以下の 2 つの理由に基づいて、異なる考えを述べることができる。1 つ
めは、調べた限りにおいて宋代茶書の中に茶を分けて飲む作法が見当たらなかったことであ
る。2つめは、宋代点茶の特徴は茶筅で泡を立てるような作法であるというものである。『大
観茶論』には、茶を点てるとき、7 回目の湯を注ぐと「乳霧洶湧‚溢盞而起40」と記載されて
いる。青木の考察によると、この“乳霧”は茶の表面に立つ泡であるとされる41。そして宋
代鬥茶42は、点てた茶の泡が先に消えたほうが負けとして勝負するようなことがあったこと
を考えると、「優れた茶湯」の条件の一つは泡を十分に点てることに求められる。問題点に戻
ると、泡を点てた茶を杓で掬って別の器に移すと、泡はこの動作ですぐ消えたと考えられる。
図 4－42は「宋代喫茶法実演」において、柄杓で茶をわけたあとに出されたものである。図
からわかるように、茶にはほぼ泡がない状態であった。 
この結果は、当時茶に対して求められことと矛盾している。したがって筆者は、もう 1 つ
の解釈の可能性を探求してみた。つまり、柄杓で掬うのは茶ではなく、茶を点てるための「湯」
であるとの可能性である。 
 
図 4－42：柄杓で茶をわけたあとの状態（2014）©柯一薰 
 
この仮説にも問題点がある。廖が指摘したように、宋代作法において湯は湯瓶という道具
にいれる。茶を点てるときに湯瓶から湯を出すのが一般的な方法であった。湯瓶の形は日本
茶道に使う水次に類似し、胴部と口は水次より細長かった。つまり、湯瓶を使用すると柄杓
の必要性がない。そして『大観茶論』においても「杓」という道具名と寸法を並べたのみで、
それに関する使用法は記載されていなかった。というわけで、杓の使用についてはいまだに
未詳のままであった43。 
以下にこの点について筆者の考えを論述する。図 4－43、図 4－44、図 4－45を参照された
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い。 
         
図 4－43：遼 盤式風爐 進茶圖44              図 4－44：北宋 宋徽宗 文會圖45  
 
図 4－45：傳宋徽宗 烹茶備酒 十八學士圖卷46 
 
図 4－42 は遼朝（916－1125 年）の墓にあった壁画である。遼朝は中国の北辺を支配した
キタイ人の王朝であった。この時期は中国宋代の北宋時期（960－1127 年）に当たった。中
国文化からの影響は遼朝の文化にも反映されたといわれる。図 4－44と図 4－45はともに、
北宋の宋徽宗時期のものであった。 
この 3つの図には茶事の風景が描かれている。茶を用意し、出すところの様子が見られる。
その共通点に注目したい。茶碗やほかの諸道具は机の上に用意された。机のすぐ横に炉があ
った。図 4－43のタイトル「盤式風爐」は図の中の、机の横にある低めの円盤形のものを示
している。この四脚がついた風炉に炭と長細い形とする瓶が乗せてあった。この瓶は前述し
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た湯をいれる道具の「湯瓶」であった。図 4－44、図 4－45 にも同じような配置が描かれて
いる。なお、この 2つの図には複数の湯瓶が炉にかけられたことが確認できる。 
そして、机に置かれた道具をみると、複数の茶碗と台以外に、大きめの鉢の形をした器が
あった。図 4－43 に、その器に柄をかけた様子が見られる。図 4－44、図 4－45 には童子が
左手で天目台を持ち、右手で器から何かを掬うように長い柄を持っている。この長い柄がつ
いた道具はおそらく柄杓であろう。ただし、廖が考察したように、茶を点てるときに湯瓶か
ら湯を注ぐとすれば、この 3つの図に描かれた動作に対する疑問が湧いてくる。 
この点について筆者は炉にかけた複数の湯瓶に着目した。図 4－44、図 4－45 に描かれた
ように、湯瓶は湯を沸かす道具としてつねに炉にかけてあった。多人数分の茶を点てるとき
には大量の湯が必要になって、炉に複数の湯瓶をかけて湯を沸かした。湯瓶以外に湯を調達
するための器が用意されても不自然ではないだろう。湯を調達する作法が成立すれば、柄杓
でその器から湯を掬って茶を点てることも可能になる。まとめると、柄杓で出来上がった茶
を掬ってわけることは考えにくいため、湯を掬うときに使用する可能性があると判断された。 
以上、宋代の喫茶法及び道具を考察した結果を振り返ると、日本茶道の形式には煮茶法と
点茶法の両方の要素が見られる。茶道では風炉や炉を使用する。炉の上に釜をかけ、湯を沸
かす。茶を点てるときに杓で湯を汲みだして茶碗に注ぐ。このような作法では、湯瓶の必要
性はなくなった。茶道の道具の中で湯瓶に一番近い形にする道具は水次である。水次は水指
に水を補給するための道具である。水次は片口と薬缶の 2種類がある。湯瓶と同じように金
属、陶磁などの素材があったが湯瓶のように炉にかけることはない。煮茶法と点茶法を融和
した上で水次に機能転化したと推論できる。 
最後に、作法の形式について論じる。先行研究の中で、宋代の点茶法には 2 種類あると主
張する意見が見られた。1つは茶碗の中に抹茶を入れ、点てた後にそのまま飲む方式である。
この作法は宋代の一般的な作法であり、日本茶道ではこの作法を継承した。もう１つは「宋
代喫茶法実演」で行われたように、先に大きめの茶碗で茶を点て、その後に小さめの茶碗に
わけるという作法であった。筆者が調べた限り、宋代の茶書の中には、このような作法の記
録は明確には見当たらなかった。おそらく先行研究の研究者は、図 4－43、図 4－44、図 4－
45の史料の絵を参照したのではないかと考えられる。 
ただし、宋代の茶は「粥面茶47」（点てた茶が粥の表面のように白いという喩え）を追求す
る。つまり泡が綿密に浮かんでいる状態を望むのである。『大観茶論』の中でも「乳霧」とい
う言葉があり、泡を喩えた言葉である。ただし、すでに前述したように、大きめの茶碗で茶
を点てた後にまた杓で茶を掬い出すことによって、図 4－42のように、沫はほぼ消えた状態
になる。小さめの茶碗で茶を点てるときには白い沫を望むが、大きめの茶碗で点てわけたと
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きに泡がなくてもよいということに対しては疑問が生じる。この疑問に関係する点として柄
杓の使用があるが、前述したのでここでは重ねて論述しない。また、この点に対してもう 1
つの解釈ができる。明代初期の茶書『茶譜48』を取り上げたい。『茶譜』の著者は朱権、明代
の初代皇帝の十七男であった。この書物は明代最初の茶書であり、喫茶法の変遷過程を理解
するのに重要な文献である。当書の中で、喫茶法については 3 箇所で述べられている。3 箇
所の中に 2種類の喫茶法が分けられた。まず 1つめの作法をみる。「點茶」の項目に記載され
た内容である。次の引用を参照されたい。 
 
  凡欲點茶, 先須熁盞, 盞冷則茶沉, 茶少則雲腳散, 湯多則粥面聚。以一匕投盞內, 先注
湯少許, 調勻, 旋添入, 環迴擊拂。 湯上盞可七分則止, 著盞無水痕為妙49。 
（筆者訳：茶を点てるためにまずは火で茶碗を炙る。茶碗が冷たければ茶は沈む。茶が
少なければ雲脚が散り、茶が多ければ粥面が集まる。茶一銭を茶碗に入れ、最初に少し湯
を注ぎ、むらなく調べ、そしてすばやく湯を足し、掻き回してうちはらう。茶が茶碗の 7
分目にあがったら止め、沫が茶碗にくっ付いて、水痕がないことが優れた状態である）。 
 
まず下線部のところを説明する。全体の文脈をみると、この作法は宋代の作法を継承した
ことがわかる。沫を点てることによって水痕が見えないことが上等と述べられている。ここ
で下線部のところをそのまま訳すと「湯が多ければ粥面が集まる」との意味になる。宋代と
同じような方法をとるとするなら、ここは訳文のように「茶が多ければ粥面が集まる」の意
味として捉えるべきであろう50。 
2つ目の先に大きめの茶碗で茶を点て、その後に小さめの茶碗にわけるという作法をみる。
「茶譜」と「茶筅」の項目にそれぞれ記載がある。まず「茶譜」の内容を参照する。茶を磨
いて抹茶にした後の作法は次の引用を参照されたい。 
 
  量客眾寡, 投數匕入於巨甌。候茶出相宜, 以茶筅摔令沫不浮, 乃成雲頭雨腳, 分於
啜甌, 置之竹架（後略）51。 
  （筆者訳：客の人数をみて、何銭かの抹茶を大きめの器に入れる。茶筅を持って振う、
沫を浮かずにする。そこで雲頭雨腳になる。喫茶茶碗にわけて、喫茶茶碗を竹の棚におい
て出す）。 
 
大きな器で茶を点て、また何人分かにわけるという作法が明確に記載されている。茶の状
態については、「雲頭雨腳」という喩えで、沫を浮かずにすることが表現される。もう 1つの
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「茶筅」の項目にも似たような内容が書かれている。 
 
  匙茶入甌, 注湯筅之, 候浪花浮成雲頭雨腳乃止52。 
（筆者訳：茶を掬いて茶碗に入れ、湯を注いで茶筅で振る。茶は雲頭雨腳の状態になった
ら止める）。 
  
 ここにも、上の資料の内容と同じ「雲頭雨腳」という表現が使われている。2 つの内容を
合わせてみると、大きめの器（あるいは茶碗）や茶碗に茶を入れ、湯を注ぎ、茶筅で振る、
そして沫があまり立たない状態が望みのようである。大きめ器で茶を点てた後、喫茶茶碗に
わける。茶碗で点てるなら、そのまま喫する。もともと沫があまり立たないように望むなら
ば、茶を大きめの器から掬いだして喫茶茶碗にわけることによって沫が消えても気にするこ
とではないと推論できる。前で疑問を持った茶を分けることと沫の関係について、この『茶
譜』の内容を参照すると矛盾がなくなるであろう。 
 以上の 3つの資料から整理すると、茶を分けることが特徴的だが、もう 1つ注目すべき点
がある。「沫を点てる」（雲脚粥面）ことから「沫を立たない」（雲頭雨脚）ことへの変化であ
る。宋代から元代を経て明代になると、茶の「理想像」に対する考えが変わったことが指摘
できる。宋代では細かい沫を浮かばせる主流作法から変化し、沫を点てるのを控える作法に
なった。 
ここで、茶道との関連性を注目したい。代表的な流派の表千家と裏千家をとりあげる。表
千家と裏千家の一番良く知られている作法の違いは、まさに薄茶の点て方である（図 4－46、
図 4－47を参照）。表千家では茶を点て、沫が自然に立った状態が望ましいとされる。沫があ
る部分と沫がない部分があり、池をのぞむような面白さが伝わる53。一方、裏千家は細かい
沫で茶の一面を覆うことが望ましいとする。図 4-46は表千家流の点て方である。この状態こ
そ、『茶譜』で記載された「雲頭雨脚」である。図 4－47は裏千家流の点て方であり、この状
態は宋代の主流作法「雲脚粥面」である。 
         
図 4－46：表千家流点て方（2014）©柯一薰 図 4－47：裏千家流点て方（2014）©柯一薰 
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このような作法の違いは、中国の宋代から明代にかけて喫茶法の変化が日本に伝わり、茶
道作法に反映された結果ではないかと考えられる。 
以上の考察をまとめると、厳密に言えば、「宋代喫茶法実演」は宋代の喫茶法と明代初期の
作法に基づいて、現代茶道と茶芸の要素を取り入れて創出された作法といえる。日本茶道の
源流は中国宋代の作法であったが、日本文化の一部として融和されたものなので中国宋代の
点茶法とイコールにはできない。例えば「宋代喫茶法実演」にある朱色の袱紗や白の茶巾や
棗の使用などは、現在の茶道からとりいれられたものである。 
袱紗に関して、中国宋代茶書の『茶具圖贊』の中には布のような道具が記載されている。
「司職方」と称され、素材や色は明記されていなかったが、生地に模様がついていたことは
画で描かれたことでわかる。女性が朱色無地の袱紗を使用することは表千家の決まりであっ
た。このように融和された作法は、まだ実験的な段階であるが天福集団の推進で広がる可能
性も考えられる。 
次に、日本煎茶道に影響を与えた淹茶法について論じる。淹茶法というのは、茶葉を茶壺
や茶碗に入れ、湯で浸す作法である。明代の嘉靖時期以降、このような作法が現れるように
なった。『煮泉小品54』の成書年代は嘉靖 33 年（1554 年）であった。その中に「生曬茶, 瀹
之甌中55」という記述がある。生干した茶を茶碗で浸すということである。つまり、茶を粉
末にして茶筅で点てる作法ではなく、加工した茶葉をそのまま湯で淹れて喫する作法である。
そして形式上は『茶譜』で見られた「茶を分ける」方法を継承し、茶壺で茶を淹れてから小
さい茶杯（湯飲み）に注ぐ作法になった。このような作法と煎茶道との関連性は、次項で日
本の煎茶書を分析しながら考察する。 
 
第 2節 煎茶の起源に関する検証 
 
本稿では明代の泡茶法から伝来した「煎茶」について論述する。煎茶の伝来当初は、煎茶
道具を使って、特定の作法がなく自由に茶を淹れることが魅力的と思われた。しばらくする
と発展を経て、1824年頃に花月庵流の流祖が煎茶家として独立した。これは煎茶道が発展し
始めた時期である。その後小川流も成立し、抹茶道と同じように流派が形成されるようにな
った。 
煎茶の伝来については、いまでもさまざまな説をめぐって論争が続いている。その中で「石
川丈山説」・「隠元説」・「売茶翁説」をあげるものが多い。石川丈山説について楢林忠男は反
論した。石川丈山は 1615年大坂夏の陣のとき、抜けがけをしたため罰せられ、京都の比叡山
麓一乗寺村に隠棲した人物である。彼を煎茶の始祖とするものは、その根拠を『煎茶綺言』
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と題される本の「煎茶家系譜」に求める。ところが、『煎茶綺言』は一般に 1860年の刊行と
され、明治時代の煎茶家の顔が並んでいたりするため、信頼性が足りないと楢林は指摘した56。
もう 1つの理由としては、石川丈山は 40年間ほど世間との交わりを絶つという生活を続けた
人であり、書物だけで明代の喫茶法を学ぶことを考えるのはやはり無理がある57。 
「隠元説」について、一般的な説としては次のようになる。隠元禅師は明代の福建の出身
者で、承応 3年（1654年）に長崎の興福寺の招きにより日本に渡来し、1663年に宇治の万福
寺を開創した。明代の喫茶法や道具はこのように隠元によって日本に伝来したという説であ
る。この説について楢林はいくつかの証拠を提示し、反論した。ここで、楢林の観点を引用
しながら 3点をまとめ、それぞれに対して筆者の管見を述べる。 
第１に、出し茶の仮説がある。楢林は汶村という人が書いた「雲華園銘」という一文の中
に、隠元は出し茶のような作法をするとあることに対し、貝原益軒の『養生訓』や山本徳潤
の『煎茶通』を引用し、当時は中国の茶の味と匂いがきつくて日本人の好みに合わないとい
う指摘があるため、日本に伝えられたのは煎茶より、むしろ単なる出し茶であり、古来から
中国人の風俗の中にあったもので、現在でいわれる煎茶法と異なるものではないかと指摘し
た58。 
以上の論調は当時の中国茶は日本人の好みに合わなかったため作法が広がらなかった、も
しくは隠元の作法は単なる中国風で日本の当時の作法と異なるものだということである。し
かし、茶の好みと作法の伝播は無関係とはいえないが、絶対的な証拠にならない。もっとも、
隠元の作法は単なる出し茶であるという推論に対して、出し茶ではなく煎茶作法であるとい
う証拠がないため、楢林の説を完全には否定できない。 
第 2に、隠元は日本で行われた作法は淹茶法ではなく、抹茶法の可能性があるとする。楢
林は『大学衍義補』（成書年代 1487年）の「山沢之利」の中で、『元史』の「食貨志」が引用
された部分を再引用し59、中国では明の時代になると抹茶はただ福建・広東の二地方だけに
残り、一般にはすべて葉茶を用いる煎茶にかわっていたことを証拠にして、福建省は中国で
も茶の産地として知られている茶所であるからこそ、古い茶の飲み方を残す保守性があった
とする。隠元は最後まで抹茶が残ったこの福建省の出身者であり、新しい煎茶法というもの
より、代々受けつがれた茶所独自の飲み方を（抹茶の作法）、そのまま日本に伝えたのではな
いかと指摘した。つまり、明の煎茶法、いわゆる涼炉や急須の使用が日本に伝えられたのは、
隠元よりも後の時代と主張する60。 
この点について、次のように考える。福建・広東の地域だけにまだ抹茶の作法が残された
ということを記載した『元史』の成書年代は、明代の 1369年である。『王禎農書61』（成書年
代 1313年）の内容をとりあげたい。『王禎農書』は宋代後期から元代初期までの農業状況を
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記録した書物である。『王禎農書』によると、茶には 3 種類があり、「茗茶」、「末茶62」、「蝋
茶」である。茗茶は加工された茶葉のことで、茗茶の使用は南方で普及している。抹茶は磨
いて点てた茶のことであり、南方は茶の生産地であるがこのような作法を知る人は少ない。
蝋茶は上献の茶のことで、民間ではあまり見かけられないものである63。この内容をみると、
楢林が引用した史料と反対のことが述べられている。1313年の時点で、中国の南方では抹茶
を知る人がほぼいなかったのに対し、1369年になると、中国南方地域だけまだ抹茶が残され
ているという彼の説明は矛盾している。 
喫茶法がつねに変化してきたものであり、宋代・元代・明代の喫茶法変化の流れは粉末の
抹茶からだんだん葉茶に変化していった。最終的に抹茶の点茶法がなくなって、代わりに明
代の後期からあらわれた葉茶の淹茶法が主流になって今日に至っている。1313 年までにほぼ
存在していなかった抹茶が 30年後に再び現れたというのは考えにくいのではないだろうか。
たとえこの『元史』の記録の通り、1369年の成書の時点で福建・広東だけ抹茶作法が残され
たことが正しいとしても、1369年から隠元の時代（1592－1673年）まで 200年ほどがあった。
200 年前に同時代のほかの地域でほぼなくなった抹茶の風俗がわずかに残された福建地域で、
200 年後にこの抹茶作法がまだ主流作法として存在し、隠元がそれを身につけたという考え
は、強引なところがあるではないかと考えられる。 
第 3に、楢林は田能村竹田の文章を引用し、隠元否定説を強調する。竹田は、「最近（文章
を書いた当時）使用されている葉茶は、僧隠元が伝えたものだといわれているが、果たして
本当にそうなのかどうか疑わしい。ただ風炉（涼炉）や急尾焼（急須）を使用して、煎茶を
飲む方法を初めて行ったのは、高遊外（売茶翁）である64」と述べる。これが、竹田という
人の見解として一番有力な証拠になると思われる。 
さらに、楢林は黄檗山内松隠堂に残されている什宝の中の「紫泥鑵」と名付けられた大形
の茶鑵の例をあげた。一般的にこの茶鑵の存在は、隠元が最初に煎茶道具を日本に持ってき
た証拠と思われている。この点について楢林は竹田の文章を参照し、この茶鑵は竹田がいう
独茶鑵というものであることを指摘する65。独茶鑵についての竹田の記述によると、茶の葉
を入れて湯を淹し、鑵の口から直接飲むものである。茶碗は用いず、一人一人自分のものを
用いる。これは清国の人たちが使用しているものである。この例がとりあげられる理由は、
独茶鑵は煎茶道具の使い方と異なること、清国（清代）の人が使用するもので、隠元より後
の時代のものであることが証明されるとされる。 
以上の竹田に関する資料について考察する。おそらく、楢林は「石山齋具圖譜」の内容を
参照しているが、筆者が参照した底本は『煎茶早学』に収録されたものである。『煎茶早学』
の著者は竹軒楽人という人物で、大正 7 年（1918 年）に出版された上下 2 巻の構成である。
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上巻は作者自ら書いた内容であり、下巻ではいくつかの文章より編集されたものである。そ
の中の「石山齋具圖譜66」（秋声館主人編 1829 年）が収録された。楢林が取り上げた図を参
照しながら、筆者の考えを試論する。図 4－48は「紫泥鑵」。楢林の解釈としては、この道具
は独茶鑵という。次に、「石山齋具圖譜」に記載された独茶鑵を参照されたい（図 4－49）。 
              
図 4－48：紫泥鑵67   図 4－49：「石山齋具圖譜」    図 4－50：「石山齋 
  による独茶鑵68         茶具圖譜」の茶鑵69 
 
以上 2 つの茶鑵を比較すると、形が異なる以外に、持ち手の形式も異なっている。図 4－
48は後手式、図 4－49提梁式である。同じ機能の茶道具であってもさまざまな形が存在する
ことは珍しくはない。図 4－48と図 4－49のように、大きさや形が異なっても同じように独
茶鑵とする可能性は否定できない。参考として、「石山齋茶具圖譜」の中で「茶鑵」と記載さ
れたものを図 4－50として示す。同書の中で茶鑵とする道具はいくつかあり、すべて後手式
である。 
ここで、筆者は少し変わった検証を行った。それぞれ似たような形をする道具で、口から
直接飲むように実際に持ってみた。図 4－51は図 4－49と似た形の提梁式のやかんである。
図 4－52は図 4－48と似た形の後手式の茶壺である。 
          
図 4－51：提梁式持ち方©柯一薰    図 4－52：後手式持ち方©柯一薰 
   
口から直接飲むためには、このような持ち方にしないといけない。図 4－51 の持ち手は上
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にあるので、少し傾けさえすれば水がでるようになる。その程度の傾きならば蓋を落とすこ
とがなく、しっかり持ち手を持てばよい。図 4－52の持ち手は胴部の後ろにある。胴部の後
ろから持ち、口に注ぐためには大きく傾けなければならず、そのとき蓋を落とす恐れがある
上、親指や人指し指で押しながら出口を自分のほうに向ける動作には難しさがあり、特に湯
が入っているときには困難である。この検証から、図 4－48の紫泥鑵がはたして独茶鑵であ
るかどうかが疑わしいとする、1つ判断材料を提供した。 
図 4－48の隠元が使用したとされる紫泥鑵の底部には炭の跡があり、直接火にかけて使用
したようである70。図 4－53 は『長崎名勝図絵』所収の唐館内の図である。図 4－54 はその
一部の拡大図である。 
先行研究によれば、売茶翁は 33 歳のとき（1707 年）に長崎に行って、当地の清人（中国
人）の喫茶法を学んで 57歳から煎茶道具を用いて売茶生活を始めたことが確実とされる。売
茶翁は煎茶の祖であり、最初に煎茶道具を使用した人物であるという説も多く見られる。 
   
図 4－53：「唐館内の図71」         図 4－54：「唐館内の図」一部72 
 
図 4－53は当時の長崎における喫茶風景に関する図である。図 4－54が示す部分に注目さ
れたい。人たちは炉のようなものを囲んで手を温めている。その中央に図 4－54のような形
の道具が置かれている。炉にこの道具をかけて煮ていることが把握できる。この道具は扇浦
の考察では「水注」という名称が使われる73。現在の水注の機能ならば、水を蓄える道具で
あるが、図の中では湯を沸かす様子が見られる。そのため、この道具は似たような形の茶鑵、
茶壺である可能性もある。 
この道具には、湯を沸かす、茶を煮るという 2つの可能性が考えられる。図の中では、ほ
かに茶を淹れるような茶鑵や茶壺が描かれていないので、この作法は淹茶法ではなく「煎じ
茶」、つまり茶を「煮る」作法である可能性が考えられる。この点は隠元が使用した茶鑵の底
部に炭の跡があることと一致する。整理すると、現在の煎茶・煎茶道と違って、隠元は「煎
じ茶」の作法をした可能性があるが、煎茶道で使われる道具は隠元の時代まで遡ることがで
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きる。 
さらに具体的な情報として、扇浦によれば、長崎市街地を中心に近世遺跡調査の遺跡から
17世紀中葉のものと推定される中国・宜興窯の紫砂泥水注が一点確認され、長崎では一部の
人がすでに煎茶が飲んでいた可能性があることが指摘された74。この時期は隠元が長崎の興
福寺に到来した時期（1654年）とほぼ同時期であった。隠元の関係で煎茶風俗が現れたかど
うかには直接結びつけられないが、中国と長崎の貿易によって隠元より早い時期から煎茶風
俗が徐々に日本に伝来したという解釈が適切ではないかと思われる。 
次に、売茶翁が使用した道具について考察する。『近世畸人伝75』「蒹葭堂所蔵賣茶翁茶具
圖八品76」に売茶翁茶具図が記載されている。8品の道具の中に、最も煎茶を代表できるもの
は横手の急須である。茶具図に急須のこと「急焼」と記載した。図 4－55は急焼と黄銅炉で
ある。 
 
図 4－55：「蒹葭堂所蔵賣茶翁茶具圖八品」による急焼と黄銅炉77 
 
このような横手の急須について、『常滑急須その成立期の様相78』の指摘によると、江戸時
代に「急焼」と書き、「キビショウ」と読ませた。これが中国南部の福建語で「キップシュ」
と呼ばれる器に由来する可能性がある。また、同文章に小学館版の『古語大辞典』を引用し、
「急焼」の読み方「キビショウ」は中国福建省音「キップシュ」の訛り。「急焼」は「急須」
とあり、両者の関係は触れられていないと指摘した79。以上の資料によると、完全に解明さ
れていないが急須と中国福建の関連性が見られるのである。 
筆者の調べたところでは、「急須」という言葉は中国宋代の文献に現れる。宋人の黃裳の作
『演山集 巻一』に収録された「龍鳳茶寄照覺禪師80」という詩作では以下の茶を入れる場
面が描かれていた。 
 
（前略）寄向仙廬引飛瀑 一簇蠅聲急須腹 急須東南之茶器81（後略）。 
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（筆者訳：滝が飛んでいるような勢いで水をいれ、ハエのようなささいな音が急須の胴部
から聞こえるようになった）。 
 
注目するのは、原本では注として小文字で急須は東南の茶器ということを明記されたこと
である。同作の巻二に収録された「謝人惠茶器并茶82」にもほぼ同じような句が見られる。 
 
（前略）一簇蠅聲急須吐 每思北苑滑與甘（後略）。 
（筆者訳：ハエのようなささいな音が急須の胴部から吐き出される。度々北苑の茶の甘く
て潤い味を思い出すと（後略））。 
 
以上 2つの例で使われた「急須」という言葉は現在調べた限り最も古い例と思われる。急
須のことは明確に「東南の茶器」と記載されたことに注目したい。この記載だけで福建地域
を決め付けられないが、筆者はいくつの観点から考察を加える。まず、作者の黃裳は福建出
身者ということである。そして、題名に見られた言葉、「龍鳳茶」というのは宋代に皇帝への
献上茶のことである。沈の考察によって、宋代の献上茶は福建の建安という地域で製造され
た83。その茶は「北苑茶」とも呼ばれる。その後、庶民の茶と区別するために龍と鳳の模様
を団茶餅に施し、「龍団」や「鳳団」と称した。この作法は宋代滅亡まで続けてきた84。以上
の情報によれば、この詩作は福建のことを描いたのを推論できる。大まかにいえば、「東南」
ということは福建の東南ではなく、中国の東南という意味を捉えても、中国の東南は福建地
域の辺りと認識してもよいのであろう。つまり、宋代から中国の福建に「急須」というもの
の存在が確認できた。ただし、その形と日本に伝来した経緯についてこれまでの情報ではま
だ未明である。次にこと点について触れてみたい。 
横手の器は中国の唐代の文物の中にすでに見られた。台湾の故宮博物館蔵の「唐 長沙窯 綠
釉柄壺」を取り上げることができる（図 4－56を参照）。 
 
図 4－56：唐 長沙窯 綠釉柄壺85 
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故宮博物館の説明によると、この器は唐代末期から流行ってきた点茶法に使う茶瓶である。
長沙窯というのは、現在中国湖南省にある窯である。湖南省は中国江南地域に属し、広東に
隣接している。変遷過程は不明であるが中国・台湾ではこの形の器は漢方薬を煎じる用の道
具として使われるようになった。つまり、茶瓶として機能変化し、薬を煎じる用の道具にな
り、日本に伝来する可能性も考えられるのであろう。 
次に、前述した福建と急須の関係に基づき、考察をすすむ。福建の人と日本の貿易につい
て最も明確な資料は唐人の鄭芝竜・成功父子は長崎貿易に活動したことである。『長崎の唐人
貿易』によって、鄭氏一族の長崎貿易は寛永 12年（1635年）から天和 3年（1683 年）まで
であった86。鄭芝竜は福建出身者で海賊の頭目であったが帰順して明の海将に任命された。
国により日本との唐船貿易を担当したが自己船も持ち、自ら対日貿易を展開してきた87。福
建出身の彼は貿易商品以外に、生活用品として日本に喫茶道具を持ってきたことは十分な可
能性があるであろう。台湾においても似たような状況で茶文化が伝来したと言われる。張の
指摘によると、鄭芝竜の子、鄭成功は台湾を統治したときに、彼の官員と部下はほぼ福建、
広東あるいは江南地域の人が多かったため、彼たちの喫茶文化は自然に台湾に伝来し、台湾
茶文化初期に福建の武夷茶が最上の茶という考えはこの時期の影響によるものであると思わ
れる88。 
日本との貿易を戻ると、1650 年 70 隻の唐船が長崎に入港したことを見てみよう。その中
に、福建からの船が特記されてある。輸入品物をみると、生系、織物、砂糖、皮革、薬物、
ほかなど記載されている89。茶に関するものはなかったが薬物を注目する。品目表に羅列さ
れた薬物は土茯苓、竜脳、ヘイザル石（羊の腹に生じた結石90）、肉桂、蝋（膏薬の素材にす
る91）、こしょう、ちようじ（歯痛の妙薬92）などがある。その中に土茯苓、ヘイザル石は煎
じて飲む漢方である。肉桂はスープや料理に入れるものである。こしょうは山脇の注による
と、温湯に入れて飲むものである。要するに、これらの漢方薬は煎じて飲んだり、スープに
入れたりとするものがほとんどである。前述したように、横手の薬を煎じる用の道具も薬物
とともに伝来したことを 1つの仮説として考えたいのである。 
売茶翁は 1707年に長崎でそのような横手の道具を遭遇し、その道具を用いて自分なりの点
前を考案したことが考えられる。売茶翁は最初の今日に見られる煎茶道具を使用した人とし
て、煎茶の喫茶法を広く伝播した役割を果たした人物と評価してもよいであろう。以上、煎
茶の喫茶法の伝来について考察を行った。 
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第 3節 煎茶道道具の変遷に関する考察 
 
本節では売茶翁を中心として煎茶風俗が広がった以後の状況について茶書の分析によって
道具の変遷を考察する。 
 
『青湾茶話』より 
日本のまとまった煎茶書の中で知られる限り最も古いものは、宝暦 6年（1756 年）に大枝
流芳によって書かれた『青湾茶話』である93。煎茶の始祖と言われる売茶翁が煎茶を世に広
めたのは享保 20年（1753年）であり、その後の 20年間、煎茶は急激に広まっていった。こ
の時代背景において書かれた『青湾茶話』について、楢林は次のように評価した。 
 
煎茶家として知られていた流芳が、煎茶を中心とした記述を中国の諸書から引用し、自ら
の体験・知識をもとに、時には同意を示し、また時には反駁し、評語を書き加えて上・下二
巻・付録一巻としたものである。（中略）本書はこれ以後の煎茶書の登場にかなりの影響を
与えており、秋成の『清風琑言』も、内容及び構成の上で、本書に負うところが大きい94。 
 
このように位置づけられた煎茶書『青湾茶話』には、中国から伝来した茶に関する知識、
茶事所作に基づいて当時の状況が忠実に記載されている。 
したがって、この文献は、茶道具の比較分析においてとても有効な資料である。分析する
底本は、1972年に出版された東洋文庫シリーズ『日本の茶書 2』に収録された『青湾茶話95』
を用いる。また、昭和 13年（1938年）に大坂浅井龍章堂によって出版された『煎茶仕用集96』
も参考にして分析を行った。 
『青湾茶話』は、茶道具について中国の茶書を引用することが多い。主に唐代の『茶経』
と明代の『茶譜』、『茶疏』に基づき、当時の使用状況や作者の考えを加えて記録されている。 
まず、作者によって記録された茶道具とそれぞれの機能を整理する。その後で、中国から伝
来した茶道具の受容状況を考察する。表 4－1は、『青湾茶話』に記録された茶道具とその機
能である。 
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次に、以上の表 4－1 により注目すべき点を取り上げて茶道具の変化を考察する。 
 
1、機能転換 
ここでは、「韋鴻臚」と「注春」を取り上げて茶道具の機能転換について考察する。 
（1）韋鴻臚：『青湾茶話』では、「韋鴻臚は、風炉、囲炉を覆うべき器也。風炉を覆うを雪
表4-１：『青湾茶話』における茶道具とその機能
道具名 別称 機能
風炉 風によって周転して火を活かす道具
韋鴻臚 風炉、囲炉を覆うべき器
局版 員局 風炉の下に敷く
釜承 灰承 炉を載せる
啜香
陶文宝、茶盞（盞は小ぶり
の碗）
茶碗、湯呑と一緒
茶盆 茶盤
茶甌（瓶）、茶盞を載せて盞を洗い、すぐに箱の
中にこぼす
漉塵
茶を洗う籠。茶を中に入れ、熱水の冷めたものを
かけて洗い、茶瓶の中に入れる
紙嚢
茶を焙る器、白い厚紙で作られており、これを青
竹の夾にはさんで焙る。
夾 茶を炙る
茶夾 火を煽ぐ具
筥
烏府、菜籠、籃篾、烏楦、
籝、芘莉
ともに炭斗の名となる
降紅 火莢 ともに火筋となる
逓火 煨攪 おきかき、じゅうのう（十能）のこと
注子 雲屯、熟盂 水壺、水さしのこと
滓方 塵壺 茶かすをためおいて捨てる具
建水 水こぼし
水則 分盈 柄杓。杓にて水の分量を定め、茶を入れる
注春 雲甌、髹盒、急須 茶入のこと
支鍑 静沸、交床 釜敷
盆
茶入、香炉をのせる。煮茶の時は、茶碗をのせて
出す
漆彫秘閣 納敬 茶台、托子
受汚 茶巾
司職方 ふくさ 器物を拭くもの
札 釜を洗うもの
漉水嚢 水こし
水曹 水屋桶 水をためておく器
提局
きょう局、器局、品局、
きょう子
茶具を収めておく笥
行省 たび箪笥、茶弁当、
(注記)別称および機能は、嵐翠子(1802)などの一次資料をもとに筆者が補足したもの。
(出所)『青湾茶話』（大枝1938)に基づき、筆者作成。
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洞と云う97」と記録されている。雪洞については、『茶疏』を引用して「壁辺両炉を列べ置
く。炉は子雪洞を以て之を覆い止め、一面を開く。用いて灰塵の騰散を省く98」と説明して
いる。つまり、韋鴻臚は風炉や囲炉を被う道具であり、防塵機能があると理解できる。 
しかし、中国では韋鴻臚は「茶焙」と同じ機能を持つとの指摘もある99。「茶焙」というの
は茶葉を加熱することによって乾燥させる道具である。宋代蔡襄の『茶錄』を引用して説明
する。 
 
茶焙編竹為之，裹以蒻葉，蓋其上以收火也。隔其中以有容也。納火其下，去茶尺許，常
溫溫然，所以養茶色香味也100。 
（筆者訳：茶焙は竹で作られた。コンニャクの葉で茶葉を包んで茶焙の中に入れ、下か
ら火をつけて茶葉を乾燥させると、茶葉の色、香り、味が保存できるようになる）。 
 
また、台湾の茶文化学会の理事長である范は、宋代における茶道具の絵には「茶焙」とい
う名称をする道具が見当たらないが、機能性から判断すると、茶焙の様式は『茶具圖贊101』
における「韋鴻爐」に類似する可能性を指摘する102。「韋」というのは竹に類似する植物の
葦、「鴻爐」の発音は「焙炉」に類似しているので、転じて「韋鴻爐」という名称がつけら
れたと考えられる。すなわち、中国で茶葉を焙じる際に使われた韋鴻爐は、『青湾茶話』で
風炉の防塵道具として認識されたわけである。茶道具の機能転換の一つの例である。 
（2）注春：表で記したように、雲甌、髹盒、急須ともいう。『青湾茶話』において、注春に
ついては次のように記録されている。 
 
注春、雲甌、髹盒、急須 是れ皆、茶入を云う也。大にして半斤・一斤・二斤なども入
るべきものは、つねにおさめ置く葉茶壺なり。小さきは、葉茶のこだしをいだす壺なり。
磁器・其漆器ともに用る。茶気のもれざるを宜しとす103。 
 
簡単にいえば、注春という道具は茶入であり、茶葉を入れて保存する道具である。この点
については現在でも変わらない。「茶入」は抹茶道では欠かせない道具である。広義には抹茶
を入れるのに用いる茶器全体を指し、狭義には棗に代表される木製茶器に対して、陶磁器製
の茶器を指す104。煎茶道でも、茶葉を入れる容器は茶入と称するが、流派によって異なり、
たとえば小川流は茶入のことを「茶壺」と称する。保存を目的に茶葉を収納する大茶壺があ
り、一般的には使用のたびごとに必要量を小出しして入れておく小型のものもある105。 
ここで、「注春」と「急須」の使用について注目したい。中国での「注春」の使用につい
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ては、中国明代の茶書『茶乗106』において、「巻之一 茶具」という巻に「注春 瓷瓦壺也。
用以注茶107」。という記録がある。すなわち、注春というのは、瓷の壺で茶を注ぐためのも
のであることが明らかにされている。先行研究では「急須」という言葉は中国の茶書には見
当たらないという指摘があったが、筆者の調べによると古典の詩作にこの言葉が存在したこ
とがわかった。この点について本章の 165－166ページですでに論じた。ただし、現在の中国
と台湾茶芸においても急須という言葉が使用されないのが事実である。中国茶文化の影響を
受けて、日本独自のものとして日本で広がることが推測できる。現在でも周知の通り、茶を
注ぐ際に使用される道具である。「注春」は中国では急須と同じ機能があったが『青湾茶話』
で茶入に分類されたことと、現在お茶を注ぐものとして使われる「急須」は当時の日本で茶
入として使われたことを見ると、時代にしたがって茶道具の機能変化が見えてくる。 
 
2、茶道具の使用法の変化 
いくつかの文書に沿って、茶道具の使用法が変化した例を見てみる。『青湾茶話』の中で
は、茶を焙ることについて「焙る器、いたしよう、品々あれども、『茶経』にでしごとく、
白き厚紙を以て紙嚢を製し、これを青竹の夾にはさみて焙る。簡易にして古雅なり。これを
用ゆべし108」と記録されている。ここから、青竹の夾で紙袋を挟んで茶葉を焙るという方法
が読み取れる。『茶経』の原文には続きの段落がある。 
 
夾，以小青竹為之，長一尺二寸。令一寸有節，節已上剖之，以炙茶也。彼竹之籐，津潤
于火，假其香潔以益茶味（後略）109。 
（筆者訳：夾は、小青竹で作る。長さは一尺二寸。一寸に節があり、節の上を割り、そ
れで茶葉を焙る。火に通した竹の小枝はその香りを借りて茶の味を益す）。 
 
同箇所ではまた、紙嚢について、焙った茶葉の香を漏らさないために保存して使用するも
のと記録されている。『茶経』の原文では、夾を用いてどういう風に茶葉を焙るかが明確に
されていなかったが、上記引用した『茶経校注』の作者である沈が述べた「津潤于火，假其
香潔以益茶味」の句から判断すると、直接夾で茶葉を挟んで焙ると、竹の液が染み込んで茶
の味がよりよくなると解釈できる。この点は、夾で紙袋を挟んで茶葉を焙る日本の作法と異
なっている。 
このように変化した理由は次のように考えられる。『茶経』が書かれた時期は、中国唐代
の 760－775年間と推測される。当時、茶葉を製造する技術は未熟であったため、上質の茶葉
ではなく、たくさんの物質が含まれた「茶餅」（茶葉のかたまり）が主流であった。すなわ
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ち、お茶を飲む前に茶葉を焙って水分を取るのが主流の作法であり、茶葉は塊になっていた
ので夾で直接挟んで焙る作法になったと考えられる。他方で『青湾茶話』の成立時期は 1756
年で、中国の清代であった。その時までに茶葉の製造技術はかなり進歩し、茶葉は「散茶」
の形になっていた。そのため、茶葉を焙るときに袋に入れる必要があったと思われる。同時
期までに「紙嚢」も、もともと茶葉を保存するための道具であったものが焙る道具に転化し
たと考えられる。このように紙嚢は、茶道具の使用法が変化した例と言えるだろう。 
『青湾茶話』から 50 年ほど遅れて出版された『煎茶早指南』110を参照すると、さらに茶を
焙る道具の変化を明らかにできる。『煎茶早指南』の作者である柳下亭嵐翠はもともと抹茶
家だったらしく、のちに煎茶に転向した経緯があったようである。『煎茶早指南』は程度の
高い教養を持つ人に向けられたものではなく、一般的に煎茶を好む者を対象にして平易に書
かれ、実用性が高い煎茶書である。当時の状況を忠実に反映しており、作法、茶道具などを
記録する資料として取り上げる。以下では、『煎茶早指南』の中の図を用いて、茶道具を説
明する。 
「瓢製茶焙」という道具がある。「高翁、ひさごを用いて、ひしゃくを作り用いられしゆ
え、今煎茶家に是を得て、ひしゃくにせんとあらそいもとむ。兄翁は、転じて茶ほうじをつ
くり用いらる。其の製、ひさごの両方をきり、片一方に紙をはりて用ゆ。」111と書かれてい
る。昔は瓢を用いて柄杓を作ったが、『煎茶早指南』の時代になると、転じて茶焙じを作る
ようになったことがわかる。そして片方に紙を貼るという作り方は現在使用される茶焙じに
近いと思われる。『煎茶早指南』に見る茶焙じ（図 4-57）と現在煎茶道の番茶点前に使用す
る茶焙じ（図 4-58）を参照すると、同じ原理で作られたものということがわかる。 
         
図 4-57：『煎茶早指南』の茶焙じ112 図 4-58：現在の煎茶道の茶焙じの 1例113 
 
以上、同じ機能を果たす道具の変化を考察した。 
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茶道具の形の変化 
次に茶道具の形が変化したものとして、「茶盆」を取り上げて考察する。まず、『青湾茶話』
の中の茶盆についての段落を引用する。 
 
今、世上。茶盆と名づけ、長き箱を作り、漆にてぬり、中に簀板を入れて、茶甌（瓶）・
茶盞をのせて盞を洗い、すぐに箱の中に飜す。残滴又しかす。簡易の器なり。此の製もろ
こしにもあり。これにより作り出せるが『三才図会』器用十二巻、「茶盤は、木を以て盤と
為し、加うるに趺を以てす。而して其の内外を髹、中に六孔有り以て盞を盛る。即ち『周
礼』考工氏、舟の遺制也（中略）此の製、今世上多く用ゆれども、其の形雅ならず。余新
たに製す114。 
 
以上の引用によると 2 つのことがわかる。第 1に、「茶盆」と「茶盤」は同じものと認識さ
れる。第 2に、中国の茶盤に対する批判である。引用中の『三才図会』は中国明代の書物で
ある。その中に記録されている茶盤に対し、大枝流芳はその形は優れないと評価して、『青湾
茶話』の中では新たに製作された茶盤を勧めた。図を参照すると、中国明代の茶盤と日本で
製作された茶盤の違いがわかる。図 4-59は『三才図絵』に記録された茶盤で、図 4-60は日
本で製作されたものである。同じ機能であるがより優れた形になったのである。 
          
 図 4-59：『三才図絵』の茶盤115  図 4-60：大枝が勧めた茶盤116 
 
 しかしながら、このような茶盤は現在の抹茶道や煎茶道では使用されない。抹茶道には盆
略点前や千歳盆などの点前があり、煎茶道でもお盆を用いて点前をするが、いずれも孔がつ
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いた茶盆を使用しない。 
前に引用した通り、『青湾茶話』の中の「茶盆」は、急須、湯呑を茶盆の中の簀板（竹や板
で作った台）にのせて清め、そのまま使ったお湯や水を捨てる道具であると記録されている。
いわば建水と同じ機能である。しかし、現在の抹茶道と煎茶道においては、お盆の使用の有
無を問わず、茶碗に水やお湯を入れて清め、使用した水やお湯は横にある建水に捨てるのが
普通の作法である。ここで、『煎茶早指南』を見れば、1750 年代に孔があるものとして使わ
れた茶盆は、1800年代になると孔がないものを使用することになったことがわかる。つまり、
現代において使用されているお盆とほぼ一緒になっている（図 4-61参照）。 
 
図 4-61『煎茶早指南』に見る「茶盤」117 
  
日本ではお盆で茶道具を清めてそのまま水を捨てる作法がないのに対し、中国では現在で
も『三才図絵』に記録されたような茶盆が使用されている。特に福建、広東などの南部地域
に流行し、台湾茶文化に影響を与えた工夫茶法はその代表例である。 
茶盆は伝統工夫茶法に欠かせない道具の一つである。中国、台湾では茶盆のことを「茶盤」、
「茶船」、「茶海」などともいう。機能は『青湾茶話』に記録されたものと同じであり、形も
類似しており、図 4-62 の竹製茶盤のとおりである。図 4-63は、異なる素材（石）と形の茶
盤である。 
       
 図 4-62：工夫茶法の茶盤（竹）118    図 4-63：工夫茶法の茶盤（石）119 
  
以上の 2種類以外にも、茶盤には素材、形によってさまざまな様式があるが、二重構造で
あって、茶道具を載せ、清めるという特徴は共通している。伝統工夫茶法に必要とされる道
具であるが、現代茶芸では建水を使用することによって、茶盤を使用しない場合もある。そ
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の経緯はまた後ほど論じる。 
 
『青灣茶會圖録120』より 
幕末から明治維新にかけては、文人を初め革新的な喫茶趣味として煎茶が意識されるよう
になった。その先頭にいたのが、頼山陽や田能村竹田という有名な歴史家や文人画家たちだ
った。今日の煎茶席に文人趣味が色濃く見られる点に、彼らの貢献を見逃すことができない。 
 江戸時代の後半から、煎茶は京都を中心に文人、学者、上層町人など広範な人々に愛され
るようになった。後世とりわけ話題になった大茶会、田能村直入のよびかけで始まった「青
湾茶会」は文久 2年（1862 年）4月のことであった。青湾、つまり大坂湾に臨む淀川の下流
域で行われた茶会は、幕末の最大規模の煎茶会と思われる。三日間で 7席を各所に設け、茶
器や文房具や名品を揃え、およそ 1200人の人々が集まったと記載されている。絵を通して茶
会を記録した『青灣茶會圖録』を分析することは、当時の煎茶風景を理解する 1つの有効な
手段であると考えられる。『青灣茶會圖録』は「天、地、人」三部にわかれており、合計 18
場の茶席が記載されている。以下その 18場の茶席の道具について分析する。その結果を一つ
の基準として、後世の煎茶道具と比較する。 
青湾茶会の設けた 18 場の茶会でそれぞれ使用された道具を羅列して統計をとる。18 場の
茶会に 2場以上（2場も含む）使用された道具が 70項見られる。他に、茶会によってそれぞ
れ使用された場合とされなかった場合があって共通していない道具が 53項見られる。統計結
果（表 4-2）について以下のように分析することができる。 
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本統計表で 18場の茶会の道具を網羅し、使用率の高い、つまり共通性の高い道具から共通
性が低い道具まで 70項の道具を示す。 
18場の茶会ですべて記載された道具は椀（湯呑み）である。つまり椀の共通性が一番高い
と考えられる。17場で記載された道具は茶銚のみである。茶銚を使用していなかった茶席は
『青灣茶會圖録 地』の「第七風生副席隨意社」である。本茶席の説明文には「此席専供桂
枝酒。有乞茶者供之。唯隨其意（後略）121」と記載されている。本茶席は副席でお酒を提供
することが中心であり、つまり本格的な茶席ではなかった。それ以外の 17場の茶席に使用さ
れたものは、椀と同じようにお茶を喫するために絶対欠かせない道具と理解してもよいであ
ろう。17以下、16場に共通する道具は 6項、15場に共通する道具は 6項、14 場に共通する
道具は涼炉のみであるが、涼炉と炉（共通４場）は合わせて 16場で使用されているため、炉
の種類は 16 場に共通するとも言える。12 場に共通する道具は 4 項である。ここまで道具数
は平均して一定数があるが、10場に共通する道具は 1項しかなかった。その後、10場未満で
共通性が低い道具の数はまた増えていく結果となっている。すなわち、総合的に見ると道具
の共通性と道具の数は Vの形になっている。10場茶会に共通する道具の「帳」を一つの区切
りとして、「帳」までの道具は主要道具、いわゆる基礎道具と認識しても妥当であろう。 
次に、この 20項の主要道具について、『青灣茶會圖録』に掲載された名称と流派、時代に
表4-2：『青灣茶會圖録』における茶道具
道具名 登場延べ回数 別称
椀 18 磁盌、茶鐘、茶碗、湯呑み
茶銚 17 茶瓶
湯鑵 16 湯瓶、急須、急尾
茶 16 茶葉のこと
茶心壺 16 葉茶器、茶心壺、茶壺、茶入れ
托子 16 托子、茶托、茶台、納敬、飛閣、茶槖
茶合 16 仙媒、茶則
席 16
茗盆 15 茶盤、点盆
烏府（附火箸、羽箒） 15 炭取り、炭斗、筥
滓盂（落葉甒） 15 茶骨入（建水）
煙盆 15 莨盆、煙草盆
花缾、菓子器 各15
菓子器 15
凉爐 14
水注 12 水滴
香爐、香、机、帳 各12
(注記)登場延べ回数とは、全18席のうち登場した延べ回数を記録したもの。別称は、嵐翠子
(1802)などの一次資料をもとに筆者が補足した。
(出所)田能村(1863)を参照しながら筆者作成。
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よってその別称を整理する。まず、その中の「滓盂」について説明する。滓盂という呼び方
は現在でも存在し、茶骨入とも称される。茶を入れた後に残された茶葉の捨て場である。建
水とは別なものとして使用される。 
建水という名称は『青灣茶會圖録』には記載されていなかった。しかしながら、「建水 是
は水こぼし也。無くてはかなわぬ器なり」と、前述の宝暦 6年（1756年）に初刊された『青
湾茶話』にあるように、不可欠なものと思われる122。また、享和 2年（1802年）に刊行され
た『煎茶早指南』の茶席絵にも、建水と表記されている蓋なしの瓶が見られる123。以上 2 つ
の情報によると、建水は重要な道具であって水こぼしとも称されており、その使用は煎茶の
初期に遡ることができる。そうすると『青灣茶會圖録』に建水や水こぼしという名称が見当
たらないことは疑問であろう。 
但し、滓盂が「落葉甒」であることは説明文に記載されている。「落葉甒」の言葉につい
て 1931年に日本殖民時期の台湾で刊行された雑誌『無影樹』には、当時の煎茶道具に言及し
て「落葉壺 建水の事にて形種々あり124」と書かれてある。「甒」の意味については、日本
語の辞書に見当たらないが、中国語辞典『辭海』では「甒 酒器 瓦甒 酒器 禮 禮器：
「君尊瓦甒」注：瓦甒五斗」とされ、甒は酒器で容器の 1種類とも言える。図 4－64から判
断すると提梁のない瓶のような容器である。 
『青灣茶會圖録 天』における「第四席発汗」の絵を参照すると、茶席の道具記に「滓盂 
純錫帯環落葉甒」とある。図 4-65の右下にある道具である。「落葉甒」と「落葉壺」は同じ
ような機能の道具と考えられる。『青灣茶會圖録』において、茶席では滓盂と建水は特に区
分されてない。 
            
図 4-64：『辭海』より甒の例   図 4-65：滓盂（右下）125 
 
もう 1つ注目したいのは、共通性の高い「煙盆」について、ほかの文献には同じような言
葉が見当たらない点である。『青灣茶會圖録 人』の「第二席松下園」を例として分析する。
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道具記に記載された形と説明文によると「煙盆 櫪。提梁式。附宣徳銅火爐。青竹唾壺126」
とある。唾壺は、大辞泉では「つばを吐き入れるつぼ。たんつぼ。タバコ盆の灰吹き」であ
る。日本国語大辞典にも同じような解釈がある。図 4-66右下が、提梁が付いた道具である。 
 
図 4-66：『青灣茶會圖録 人』「第二席松下園」の煙盆127 
  
現在、茶道によく見られる抹茶道具の莨盆（煙草盆とも称する）を参照すると非常に類似
した。図 4－67参照。ほかに提梁がないタイプでもよく見られる。図 4－68参照。 
   
図 4-67：現代の煙草盆第 1例       図 4－68：現代茶席の煙草盆第 2 例 
（2013）©柯一薰             （2013）©柯一薰 
       
莨盆は「灰入れと灰吹き」がセットになったものであり、煙盆と莨盆は同じものと認識で
きる。煙盆は当時の煎茶席の主要道具の一つと言えるが、現在の煎茶席では実用目的より飾
りの目的が強くなっている。抹茶道の薄茶席にも煙草盆は不可欠のものである。飾りの目的
以外には、煙草盆の置く位置によって正客の位置の合図にもなる。 
 
『煎茶清玩規128』より 
花月菴流は江戸時代末期に田中鶴翁によって起こされた煎茶道の流派である。当初の名称
は「清風流」であったが、後に現在の名称に改定された。煎茶道流派としては小川流と並ん
で最も古い流派であり、「宗匠茶」の代表格とされる。初代家元は、天明 2 年（1782 年）、
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大坂の造酒屋の子として生まれ、幼名を「亀之助」といった。16歳で家督相続し、字を「新
右衛門」と改めた。家業の傍ら趣味を広げ、萬福寺との縁もあったことから煎茶に興味を持
つようになった。やがて、屋敷内に茶亭「花月菴」を作り、庭に陸羽、廬同、売茶翁の石像
を祀るなど文人趣味に沈溺し、その傾倒ぶりが公家や武家にも知られるほどとなり、天保 9
年（1838年）9月、時の一条家当主から「煎茶家元」の揮毫を賜った。その後も諸芸の鍛錬
に務め、晩年「花月菴鶴翁」と号し、門人の育成に務め、稽古場及び弟子達を「清風社中」
と称した。この流派は一条家から揮毫をもらった 1838年頃は流派発祥の時期とした。煎茶道
では最も古い流派の 1つとして、その後独立した弟子が作った分流も多く、「黄檗花月流」「黄
檗売茶流」「習軒流」「松風清社」「煎茶道学会」「風韵社流」など多数にのぼる。点前は、江
戸時代の雰囲気を残したかなり古風な物である。 
坂田圭蔵による『煎茶清玩規』は大正 6（1917年）年に刊行されたもので、花月菴流の方
式による配列が見られる。同書物は初心者のために作られたものなので基礎的な煎茶道具し
か取り上げられなかった。茶道具については煎茶の始祖と言われる売茶翁遺品の模造品、花
月菴流の道具は売茶翁遺品の所伝に従うものであった。また、初代家元の鶴翁の好みの道具
も用いられた。同書には煎茶始祖売茶翁が追求した茶風景が保存されており、儀式化された
道具、配置なども詳細に載せられている。煎茶の成立以来、自由な形から儀式に転換する過
程を理解するためには重要な資料である。 
『煎茶清玩規』には 18 枚の茶席の図が掲載されている。そこでは茶道具は茶器品目、水屋
用品、棚類品目という 3種類に整理されているが、初心者向きの基礎道具しか掲載していな
いため、文房席、花飾り、炭飾りなどは省略されている（表 4-3）。 
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次に『煎茶清玩規』と『青灣茶會圖録』における使用道具を対照的に整理すると表 4-4と
なる。 
 
 
 
 
 
 
表4-3：『煎茶清玩規』に表れる茶道具
茶器品目
架（茶棚） 凉爐（焜爐） 爐板（爐座）
風爐（灰炉） 急須（急尾） 水滴（水注）
葉茶器（茶心壺） 仙媒（茶合） 絹拭（袱紗）
磁盌（茶鐘） 托子（茶槖） 茶盤（茗盆）
茶筴（茶箸） 箸缾（箸立） 茶巾盒（巾筒）
茶巾 布巾（盆巾） 納汚（建水）
滓盂（茶骨入） 瓶洗（洗滌瓶） 烏府（炭斗）
爐扇 火筋（火箸） 瓶床（瓶敷）
瓶臺（瓶盆） 茶具褥 旗棹（臺）
香爐 清風帘（茶旗） 竹爐
火斗 次水指
水屋用品
水屋棚 炭司 急須箒
茶葉上口 帳 裳（半裳）
菓子器 干菓子盆 菓筴
線香 瓢杓
四方棚（売茶翁所好） 綾瀬棚（鶴翁所好） 夕顔棚（一窓翁所好）
貴人棚（鶴翁所好） 松風棚（花月菴一窓所好） 長板（鶴翁所好）
竺庵棚（鶴翁所用） 東雲棚（一窓翁所好）
竹筏（鶴翁所好） 杭州棚（唐物　鶴翁所用）
（出所）坂田(1917)を参照して筆者作成。
棚類品目
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表4-4：使用道具の比較
『煎茶清玩規』
道具名 登場延べ回数 道具名
椀 18 磁盌（茶鐘）
茶銚 17
湯鑵 16 急須（急尾）
茶心壺 16 葉茶器（茶心壺）
托子 16 托子（茶槖）
茶合 16 仙媒（茶合）
茶、席 各16
茗盆 15 茶盤（茗盆）
烏府（附火箸、羽箒） 15 烏府（炭斗）、火筋（火箸）
滓盂（落葉甒） 15 滓盂（茶骨入）、納汚（建水）
煙盆、花缾 各15
菓子器 15 菓子器（水屋用品）
凉爐 14 凉爐（焜爐）
水注 12 水滴（水注）
香爐 12 香爐
香 12 線香（水屋用品）
机 12
帳 10
巾筒、幅 各9
香盒、硯、墨、額 各8
筆、筆架、墨床、書 各7
爐座 6 爐板（爐座）
副水注 6 次水指
袱紗 6 絹拭（袱紗）
茶架 6 架（茶棚）
旗 6 清風帘（茶旗）
小缾、副槖 各6
爐屏、副椀、琴、盆栽 各5
爐 4 風爐（灰炉）
桌、鎮紙、幔、榻 各4
器局、副湯鑵、菓盆、筆
筒、水滴、詩箋、曲欄、
簾、菓籃
各3
副茶心壺、牌匾、菓籃、書
架、水缾、聯、小鐘、如
意、拂子、珠数、大机、盖
座、笠、短籍、筆洗、副
盆、香盆
各2
共通なし
茶筴（茶箸）、茶巾、爐扇、瓶臺（瓶
盆）、火斗、箸缾（箸立）、布巾布巾（盆
巾）、瓶洗（洗滌瓶）、瓶床（瓶敷）、旗
棹（臺）、竹
(出所)田能村(1863)を筆者作成。
『青灣茶會圖録』
(注記)『青灣茶會圖録』の茶道具については、全18席のうち登場した延べ回数を記録し
た。『煎茶清玩規』でも登場する道具がある場合はその内容を、無い場合は空欄とした。
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以上の比較の結果、『煎茶清玩規』の道具は主に 3つのグループに分けることができる。
第 1のグループは『青灣茶會圖録』において共通性の高い道具とほぼ重なる。そのうち、「茶
銚、茶、煙盆、花缾」の四項は『青灣茶會圖録』では使用され、『煎茶清玩規』には記載さ
れていない道具である。ここで茶とは茶葉のことを指す。茶席に茶葉がないことは考えられ
ないので「茶」が道具列から外されたという解釈は妥当である。花缾は飾りの項目に属する
ため、同じように茶道具から外されたと考えられる。煙盆は前述したように現代茶道におい
ても必要とされる道具ではないし、煎茶道でもほとんどみられない。この 2つの書物の間の
およそ百年間に、煙盆の使用の変化が見られたようである。 
注目したいのは茶銚である。茶銚は急須、茶瓶とも呼ばれる。機能は急須と一緒で急須の
一種類とも言える。取っ手について区分すると、横手急須と後手急須があり、提梁式もある。
前表で整理したように『青灣茶會圖録』に載せられた「湯鑵」には各種形の急須が見られる
が「茶銚」はすべて後手式となっている。 
3つの例をあげて説明する。まず、『青灣茶會圖録 地』「第五席肌清」に「湯鑵 紫泥。
提梁式。茶銚 烏泥一雙。姑蘇留珮製。雕七言一句。各以湘竹籃。承之129」（湯鑵は提梁式
である。茶銚はペアであり、別々に湘竹の籠に置かれた）とある。以下の図を 4－69参照さ
れたい。 
 
 図 4-69：湯鑵の第 1例130 
  
第 2 の例は、『青灣茶會圖録 地』の「第五副席紅易社」（図 4-70）における例であり、
「湯鑵 砂瓶急須式。清六造。先師竹田居士舊藏。茶銚 赤泥一雙 逸公造131」とされる。
すなわち、湯鑵は急須式で、茶銚は赤泥で作られたペアである。 
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 図 4-70：湯鑵の第２例132 
  
一番左の炉の上においてあるのが急須式の湯鑵であり、右の棚にペアとなっているのが茶
銚である。 
 第 3の例として『煎茶清玩規』の「貴人棚」を取り上げる。（図 4－71参照）同茶席では、
すべての急須は横手式である。結論として、湯鑵は各種類の急須に対応できるが、茶銚は主
に後手式を指すことがわかる。流派にかかわらず茶銚は現在でも重要な道具であるが、『煎
茶清玩規』で茶銚が使用されなかったのは 1つの特徴であると言える。 
 
 図 4-71：貴人棚133 
  
第 2のグループは、すべて『青灣茶會圖録』で６場の茶席に共通する道具と重なっている。
第 1グループと第二グループの間、つまり『煎茶清玩規』にはない道具はほぼ文房席の品物
で、前述したように『煎茶清玩規』は「お茶を喫する道具」のみが掲載される。 
このような比較から、ここまでで 2つのポイントが見えてくる。1つ目は『青灣茶會圖録』
では明確に道具の属性が区別されていない点である。すなわち、属性を問わず 1つの茶席に
使用された品物はすべて「茶道具」として記録されている。それに対して『煎茶清玩規』で
は「茶器品目」が明確にされている。2つ目は、2つのグループに分けられて昔から伝来した
さまざまな道具について、基礎道具の範囲を絞ることが可能であり、そのうち主要道具とそ
うでない道具の区別ができる。 
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第 3のグループの品物は、流派によって異なる道具を使用する可能性があり、時代によっ
て新しい道具が創出された可能性もあるものである。第 3グループとして、『青灣茶會圖録』
に記載されていない道具のうち、竹爐と同じ名称ではないが似たような機能の道具として、
『青灣茶會圖録 人』に属する室外茶席「第四席洗心堂」（図 4-72）の共通性なしの道具に
見られる「爐室」というものがある。 
 
 図 4-72：爐室134 
  
同茶席の道具記には「爐室 大明籐。提梁式135」と書かれており、これは画面の真ん中、
提梁式湯鑵が置かれている提梁式の道具を指す。その形と『煎茶清玩規』に「竹爐」とタイ
トルされた図を比較すると、似たような機能と形の道具であることがわかる（図 4-73参照）。 
 
 図 4-73：竹爐136 
  
最後に、もう 1つ考えるべきは「茶巾」である。茶巾は道具を清める道具で、『煎茶清玩
規』では茶器として記載されているが、『青灣茶會圖録』では茶巾というものが記載されて
いない。しかし、半分の茶席に「巾筒」が使用されることは明らかである。巾筒というのは
茶巾を入れるものであり、茶巾を使用せずに巾筒だけを使用することは合理的ではないと思
われる。また、茶器を清める機能を持った袱紗の使用が見られるため、道具を清める手前が
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存在していたことが確信できる。ここから自然な推論として、茶巾が使用される可能性はあ
ったが道具記に記載されなかったと考えられる。道具記は、道具の形、特徴、歴史などに注
目するため、茶巾のような消耗品は特に記載されていなかった可能性が高いだろう。 
以上、茶書の分析を通じて中国茶文化の日本茶文化への変遷と影響を論じた。 
 
文末資料 4－A 
『茶器図解』による『茶経』の茶道具 
            
        
１、風炉         ２、筥       ３、炭檛 
    
４、火筴  5、鍑         6、交床       7、夾  
    
8、紙囊        9、碾、        拂末 
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10、羅合          11、則        12、水方 
   
13、漉水嚢        14、瓢         15、竹夾 
    
16、鹺簋、掲       17、熟盂       18、盌 
      
19、畚         20、札         21、滌方 
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22、滓方       23、巾 
  
24、具列                        25、都籃 
                                                   
1 『茶経』の底本は陸羽『茶経』沈冬梅（編）『茶経校注』、中国農業出版社、2006年を採用
する。また、成春庵松濤「茶就中煎茶に就て」を参照した。「茶就中煎茶に就て」『無影樹』、
1931年 11月 10日。 
2 『茶経』の中で、この 2つの道具は 1つの項目として書かれた。 
3 中谷美風へのインタビュー及び煎茶堂美風流呈茶式、（題『茶経』の茶）2013年 9月 13日、
野村美術館。 
4 春田永年『茶器圖解』、国立国会図書館蔵、出版年不詳。 
5 陸羽『茶経』沈冬梅（編）『茶経校注』、中国農業出版社、2006年、24ページ。 
6 沈の考察によると、唐代「一升」は約 600ml（陸羽『茶経』沈冬梅編、前掲『茶経校注』、
40ページ）。 
7 天福茶博物院展示。 
8 陸羽『茶経』沈冬梅（編）、前掲『茶経校注』、22ページ。 
9 同上、30ページ。 
10 滕軍『中日茶文化交流史』、人民出版社、2004年、158－159ページ。 
11 能阿弥ほか『君台観左右帳記』（群書類従本）、1476年（書写された年）。 
12 同上。 
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13 当山荘の地は、いまからおよそ 900年前に関白藤原基房が松殿という別業を営んだところ
である。高谷はその地を買い求め、松殿山荘を自ら作った。 
14王雲五（編）『燕几圖 茶具圖贊』臺灣商務印書館、1966年(国立台湾図書館蔵)。その中に
「燕几圖」と「茶具圖贊」の 2つの作が収録されている。 
15 茅一相『茶具圖贊』王雲五（編）『燕几圖 茶具圖贊』、臺灣商務印書館、1966 年、5－27
ページ。 
16 現代中国語では「湯瓶」という。 
17 春田永年、前掲『茶器圖解』。 
18 紫藤廬茶藝館テーマ茶会「宋代復元茶會」、2012年 5月 16日、紫藤廬茶藝館。紫藤廬茶藝
館のオーナーの周渝により宋代茶道具復元作業を行われた。 
19 蔡襄『茶録』鄭培凱・朱自振（主編）『中國歷代茶書匯編 校注本上』、 商務印書館、2007
年、78ページ。 
20 「色紫」の解釈について青木の考察を参照した。「紫（焦茶色）」（青木正児『中華茶書』、
春秋社、1962年、121ページ）。 
21 趙佶『大観茶論』鄭培凱・朱自振（主編）、前掲『中國歷代茶書匯編 校注本上』、103－
110ページ収録。 
22 同上、105ページ。 
23 井口海仙・末宗廣・永島福太郎（監修）『原色茶道大辞典』、淡交社、1975年、643ページ。 
24 廖寶秀『宋代喫茶法與茶器之研究』、國立故宮博物院、1996年、85ページ。 
25 普段の茶杓の節は茶杓の中段にあるのに対し、節は茶杓の元にあるタイプの茶杓という。
茶杓の種類の 1つである。 
26 当博物院で「宋代喫茶法」というタイトルをつけたが、内容が宋代の喫茶法を忠実に再現
しているかどうかは議論する必要がある。混乱を生じさせないように、本稿では「宋代喫茶
法実演」という表記を採用した。 
27 李莫森（編）『咏茶詩詞曲賦』、上海社會科學院出版社、2006年、85ページ。 
28 同上、86ページ。 
29 同上、88ページ。 
30 同上、350ページ。 
31 唐圭璋（編）『全宋詞』、明倫出版社、1973年、2770ページ。 
32 同上、2851－2852ページ。 
33 「一銭匕」の解釈について高橋の考察を参照した。一杯の茶盞に用いる抹茶の量である。
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「銭匕」という言葉は、方寸匕、刀圭と並び、粉末の薬物の量を記する単位とした。従来、
銅銭一枚を匙として用いたもの、もしくは一銭の重さを乗せる匙と解されているが、これは
銭五匕という単位の略であると思われる（高橋「宋代の点茶をめぐって」高橋（編）2000、
68ページ）。本稿では「茶の一勺」を訳した。 
34 蔡襄『茶録』鄭培凱・朱自振（主編）、前掲『中國歷代茶書匯編 校注本上』、78ページ。 
35 同上、78ページ。 
36 趙佶『大観茶論』鄭培凱・朱自振（主編）、前掲『中國歷代茶書匯編 校注本上』、105 ペ
ージ。 
37 同上、105ページ。 
38「茶必冰矣」の解釈について曖昧である。青木はこの点について「氷るとは、末茶が固ま
ることか。未詳」（青木 1962、137ページ）と述べた。筆者は文脈から「茶を冷ます」と解釈
した。 
39 青木正児『中華茶書』、春秋社、1962年、13－14ページ参照。 
40 趙佶『大観茶論』鄭培凱・朱自振（主編）、前掲『中國歷代茶書匯編 校注本上』、106 ペ
ージ。 
41 青木、前掲『中華茶書』140ページ。 
42 茶を点てることによって技術を勝負する遊びである。 
43 廖、前掲『宋代喫茶法與茶器之研究』、89ページ。 
44 遼 盤式風爐 進茶圖：河北宣化下八里遼五號墓後室西南壁壁畫（廖、前掲『宋代喫茶法與
茶器之研究』、252ページ）。 
45 北宋 宋徽宗 文會圖（一部）：國立故宮博物院蔵（廖、前掲『宋代喫茶法與茶器之研究』、
253ページ）。 
46 傳宋徽宗 烹茶備酒 十八學士圖卷（一部）：國立故宮博物院蔵（廖、前掲『宋代喫茶法與
茶器之研究』、256ページ）。 
47 『茶録』により、茶が少なく湯が多いと雲脚が散り、湯が少なく茶が多いと粥面が集まる。 
48 朱権『茶譜』鄭培凱・朱自振（主編）、前掲『中國歷代茶書彙編 校注本上』、173－177 ペ
ージ収録。 
49 同上、174ページ。 
50 東君も同じような指摘をしている（東君 1998、382ページ）。 
51 朱権『茶譜』鄭培凱・朱自振（主編）、前掲『中國歷代茶書彙編 校注本上』、174ページ。 
52 同上、175－176ページ。 
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第 5章 中国における茶芸作法 
 
 本章および第 6章、第 7章は作法を中心とする一連の考察である。本章では中国における
茶芸作法を中心として論述を展開していく。第 6章では伝統工夫茶を継承した台湾茶芸の形
成背景を明らかにし、伝統工夫茶から変化してきた現代台湾茶芸作法を分析する。第 7章で
は日本の茶道と煎茶道の作法分析、および茶芸と茶道の総合比較を行う。その中で「工夫茶」
という喫茶法に重点を置く。中国福建を起源とした工夫茶の喫茶法は台湾茶芸の基礎となり、
日本の煎茶道への影響関係もある。 
本章の第 1節では工夫茶の起源に関する歴史的考察する上で、伝統工夫茶の作法を簡略に
述べる。そして、台湾に伝わった状況と日本煎茶道との関連性について考察する。さらに、
福建地域における喫茶法の現状とその変化への考察を行う。第 2節では、福建、広東以外の
漢民族生活圏の地域の喫茶習慣について、茶館の歴史の考察と現地調査の結果から明らかに
する。第 3節では現地調査の成果を踏まえて、テキストを用いて茶芸作法をまとめる。 
 
第 1節 工夫茶に関する考察 
 
まず「工夫茶」という茶の作法を、中国における茶の作法の背景として提示する。工夫茶
喫茶法の起源は中国福建とされる。福建と広東中心とする地域で主流の喫茶法であり、台湾
茶芸との融和、交流を経て、現在は漢民族の喫茶法の中で最も普及している喫茶法である。
本稿では、工夫茶喫茶法を略して「工夫茶」とする。先行研究にかんして、小川後楽は煎茶
道と工夫茶との関連性について、現在の茶研究では研究不足だと指摘した1。そこで、工夫茶
の歴史について明らかにする上で、工夫茶と茶芸、煎茶道との関係についての論述を展開し
ていく。 
まず、福建の茶文化背景を簡単に述べる。中国福建省は略称を「閩」と称する2。北部は「閩
北」、南部は「閩南」と呼ばれる。前述したように、福建の地理の関係で昔から台湾と深く
繋がりがあったという。台湾の人の祖先は福建からの移住者が多いため、福建伝統の喫茶法
は台湾に伝わって、台湾茶芸の根源になった。福建伝統の喫茶法は工夫茶と呼ばれる。そし
て工夫茶の作法は煎茶道の作法と類似する点が多く見られる。 
福建省は昔から茶の生産として有名な地域であった。福建における茶の栽培に関する最も
古い文献は唐代の茶書の『茶経』であった。『茶経』の「八之出」には「嶺南生福州、建州、
韶州、象州。（中略）徃徃得之‚其味極佳3」（筆者訳：嶺南は福州、建州、韶州、象州が含
まれた地域で、よく茶を採れることができ、その味は非常に優れている）という記載があっ
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た。福州は現在福建省閩侯県の辺り、建州は建甌県の辺りである。両地域は福建省に属して
いる。 
張天福の考察によると、「茶の味が優れている」という点から考えると、長い時間をかけ
て栽培と製造の研究を重ねた成果と考えられる。つまり、おそらく福建における茶の生産は
文献が記載された唐代より以前のことであったと考えられる4。主に緑茶、烏龍茶、紅茶、白
茶の 4種類が製造された。緑茶は伝統的な「蒸青」製造法から明代（1368年頃）になると「炒
青」製造法に変化した。現在、日本における緑茶製造法の蒸熱という手順は「蒸青」のこと
を示す。16世紀中葉から茶を花で燻製する製造法が現れてきた。福建の緑茶はこのような加
工法が主流であった。清代の 1861年頃に福建においてジャスミン緑茶が大量生産され、国内
だけではなく海外にも輸出されるようになった。 
烏龍茶の製造について、『安溪5縣誌』6によると 16世紀末、17世紀初期頃に安溪に烏龍茶
の製造法が創出され、その製造法が福建の北部に伝わって、その後台湾に伝わった。安溪の
鉄観音、黄金桂、武夷水仙、肉桂などは烏龍茶の中では上等な種類である。紅茶の製造は 18
世紀末に現れ、白琳工夫、坦洋工夫、政和工夫、正山小種などは福建の代表的な紅茶種類で
ある。白茶の製造は近代から始まったといわれる。歴史は短いが、保健の観念が普及すると
ともに白茶の製造が盛んになってきた7。福建地域は台湾と深く繋がりがありながら、古い茶
の歴史を持ち、現在でも茶樹の種類と茶の生産量は全国で 1、2位の位置に占め、多彩な茶文
化が存在している地域である。そのため、茶を論じるときには福建を論じなければならない
のである。 
工夫茶に関する確実の史料について 1792年に出版された『隨園食單』に遡ることができる。
作者は袁枚という人物である。福建の武夷山にある寺で招待されたときに出された道具は工
夫茶の最初の形と思われる。『隨園食單』「酒菜單」の中に、次のような記載があった。 
 
杯小如胡桃,壺小如香櫞,每斟無一兩。上口不忍遽咽,先嗅其香,再試其味,（後略）8。 
（筆者訳：茶杯の大きさはクルミのよう、壺の大きさは仏手柑9のようである。毎回注い
だ茶の量は一両に足らず、まず香りを嗅いで、その後に味を試す）というふうに記録され
た。 
 
小型の茶壺（急須）と茶杯（湯飲み）を使用するのは工夫茶法の特徴である。ただし、ク
ルミの大きさである茶杯は珍しいと思われる。茶の量は「一両に足らず」をみると、一両は
37.5 グラム、容積で計算すると 39ml である。直径 4.5 センチ、高さ 2 センチの茶杯に相当
の量である。茶杯が小さくて茶の量は少ないということと、飲む前に先に香りを嗅ぐという
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作法からみると、工夫茶に非常に類似する。 
また、1801 年に書かれた『夢厂雜著』に「潮嘉風月・工夫茶」という言葉が見かけられ、
工夫茶の道具と作法について詳細に記録されている。作者は俞蛟という人物である。 
 
工夫茶，烹治之法，本諸陸羽《茶經》，而器具更為精緻。爐形如截筒，高約一尺二三寸，
以細白泥為之。壺出宜興窯者最佳，圓體扁腹，努咀曲柄，大者可受半升許。杯盤則花瓷居
多，內外寫山水人物，極工致，類非近代物。然無款志，制自何年，不能考也。爐及壺、盤
各一，惟杯之數，則視客之多寡。杯小而盤如滿月。此外尚有瓦鐺、棕墊、紙扇、竹夾，制
皆樸雅。壺、盤與杯，舊而佳者，貴如拱璧，尋常舟中不易得也。先將泉水貯鐺，用細炭煎
至初沸，投閩茶於壺內沖之；蓋定，複遍澆其上；然後斟而細呷之，氣味芳烈，較嚼梅花更
為清絕，非拇戰轟飲者得領其風味（中略）今舟中所尚者，惟武夷10 。 
 
以上を整理すると道具の使用は次のようにまとめられる。 
 
（1）茶爐：（現在煎茶道に使う涼炉に近い。）高さは一尺二三寸（33～36 センチ）。白泥
を素材にする。 
（2）茶壺：宜興（地名）産がよい。胴部は丸くて、口が曲がっている。 
（3）茶杯：（湯呑）花瓷を素材とすることが多い。表に山水画が描いている。茶杯の数はお
客に合わせて用意する。 
（4）茶盤：（前述したように日本においては茶盆、お盆という）花瓷を素材とすることが多
い。形は丸で山水画が描いている。 
（5）壺盤：茶杯を入れる道具。 
（6）瓦鐺：（急須）横手提梁式。 
（8）棕墊：壺盤の下に敷物 
（9）紙扇：火を煽る用 
（10）竹夾：炭を挟む用 
 
時代を下ると、1832年に周凱（ほか）により編集された『廈門志 巻十五』は「俗好啜茶。
器具精小。壺必曰孟公壺。杯必曰若深杯11」（筆者訳：お茶を喫することを好む。小さくて
精緻な道具を使う。壺といえば孟公壺。杯といえば若深杯）。後世に言われる「工夫茶四宝」
はこの文人茶器の主流となった茶道具を指す。「孟公壺」と「若深杯」はそのうちの二つで
ある。文人茶器の主要道具は次のようになる。 
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（1）潮汕風爐：涼炉に類似する。前述した 1800年頃のものと比べると、高さは低めになっ
た。24～27センチ程度である。 
（2）玉書碨：朱色の砂銚。だいたい 400グラムの水が入れられる。玉書碨はまた「玉書喂」
ともいう。玉書は、もともとは人名で清代末、民国初年の潘玉書と推測される。お茶の味
を最大限引き出すため、工夫茶法ではお湯の温度は高すぎないように要求される。そのた
め玉書碨は欠かせないものとなる。図 5－1は潮汕風爐と玉書碨である。 
（3）若深杯：若深は僧侶で、茶杯（湯呑）を作るのが得意であった。作品の底に「若深珍藏」
と書かれている。その後、「若深杯」は転じて、口が広くて形が小さい茶杯の総称になる。
現在、定窯と景徳鎮において製造される。図 5－2は天福茶博物院に展示されたもの、若深
の作品ではないが形を参照されたい。 
          
図 5－1：潮汕風爐、玉書碨（2014）©柯一薰   図 5－2：工夫茶茶杯（2014）©柯一薰 
 
（4）孟臣壺：宜興の恵孟臣によって作られた壺をいう。恵孟臣に関する情報は不明であるが、
彼の名前は清代の乾隆12年間（1735－1795 年）の文学者呉騫の著作『陽羨名陶録』（1786
年）に遡ることができる。孟臣壺はさまざまな素材と形が作られているが、梨のような独
特の丸みのある上品で美しい形が特に注目されている。注ぎ口が長く、水切れも非常によ
く、薄手で軽い作りになって工夫茶法に最適であるため、工夫茶法が盛んな地域で価値が
高い名器である。偽物や類似品が大量に製造されたため伝統工夫茶法に使用する茶壺の代
名詞となった。図 5－3は孟臣壺の 1例である。 
 
図 5－3：恵孟臣朱泥梨形小壺13  
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工夫茶作法 
以上述べたさまざまな要素を融和し、中国の広東、福建地域において生活に使われている
伝統的な工夫茶道具は図 5－4のようになる。機能別に分類する。 
 
図 5－4：伝統工夫茶道具14 
 
（1）火を起こす道具：紅泥風爐、羽扇 、炭筐、 炭刀（炭撾）、銅箸（火箸）。 
（2）水を沸かす道具：砂銚。 
（3）茶を焙る道具：紙嚢（茶葉を紙嚢に入れる。湿気を取るためお茶を入れる前に茶葉が入
っている紙嚢を開けたまま火で焙る）。 
（4）茶葉を保存する道具：錫罐（錫を素材とした缶）。状況によって数が不定。 
（5）茶葉の分量を測る道具：一般的（3）に使用する紙嚢で茶葉の分量を測って、茶壺に入
れる。また、「茶泡」（茶則）を使用する場合、紙嚢ではなくてもよい。 
（6）水を入れる道具： 
錢龍樽（水指）か水缽(錢龍樽と同じように水指の機能がある)、椰瓢（杓）、龍缸（茶席の
外れたところに置き、大量の水を蓄える道具）。 
（7）お茶を入れる道具： 
孟臣壺（急須と同じ機能、広東潮洲の方言で「沖罐」と呼ばれる）、若深杯（工夫茶法に使
用する小さい湯呑の代名詞となる）、白玉杯、茶洗か茶船（茶洗の代わりに茶船を使用す
る場合もある）、茶墊（茶壺の敷物）、茶盤（お盆に類似した形、茶杯を載せる道具）。 
（8）清める道具： 
竹箸（茶かすを取り出す道具）、茶巾（道具清める布）、茶洗（清めるときに使う道具、建
水に類似する）。形はさまざまがある。ボウル、茶碗などの形はよく見られる。3 つをセ
ットとする。「正洗」は１つで、茶杯を入れる。「副洗」は 2つで、1つは茶壺を入れ、1
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つは茶かす、使用した水を入れる。建水の機能に近い。茶洗の代わりに茶盤が使用される
こともある。 
（9）茶道具を置く道具： 
茶机（茶卓とも呼ばれ、茶道具を置くテーブルである）、茶擔（「茶挑」とも呼ばれ、携帯
用の茶道具タンスである）。  
  
 作法としては、前述した『夢厂雜著』（1801 年）の内容と清代の作『蝶階外史 巻四』の
内容を中心として簡略に述べる15。3つの部分に分けられる。 
 
1、 炭作法：上質な堅炭を使用するものであり、『夢厂雜著』には「細炭16」と記載されてい
る。現地調査では、現在（2014年時点）の福建でもリュウガンの木で作られた炭で茶を淹
れる作法が存在することが確認できた。羽扇を持って扇ぐと炎が立って火が燃える。 
2、水作法：『蝶階外史』に、毎日新しい泉を汲んで茶の水とすると記載されている。『夢厂雜
著』にも泉の水がよいとの記載がある。 
3、茶淹れ作法： 
（1）道具を用意、暖める：『蝶階外史』によると、茶壺に対し、風炉、茶銚を 3つずつ用意
する。第 1の茶銚の湯を沸かすと、茶壺に注ぎ、茶壺を温める。『夢厂雜著』では、茶杯は
人数分、ほかの道具は１つずつ用意することとされる。 
（2）茶葉を茶壺に入れる。 
（3）湯を注ぐ：『蝶階外史』によれば、第 2 の茶銚の湯が沸いたら茶壺に湯を注ぐ。2 回目
に沸かした湯が一番よいものとされる。 
（4）茶を洗う：この作法は『時代的茶顏：話百年台灣茶具』で記載されたものである。『蝶
階外史』、『夢厂雜著』では書かれていなかった。要するに、１回目の湯を注いだあとにす
ぐ湯を出して捨てる。茶葉に付いていたほこりなどを洗うための作法である。 
（5）茶壺に湯をかける：『蝶階外史』、『夢厂雜著』は（4）の作法を飛ばして、湯を注いだあ
とに、蓋をしめる。『蝶階外史』では、蓋をしめた茶壺は銅の茶盆に置き、また 3つめの茶
銚の湯で茶壺にかける。『夢厂雜著』にも同じ作法がみられる。ただ茶銚は１つしかないの
で、おそらく同じ茶銚で何回も水を足して湯を沸かすのであろう。 
（6）茶杯を温める17： 湯で茶杯を温める。 
（7）低位置から茶壺の茶を茶杯に注ぐ。各茶杯に何回も往復しながら注ぐ。 
（8）茶を飲む。 
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以上整理したような茶道具は、完備した工夫茶道具であるが現在は省略される場合が多い。
ただし、茶壺、茶杯、茶盤、風爐（改良式、電気壺を使用する場合が多い）、竹箸、茶巾は省
略できない道具と考えられる。 
以上が、中国における工夫茶道具の考察であった。次に、台湾に伝入した工夫茶道具につ
いて論述する。張の指摘によって、台湾における工夫茶道具はまた 3種類に分けられる。1、
台湾伝統工夫茶道具。2、庶民工夫茶茶道具（庶民工夫茶は一般的「老人茶」と称する）。3、
現代茶芸茶道具である18。 
 
1、台湾伝統工夫茶道具 
台湾の人民は、主として彰（現在福建省東部に位置する）、泉（現在福建省東南部にある）、
潮（現在広東省東部に位置する）などの地域からの移民であるため、台湾の茶俗は間違いな
く中国内陸と異なるとされる。したがって、福建を起源とする工夫茶が主にアモイを経由し、
台湾の茶文化を代表するものとなった。代表的な工夫茶人は連横である。彼の考えによると
彼は江南から伝来した工夫茶術に基づいたうえで、個人の経験、見解を加えて台湾の工夫茶
術を構築している。彼の考えは現代の台湾茶芸に非常に重要な影響を与えたと考えられる。
連横（1878－1936年）が考案した工夫茶法については第 2章で論じるが、ここで茶道具の部
分を取り上げて考察を行う。 
連の著作『劍花室外集』「茶」の茶詩の二首において、具体的に茶道具に対する要求が描か
れている。茶器については「若深小盞孟臣壺。更有哥盤仔細舖。破得功夫瀹茗。一杯風味勝
醍醐」という詩句が詠まれている（筆者訳：若深という小型の杯、孟臣という壺、哥盤とい
う茶盤を使ってお茶を入れると絶佳なる風味が現れる）。この詩句では若深、孟臣壺、哥盤19
（宗代の哥窯から制作されたおぼん、あるいは宋代製品を摸造したものを指している）とい
う工夫茶で使用する茶器に言及している。また、他の作品で一番論じられるのは宜興の砂壺20
である。供春、孟臣、潘家、髮僧、君德、逸公、秋圃、萼圃の八家が、当時台湾で最も代表
的な宜興茶壺である。湯沸かし道具については「松風謖謖瓦鐺鳴，火候還看蟹眼生，細檢相
思燒作炭，泥爐竹扇寓雙清。」というように描いている。（松林の風と唱和するように瓦鐺が
響いている。お湯の泡が湧く状態になってから火加減をする。相思炭を焼き、泥爐竹扇を道
具として使う。）瓦鐺、相思炭、泥爐、竹扇など煮水の操作に関する道具に言及している。連
が記録した茶道具を整理すると以下のようになる。 
お茶入れ道具：若深、孟臣壺、哥盤など。 
湯沸かし道具：瓦鐺、相思炭、泥爐、竹扇など。 
2、庶民工夫茶道具（老人茶道具） 
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前述した台湾伝統工夫茶は文人、知識人を中心として愛好者が多い。それに基づいて変化
してきたのは、俗称「老人茶」の庶民派工夫茶法である。 
鶯歌（地名）はその老人茶道具セットの最初の生産地である。鶯歌はもともと農民に向け
る粗末な茶壺しか製造していなかった。1966年頃に陶器芸術家林葆家(1915－1991年)は鶯歌
で茶道具セットの製造を始めた。当時、茶壺（急須）1つ、茶海（茶盤）1つ、茶杯（湯呑）
4 つ、合計 6 つの道具をセットにしていた。林は台湾の陶器芸術史上初めて日本で留学した
人物であった。京都高等工芸学校窯業科から卒業し、石川県にある「小松製陶所株式会社」
で修業したという経験をみれば、なにかの形で日本から影響を受けたことが自然であろう。
このような道具セットは 1971年頃から大量に生産し始め、茶壺の大きさによって茶杯は４つ
から 6つまでがそろっている。月の生産量は何万セットもあった。その後、飲茶風俗に合わ
せて「公道杯」が加えられた。公道杯は茶海とも呼ばれ、茶の味、色を平均的に配分するた
め使用する道具である。本稿では「茶海」という言葉を採用する。最初に茶海は新しい茶道
具とされ、工夫茶道具セットとは別であった。公道杯の使用が普及してから単品として大量
に製造された。しばらくすると公道杯は工夫茶道具セットと一緒になって、工夫茶道具の基
礎道具の 1つとなった。このようなセットは老人茶道具と呼ばれるようになった。当時の台
湾茶道具の主流であり、1980年代から発展してきた茶芸の先駆とも言える（図 5－5参照）。
現代茶芸道具については第 6章第 2節で論じる。 
 
図 5－5：台湾老人茶道具配置(2013)©柯一薰 
 
次に、このような工夫茶作法の日本への伝来について考察する。まず『梅山種茶譜略21』
を取り上げて煎茶道と工夫茶の関連性を考えてみる。煎茶趣味の祖と言われる売茶翁の作『梅
山種茶譜略』に作者自身初めて長崎に行って、茶で招かれたことを記載していた。 
 
予、童僧たりしとき、師に侍して長崎に至る。唐僧某公、接待甚だ厚し。武夷茶をすす
むる次いで、話、武夷山に及ぶ。山川秀麗にして、茶樹繁茂とす。其の説甚だ詳らかなり22。 
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売茶翁は 1686 年に 11 歳で出家、化霖を師にし、童僧として長崎に出かけた時期は 1686
年から 1689年23の頃と推定できる。また、1707年に長崎へ出かけ、そこで清人の茶を煮るの
を見て学んだことは煎茶の祖の証としてよく知られている。 
ここで、中国の茶書を取り上げて参照しながら考察する。1734 年に成書した『続茶経24』
の中で王草堂の『茶説』を引用し、武夷茶の作法を記録した。これが武夷での烏龍茶の製造
に関して明確に把握できる最初の文献であった。ただし『茶説』の成書年代は不詳であった。
作者の王のほかの作を参照すると、1700 年から 1717 年の間のものであったため作者はこの
時期の人物が断定できる。『続茶経』はまた『隨見錄』を引用し、武夷での茶の製造の中で、
巖茶の製造は僧によるものであると述べていた25。『隨見錄』の作者、成書年代は不詳である
が、1734年の前の作と断定できる。以上の情報から武夷の烏龍茶製造法が現れた年を特定で
きないが、鄭26と張27の考察を参照すると武夷の烏龍茶製造法は明代の末から清代中葉の時期
と推論できる。上述した売茶翁は長崎に尋ねた時期はこの頃であった。つまり、彼が経験し
た武夷茶というのは烏龍茶のことが把握できる。さらに、中国の僧により製造した巌茶の可
能性が高いと思われる。茶の種類は烏龍茶とはいえ喫茶法については明確していなかった。 
本章で前述したように、武夷山に見られた最初の工夫茶作法は 1792年の文献に記載された。
売茶翁没後の 30年ほどのことであった。売茶翁の時代に長崎で経験、学んだのは明代末期の
主流の作法、つまり茶葉を湯に浸す作法であることが確信できる。補充として楢林の指摘を
引用する。「清人から学んだ煎茶法に、かれなりの工夫を加えて、点前や法式を案出したもの
と思われる28」。このように、煎茶趣味は売茶翁をはじめ普及していた（第 4章第 2章を参照
されたい）。ただし、現在の煎茶道に見られる工夫茶と非常に類似する点前の形成は、煎茶を
道化し、煎茶家元が成立した前後の時期であったと思われる。この点について、「竹田荘茶説
29」をとりあげて説明する。この文章の年代は 1829年であった。喫茶法と道具のことが記載
されている。中で書かれた喫茶法について「この書は唐土の茶の點法を今日に用ひ行ふやふ
に考へて（後略）30」とある。作法を簡略に整理すると以下のようになる。 
（1）茶：宇治の芽茶は極品とされる。 
（2）茶の保存：貴重な焼きものより錫の壺が優れている。大、小 2つを揃え、大は 1年かけ
て用いるものであるが、小は毎日用いるためのもの。 
（3）水：毎日新しい水を汲んで使う。 
（4）道具：風炉、水罐、湯銚、茶壺、茶杯。 
（5）湯：茶銚で湯を沸かす。 
（6）淹れ方：茶壺を温めて茶を中に投入、湯を注ぐ。 
202 
 
（7）飲む：1 壺の茶、3 度巡って注ぎ尽くす。客は 3 人から 5 人。1 巡りが終わって再び湯
を注ぐ。3 巡りして、味はだんだん薄くなって苦渋の味がでることは、実は茶の極品であ
ることを意味する。 
（8）清め：すべての茶道具は毎朝清め、茶事が終わればまた洗う。 
 
以上のように、道具の使用や茶の淹れ方をみると、福建の伝統工夫茶と非常に類似する。
また同作者が編集した「石山齋茶具圖譜」をみる。「石山齋茶具圖譜」は図録であり、秋声館
主人の名前が付いた跋文がある。跋文では商売をするために長崎に往来していた中国福州（福
建省東部地域）出身の人から「石山齋茶具圖譜」をもらったことが記載されている。「石山齋
茶具圖譜」では前述した工夫茶のさまざまな道具が図録の形で記録されている。この 2作は
同じ 1829年の作であったので、この図録に基づいて喫茶法を記載したことが考えられる。 
以上の史料の意味として、すくなくとも 1829年の時点で、福建の喫茶法は長崎経由で日本に
伝わったことが明らかになった。煎茶道の最古の流派31の一つの小川流の流祖小川可進の作
『喫茶辨32』の「法則」に茶は渇きを止めるために飲むのではなく、喫すると主張した。喫
茶について「初碗、香を賞し、二碗、味を賞し、三碗、その茶を賞す（後略）33」と記載し
た。この何回も茶を楽しむ作法、あと「烹法」に記載された茶瓶34（チャダシ35）を温めてか
ら茶を入れる作法などは前述した「竹田荘茶説」に書かれた工夫茶作法と共通している。小
川は医者として科学的、合理的な点前を考案したことが考えられ、直接に工夫茶の影響を受
けたかどうか本稿ではまだ解明できないが、工夫茶の伝来後まもなく煎茶道が成立したこと
によって何かの形で影響を与えたという仮説を考えてもよいのではないかと思われる。 
次に、工夫茶と煎茶道の関連性について、例を取り上げる。煎茶道具の「泡瓶（ほうひん）」
に関することである。泡瓶について、小川は『煎茶器の基礎知識』の中に次のように述べた。 
 
茶瓶・急須の一種だが、取手がなく、また注ぎ口が別についていないものを本来のもの
とする。中国では、蓋付の茶碗を茶瓶代代わりに使用することがあるが、あるいはそれに
ヒントを得て考え出されたものかもしれない36。 
 
ここで「竹田荘茶説」の附載の文章を引用する。この附載は呉橋春刀という人物の署名が
あったため、おそらく「竹田荘茶説」の後に別人が書き加えたものであると思われる。 
 
唐人の貴客に出す六沖茶なり今世間に用ふる蓋茶碗に茶を入れて茶壓という物にておさ
へ（中略）湯をつぎかけ蓋をして茶の熟するを待て（後略）37。 
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 以上の資料に言及した「蓋茶碗」に興味深いのである。小川が言及した中国の蓋付の茶碗
はいわゆる「蓋碗」である。第 1章でも述べたように「三件頭」とも呼ばれる（16ページ参
照）。図 5－6 は中国の蓋碗である。そして、「竹田荘茶説」と同じ作者により同年（1829
年）に編集された「石山齋茶具圖譜」に描かれた、蓋が付いている茶碗（図 5－７を参照）
と現代煎茶道の泡瓶（図 5－8を参照）を比較すると、形が類似することが分かる。 
     
図 5－6：中国の蓋碗  図 5－7：「石山齋茶具圖譜」による 図 5－8：煎茶道泡瓶 
（2014）©柯一薰        茶碗38         （2014）©柯一薰 
           
小川が指摘した通り、工夫茶作法が流行した地域の中に、茶壺の代わりに蓋碗で茶を入れ
る作法が一部の地域に昔から存在した。このような作法は中国現在の茶文化環境の変遷によ
って普及するようになった。詳細について本章の次の説で論じる。このように、蓋碗は工夫
茶の一部として日本に伝来し、煎茶道具に影響した例といえる。 
以上、工夫茶の起源、内容及煎茶道との関連性について論じた。次に工夫茶の起源地とし
た福建地域の茶館の分析により、現在の茶文化状況を把握する。本節で「工夫茶」を中心と
して論述するのでまず福建地域の茶館の例を取り上げる。中国のほかの地域の茶館に関する
内容は本章の第 2節で論述する。 
 
福建・福州の茶館 
現在の喫茶文化について明らかにするために、台湾と日本との関連性を考察する。以下の
内容は中国における第 2 回の現地調査39による成果である。調査範囲は福建省の福州と漳州
地域を中心とした。福州は福建省の省会の所在地であり、福建最初の茶館は福州にある。茶
業だけではなく茶文化発展が非常に盛んな地域とされる。漳州には中国最大の茶企業の拠点
があり、中国最初の民営茶専門学校と世界最大の茶博物館が設立された。中国茶文化発展の
現状を理解するために、漳州での調査は有効な資料となると考えられる。 
まず、喫茶法を明らかにするために茶館を取り上げて論じる。前述したように、福建は昔
から茶の産地として茶産業が非常に発達していた。当然であるが茶館は多くある。広義に解
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釈すると、「茶を飲む場所」としての「茶館」、「茶芸館」、「茶会所」などの名称が使わ
れる。茶館と茶館は明確な区別や定義がなく性質も類似する。喫茶の空間を提供すると同時
に茶葉売りの商売も行われる。喫茶のみの場合もある。基本として客は自ら茶を淹れること
が特徴的である。本論では古くからあった「茶館」という言葉で統一する。茶館の歴史につ
いて本章の第 2節で述べる。 
茶を飲む場所とはいえ、トランプやギャンブルのゲームなど娯楽を提供するところも少な
くないのが現状である。茶会所は近年発展してきたジャンルである。定義はまだ明確してい
ないが、茶館レベルの喫茶空間と比べてより高級、精緻な空間を提供するという認識が一般
的である。茶を販売するのが第一の目的ではなく、茶を鑑賞する空間を提供する。客の目的
によって単なる茶を楽しむ場合があり、友人同士の集まりやビジネスマンの打ち合わせなど
さまざまな目的として利用される。茶を通して客の要望に応じる、茶のクラブのようなもの
と認識してもよいであろう。 
ここでは、喫茶法を正確に把握するために代表的な茶館を取り上げて述べる。まず、「別
有天茶藝居」を取り上げる。1993年に創立された別有天茶藝居は、福建・福州地域における
最初の清茶館40である。現在、茶料理を取り入れるようになった以外、トランプなどの娯楽
を禁止する方針で経営されている。このような経営方針は現在の福建の茶館の中では少数派
と思われる。オーナーの呉雅真は茶芸の推進に大きく貢献している。茶館の経営以外に、講
演、茶芸交流活動や茶芸作法を競技する活動などに力を入れている。図 5－9は茶館内部、図
5－10は常備道具の一式である。 
    
図 5－９：別有天茶藝居内部       図 5－10：常備道具セット 
（2014）©柯一薰 （2014）©柯一薰 
  
オーナーの呉雅真が考案した烏龍茶作法があって「雅真茶芸」と呼ばれ、3 種類の作法が
取り上げられる。それぞれの作法に名前が付けられている。まず「茗香雅韻」は閩式工夫茶
茶芸のことである。次に「台茶飄香」は台湾烏龍茶茶芸作法である。「蘭香音韻」は閩南烏
205 
 
龍茶茶芸のことである。「茗香雅韻」には陶器の茶壺と磁器の茶杯が使用されている。「台
茶飄香」では台湾茶芸における独特の茶道具である聞香杯が取り入れられる。磁器の茶杯と
セットとして使われている。茶壺は同じように陶器のものである。「蘭香音韻」では磁器の
蓋碗と磁器の茶杯が使用される41。図 5－10 の道具は、同茶館に常備された道具の一式であ
る。接客のときに使われるものである。磁器の蓋碗と茶杯が設置されている。この点からみ
ると、普段よく使用されている作法は「蘭香音韻」の閩南烏龍茶の茶芸作法である。 
次に取り上げる場所は「易安居古蝶斜陽茶室」である。1998年に創立された易安居は、茶
の栽培、製造、販売及び茶文化研究、推進などの総合的な茶事業として発展してきた。茶文
化国際交流活動にも取り組んでおり、フランス、日本、韓国、台湾との間で交流活動が行わ
れた。「全国百家茶館42」、「全国十佳特色茶館43」とも評価された。福建省博物館境内に位
置した「易安居古蝶斜陽茶室」は、福建における代表的な茶館である。 
  
図 5－11：易安居古蝶斜陽茶室内部©  図 5－12：茶道具配置（2014）©柯一薰 
（2014）©柯一薰 
 
図 5－11 に示したように、それぞれのテーブルに道具一式が用意されてあった。図 5－12
は道具の内容を示す。真ん中の茶盤に磁器の蓋碗、茶杯と茶海があった。蓋碗の蓋は逆さま
に置かれた。左側に補助道具の茶則、茶針、茶夾、茶匙と茶托が用意された。右側には布巾、
前方は水方44があった。同茶館で、各テーブルに用意された主要道具はすべて蓋碗であった。
基本として客が自ら茶を淹れるが、茶館のスタッフが淹れてくれるサービスも提供している
ようである。 
次に、「公泰名茶」という茶館をみる。1941年小さな茶屋として創立され、現在 2代目の
孫康栄が経営している。岩茶で知られている茶館である。岩茶というのは、福建の北部にあ
る武夷山で育った茶の木から採った茶葉を、烏龍茶製造法で製造した茶の種類である。平均
湿度 80％以上にある武夷山は霧が多くて茶の木の成長に最適な環境とされる。このような環
境で土壌のミネラルを吸収し、成長した茶の木による茶葉は岩茶と呼ばれる。その味と香り
は独特な言葉で表現され、「岩骨花香」と言われている。骨幹は岩のような穏やかで深い味
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がする。その上で花や果物の香りが漂っていることを表現する言葉である。福建においても、
武夷山以外の地域で採った茶葉は岩茶と呼べないほど特殊な茶種である。福建の代表的な茶
種の一つである。 
このような岩茶を専門する「公泰名茶」のオーナーの孫は、岩茶の栽培、製造、新しい茶
種の研究に大きく貢献した。茶業を研究するとともに、岩茶をより多くの人に紹介するため
積極的に茶文化活動をしている。作法や道具などに伝統を守りながら革新の道を開こうとし
てきた。大規模な企業ではないが現在の福建の茶界において影響力を持つ茶館と思われる。
図 5－13、図 5―14 は「公泰名茶」の中の座席の例である。図 5－13 は「岩谷花香鐵羅漢」
という名がつけられ、太鼓を用いてテーブルと椅子にした席である。図 5－14は和式の要素
の畳を取り入れた席である。このようにさまざまな要素を融和した個性的な座席は、同茶館
の 1つの特徴である。 
    
図 5－13：茶席「岩谷花香鐵羅漢」©柯一薰    図 5－14：和室の座席（2014）©柯一薰 
 
 同茶館は、ほかの茶館と同じように茶を飲む空間を提供し、客は自ら茶を淹れる形になっ
ているが、茶を試飲するときには、スタッフが茶を淹れることが多い。図 5－15はスタッフ
が茶を淹れる風景である。主要な茶道具には磁器の蓋碗、茶杯とガラスの茶海が見られる。
茶盤は大型固定式で、テーブルと一体となっている。注目するのは、茶則である。茶則は乾
燥の茶葉を茶缶から取り出すときに茶葉を乗せる道具である。普通は磁器や竹製品の素材が
多いが、同茶館では厚手の紙が使用された。図 5－16のように、上質な厚みがある紙に、オ
ーナーの孫が唱える茶を淹れるときの要領が書かれている。茶を淹れるうちにこの要領を身
につけようと考案されたそうである。 
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図 5－15：茶を淹れる様子（2014）©柯一薰    図 5－16：紙茶則（2014）©柯一薰 
 
図 5－15で示したように、普段よく使用される道具は蓋碗の作法であることが分かった。
ただし、異なる作法も見られた。孫の主張によると岩茶に最も相応しい道具は、やはり伝統
工夫茶に使われた陶器の小壺である。彼が考案した「君品三道」の作法に陶器の茶壺が使用
された。岩茶の中で最高級の種類に入る「肉桂」という種類の茶を淹れるときにこの作法が
用いられる。「肉桂」はシナモンと金木犀の味がする。味と香りが強くて、高温の湯で淹れる
ことによって最大限の味が湧いてくる。 
孫がこの「君品三道」の作法を披露してくれた。主要道具は陶器の茶壺、磁器の茶杯とガ
ラスの茶海である。茶葉の量は 10グラム程度で 1回目の湯を注いだ後に蓋をし、その上から
再び大量の湯をかける。ここで、温潤泡45をせず直接に茶を茶海に出す。図 5－17 は 1 回目
の湯を注いでいる様子である。湯は高位置から注ぐのが要領である。図 5－18は図 5－17の
次の作法である。再び低位置から湯をかける作法である。 
   
図 5－17：「君品三道」作法©柯一薰       図 5－18：「君品三道」作法©柯一薰 
 
以上の 2つの作法は伝統工夫茶の要領を忠実に再現するものである。もう 1つ独特な作法
は「白雞冠」という種類の岩茶を淹れるのに専用の作法である。孫の考察によると、「白雞冠」
の製造方法は唐代陸羽の時代に近いということで、当時の味を忠実に表現するため唐代の作
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法の「煮茶法」を採用し、さらに当時の作法に従い、海塩を少量投入する方法が注目された。
図 5－19は「白雞冠」の茶葉と結晶の海塩である。図 5－20は茶葉を大きめの茶壺に入れ、
そのまま加熱した状態である。見せやすいためにガラスの茶壺が使用された。 
このような作法は福建の伝統工夫茶作法を超え、唐代作法を完全に復元するではないが、
当時の作法に基づいて作法を革新したといえるであろう。筆者の調査によると、唐代製茶法
と煮茶法の復元による茶の湯の味は日本のほうじ茶に近いと思われる46。この「白雞冠煮茶
法」から得た茶の湯の味と比べるとまた異なっている。このような根拠から、この「白雞冠
煮茶法」は復元より革新の作法と評価するのが妥当であろう。 
     
図 5－19：海塩の結晶・「白雞冠」の茶葉   図 5－20：煮茶法（2014）©柯一薰 
（2014）©柯一薰 
 
福建・漳州の茶館 
福建南部に位置する漳州においても、以上と同じような状況が見られた。説明するために、
まずは「天福茗茶」を取り上げる。「天福茗茶」は福建を最初の拠点とした茶企業の「天福集
団」のもとにある茶館である。「天福集団」は中国における最大の茶企業として知られる。社
長の張は台湾出身であった。1953年に台湾で最初の茶館の「天仁茗茶」を開業し、その後に
「天仁集団」を創立した。1980年代から欧米に進出し、1993年に中国福建を拠点にし、「天
福集団」として発展してきた。茶の販売以外に、事業内容は茶に関する農業、科学技術、教
育、旅行、文化推進など幅広く展開してきた。2014年調査の時点で、中国国内における「天
福茗茶」という直営店舗を 1400軒持つ、中国最大の茶企業である。直営店舗の中には、単純
に商品販売タイプと商品販売及び茶館として接客するタイプがある。 
本項で取り上げるのは福建省彰州にある店舗である。茶の商品販売空間と茶館の空間とい
う 2つの空間に分けられている。店舗で購入した茶葉は茶館のほうで預かるサービスも提供
するため、茶を飲むときに茶館の空間を利用することが可能である。一般的な喫茶店や茶館
と比べ、より経済的な方法でよい品質の茶を楽しめるメリットがある。「天福茗茶」の茶館は、
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季節に応じて多彩な茶道具を提供することも特徴的である。このような形式をとる店舗は「天
福茗茶文化店」とも呼ばれている。 
   
図 5－21：天福茗茶文化店内部©柯一薰     図 5－22：常備道具©柯一薰 
 
図 5－21は茶館の空間である。独立な空間を提供し、気楽に茶を楽しめる場所が作られて
いる。図 5－22はテーブルに配置された茶道具である。主要道具は蓋碗ではなく、磁器の茶
壺、蓋付きの茶海と茶杯の一式が揃えられた。補充として図 5－23、図 5－24 を参照された
い。「天仁集団」によって設立された茶専門の博物館の「天福茶博物院」に展示された茶道具
（図 5－23）と実演に使われた道具（図 5－24）である。 
   
図 5－23：天福茶博物院に展示された   図 5－24：天福茶博物院での茶芸 
道具一式（2014）©柯一薰         実演（2014）©柯一薰 
 
以上、図 5－22、図 5－23、図 5－24からみると、茶壺と茶杯の使用が共通している。図 5
－23では茶杯以外に聞香杯がセットになっている。このような内容は台湾茶芸の基本配置で
ある。「天福茗茶」の店長の胡に対するインタビューによると、彰州地域においても福州と同
じように蓋碗で茶を淹れる習慣があるが、「天福茗茶」によってこのような道具セットが推進
され、使うようになった人が多い。季節や茶の種類によって道具を変えることも意識される
ようになってきた。ここで、注目するのは、「茶壺の使用を推進する」ということである。普
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及ではないものの推進する必要があると考えられている。先行研究では、福建南部地域にお
ける伝統工夫茶には茶壺が使用されたことが認識されているが、現在になると蓋碗が主流と
なったようである。原因としては、福州の状況と同じように考えられる。ただし、1993年か
ら「天福集団」の発展によって茶壺が台湾茶芸道具として再び普及するようになった。 
以上、取り上げた茶館の例と筆者の観察に加え、2つ重要な結果がわかる。1つ目は茶道具
の使用とその変遷に関することである。現在福州においては、蓋碗と茶杯のセットが主流で
ある。茶館だけではなく、インタビューの結果によると家庭においても蓋碗と茶杯の使用が
一般的であるようである。これには 2つの理由が考えられた。1つ目は歴史的な理由である。
前述したように、先行研究及び筆者が行った文献調査の結果として、工夫茶作法の起源は、
福建北部の武夷山地域から現れた作法であった。主要道具は小型の茶壺と茶杯であったこと
はいくつかの史料から確認された。このような作法は福建の北部から南部の潮汕地域に広が
り、広東省まで工夫茶作法が見られた。潮汕地域において、茶壺の代わりに蓋碗を使用する
こともあった。多人数の場面で蓋碗がよく使用されたようである。福州は福建の南東に位置
し、南部地域における昔からの蓋碗工夫茶作法に影響されたことが明らかになった。 
2つ目の理由は現代の環境に応じて道具の使用に変化があったことである。「公泰名茶」の
オーナーの孫は、福建の岩茶に最も相応しい道具が陶器の小型茶壺と主張した。つまり伝統
工夫茶に使われたものである。ただし、実際に考察した結果、磁器の蓋碗が多数派である。
これは、現代の喫茶文化及び環境による変化と考えられる。 
1980年代の改革開放以来、中国の茶業の発展は盛んになってきた。茶の栽培、販売などの
ビジネスがより系統的、大規模に行われてきた。それと関連する茶葉の評価会やコンテスト
など活動が頻繁に行われた。このような場合には、茶の味以外に茶葉の形、色、または湯に
浸した茶葉の状態までも客に見せるのがポイントとなる。茶葉の些細な状態まで見せやすく
するために蓋碗が使用された。茶壺と比べ、蓋碗の口が広くなっているためである。湯に浸
した茶葉の状態は簡単に鑑賞できる。 
また、蓋碗の基本は磁器であるため、茶葉の色や茶の湯の色を鑑賞するのに見やすいメリ
ットがある。濡れた茶葉の状態を確認するときに、蓋碗の蓋を裏返して、その上に茶葉を乗
せる便利性も考えられる。最も重要なのは茶の味を表現することである。陶器の茶壺は茶の
味を左右する特性がある。長年使われてきた陶器の茶壺は茶の味を吸収するため、新しい茶
を淹れるときにその味は茶壺によって左右されがちである。他方、磁器で作られた蓋碗は、
味を吸収しにくい特性がある。何種類かの茶を鑑賞や評価する際に、磁器の蓋碗を使用する
ことによって客観的な結果を得ることができる。茶の評価会で得た結果は、直接値段に影響
するため、公平性が期待できる蓋碗の使用が普及するようになった。このような評価会やコ
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ンテストで応用された蓋碗は、一般の人々にも広く受け入れられて主流となった。 
2 つ目は、茶道具「三合一47」の開発・使用することである。「三合一」というのは 3 つの
ものを 1つにまとめという意味で、ここで「水をもらい」、「湯を沸かし」、「消毒」の 3つの
機能が 1つの道具に揃う意味とする。前述した伝統工夫茶道具の中に「龍缸」（茶席の外れ
たところに置く。大量の水を蓄える道具）、「水缽」、（茶席で水を蓄えておく道具）、「茶
洗」（汚れた茶杯をいれる清める用の道具）、「風炉・砂銚」（風炉と湯を沸かす道具）の
かわりに改良・開発された道具である。図 5－25、図 5－26を参照されたい。 
図 5－25は「三合一」道具の構造である。一番左の鍋のような器に茶杯をいれ、蓋をし、
加熱すると清める（消毒）作業が行われる。これは「茶洗」の機能を果たす。中央部分は蛇
口のような装置があり、下の大きいタンクタンクに繋がり、水を輸送できるようになる。こ
れは「龍缸」と「水缽」の機能を果たす。一番右は電気壺、蛇口から水をもらい、そのまま
湯を沸かす。これは「風炉・砂銚」の機能を果たす。伝統工夫茶の道具と台湾茶芸の電気壺
から改良、開発した茶道具である48。この装置は専用の台と一体となるが茶盤に合わせて家
庭内でも使用可能である。図 5－22は家庭用の装置である。現在、この「三合一」道具は茶
館などの店には当然あるが家庭にも普及しているという。 
       
図 5－25：「三合一」道具（2014）©柯一薰    図 5－26：「三合一」道具（家庭用） 
                    （2014）©柯一薰 
 
このように、伝統の喫茶作法を継承しながら、現代の時代に合わせてつねに新しいものを
創出していくのが、現代中国茶文化の特徴と 1つといえる。 
以上、蓋碗の使用と「三合一」道具の開発について、歴史的な視点と現代環境の要因を合
わせて道具の変化を考察した。 
 
第 2節 茶館の歴史と形態 
 
現代中国における喫茶法を広義に論じると全中国の地域が含まれ、少数民族、辺境民族の
喫茶法までも論じなければならない。例えばチベット族の酥油茶、モンゴル族のミルクティ
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ー、白族の三道茶、布朗族（プーラン族）の酸茶、土家族と台湾の客家族の擂茶、維吾爾族
（ウェイウーアル族）の香茶、納西（ナシ）族の龍虎闘茶(ロンフウドウ茶)、苗族の打油茶、
回族の罐罐茶、傣族、拉枯族の竹筒香茶などを取り上げることができる。これらの喫茶法は
民族茶芸と分類されている49。民族茶芸については、いくつの特徴を捉えられる。お茶の品
質はそれほど高級品ではなく、食べ物に近いものもある。茶道具は陶磁器を中心として竹や
木製の道具もある。茶道具の作りは粗末なものが多い。また、喫茶とともに歌や民族ダンス
をする場合や、喫茶後に祈りのような儀式が行われる場合もある。日本茶道としてお茶を喫
する前に茶碗を上げて感謝を表現するのと似たような感覚である。 
中国での喫茶法をいえば、少数民族の喫茶方も含めて少なくとも 59種類があると言われる。
民族性、地方文化などの要素から独自の喫茶法が生み出されてきた。茶葉だけではなく、食
材を入れたスープに近いものでも「お茶」とされることもある。本節では、台湾や日本に関
わる漢民族の喫茶法に注目する。漢民族の喫茶法は流派よりお茶の種類によって淹れ方が異
なる。大きく分類すると紅茶、緑茶、青茶50（烏龍茶）、白茶、黄茶、黒茶の６種類がある。
お茶のそれぞれの特性によって適切な淹れ方が用いられる。そのうち、烏龍茶類の製造過程
が複雑で細かい香りや味を表現できる。その香りと味を引き出させるための作法は比較的手
順が多い。ほかの種類の淹れ方は烏龍茶法に基づいて省略、変化したものである。茶道と違
って代表的な流派がないため、同じ烏龍茶でも人の好みによって作法の名称と手順は多少異
なる場合が多い。前述した中国茶葉博物館の作法はあくまでも一つの例として取り上げたが
ここで漢民族の喫茶法を総合的に整理したい。 
一つの領域における文化の発展には、科学技術がもとになることがあり、茶文化の発展に
ついてもそうであった。茶芸成立の背景は 1970年代から 1980年代にかけて伝統意識の重視
が台湾で高まるようになったことである。詳細について第 6章第 1節で述べるのでここで省
略する。「茶芸」という言葉は新しく創造された言葉ではないが、固有名詞として台湾の茶文
化を指すのは 1970 年代からのことである。1988 年、中華茶文化学会の理事長范増平は「台
湾経済文化訪問団」の台湾代表として中国を訪れ、交流を行った。これが中国と台湾の間で
の初めての正式な茶文化交流となった。ここから、范は台湾茶芸を中国に紹介した第一人と
も言われる。1989年、中華茶人聯誼会は台湾茶芸協会と提携し、中国との交流を行った。や
がて、中国においても茶芸の風習が普及していった。第 3章第 1節で論じたように、中国で
は家元制度やその概念がなくて、代表的な流派や作法が特定できない現状である。ここでは、
茶館の形態を考察することによって、喫茶風俗と作法の側面を把握する。本節では、中国の
茶館に関する歴史的な考察をしながら茶館や茶芸演出の調査結果、また茶芸作法のテキスト
の内容を加えて分析し、共通する作法を取り上げる。 
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茶館の歴史 
茶館とは、喫茶用の専門の場所として定義できるが、茶館では茶を喫すること以外にも、
さまざまな活動が行われる。昔から多様な名称があり、茶寮、茶屋、茶坊、茶肆、茶荘、茶
棚、茶攤などとも呼ばれてきた。現在、茶芸の振興が主であることから、茶館と呼ばれるこ
とが多い。茶館にはさまざまな形式があるが、基本的には家の代わりにお茶を喫する場所な
ので、民衆生活をも反映するものである。したがって、茶館の形式や内容を考察することは、
当時代、当地域の茶文化の理解に役に立つものである。 
改革開放以来、台湾の茶人、商人たちは中国で茶工場を設立し、茶館の経営などを試み始
めた。前述した台湾の茶企業である天仁集団は「天福集団」という名称で中国に進出し、福
州に初めての茶館を開き、その後、北京を始めいくつの大都市に支店を開いた。1994年に北
京人の段雲松は北京に第一軒目の「五福茶館」を開店し、その後また数十軒の支店を開いた。
北京の喫茶風習と茶館風潮は次第に盛んになり、2004 年までの統計によると北京の茶館は
327 軒前後ある。ほかにも、上海、杭州、長沙、西安などの大都市に独特な風格を持った茶
館が現れるようになった。 
中国における茶館の歴史についてはまだ論争が残るが、中国国際茶研究会副会長の于の考
察によると、茶館の先駆といえる茶商売の状況は中国の晋代（317－420年）にまで遡ること
ができる。そして南北朝時代に茶館の発展期を経て、唐代、宋代に完成期となり、明代、清
代には興隆期を迎えた51。 
『茶経』に「傅鹹<<司隸教52>>曰：聞南市有蜀嫗作茶粥賣、為群吏打破其器皿，嗣又賣餅
于市53」（筆者訳：南の市場で蜀出身の老婦はお茶を売っていた。役人に道具などを壊された
のでまた餅を売り始めた）との記録がある。さらに同書では、南北朝の神話小説である『廣
陵耆老傳』から、東晉元帝54(在位期間 318－323年)の時期に市場で道具を持ってお茶を売る
婦人の場面が描かれていることを引用している55。以上の史料からみると、簡易な道具を持
って市場でお茶が売られたことがわかる。建物の中で売るのではないので「茶館」とは言え
ないが、お茶を商売する最初の形と考えられる。 
南北朝時代になると、お茶を飲める場所が形成されるようになった。その場所は食堂と宿
の機能があり「茶寮」と呼ばれ、茶館の先駆となった。唐代の封演の『封氏聞見記56』の巻
六ではお茶の店舗について述べられている。 
 
  自鄒、齊、滄、棣、浙至京邑。城市多開店舖、煎茶賣之。不問道俗、投錢取飲。 
（筆者訳：鄒、齊、滄、棣から遂に都にまで及んだ。都の城内には多くの店舖が開き、茶
が煎じて売られた。道俗を問わず、銭を出して茶を飲む）。 
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このような形式の茶館は、当時すでに普及していた。その後、宋代には茶館や茶坊を職業
として経営することが普及した。清代になると茶館はただの粗末な「お茶を飲む」場所では
なく、環境、品質が工夫されたお茶を鑑賞できる場所になった。たとえば清代初期の南京の
「魁光閣茶館」、四川成都の「華華茶廰」は数千席を抱える大茶館であった。また北京の「青
雲閣茶舎」なども代表的な茶館として取り上げられる。 
次に、茶館の歴史を考察する上で、台湾茶芸と交流が深いと思われる四川、杭州、北京、福
建の茶館について考察を行う。 
 
四川・成都の茶館 
茶館の歴史は中国の四川に遡ることができる。成都という場所は現在の四川省にある。歴
史的には三国時代（220－280年）に蜀の都となったほか、4世紀初頭に巴氐の李特が占領し
て成都王を称し、成漢が建てられた。五代十国時代（907－979年）には前蜀、後蜀の都とな
った。四川は中国において一番古い茶産地のうちの一つであった。陸羽の『茶経』「八之出」
においても、何度も四川の茶生産、茶製造の状況について言及されている57。宋代になると
四川の茶生産量は年間 3千万キロに達し、当時の全中国の茶産量の 60％を占めた。明代、清
代になるとさらに茶産量が高まっていった。 
『清稗類鈔』「飲食類」に記載された清代の吳秋農の詩作「茶竹君惠鍋焙茶詩」から、四川
の茶産量や茶商売の状況が分かる。 
 
我聞蜀州多產茶（中略）火井遭編萬樹叢，馬馱車載千城通。性純味厚解毒癘，此茶一出
凡品空。58 
（筆者訳：四川の茶産量が多くて（中略）馬車に乗せて各地に運んで行く。味が優れて
解毒の効果もある。このお茶は何よりも優れているものである）。 
 
中国文学史上、明確に茶を描いた最も古い詩である「登成都樓詩」には、晋代の人物であ
る作者張載による「芳茶冠六清59，溢味播九區60」という句が見られる。この詩では、当時の
成都の風景が描かれ、四川の茶は中国における 6種類の飲み物より優れていることが詠われ
ていた。 
このような歴史的背景のもと、四川の省都である成都において茶商業は盛んとなり、茶館
の歴史も最も古いものであった。成都の茶館の歴史は晋代にまで遡ることができる。前述し
たお茶の商売に関する最古の史料は西晋（266－316年）の傅鹹による『司隸教』に記載され
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たものである。この資料の中には成都の茶商売の状況も記載されていた。唐代になると成都
の喫茶風俗はますます盛んになり、宋代に入ったころの茶の売買や茶館の普及状況について
は、侯溥の『壽寧院記』により分かる。 
 
佛以静為樂，故凡塔廟，皆潔精緊嚴，屏遠俗纷。獨成都大聖慈寺，據闤闠之腹，商賈列
次，茶爐藥榜，蓬占筳薄，倡優砸戲之類，坌然其中61。 
（筆者訳：仏教は静けさを尊ぶ。お寺は俗から離れて聖なる存在である。ただし、成都
の大聖寺だけは喧しい町の中にある。さまざまな商売が行われ、茶屋、薬屋、芸能遊楽な
どもある）。 
 
成都の豊かな風景を伝える以外に、お寺のようなところでも茶館が建てられていたことが
記載されており、茶の普及を明らかにする史料と言える。 
以上の論述では、成都がお茶の生産地として茶の種類も生産量も多かった点、そして茶の
普及も盛んであった点を説明した。いずれも茶館の誕生にとって重要な条件である。さらに、
茶館が成都の代表文化になるほど発展したことには、次のような理由が考えられる。まず、
地理的位置である。四川は昔から交通が不便な地域であった。李白の詩に「蜀の道は難しい
青天に登るより難しい」と描かれたように、お茶を外へ輸出するのは難しくて現地で販売す
るしかなかったことが推論できる。また、商売として成立しやすいことである。茶の生産量
が多かったため、値段が安く、簡単に商売できた。そして食生活に関連して四川料理は辛い
のが特徴だが、お茶で辛さを解消できるので現地の人にとって欠かせないものになった。さ
らに民衆生活との密接な関係がある。昔の庶民生活は茶館と密接な関係を持っていた。朝、
茶館へ行ってお湯を取ってきて、お粥を煮たり、夜になると、ついでにお湯を取ってきて顔
を洗ったりする習慣があったようである。人と喧嘩したら茶館でお茶を飲みながら交渉し、
茶館では商売や求職、勉強などもよく見られた。誰でも気楽に入ることができるし、お茶の
代金も同じなので茶館は一番平等なところとも言われる。お茶を飲む場所であるが今日の公
民館のような役割も果たしていた。民衆の日常の情報交換、マッサージ、耳掻き、手品、占
い、などの活動もよく見られた。 
このような独特な風俗によって形成された茶文化は、今日でも四川成都の代表的な文化と
して存在している。次に成都の茶館の特徴を述べる。 
 
1、「三件頭」茶道具の使用 
四川、成都地域における喫茶法では、「三件頭62」（蓋碗）といわれる道具が使用された。
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蓋、茶碗、茶托により三点式の道具である。茶托は茶船とも呼ばれている。形は大体丸いも
のが多く、蓮の花のようなものもある。材料は瀬戸物やアルミニウム、錫など色々である。
蓋の役割は茶の香りや熱を保つためであるが、地方文化や風俗にしたがってさまざまな役割
を持っている。茶碗に掛けるときは、半分だけかける。というのは水の半分を冷やして、残
りの半分の香りを保つためである。また、置き方によって、色々な意味を表す。例えば、蓋
を上にして茶碗の側におくと、お湯が欲しい、下にして置くとしばらく席を外して、また戻
るという意味である。蓋を逆にして茶碗に掛けるなら、勘定の合図である。前に置いたら、
何か売り出したいものがあることを意味する。蓋を下に置いたら円満、あるいは満足を意味
する。このような茶道具による独特な喫茶文化は今日でも成都茶館の特徴である。 
2、茶館の数と規模 
成都の茶館の数は全国で一番多く、大規模な茶館が多数存在する。于の考察によると、1909
年に出版された『成都統覧』によると、成都市内に 454軒の茶館があった。当時の街の数の
400 より多かったという状況であった。地域の発展にしたがって茶館の数も増えていった。
1935年 1月の『新新新聞』の統計によると、成都の茶館数は 599軒があって、客の人数を平
均すると毎日 12万人もいるとのことであった。当時の成都人口が 30万人未満であったのに
対して、茶館を利用する人口は非常に高い割合を占めたと想像できる63。2011 年までの調査
によると成都の茶館数は 3千軒以上あった。どこでも茶館があり、いつでもお茶を飲んでい
たのは成都の代表的な生活状況と言えるだろう。また、茶館の数以外に、大規模な茶館の存
在も 1つの特徴である。昔の「華華茶廰」は千席以上あり、「三件頭」の道具が使用された。
茶館のスタッフが片手で茶碗などの道具を片付けながら片手で壺を持って客の茶碗にお湯を
注ぐのは成都の茶館に独特な風景である。現在でもこのような数百席を持つ大規模な茶館が
いくつもある。ほかの地方にはない状況である。 
3、多種多様な役割 
前述したように成都の茶館は生活と繋がっており、情報交換、遊楽、トラブルが起こった
ときの交渉場所でもある。また文化娯楽の場所としてもよく知られている。昔、民間では太
鼓を囲むと言う娯楽があった。芸者は簡単な道具と楽器で劇を演じる。その内容は現地の生
活を反映するものもあるし、三国時代の物語もあるそうで、現在の川劇の最初の形であった。
このような四川の伝統芸能の「川劇」はもともと茶館にて演出された。現在でも昔の舞台の
作りをして川劇を演じる茶館が何箇所もある。例として、成都の「順興老茶館」を取り上げ
る。中国歴代の名茶館を手本とし、茶文化の専門家や古建築の専門家、伝統芸能の専門家に
よって作られた四川文化を代表できる茶館である。お茶を飲みながら「川劇」や「長嘴茶壺
茶芸64」を観賞できるのが特徴である。図 5－27が示すように川劇を観賞しながらお茶を喫す 
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る状況がわかる。 
 
図 5－27：順興老茶館65 
 
1990年代、台湾茶芸の影響で豪華な茶館が一度流行った。シンプルな三件頭道具の代わり
に茶芸道具、竹の椅子の代わりにソファが使用されたが、伝統式の茶館の方は魅力があり、
現在でも四川茶文化の主流となっている。以上、四川の成都に絞って喫茶風俗、茶道具、茶
館特徴から独特な四川茶文化を考察した。 
 
杭州の茶館 
次に茶館の歴史上に重要な位置を占めた杭州茶館について論じる。杭州は浙江省の省都で
ある。中国八大古都の一つであり、国家歴史文化名城に指定されている。13世紀には世界最
大の都市であった。隋代以降、江南運河の終着点として経済や文化が発達し、「天に天堂あり、
地に蘇杭あり」と謳われた。また、五代十国（907－979年）の時代、呉越国の都となり、南
宋時代には事実上の首都、臨安府が置かれた。市中心部の西には世界遺産の西湖という湖が
あり、国の内外より多くの観光客が訪れる有名な都市となっている。 
南宋の灌圃耐得翁の著作『都城紀勝66』に、杭州において茶館、飲み屋はどこにでもある
という記載がある。また、清代の范祖述の『杭俗遺風67』「排場纇・茶司」に、「杭州有茶
司一行，最為便當，每擔一副，有錫爐兩張，其杯箸、調羹、瓢托、茶盅、茶船、茶碗（中略）
無不足用68」（筆者訳：杭州にはお茶を売る専門職がある。錫製の炉が 2 つあり、そのほか
湯呑、箸、レンゲ、茶壺、茶船、茶碗などが揃っている）という記載がある。以上の史料に
よって、杭州における富裕な生活と茶商売の普及状況が把握できる。北宋時期に首都は北方
の汴京にあったが南宋時期になると首都が杭州に移転した。首都の移転に伴って茶文化も伝
えられた。たとえば北方茶館では娯楽や大衆芸能が非常に盛んであり、その風俗が杭州の茶
館にもたらされた。また、杭州はお茶の産地であり、風景、気候が優れた場所として有名な
ので、多くの文人、知識人が惹かれて杭州に移住した。このように杭州の茶文化が融和され
た上に、豊かな人文風俗を加えて多様な茶館文化が誕生した。 
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史料によると、杭州の茶館は性質によって何種類かあった。まずは高級な「文人茶館」で
ある。このタイプの茶館は杭州茶館の代表的な特徴である。高級な家具、茶道具が用いられ、
花、書道、絵などを飾ることによって文人風情が求められた。『都城紀勝』においてこのよ
うなタイプの茶館が描かれている。 
 
大茶坊張掛名人書畫,在京師只熟食店掛畫,所以消遣久待也。今茶坊皆然,冬天兼賣擂茶,
或賣鹽鼓湯,夏天兼賣梅花酒69。 
（筆者訳：今の杭州城にある茶館は、四季の花をさし、名画をかけて店舗を飾っている。
珍奇なお茶やスープを売っている。冬であったら七寶擂茶、揚げ餅、蔥の茶,鹽豉湯などを
出し、夏になると雪泡梅花酒、熱さを解消できる飲み物もある）。 
 
以上の史料からわかるように、高級な茶館では豪華な喫茶環境が提供された。また、茶だ
けではなく、ほかの種類の飲み物、スープも出されたが、お茶をメインにした飲食店であっ
たと考えられる。このような高級茶館はお茶を飲む場所だけではなく、文化の角度から商業
活動を行うものとも言える。当時の文人や貴族階層に、風雅な喫茶趣味に相応しい環境を提
供した。于の考察によると富裕層向けの茶館は前述した文人茶館のほか、「歌舞茶館」とい
うジャンルの茶館もあった。歌舞茶館（別称歌茶館）は高級な環境で、歌、ダンスなどの伝
統芸能が見られた。お茶以外にお酒も提供された70。 
次に、庶民的な茶館を述べる。『都城紀勝』によると、水茶坊と人情茶坊など庶民的な茶
館形式が記載された。水茶坊は歌舞茶館の形式に類似するが、茶館より風俗店のことである。
人情茶坊は民間裁判所の機能を果たすものであり、このタイプの茶館が南宋時代に普及して
いた。人間関係のトラブルを解決、交渉する際に裁判所以外のもう一つの選択肢であった。
お茶を鑑賞するよりお茶を通じて双方に交渉の機会を作るという役割を持ったのである。現
在、このような交渉専用の茶館はほぼなくなったが、茶館の 1つの役割として存在している。
もう 1つは市頭茶館である。杭州は大都市であり、富裕層に対して労働人口も多い。社会地
位が低い労働者や庶民のために存在する喫茶場所は市頭茶館という。設備、道具、お茶が、
粗末で主に労働者が仕事上の情報交換や休憩を行う場所である。宋代の吳自牧の『夢梁錄』
に「又有茶肆專是王奴打聚處，亦有諸行借買志人會聚行老，謂之市頭71」（筆者訳：またあ
る種類の茶館がある。労働者が集まる場所であり、短期、臨時労働の求人などが行われる場
所は市頭という）という句がある。このような場所はお茶を提供する、中国最古の労働紹介
所とも言えるだろう。 
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書茶館は南宋時代の茶館文化において重要な茶館形式である。主に神話、霊異、歴史など
の内容をテーマにした芸能を観賞できる茶館である。現在でも、杭州だけではなく中国各地
にこのようなお茶を飲みながら芸能を観賞する茶館は存在する。むしろ文化的な意味を高め
た高級喫茶趣味の象徴となった。 
杭州市茶樓業協会会長の朱家驥の指摘をまとめると72、1959年に杭州市内には 81軒の茶館
があった。文化大革命以後、市内の茶館は 21 軒にまで減った。1980 年代から杭州地域にお
いて茶文化復興の気運が高まり、「茶人之家」という組織が成立したことによって、杭州の
茶産業が復興するきっかけとなった。1990年代に入って中国茶葉博物館が設立されたことは、
中国の茶文化の再興の分水嶺と言える。1996年以後、杭州の茶館数が一層増え、2004年には
784軒の茶館があった。2004年度だけで 285軒増えたという驚異の成長率であった。代表的
な茶館には「青藤茶館」、「湖畔居」、「紫芸閣茶坊」などがある。そのうち、800 席を持
つ「青藤茶館」は古風作りの建築で雅な喫茶環境を提供する。古楽器の生演奏も行われる。
前述の高級な文人茶館と歌舞茶館の総合形式と言える。形式は昔の高級茶館であるが、現在
は一般的な民衆でも気楽に入れる場所である。お茶と食事が出されるので絶大の人気を得る
飲食タイプの茶館である。    
喫茶法は、茶種によって作法が異なるが、烏龍茶の場合、工夫茶法が使用される。初心者
でも気楽に操作できる略式の茶道具であるが、茶海、聞香杯を使用するため台湾茶芸の特徴
も持つ。以上、杭州茶館について歴史背景から現代の発展まで論じた。次に、北方の茶館文
化を代表する北京に絞って考察を行う。 
 
北京の茶館 
北京は中国の華北の中央に位置する。中国の首都であり、中国では上海に次ぐ第 2の都市
である。世界有数のメガシティであり、世界第 2の経済大国の首都として影響力の高い都市
でもある。古くは大都73、燕京、北平とも呼ばれた。北京の茶館はもともと「茶攤」、「茶
棚」から発展してきた。「茶攤」、「茶棚」は中国語ではお茶を売る屋台というイメージで
ある。明代に、北京においてお茶や食べ物を販売する屋台は 30軒くらいあり、「茶食舗」と
呼ばれた。清代、「京師」と呼ばれた北京には、茶館の数が多くてさまざまな種類があった。
現代の北京茶館に関する考察に入る前に、北京における伝統式の茶館の概略を述べる74。 
 
（1）大茶館 
空間が大きくて席が多いことから「大茶館」と呼ばれた。高級な場所ではなく手頃な値段
でお茶を飲める場所である。清代には、このような大茶館が一番盛んであった。前門75の辺
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りにある「天全軒」、「裕順軒」、「高明遠」、「東鴻泰」、崇文門76の辺りにある「長義
軒」、「五合軒」、「廣太軒」、「天寶軒」、東安門街にある「匯豐軒」、北新橋にある「天
壽軒」、安定門の周辺にある「廣和軒」、地安門（紫禁城の周辺にある）「天匯軒」、宣武
門の周辺にある「龍海軒」、「海豐軒」、「興隆軒」、「三義軒」。阜成門の周辺にある「天
福軒」、「天德軒」、西直門の「新泰軒」がよく知られている。これらの茶館は当時有名な
「大茶館」であった。 
以上の地理位置から見ると、有名な大茶館は北京故宮（紫禁城）の周辺にある。大茶館の
空間は大きかったが設備はシンプルで、「八仙桌」と「條凳」がよく見られた。一辺に二人
人が入る八人掛けの正方形のテーブルを「八仙桌」（八人の卓）という。「條凳」というの
は長い腰かけのことであり、ベンチに類似する中国の旧式の椅子である。また、茶道具につ
いて、普通用いられるのは「蓋碗」である。前述の四川で流行した「三件頭」と同じような
ものである。茶杯（湯呑）に蓋が付いているので「蓋碗」と呼ばれている。昔の北方人は花
茶に慣れており、茶葉の種類は主に花茶である。お茶以外に、饅頭、麺など軽食も出されて
いた。このように「八仙桌」、「條凳」、「蓋碗」の組み合わせは伝統的な大茶館の基本形
式であった。大茶館の客層は広くて、お金持ちの官員、商人から一般的な民衆、芸者まで大
茶館を利用していた。1900 年に八ヶ国連合軍77が北京に侵入した後、大茶館が没落するよう
になった。その後、さまざまな「小茶館」が現れるようになった。 
（2）清茶館 
現代の清茶館の定義とほぼ変わらなく、食事を提供しない喫茶を中心とする茶館の形式で
ある。客が自らの茶葉を用意することもよくあった。茶館のスタッフは十分の茶葉の知識を
持たないと接客できないと考えられており、専門度が高い茶館である。 
（3）書茶館 
語り物の芸の観賞を中心とする茶館である。大茶館が没落したあとに現れた茶館形式であ
る。盛んであった時期には 180軒もあったようである。 
（4）大鼓園子 
お茶を飲みながら「大鼓書」の芸の観賞を中心とする茶館形式である。大鼓書というのは
中国伝統の口唱文芸の一種類である。一般には清代初めに山東、河北の農村で形成された曲
種と考えられ、北京・天津方面に伝えられ、石派書や京劇の唱法等を取り入れて京韵大鼓に
発展したとされる。京韵大鼓のほか、楽亭大鼓・奉天大鼓等、地方別に数十の曲種があり、
また清末北京におこって華北に流行した梅花大鼓もあった。唱詞はおおむね七言句或いは十
言句を基本とし、大鼓と拍板でリズムをとってうたい、三弦･琵琶･四胡等の弦楽器の伴奏を
ともなった。当時の北京の大鼓園子には、このようなさまざまな大鼓曲種が上演されていた。 
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（5）茶園 
茶園というのは劇場の性質に近い茶館である。お茶を飲みながら演劇を観賞できる場所で
ある。喫茶代には演劇観賞の料金も含まれていた。20世紀初頭になってから、喫茶料金と観
劇料金が別になった。 
（6）野茶館 
郊外にある粗末な茶館をいう。「館」のような建築より草庵のようなものであった。丁寧
な茶道具を使用せず粗末な茶碗、鉄の壺を使って商売した。郊外にあることの特徴で、通り
過ぎる人々の休憩処とも言える。 
 
以上が、北京における茶館の種類であった。そのほか、労働者の情報交換、求人の場所と
なった茶館があり、街の中で屋台の形式となる「茶棚」もある。また、1930年代以後、お茶
だけではなくジュース、アイスクリームなど洋風のものが販売され、現在の喫茶店に類似す
る茶館が形成された。次に、北京の茶館の発展過程、形式、使用道具などを考察することに
よって、茶芸との関係を明らかにする。 
1980年代後半以来、中国と台湾の間で茶に関する交流が盛んになった。1994年に段雲松と
妻の譚波は北京において「五福茶館」を開いた。これが北京初の茶館であり、台湾茶芸の作
法を初めて導入の茶館である。当時は利用者も少なかったが、その後、茶の飲む場所、稽古
する場所を提供する茶館は北京で急速に普及し、2005年までに 700店舗あまりがオープンし
た。数字から見ても、北京では高い人気を集めたことが分かる。「五福茶館」はその後チェ
ーン店となり、北京で 10ヶ所以上の店舗を持っている。本店には中国風の入口のところに日
本茶道精神を代表する言葉である「和、敬、清、寂」の扁額が飾られている。インテリアと
して、中国古典的な建築風格の上に日本茶室の風格が融和されたと見られる。経営の方針は
お茶一筋である。料理や娯楽などのサービスは一切しない、いわゆる「清茶館」の茶館タイ
プである。五福茶館の本店とすべてのチェーン店には必ず中国古典の要素を取り入れた空間
が作られ、中国式のランプや書道の掛け軸などが基本となっている。昔の北京ではほぼ花茶
しか飲まない習慣があったが、台湾茶芸の影響で各種類のお茶が飲まれるようになった。 
五福茶館は季節に応じてさまざまな種類の茶を提供する。そのうち、烏龍茶種はほぼ真空
包装で冷蔵されている。また、水質に対するこだわりも特徴である。水質はお茶の味に直接
な関係があるので、昔から水を論じる史料も多かった。環境汚染が問題とされなかった古代
には、山の水や川、囲戸水、雪の溶けた水、雨まで使用されていたが、現在では直接自然か
ら水を取るのが困難であり、水質に対する要求が低下した。五福茶館は浄水を使用してお茶
の味を最大限まで引き出すような作法をとっている。資格を持つ従業員が茶芸を実演しなが
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ら、お茶の知識やお茶の楽しみかたを語っている。茶道具についての図 5－28を参照すると、
茶船（お盆）、茶壺、茶海、茶杯（湯呑）、茶托、聞香杯、茶巾が揃っている。これは台湾
茶芸の基本の一式と一致する。 
 
図 5－28：五福茶館（2010）©柯一薰 
 
また、多様化した茶文化発展に対応することも五福茶館の特徴の一つである。茶館の経営
だけではなく、浙江臨安の太湖水源地に茶畑を持って有機茶葉の栽培も行っている。客のニ
ーズに応じて茶道具を製造、販売している。また、茶芸の稽古、専門知識を教授する茶教室
を開催している。企業からの依頼で短期的な講座も行われている。お茶教室は初級クラスと
専門の中・高級クラスの二種類がある。専門クラスの試験を通れば、国家職業資格が取得で
きる。受講のための条件を設けず、より多くの人々が茶芸を理解できるように茶文化を推進
している。 
北京の代表的な茶館が「老舎茶館」であることはよく知られている。名付け親は劇作家の
老舎である。中国の伝統である戯曲文化、飲食文化、茶文化、京味文化といった、北京の風
俗を表す文化などを総合的に代表する場所と言える。完全に中国古典様式の建築風格で、三
階立ての建物である。三階に観劇、喫茶する場所があり、毎日異なる芸能が鑑賞できる。京
劇や中国の伝統音楽、雑技、マジックなどのパフォーマンスがあり、いわゆる古きよき時代
の北京を体験することができる。観劇のとき蓋碗を使用するのは北京の伝統風俗である。八
仙卓を囲んで劇を観賞しながら喫茶する風景が見られる。図 5－29は老舎茶館の外観である。 
   
図 5－29：老舎茶館の外観（2010）©柯一薰 
223 
 
 
ここでは同茶館の二階の「茶院」と取り上げたい。正式の名称は「老舎茶館四合茶院」で
ある。四合院というのは中国伝統の家屋形式の一種である。中国の華北地方以北及び西北地
方に多く見られる。「四」の字は、東西南北の四面を表している。「合」は取り囲むという
意味で、四つの面に家屋がある、あるいは四つの面が壁に囲まれた家屋を指す。老舎茶館の
2 階はこのような形式で茶席が作られた。個室茶席もあり、個室にはそれぞれ異なる風情が
溢れている。席には茶道具が用意されている。注文された茶の種類によって異なる道具を使
用する場合もある。図 5－30は「四合院」建築形式の正面であり、門に入ると三面に茶席や
個室が設置されている。図 5－31、図 5－32、図 5―33はさまざまな様式の個室の様子である。 
      
図 5－30：老舍茶館四合茶院（2014）©柯一薰  図 5－31：座卓式の座席（2014）©柯一薰                                       
      
図 5－32：伝統中国式机の座席（2014）©柯一薰  図 5－33：寝台式の座席（2014）©柯一薰 
 
次に、茶道具と作法について述べる。図 5－32で用意された茶道具が、蓋碗を茶壺の機能
として茶杯とセットにしたものである。香りを優先する茶葉、主に碧螺春、龍井などの緑茶
類、また発酵度が軽い包種茶や花茶類が使用される。蓋碗のほか、瓷器、ガラスなどの素材
の壺も適当である。図 5－33のテーブルには、当時の季節に合わせたお茶 3種類が置かれて
いる。図 5-34は、台湾茶芸の茶道具が基本道具として各個室に用意されている様子である。
陶器や紫砂の素材の茶壺が用いられている。味を優先する茶葉、たとえば鉄観音、水仙茶、
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單欉などの烏龍茶類、また、形が固まった茶葉のプーアル茶、老茶などはこのような工夫茶
式の道具がふさわしい。 
 
図 5－34：常備茶道具一式（2014）©柯一薰 
 
主要道具は、茶船、茶壺、水盂（建水）、茶杯、聞香杯、茶托、茶海である。筆者が緑茶
に属する「太平猴魁」を注文したところ、緑茶作法のグラスコップが用意された。また、補
助道具として茶道六用が用意されてあった。茶道六用は「茶道六君子」とも呼ばれ、6 つの
道具をセットとするものである。内容は収納瓶、茶則78、茶匙（茶壺に残された茶葉を取り
出す道具）、茶夹（お湯で洗った湯呑を取る道具）、茶漏（茶葉を茶壺に投入する際、茶葉
を入れやすくするための漏斗）、茶針（茶壷の注ぎ口に詰まった茶葉を取り除く道具）の 6
つである。 
このように異なる茶の種類によって異なる道具を使用するのが茶芸の 1つの特徴である。
老舎茶館の従業員は老舎茶館なりの茶芸訓練を受けており、技術だけではなく茶知識も求め
られている。作法としては老舎茶館の独自の作法に従うが、基本は台湾茶芸や工夫茶作法を
もとにして変化したものである。 
緑茶のガラスコップの作法を簡単に述べる。ガラスコップ作法なので比較的シンプルであ
る。まず作法の名称を述べ、その名称に対応する動きを日本語として（）の中に注記する。 
 
（1）冰心去凡塵（茶杯を洗う）：お湯で湯呑を洗うことによって道具を清め、湯呑を温める
効果がある。茶葉の味をうまく引き出すため、茶壺や湯呑を温める作法は欠かせない。 
（2）清宮迎佳人（茶を入れる）：茶則で定量の茶葉を取ってコップに入れる（図 5－35参照）。 
（3）高山流水（湯を注ぐ）：「高山流水」は伝統工夫茶にある「お湯を注ぐ」動きに対して
付けた作法の名称である。お湯を高いところから注ぐことで、くっついている茶葉を散ら
させて味を十分に出させるための作法である。従業員が手で取っているお湯入れの壺に注
目したい。電気ポットと同じような機能で台湾茶人が発明したものである。台湾で「隨手
泡」とも呼ばれている。つまり電気を使う壺のことである。台湾茶芸の独創道具の 1つと
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して中国に伝えられていった。現在、この電気壺は普及していて、地域に拘らず多くの茶
館で使用されている（図 5－36参照）。 
（4）甘露泡蓮心（茶を浸す）：茶葉を淹れている状態である。お湯を入れてしばらくすると
味と色が出てくるようになる。 
（5）碧玉成清江（お茶を鑑賞する）：従業員は丁寧に手でグラスを持ちながら茶葉の種類、
特徴などを説明する。茶芸実演だけではなく知識面も客に満足させるサービスである（図
5－37参照）。 
（6）進奉香茗（茶を渡す）：丁寧にお茶を客に渡す。 
        
図 5－35（2010）©柯一薰    図 5－36（2010）©柯一薰    図 5－37（2010）©柯一薰 
 
老舎茶館の特徴と茶芸作法を以上のように述べた。それによって老舎茶館は以下のように
評価できる。まず、北京文化の保存に大きな役割を果たしたことが挙げられる。京劇をはじ
め伝統芸能を上演することで、昔の北京にあった喫茶文化をよく保存している。茶文化を推
進することも挙げられる。茶芸実演は茶館サービスだけではなく、作法や茶知識を説明する
ことによってより多くの人が中国茶文化を理解できるようになる。老舎茶館は昔の北京の喫
茶風俗を保存しながら、台湾茶芸も導入して多様化の作法が見られる代表的な茶館と言える。 
以上、茶館の歴史と形態を述べた。次に、茶芸作法のテキストに基づいて茶芸作法をまと
める。 
 
第 3節 中国における茶芸作法と分析 
 
テキストについて前述した中国茶芸博物館の出版物による作法、また全国の高等学校を対
象とする茶芸専門テキストである『茶文化概論与茶芸実訓』（茶文化概論と茶芸の実際訓練）、
『茶芸賞析』、中国労働社会保障出版社から出版された『茶芸師（初級）79』を取り上げる。 
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これらの文献で紹介される作法の諸作法には、美的な意識を高めようとの動機から、すべ
ての作法に相応しいと考える名称が一般的につけられている。その場合は四字熟語のような
つけ方が多い。代表的と言える流派はなく、お茶の種類や個人の好みによって名称が様々で
あるため、ここでは作法の動きで分類する。以下の説明文の中で、中国語の名称を補充する
場合は「」で表記する。 
1、道具 
(1)公道杯（こうどうはい）：図 5－38参照。 
「茶海」とも呼ばれている。台湾茶芸においては「茶海」と「公道杯」は同じものを示す。
区別するために中国茶芸では「公道杯」、台湾茶芸では「茶海」で表記する。ピッチャーの形
は基本の形である。茶の味を平均化させるための道具である。茶壷で蒸した茶湯を一度「公
道杯」に移すことで茶味が平均化される。さまざまな形があるが大きく分類すると持ち手あ
り、持ち手なしの２種類に分けられる。材質には陶器、磁器、紫砂泥、耐熱ガラスなどがあ
るが茶、壷の材質と揃ったものが多い。 
(2)茶盤（ちゃばん）：図 5－39（右）参照。 
「茶船」、「茶池」、「茶海80」とも呼ばれる。茶道具を乗せる台のようなものである。大
きく分類すると、水道管が付いているタイプと付いていないタイプがある。前者は木の根や
石などを材質とした大きめの台になっている。運びにくいので水道管が付いており、動かな
くても排水できる。そのためこのタイプの台はほぼ固定式である。他方で、後者は 2層構造
になって、茶道具はその上層に置かれる。上層に隙間があって茶を淹れたときに出てくる不
用の水は隙間を通って下層に排出される。水道管は付いていないため使うたびに清める必要
がある。材質は竹や木が多い。「茶盤」を使用しないでテーブルに茶道具を置く場合もある。
その場合には不用の水は建水と同じ機能を持つ「水方」に捨てる。 
(3)茶壺（ちゃこ）：図 5－39（左）参照。 
日本の急須と同じ機能のものである。形状は多彩である。基本的な形は持ち手、蓋、底の
形の違いによって 200種類があると言われる。使用される材質には磁器、陶器、耐熱ガラス
などがある。そのうちに紫砂泥で作られる紫砂壷は烏龍茶に最適で、茶壷の主流と言える。
もっとも、主流といっても茶種によって茶味を最大限に引き出すために相応しい材質の茶壷
が使用されることが多い。緑茶、白茶、黄色茶や花茶などの種類は香りが強いという特徴か
ら磁器や耐熱ガラスに相応しいと思われる。烏龍茶、プーアル茶、老茶など味が強い種類は
陶器や紫砂壷で淹れるのが普通である。図 5－40は茶盤と茶壺をセットした状態である。 
また、茶の種類によって茶壺のかわりに蓋碗を使用する作法もある。紅茶や花茶の場合に蓋
碗の使用がよくみられる。 
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(4)茶杯（ちゃはい）：図 5－41（右）参照。 
「品茗杯」、「飲杯」とも呼ばれる。日本でいう湯呑である。材質には磁器、陶器、紫砂泥、
耐熱ガラスなどがある。杯口の形によってさらに分類できる。「翻口杯」は口が外側にひっ
くり返った形である。「敞口杯」は杯口が底より大きくなっている形である。「直口杯」は
杯口と底の大きさが一緒になっている形である。「收口杯」は杯口が底より小さくなってい
る形である。「把杯」は持ち手が付いている形を示す。そのほか、形は異なっているが「茶
杯」の機能をする「蓋碗」、ガラスコップ、茶碗などがある。 
(5)聞香杯（もんこうはい）：図 5－41（左）参照 
「攏香杯」とも呼ばれている。台湾茶芸に独特な道具である。茶の香りを鑑賞するために
作られたものである。現在、中国においては「聞香杯」が使用されることが多く、細長い形
が特徴で香りをより集中させて鑑賞することができる。聞香杯を使用する場合には茶杯とセ
ットになったものが多いので、材質は茶杯と揃いになっている。よく見られる材質は茶杯と
同じように陶器、磁器、紫砂泥、耐熱ガラスなどがある。 
(6)茶墊（ちゃてん）：図 5－41（下）参照 
 「茶托」とも呼ばれる。「茶杯」をのせる受け皿である。材質としては竹、木、陶器、磁器、
シルク、綿などがある。図 5－42 は聞香杯のない場合に茶杯と茶墊の組み合わせ。図 5－41
と図 5－42は異なる素材による茶杯と茶墊の例でもある。 
(7)茶荷（ちゃか）：図 5－43（右）参照。 
茶葉の量を測る道具である。乾燥した茶葉を乗せて客に鑑賞させる道具でもある。 
(8)茶巾（ちゃきん）：図 5－43（左）参照。 
「茶布」とも呼ばれる。綿を素材にした布である。汚れや道具についた水を取るためのもの
である。帛紗の機能と一緒だが帛紗さばきのような作法がない。 
(9)隨手泡（すいしゅほう）：図 5－44参照。 
水を沸かす道具である。風炉と同じ機能であるが電気ポットに近い。 
(10)茶葉缶（ちゃばかん）：図 5－45参照。 
茶葉を保存する容器である。湿気を防ぎ、錆びない素材が用いられる。錫、錫合金、鉄合
金、ブリキ、陶器、磁器などがある。 
(11)茶道組（ちゃどうくみ）：図 5－46参照。 
 「茶道六君子」とも呼ばれる。6 件の道具により１つのセットになったものである。 
「茶匙」は「茶葉罐」から茶葉を取り出すための道具である。「茶荷」に乗せる茶葉を茶壷
に投入する際に補助道具としても用いられる。 
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「茶漏」は茶葉を茶壷に投入する際、茶葉を入れやすくするための道具である。漏斗
のような形になっている。 
「茶則」は茶葉を手で触れずに「茶葉罐」から取り出す道具である。また「茶荷」と
同じく、茶葉を鑑賞するためにも用いられる。 
「茶夾」は熱湯で温められた茶杯や聞香杯を扱う際に手で触れるのを避けるために用
いられる。ピンセット状の道具である。 
「茶針」は茶壷に詰まった茶葉を取り除くための道具である。以上の 5 件の道具を収
納する道具は「茶筒」である。 
      
図 5－38：公道杯  図 5－39：茶盤（右）茶壺（左）   図 5－40：セットした状態 
（2014）©柯一薰   （2014）©柯一薰           （2014）©柯一薰 
 
    
図 5－41：茶杯（右）   図 5－42：聞香杯   図 5－43：茶荷（右）茶巾（左） 
聞香杯（左）茶墊（下） なしの組み合わせ   （2014）©柯一薰   
（2014）©柯一薰     （2014）©柯一薰   
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図 5－44：隨手泡     図 5－45：茶葉缶    図 5－46：茶道組81（2014）©柯一薰  
（2014）©柯一薰     （2014）©柯一薰   
 
2、作法 
（1）茶葉を賞する 
茶種や壷の容量によって茶葉の使用量は異なってくる。紅茶、緑茶、花茶の場合には茶葉
とお湯を 1：50の割合で用いる。烏龍茶系であれば 1：18がよいと言われる。つまり紅茶、
緑茶、花茶系は 3～5グラムの量で、烏龍茶系は壷の 1/3～1/2の量を使用する。茶則で茶葉
を茶倉から取り出し、茶則に乗せた茶葉を客に鑑賞させる。「鑑賞佳茗」、「精品鑑賞」な
どの名称があるが、使用する茶葉の種類によってその茶種の名称に変わる場合も多い。例え
ば、「碧螺春」という種類を喫する場合に「碧螺亮相」と変化する。1990 年「中国質量奨」
という茶コンテストで茶芸演出が競われた際に受賞した「信陽毛尖」を点てるとき、この作
法の名称は「信陽毛尖」とされた。 
（2）壷、湯呑を暖める 
壷の蓋を開けて壷の三分の一程度までお湯を入れる。蓋を閉め、またお湯を人数分湯呑に
注ぐ。茶海と聞香杯を使用する場合にはお湯を壷から茶海に注ぐ。また茶海から聞香杯、聞
香杯とセットになった湯呑という順番で暖める。この作法には 2 つの目的がある。1 つ目は
道具を清めるためである。2 つ目はお茶の味と香りを確保し、味と香りを最大限まで引き出
すために壷と湯呑の温度を高める。壷、湯呑以外に茶海や聞香杯を使用する場合には茶海と
聞香杯を暖める。原則的には、お茶を注ぐ道具をお湯で温める。この作法の名称はだいたい
清めるイメージや暖めるイメージをもってつけられる。「冰心去凡塵」「群鶴沐浴」「大彬
沐淋」「仙子沐浴」などは清潔、清めることを表現する名称であり、「孟臣溫暖」「溫熱茶
盏」などは温かさを表現する名称である。 
（3）茶葉を茶壷に入れる 
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茶則に乗せた茶葉を壷に入れる。茶葉の種類を強調するために、茶葉の特徴や名称を取り
入れて作法の名称になることが多い。茶葉の特徴を喩える例は次のようなものがある。「龍
井茶」は緑茶に属し、剣のような珍しい形の葉、葉の色は翡翠のような緑色の特徴で「碧劍
藏杯」という名称がつけられた。「六安瓜片」は緑茶に属し、ヒマワリの種の形に似た茶葉
から六安瓜片は「片茶」とも呼ばれる。また茶葉の鮮やかな深緑色が特徴的で、その色と形
を喩えて「碧丹入海」の名称がつけられたものもある。茶葉の名称を取り入れる場合も多い。
例えば「鉄観音」の種類を点てる場合は「觀音入宮」といわれ、「碧螺春」の種類には「碧
螺進庵」、「信陽毛尖」の種類には「毛尖入宮」、「烏龍茶」には「烏龍入宮」とつけられ
た。また、特定の茶種を強調するのではなくお茶を擬人化した名称も見られる。 例えば「請
君入宮」、「佳茗入宮」、「王子入宮」などがある。 
（4）お湯を入れ、一回目のお茶を捨てる 
お湯を壷に入れ、すぐお茶を出す。ここで一回目のお茶を飲まないで捨てることは「温潤
泡」と呼ばれている。お湯を入れる際の手の姿勢がポイントである。お湯が入れてあるポッ
トを最初から高く持ち上げて丸を描くように勢いを強めにお湯を入れる。お湯の勢いで球状
の茶葉を回転させ、伸ばすことが目的である。お湯が壷の半分以上入ったら姿勢を低くして
お湯を溢れないように穏やかに入れる。この高、低の変化は動きのリズムで表現されるが、
実際の作用もあると思われる。 
この作法には 2 つの目的がある。1 つ目は昔のお茶の製造技術は現在ほど優れていないた
め、茶葉に含まれた不純物を除去するためにお湯で茶葉を先に洗うことが多かった。2 つめ
は半球状や球状となった烏龍茶の茶葉を伸ばすためである。一度お湯で伸ばした茶葉の方が
よりよい味が出ると考えられている。ただ現在では、お茶の品質が相当高まっているので主
に 2つ目の理由でこの作法が行われる。姿勢の変化を表現するために「高山流水」や「懸壺
高沖」などの名称がよくつけられる。 
烏龍茶系の茶葉は球状や半球状が多いためこの作法をするが、紅茶や緑茶、また黄茶、白
茶に属する高級な茶種を淹れる場合はお湯を捨てる必要はない。これらの茶種はよくガラス
コップや蓋碗で淹れる。1 回目のお湯は容器の三分の一程度まで注ぎ、茶葉を伸ばす。烏龍
茶より茶葉が伸びやすいため少し時間を置いてから次の作法に進む。 
（5）2回目の湯を入れる 
一回目のお茶を捨てた後、再びお湯を壷に入れる。この作法のポイントは溢れそうで溢れ
ない程度のお湯を入れることである。こうすると壷の入口に泡がよくできるため、蓋で拭き
取る。「刮沫」という作法である。「刮沫」の理由は前述と同じようにお茶のホコリや不純
物を取り除くためである。筆者が調査した限り、「刮沫」の作法をするかしないかの割合は
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半々である。しない場合にはお湯が溢れないように適当な量を入れ、蓋を閉める。この作法
によってお茶の香りが壷の入口に漂っているのを表現するために「春風拂面」の名称がつか
われることもある。 
作法（3）から（5）までをまとめると、先に茶葉を入れてからお湯を入れる順番の場合、
「下投法」という。お湯の温度は高温が必要な烏龍茶系を淹れるときには「下投法」が採用
されることが多い。また、先にお湯を入れ、後で茶葉を入れる方法は「上投法」という。高
級な緑茶、例えば「碧螺春」、「信陽毛尖」などのお茶には「上投法」が適切である。お湯
を少し入れ、茶葉を入れてからまたお湯を入れる方法は「中投法」という。緑茶に属する「龍
井茶」、「六安瓜片」、「綠陽春」などには「中投法」がよく使われる。また、冬には「上
投法」、夏には「上投法」、春秋には「中投法」という季節による分類法もある。 
紅茶、緑茶、黄茶、白茶など茶種を淹れる場合に、作法（4）の次に二回目のお湯を注ぐ。
低位置から高位置にお湯入れを持ち上げてお湯を出す作法を三回ほど繰り返す。お湯の量は
ガラスコップや蓋碗の７割程度にする。この作法は「鳳凰三點頭」という。目的は 3つある。
まず、ガラスコップを使用する場合はこのようなお湯の入れ方で茶葉が上下に漂う美しさが
感じられる。また、茶葉を伸ばすためである。最後に、三回繰り返すことは客への挨拶とい
う意味になる。 
（6）お茶を出す 
蒸らした茶を出す。お茶を壷から茶杯に出すこの作法は茶海の有無によって 2つの方式が
ある。以下、2つの方式を説明する。 
茶海を使用しない場合、壷から直接お茶を茶杯に分ける。この作法は福建地域の伝統的な
喫茶法である工夫茶法の手順であり、名称はほぼ統一されている。茶を茶杯に平均的に注ぐ。
1 つ目の茶杯から少しずつ注ぎ入れ、最後の茶杯についで再び 1 つ目の茶杯に戻る。時間と
ともに茶味と色がだんだん濃くなっていくため、一往復させて味を平均化させる目的がある。
将軍が往復して軍隊を視察する状態を喩え、「關公巡城」の名称で呼ぶ場合もある。最後に
残された少量の茶を無駄しないように、往復しながら一滴ずつ茶杯に注ぐ。一人一人の兵士
を細かく確認するような状態から転じて「韓信點兵」という名称で呼ばれることもある。 
茶海を使用する場合、壷から茶を茶海に移し、また茶海から茶杯に注ぐ。茶を出す時間差に
よらず、茶海に入れることで茶味を平均化できるようになる。そのため、茶海から茶杯に注
ぐときに作法（1）のように往復する必要がなく、順番に注いでいく。茶海を使用するのは台
湾茶芸の特徴である。 
『茶文化概論与茶芸実訓』と『茶芸賞析』という 2つのテキストでは、台湾茶芸「三段十
八歩」から引用して「茶熟香溫」という名称が採用されている。台湾茶芸のもとと言える工
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夫茶法では烏龍茶が最適とされ、現在では工夫茶法で茶海が使用される場合が多いため、こ
の作法は「烏龍入海」とも呼ばれている。茶芸の演出の場合には特定の茶種を使用すること
が多い。また環境や参加者の性質に合わせて独自の名称が考案された例もある。『茶文化概
論与茶芸実訓』（賈・趙主編 2010）における烏龍茶の演出の例を挙げる。壷から茶海に茶を
注ぐ作法について、親の子育てを比喩して「母子相哺 再注甘霖」という名称で呼ばれる。ま
た、1990年「中国質量奨」という茶コンテストに受賞した「信陽毛尖」という茶種が用いら
れた茶芸演出において、この作法は「玉液回壺待君品」と呼ばれた。主人が貴重な茶を壷か
ら茶海に移して大切な客を待っているような場面が伝わってくる。 
（7）茶を客に渡す 
茶托に載せている茶杯を客に渡す。客が少人数の場合、両手で茶托を持って客に渡す。左
手で茶托、右手で茶杯を持つという渡し方もある。人数が多い場合、茶托と茶杯を「茶盤」
という大きめの皿に載せて客の席まで運ぶ。大切な客においしいお茶を差し上げるというイ
メージから、「敬獻香茗」 「敬奉香茶」、「敬奉賓客」などの名称がある。 
（8）香りを鑑賞する 
中国茶を喫するときには色、香、味が重要な要素である。茶種によって香りを中心とする
ものと味を中心とするものに分けられる。前者は、白茶系や弱発酵茶に属する包種茶系、ま
たは緑茶系、たとえば「龍井茶」、「碧螺春」などがある。後者は烏龍茶系に属する「鐵觀
音」、「水仙」、「單欉」などがある。 
香りを鑑賞する作法は必ず必要とはいえないが、茶を喫する前に茶の色を見ながら茶杯を
口に近づけると茶の香りがする。そのため、香りを嗅いでから茶を飲むのが自然の流れにな
る。台湾茶芸において「聞香杯」は香りを嗅ぐために開発された独特な道具である。その後、
聞香杯は中国でも導入されて普及していった。特に烏龍茶系の茶を淹れる場合によく使われ
る。茶席、茶種や主人の習慣によって聞香杯を使用しない方法と聞香杯を使用する方法に分
けられる。この作法は香りを強調するため「聞香通靈」、「幽谷芬芳」、「細聞幽香」、「喜
聞幽香」などの名称で呼ばれる。また、茶の特徴に合わせてつけられた名称も見られる。た
とえば緑茶系の「碧螺春」の場合は「綠雲飄香」といわれ、茶葉の色を表現する上で香りを
漂う状態を描いた名称で呼ばれる。聞香杯に関する使用法は第 5章で論述するためここで「聞
香」という作法が存在することがポイントである。聞香杯を使用しない場合もある。この場
合では茶を直接茶杯に注ぐので、茶杯を持ち上げて香りを鑑賞する。また、茶を飲み終わっ
た後に空いた茶杯についた香りを鑑賞することができる。 
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（9）茶を喫する 
茶杯を持ち上げて茶を飲む。茶杯の持ち方として親指、人差し指で杯口を軽く持って、中
指で底を支える。このとき、親指、人差し指、中指が三匹の龍のように見えるため「三龍護
鼎」と呼ばれる。茶を飲むときには三口に分けて飲む。茶芸のような形で茶を飲むことを、
中国語で「品茶」という。「品」という字は口が三つで構成されている。更に、厳しくいう
と 3口に分ける理由としては、味覚が最も鋭い状態で 1口目は味を鑑定する。茶の種類、製
造方法、淹れ方などを一口目で鑑賞する。二口目は味を愉しむ。舌全体で味を感じて茶湯の
味を愉しむ。三口目で喉ごしを感じることで茶湯を評価する。以上のような専門的な説もあ
るが、三口に分けて、少しずつ味を感じて愉しむのが一般的である。 
以上、中国における茶芸作法のまとめである。 
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第 6章 台湾茶芸作法に関する考察 
 
第 1節 茶芸形成の背景考察 
 
台湾には 1975年以後、政府による茶葉評価制度ができ、飲茶保健という意識が強くなっ
てくるとともに、茶文化および茶産業が重視されてきた。典型的な例は、「茶芸館」が盛ん
になったことである。第 1 章第 1 節（24－25 ページ）で述べたように台湾の茶文化は中国
から渡来してきたさまざまな要素が融和したものである。そのため中国工夫茶の流儀が見
られ、中国江南地域に見られる文人的な風俗が感じられるうえ、台湾茶農の技術を加えて
台湾の茶文化が形成されていった。さまざまな茶芸文化に関する雑誌、著作が出されるよ
うになったほか、茶人と商業、教育、学術研究が結びついて茶関連の組織ができ、政府と
とともにたくさんの茶芸交流が盛隆していった。たとえば日本・中国・韓国の茶関連組織
との交流によって、台湾の茶芸は 1980年代から本格的に発展していった。香港、シンガポ
ール、マレーシアなどの地域でも、台湾から茶器を輸入して台湾の茶芸を参考にしながら
それぞれの国に茶文化が広がっていったのである。本節では、茶芸文化組織の成立、茶芸
文化活動、茶芸館の振興という 3 つの面から、台湾における現代茶芸の展開及び現状につ
いて論じていく。 
 まず茶芸文化組織の成立について述べる。台湾の茶芸の場合には、お茶を好む人、ある
いは関係する人を茶人という。本節で茶人という場合はこの定義に従う。台湾茶人は 1980
年から茶芸文化を広げるために、商人と結びついて、人材の育成、飲茶風俗の推進、茶産
業の振興などいろいろな分野に進んでいった。そのうち、比較的完成度が高い組織は以下
の通りである。 
(1)陸羽茶芸中心 
1980 年に成立し、台湾茶文化の先駆として、茶芸の概念を具体化した現代茶芸館を設立
した。お茶に対して、「美律、健康、養性、明倫」という理想を提出している。そのもとに
1994年に成立した中華国際無我茶会推広協会がある。「茶芸精神を広げ、社会とお茶の関係
を深める」という理想を持ちながら、国際交流にも力を入れている。 
(2)中華民国茶芸協会 
1982 年に范増平を理事長として、台湾茶芸を推進するために成立した組織である。日本
茶道の「和、敬、清、寂」に対して台湾茶芸を代表する理想を提出している。すなわち、「清、
敬、怡、真」である。 
(3)天仁茶芸基金会 
1984に成立した、茶芸文化を広げる事業を中心として行う組織である。 
(4)中華茶芸事業聯誼会 
1984 年に茶の業者によって「静、美」を目標として成立した組織である。最初の会員数
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は 50であり、そのほとんどは茶芸館であったが、茶芸環境や飲茶風俗の変化によって、茶
芸館ではない他の形として再出発することになった。たとえば、茶芸を教授する茶芸教室、
個人的な事務所などさまざまなお茶に関係する会員が存在している。そのため、会員数は
2002 年の調査によれば 200 に増えている。この組織は主として商業的、国際的な交流活動
を行っている。 
(5)高雄市茶芸協会 
1985 年に成立した台湾の南部地域において代表的なお茶の組織といえよう。当時の理事
長であった葉栄裕による「中庸、倹徳、養気、品味」という四つの項目を中心として茶文
化を推進している。 
(6)学校に属するクラブ 
1985 年から各大学には茶芸クラブが成立し始め、学校を通じて飲茶風俗を広げる動きが
生まれるようになった。1995 年に 8 つの大学によって「全国大学院校茶芸聯誼会」が成立
したことによって、学校の間の茶芸交流は一層盛んになった。教育部の統計によると、1999
年までに全国 31ヶ所の大学、あるいは大学レベルの学校に茶芸クラブが成立したことがわ
かる。 
（7）泡茶師聯会 
1987 年に成立し、会員はほとんど「泡茶師検定」（1983 年に陸羽茶芸中心によって制定
された制度であったが、民間資格に属している）という資格を取っており、主として茶芸
に関する学術的、文化的な交流を行い、泡茶師の養成を目的とする。 
 次に茶芸文化活動について述べる。茶芸活動は、お茶に興味を持つ人が、誰でも気楽に
お茶のことを認識してお茶を体験することを目標として推進されるものである。内容とし
ては、単なる茶会、茶芸体験から、茶芸資料展、茶器展覧会、講演会、音楽、劇曲などさ
まざまな分野に渡り、今日では茶芸文化の多様な形として現れている。 
1980 年代から、政府の援助政策によって民間組織はさまざまな活動を行い始めるように
なった。お茶に関する活動といえば、主として 4つのタイプに分けられる。1つ目は茶席に
似たような集まりである。中国語では「お茶の宴会」を意味して「茶宴」という。これが
「茶会」とも呼ばれる。2 つ目は海外との交流活動、3 つ目は展覧会である。4 つ目は学術
的な研究である。 
「茶宴」の本質は茶席に似ているがルールや形式の決まりがない。お茶のみの宴会は「品
茗宴」という。お茶とお菓子をいただく宴会は「茶果宴」という。料理を提供する茶席は
「分茶宴」という。 
「茶宴」はさまざまな形で行われる。例えば「茗茶発表会」や「業務品茗会」などがある。
「茗茶発表会」は性質によって「茶展示会」、「茶評定会」などと称される。新しく作られ
たお茶を発表し、各種類のお茶を鑑賞することができる。お茶を鑑賞するだけでなく、そ
れとともに評価を与える場合には「お茶評定会」になる。このような性質を持つ茶宴では、
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茶葉の種類、質が注目される。お茶を評価するために定められた淹れ方があるが、あくま
でも科学の角度からお茶の質を測るために用いられた淹れ方なので、茶道具や儀式、環境
などの要素は外される場合が多かった。 
1975 年、当時の台湾省農林庁によって「包種茶の評定会および展示会」が行われた。場
所は台北県新店抻鎮農会であった。この活動は茶業史上初めての正式な茶葉の評定会だと
考えられる。展示会、評定会といった形は、お茶を紹介する場として、茶産業の制度を次
第に作っていった。1983 年にも台湾農林庁が主催した「茶業特展および品茗展示会」が開
催された。国民にお茶を認識させるために台北新公園、省立博物館にて大規模なお茶展示
会が行われた。「七十三年茶葉包装デザイン大賞および展示会」は 1984年に台湾省農林庁、
台湾区製茶工業同業公会、省立博物館が共催した展示会であった。産業デザインを革新す
ることによって商品の価値を高めようという目的で行われ、革新的な展示会だと思われる。
お茶の発表会は茶会の要素がほぼ省略され、ある要素を特定することが多い。1985 年に中
華民国茶芸協会によって「金萓、翠玉品種発表会」が開催された。茶産業の関係者、愛好
者 200 人が集まって、茶杯（湯呑み）の鑑賞を中心として当年度の新茶を評価する発表会
であった。 
「業務品茗会」というのは 1980年代に流行った茶会の形である。この時期は台湾茶芸館
の発展時期といえる。茶芸館の業者の間で業務上の往来が頻繁に行われたので、喫茶の場
所を借りてお茶を飲みながら会議をすることが多く、茶会の 1つの形になっていった。 
また、「茶宴」に属する「茶果宴」では、喫茶のほか、茶食が食べられる。季節や祝祭日
によって相応しい茶食を提供することが多い。典型的な例は 1986年に天仁文化基金会によ
り開催された「中央社工会春節茶会」である。参加者はおよそ 800人で、お茶、花、お香、
絵、音楽などの要素が含まれた大型茶会であった。金銭、時間の制約が多いため、本格的
な料理が提供された「分茶宴」は 1980、1990年代にはまだ少なかったが、その形を生かし
てお茶と料理を結びつけた茶芸館やレストランが流行るようになり、「分茶宴」の新形態が
生まれていった。 
お茶に関する海外への調査、交流活動とは、お茶の専門家、愛好者を、主として海外に
派遣し、茶産地の調査、喫茶法の見学、交流などを行う内容である。日本の茶道、煎茶道、
韓国の茶礼、中国の喫茶法が主要対象であった。1987 年に中華茶芸協会が主催したもので
は、日、韓の茶道団体を招待し、お茶の交流を行った。そのあと『一九八八茶芸大観』が
編集された。このようなパターンはそれ以後のお茶の交流会の手本となっていった。1988
年に中華茶文化学会理事長の范を中心として、台湾の茶芸文化が中国に紹介された。また、
1989年から活動を始めた「陸羽茶芸文化訪問団1」は代表的な茶文化交流団体である。陸羽
茶芸文化訪問団と同じ組織により成立した「無我茶会」は 1990年に成立した。東アジア2を
はじめ、ほぼ毎年に大型の無我茶会を行い、現在に至る。中華茶芸連合促進会は 2005年か
ら毎年日本で開催された全国煎茶道大会に参加し、台湾式の茶席を出すことによって交流
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が行われた。 
お茶に関する展覧会には、茶芸コンテスト、茶芸見学展覧会、茶器文物展、茶芸文化展、
茶に関する芸術展などの種類が見られる。 
茶芸コンテストはお茶を入れる技術、方法を中心として行われた。例えば中華茶芸聯誼
会が主催した「80 全国茶芸コンテスト」がある。1981 年から 1986 年まで毎年 1 度、全国
茶芸が競われた。その後、活動の内容を編集して『1992中華茶芸大観』が出版された。 
茶芸見学として代表的な展覧会は、1988 年に開催された「茶芸大観」であった。中国、
日本、韓国の茶文化に関するものを展示したほか、観客も茶席に参加して実際にお茶を体
験できるという展覧会であった。 
茶器文物展は茶道具を中心とする展覧会である。1978 年に工夫茶館が主催した「中国茶
基展」は、最初の茶器展覧会であった。1984 年に歴史博物館により開催された「古代茶器
特展」は代表的な茶器展覧会と思われる。約 300 件の茶壷が展示され、講演が行われた。
その後、茶道具展覧会は頻繁に行われたが、茶道具販売の目的が大きいため、品質は期待
できない現状である。 
茶芸文化展は茶に関する文化を対象とする展覧会である。例えば 1991年に行われた「茶
芸文化特展」がある。これは 1991年 8月から 12月まで、基隆市律文化中心、茶業改良場、
天仁茶芸文化基金会によって開催された展覧会である。茶葉の生産、製造、茶道具文物、
喫茶の環境という三つのテーマを中心として、茶会を行ったり、茶文化演習講座を行った
りしており、その成果は『茶芸文化』という書物が刊行されている。完成度の高い茶文化
展覧会といえる。 
また、1992 年から台湾産の茶葉を広げるため、台湾省農林庁、台湾区製茶工業同業公会
が共催し、毎年 1 月に台北にて開催されてきた「茶と生活」特展という展覧会がある。さ
らに、1994 年 3 月に台湾省茶業改良場、中華茶芸聯誼会および天仁茶芸基金会によって開
催された「茶文化と生活」展覧会もある。これは茶葉を原料として作った商品の販売、展
示を行うものであった。 
茶芸文化をテーマにした講演会、「教師茶文化研修会」も行われた。中華茶芸を広げるた
め、1997年に坪林茶業博物館が設立された。台湾初の茶業専門博物館である。展示内容は、
茶事、茶史、茶芸に分けられる。その後、台湾国立歴史博物館は 1997 年 7 月 5 日から 10
月 1 日まで、茶芸の発展史を中心として「茶の文化」展覧会を開催し、展覧会の後、歴史
博物館から『茶の文化』という書物が出版された。展示期間のうち 8月 3日に展示場で「茶
葉多元化産品鑑賞および無我茶会」が開催された。これは歴史博物館初めての品茗活動と
室外茶会であったので非常に注目された。 
2002年７月１日から 9月 25日まで、台湾国立故宮博物館にてお茶に関する文芸展覧会が
開催された。「也可以清心―茶器、茶事、茶画」と題され、茶道具、喫茶法と茶の絵などが
テーマとして展示が行われた。 
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その他、「総統府茶会」という特別な例もある。1999 年 5 月 24 日、外交人員を招待する
ため総統府によって茶会が行われた。茶会の形となっていたが内容としては台湾における
茶業発展史を紹介し、茶葉の展示、品茗活動を行うというものであった。品茗茶会を初め
て総統府で開催したことは、文化的、外交的な意義を持っていた。同年 8 月 8 日に、総統
府はまた「茶と茶芸文化展示」活動を開催した。台湾茶の紹介、品茗会、茶芸紹介などと
ともに、書道、演奏会と結びついた多元的な茶芸文化に関する催しであった。 
学術的な研究については、日本植民時期から茶葉の栽培、製造、販売に関する研究や調
査が多かった。日本植民時期の研究状況は第 2 章で論述したが、ここで茶芸が盛んに始ま
った 80年代からの状況を論述する。1988年 2月に茶業改良場が主催した「国際茶葉生産技
術研究会」には、インド、スリランカ、インドネシア、日本、南アフリカ、アメリカなど
の国から 27人の専門家が集まって茶葉生産の技術について研究会を行った。その後 Recent 
Development in Tea Productionという出版物が刊行された。このような茶の生産技術を中
心とする研究会は少なくない。 
中国では 1980年代から台湾との交流が始まり、お茶の生産技術の向上に伴って茶葉の種
類が一層増えていった。中国、台湾両側が提携する研究も多くなった。例えば 2001年に行
われた「両岸茶業科学学術研究会」である。台湾の中興大学と中国の中国茶芸学会が共催
し、11 月 18 日から 24 日まで中興大学にて行われた。茶業に関する政策、生産、栽培、マ
ーケティングなどの議題を中心として、62 本の論文が発表された。そのうち台湾からの発
表は 21本であった。 
長い間、茶研究は経済面、農業面で注目されたが、90 年代からお茶についての文化的な
研究が現れるようになり、茶芸学という言葉が提出された。1993 年に行政院文化建設委員
会の計画で、茶芸文化学術研究会が開催された。これは「文芸季」というテーマによって
行われた学術研究討論会である。台湾大学食品科学研究所、茶業改良場、天仁茶芸基金会
が共催し、台湾大学にて研究討論会が行われた。会の後に『茶芸文化学術検討会専刊』が
発行された。その後、茶研究は文化、芸術の分野に広がっていくようになった。 
茶業を振興するため、生産、政府、学術、芸能などのさまざまな面からも研究会が行わ
れ、初めて茶業と医療の研究が発表された。2001年 2月 22日には台茶研究発展検討会が開
催された。会の後、茶業改良場によって「台茶研究発展推広検討会専刊」が出版された。
2003年 2月 26日には茶業市場及び茶芸文化研究討論会が行われた。茶業改良場 100周年の
際には、世界貿易機関（WTO）において茶業市場の変化及び今後の政策などについて研究討
論会が行われた。会の後、『茶業市場及び茶芸文化研究討論会』という刊行物が出版された。 
以上の 4 タイプのお茶を中心とする活動以外に、お茶に関わる産業活動も盛んになって
きた。例えば 2002年開催の台湾茶芸博覧会は交通部観光局が主催し、茶芸展覧会という形
で台湾の観光業を振興することを目標としていた。また「お茶と健康」及び「茶の推進」
活動があった。2004年 9月 22日、内政部農業委員会によって行われた活動である。お茶を
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通じて台湾の農産物を国際的に広げることを目標としていた。参加者は国際的なマスコミ
関係者、観光業者などであった。 
茶芸館について第 5 章第 1 節で定義したように茶を喫する場所である。1970 年代後半か
ら「茶芸館」という言葉がだんだん普及してきた。台湾における茶文化の発展、承継にお
いて、茶芸館は重要な役割を果たしたと考えられる。茶館、茶芸館という場所が現れるな
かで、飲茶風俗は盛んになり、生活と結びついていった。 
台湾が 1945 年に日本から中国に返還された時期（光復時期）、茶館は単なるお茶を飲む
場所と考えられていた。時代が変わって 1980年から 1989にかけての 10年間は台湾の茶文
化が一番盛んになった発展期であった。この時期の台湾の茶芸館の発展を探究することは、
台湾社会における茶文化がどのように発展してきたのかを、より分かりやすく示すものと
なるであろう。 
1976 年に台北において最初の茶芸館である「中国功夫茶館」が開店した。同時期、高雄
には「玉壺廬茶芸館」もあった。台北と高雄は北部地域と南部地域それぞれの大都市なの
で、地理位置から考えると、茶芸の発展は北、南で同時に大都市から発展し始めたことが
わかる。そして 1980年に「陸羽茶芸中心」が成立することによって、台湾の茶業、茶芸文
化は盛んになっていく。1981 年から美と芸のバランスを重視した茶芸館がだんだんでき始
め、1981年末の台北地域には 8軒の茶芸館が成立して、「大台北茶芸業者聯誼会」が結成さ
れた。当時、部分的に風俗営業は茶室と結びついていた状況もあるので、「大台北茶芸業者
聯誼会」の推進によって、文芸的な茶文化を風俗業から区別しようという目論見があった。
その後、1984年に全国 74軒の茶芸館によって「中華茶芸業聯誼会」が成立し、積極的に茶
芸活動を行うようになった。この会は、教授、見学、展覧会などさまざまな活動を通じて
大衆にお茶に関する知識、技術、思想などを紹介した。前述のようにさまざまなお茶の組
織が成立した事実からみると、1980年以後の 10年間は中華茶文化が本格的に復興し盛んに
なった時期といえるだろう。マスコミの大衆化とともに、茶芸文化は広範に報道されてお
茶を喫する気運が高まっていった。 
台湾の新興の茶芸館文化はアジアの一部の国にも影響を与えた。マレーシア、シンガポ
ールなどの地域でも台湾の茶芸館の経営法、茶芸理論などが導入され、それぞれの国では
台湾式の茶芸館が発展していった。こうした茶芸館は、商業的な性質をもったお茶を喫す
る場所だと考えるのがよいだろう。お茶を提供するだけでなく、茶食、茶葉、茶具を販売
する業務も行われた。一般的なレストラン、喫茶店と区別するため、芸術的な意識、従業
員の専門知識、茶食の独創性などの主張を強く打ち出して文芸的な性質が強調された。そ
して 1991年以後、一部の茶芸館は茶芸の教授、お茶に関する討論会、見学会などをよく行
うようになった。茶芸館の機能は単純にお茶を喫する場所から文化的な意味を持つように
なっていったといえよう。 
台湾の現代茶芸文化はまだ発展段階にあるが、年齢、職業、社会階級に関係なく、お茶
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を好む人々に応じてくれる多様な茶芸館の内容は、現在茶芸発展の特徴だと考えられる。
そして人々の生活の中で、自分にふさわしい場所の中で茶文化を理解していくあり方は、
現在茶芸文化の推進者たちの目標である。 
次には、台湾における茶芸作法のうち、三段十八歩行茶法、天仁小壺茶法、無我茶会作
法という代表的な 3つの作法について分析する。 
 
第 2節 茶芸作法と分析 
 
三段十八歩行茶法 
「三段十八歩行茶法」というのは、中華茶芸協会理事長である范増平が中国の行茶法に
基づいたものに現在の茶芸観念を加え、制定した茶芸作法である。台湾における茶芸は 1980
年代から振興し始めたが、研究であっても茶芸館を経営するにしても、ほとんど個人的な
好みとして発展してきた状態に対し、范は茶芸文化の文字化、規範化に長い間努めてきた。
1989年の「中、日、韓茶文化交流大会」で、初めて「三段十八歩行茶法」が提出された（以
下、「三段十八歩」と略称する）。1991 年には正式に「中華茶芸操作方法」が韓国に伝えら
れた。これは韓国の『茶談月刊』に載せられると同時に、台湾で出版された『中華茶芸』
にも紹介されている。1997 年には台湾では初めて『茶芸学』と題する著作に三段十八歩行
茶法の作法が載せられ、著作の出版を通じてこの作法はだんだん民衆の間にも認識されて
いった。1997 年、三段十八歩の作法は中国に伝えられ、中国茶芸師を教授する教材として
用いられるようになった。2001 年、中国北京国家社会労働保障部により、初回茶芸師資格
認定試験が行われた。そこでも、三段十八歩の作法は操作の手本となった。2002 年、台湾
で初めてこの作法を正式な規範として「中華茶芸師認定検定」が行われた。このように、
三段十八歩は伝統的な作法に基づいたうえで現代茶人たちの理念を加えて制定された作法
であり、中国、台湾の両地域において多数の認可を得ているため、このような作法から茶
芸文化における意義を探求するのは価値がある。次に、三段十八歩茶芸理論および作法に
ついて具体的に論述する。以下、三段十八歩茶芸理論に関する内容は『茶芸学』による引
用である。 
茶芸における作法についての表現を、行茶法という。三段十八歩は行茶の過程である。
三段というのは(1)準備段階、(2)操作段階、(3)完成段階、という 3つの段階のことである
3。 
 
1、準備段階 
準備の作業は 2 つの部分にわけられる。無形の部分である誠意正心と、有形の部分であ
る格物致知である。 
誠意正心というのは誠なる意志を持ちながら修行することである。内的な準備ともいえ
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る。余計な雑念、私欲などを排し、個人的な道徳管理をすることによって心を方正するこ
とができると考えられる。 
茶人もまた、茶事を行う場合、同じく誠意正心の態度で貫き通すこととされる。更に、
前述した中華茶文化の最高理想である天人合一の境地に達することが目指される。『論語・
子路第十三』によると、「子曰：其身正，不令而行 ；其身不正，雖令不從。」（自分自身が
正しくさえあれば、命令などしなくとも人々は行動する。自分自身が正しくなければ、例
え命令したとしても人々が従いはしない）と述べられる。身を正しくすれば気が正しくな
る。気が正しくなれば意念は自然に正確な方向に向かっていく。お茶を喫する際に、誠意
正心の態度で操作するということは、人に対し、お茶に対し、お水に対し、（茶の）道に対
して、敬意を払う表現であると考えられる。 
また修行によって、環境、人物といった外面的な出来事にかかわらず、禅を求める空寂
の境地に至るとされる。 
このような内面的な修行は茶会の前に準備することではなく、長い時間をかけた修業で
得られるものなので、茶人としても人間としても修行を重ねることが非常に重要だと考え
られている。 
他方で、事物を分析することを「格物」といい、自然と一体化してさまざまな自然の生
物や現象を感じることを指す。「致知」というのは事物を認識し、理解することである。こ
れらは、物質的なものに重点を置き、客観的に外面の学習、知識、技術を身につけること
を意味する。茶芸の場合には、茶会の環境、時間、道具などを準備することにあたる。こ
の段階で要請される事項は以下の通りとなっている。 
(1)茶机（机）に対する要請 
立礼式と坐礼式の場合には、机の高さは 68～70センチ、長さは 88センチ、幅は 60セン
チとされる。席地式（地面に座る）の場合には、机の高さは 48センチ、長さは 88センチ、
幅は 60センチとされる。 
(2)茶椅（椅子）に対する要請 
状況によって背もたれがある場合とない場合がある。ただし肘掛けは必要ない。椅子の
高さは 40～42センチとされる。 
(3)分坐式茶会 
5人以内が理想的な参加者人数である。5人以上の場合には分坐式で行うことになる。参
加者の茶杯を置く場所として他の茶机を用意する。場面によって参加者の左側か右側に設
置する。 
(4)敷物の寸法 
長さ 60センチ、幅は 48センチとし、机の真ん中に敷く。 
(5)茶具の位置 
机を 9 の格子に区切る。左側から右側まで、後側から前側までという方向で 1 から 9 ま
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でを区分する。第 1の空間には煮水器を置く。第 2、第 5の空間には主泡器（主要の茶道具）
を置く。第 3の空間には補器（補助的な道具）を置く。 
煮水器には電気ポット、ガスコンロ、風炉などの種類があり、大型の煮水器の場合はお
席の左後側に置く。 
主泡器には茶壺、壺承、蓋置、茶海、水盂がある。蓋置は中国古典文献に記録は見つか
らないので日本茶道から伝えられたものと考えられる4。補器には、茶倉、茶則、茶匙、茶
巾、茶杯がある。 
茶席の設定は、科学、美学の観念に基づいて場所、道具を設置する。茶道具の様式、色
などが環境に調和するのが大事なことは、日本茶道の観念と同様である。季節、場所、茶
葉、茶侶（参加者のこと）など、環境の要素と調和するように茶席を調整する。しかしな
がら厳しい制限はない。道具の配置は図 6－1を参照されたい。 
(6)最後は、個人的な清潔感、衣装に対する要求であり、清潔感を保ち、素朴であることを
重視すべきである。特に女性の場合は化粧、香水、アクセサリーなどが少ないようにす
る。 
 
図 6－1：三段十八歩道具基本配置（2014）©柯一薰 
 
2、操作段階：行茶十八歩 
行茶十八歩というのは１から 18までの手順に従ってお茶を点てることである。以下では、
范氏のインタビュー5における操作法に対する解釈に基づいて分析し、その精神的な意義を
解明する。范が提出した表記法に沿って、手順のこと「第一歩」、「第二歩」、、、と表記する。 
 
第一歩、絲竹和鳴 
操作：茶道具を準備する。場所を清め、掛軸をかける。香をたく。準備した道具は、前述
(5)のようにそれぞれの位置に配置する。お客の到着するのを待つ。 
分析：この段階で范は「一期一会」の理念を受け入れる。『山上宗二記』の中 に、「露地
へ入るより出るまで、一期に一度の会のように、亭主を敬い畏るべし」という言葉がある。 
この点について、『裏千家茶道』の中に『茶湯一会集6』を引用し、次のように述べている。
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「茶の湯の交会は一期一会といって、たとえ同じ主客が幾度交会するとも、今日の会にふ
たたびけざる事を思えば、実に我が一世一代の会なり（後略）7」。一生に一度の会だと思っ
て、主人を心から敬わなければならないというのである。 
 
第二歩、恭迎嘉賓 
操作：客が到着すると、煮水器のスイッチを入れ、茶杯の配置を始める。左手で品茗杯（お
茶を喫する用茶杯）の中に倒置している聞香杯（お茶の香りを鑑賞する用茶杯）を出し、
品茗杯と一緒に杯托（茶托）の上に並べる。主泡者の左側に置く。 
分析：客が到着すると、挨拶しながら席まで案内する。参加者が必ずお互いを熟識してい
るわけではないので、適当な挨拶を行うことは茶会をスムーズに進行する役割を果たす。
この段階で、用意した道具が整斉されているかについて最後の確認をし、定位を確保する。
茶芸を学習することによって、生活や精神的な素質を高めることを一つの目的としている
ので、茶会における一つ一つの手順、操作は風雅の境地が求められる。茶杯の配置につい
て基本は一番前に並ぶ。ただし厳格な定位置がなく、客の人数や茶席の雰囲気によって多
少調整できる。図 6－2と図 6－3は 2種類基本の並び方である。 
    
図 6－2：茶杯の基本配置例１8（2009）  図 6－3：茶杯の基本配置例 2（2014） 
©柯一薰                 ©柯一薰 
 
第三歩、臨泉松風 
操作：水を沸かす（水を沸かし、音をたてる）。その音を品味しながら次の操作を準備する。 
分析：この操作は中国江南茶術の考えから融和してきたものである。江南茶術では、水の
操作は唐代の観念を主として行われる。陸羽『茶経』には、「三沸水」という説がある。 
 
初沸如魚目微有聲，二沸緣邊如湧泉連珠，三沸如騰波鼓浪 三沸以上，水老不可飲用9。 
（筆者訳：水を沸かすことは三段階にわけられる。第一段階には、水の様子が魚の目
のように白くて小さい粒の状態が見えるようになる。この時微かな音がしている。第二
段階では、釜の縁が、泉が湧き起こるように泡立ち白くなる。第三段階では、水は津波
のような勢いで逆巻いている様子である。この三つの段階を経ると、水質は古くて使用
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不可になる）。 
 
范はこのような根拠により、自分の経験を加え、水沸かしに対し「靜坐爐邊聽水聲，初
沸如魚目，水聲淙淙似鳴泉，二沸、三沸聲漸奔騰澎湃，如秋風蕭颯掃過松林10」と『茶芸学』
で述べている。ここから、「臨泉松風」という名称が定められたと考えられる。 
 
第四歩、孟臣温暖 
操作：温壺。温壺というのは茶壺の温度を上げる操作である。沸かしたお湯を茶壺の中に
注ぎ、ゆすいでお湯を水方11に捨ておく。 
分析：本操作は江南茶術の作法を継承したものである。お湯を使って茶器を温める作法は
「熁器」という。「熁」というのは「温」を意味している。茶葉を入れる前に茶葉の成分を
徹底的に引き出すため、茶器の温度を高める必要がある。「熁器」という作法の起源は宋代
である。宋代点茶法では、必ず茶器の温度を高める。茶器が冷たい場合は茶葉が浮かぶこ
とができないと考えられるからである。明代の屠隆の『茶籤12』に「凡烹茶，先以熱湯洗，
去塵垢冷氣，烹之則美13」（筆者訳：お茶をたてる場合には、さきにお湯で温めると美味な
茶湯となる）と述べている。 それゆえ、宗代から明代以後まで熁器という作法が維持され
た。明代の工芸名人の恵孟臣は、孟臣壺という名器を製作した。この典故を引用し、「孟臣
温暖」という名称がつけられたと考えられる。 
 
第五歩、精品鑑賞 
操作：賞茶、すなわち茶葉を鑑賞することである。茶則で茶葉をよそい、客に鑑賞させる。 
分析：本操作は現在の評茶（茶葉を鑑定する）の手順から取り上げられた作法である。現
在、さまざまな茶葉の等級、優劣を鑑定するため評茶の作法と基準が定められている。手
順としては 5つがある。 
(1)観茶形（乾燥の茶葉の形を鑑賞すること） 
(2)視茶色（茶湯の色を鑑賞すること） 
(3)嗅茶香（お茶の匂いを聞くこと） 
(4)品滋味（味を品味すること） 
(5)辨茶底（茶湯のかすを観察すること）。 
（1）の観茶形の作法を応用している。つまり茶葉を入れる前に乾燥している茶葉を客に翫
賞することによって茶湯を楽しませる。 
 
第六歩、佳茗入宮 
操作：茶葉は茶壺に入れる。茶葉の種類によって壺の三分の一か四分の一の程度に茶葉を
入れる。 
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分析：明代『茶録14』の作者の張源は、季節によって茶葉とお湯を入れる順番が異なるとい
う投茶法を提案した。冬は「下投法」（さきに茶葉、次はお湯）、夏は「上投法」（さきにお
湯、次は茶葉）、春と秋は「中投法」（お湯を半分入れ、茶葉を入れた後またお湯を満壺ま
で注ぐ）という作法である15。江南茶術は大茶壺を使用し、この投茶法を応用している。本
操作の場合には、茶壺は江南茶の方式ではなく工夫茶の方式を採用するので、小茶壺を使
用する。容積としては 150～200ml程度である。茶葉をいれると壺の三分の一、もしくは半
分に達するので上投法と中投法の使用は困難である。そのため下投法を採用し、さきに茶
葉を投入する。名称の起源について、范は「戲做小詩君勿笑，從來佳茗似佳人16」（優れて
いるお茶のことを美人として比喩する）という蘇軾（蘇東坡）の詩句を引用している。ま
た、漢語で宮は室内の意味であり、本操作では茶壺のことを比喩している。優れた茶葉を
壺に入れたときに、あたかも美しい佳人が現れ、輝くような状態を描いているのである。 
 
第七歩、潤澤香茗 
操作：温潤泡という方式を採用する。お湯を茶壺に注ぎ、すぐに茶海に茶湯を出す。 
分析：本操作は同じく江南茶術より継承された作法である。明代の許次紓の『茶疏17』に、
温潤泡の理論基礎が提出されている。 
 
  先握茶手中，俟湯既入壺，隨手投茶湯，以蓋覆定。三呼吸時，次滿傾盂內，重投壺內。
用以動盪香蘊，兼色不沉滯，更三呼吸傾，以定其浮薄，然後瀉以供客18。 
（筆者訳：茶葉をお湯がよそった茶壺に投入し、蓋をふさぐ。三回呼吸する程度の時間
で茶盂に茶湯を捨ておく。そしてもう一度お湯を注ぐ。お茶の気味を抑えないようにす
る役割をはたす）。 
 
これは温潤泡についての最初の文献である。三段十八歩行茶法は小壺泡（小型の壺）の
方式を採用するため、おおむね丸型の半発酵茶が使われる。温潤泡の作法によって丸型の
茶葉が緩み、茶湯の色や味が平均に分けられることが求められるからである。 
 
第八歩、荷塘飄香 
操作：温潤泡の茶湯を茶海に注ぐ。 
分析：范は「半畝方塘一鑑開，天光雲影共徘徊，問渠那得清如許，謂有源頭活水來19」とい
う朱熹の詩句を引用している。池の面積を問わず、活水を注ぎ続けると清浄な水質を維持
することができる。ここで池というのは、比喩として茶海を示している。茶海の容量は多
いとはいえないが、茶湯を注ぐと馥郁たる香りが立ちこめるとのことである。 
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第九歩、旋律高雅 
操作：第一煎目のお湯を入れることである。右手で茶壺を持ちながら少しあげてお湯を注
ぐ。丸を書くように外側から裏側へ徐々に移動する。 
分析：行茶の際、手の動きは丸を書くように外から内へ進行することを原則とする。その
リズムを音楽のように表現している（図 6－4参照）。 
 
図 6－4：湯を入れる動作20（2009）©柯一薰 
 
第十歩、沐淋甌杯 
操作：温杯のことである。主泡者は茶海に盛って入れる温潤泡の茶湯を客の聞香杯に注ぐ。
客は左手で聞香杯の茶湯を品茗杯に注ぎ、また右手で品茗杯の茶湯を水方に捨ていれる。 
分析：第四歩と同じく「熁器」の理論に基づいて行う操作である。若深甌は小型の茶杯の
ことを示し、俗に言う工夫茶四宝の一つである。第一煎目を待つ間に茶味を引き出せるた
め、茶杯を温める作法が取られる。お茶を入れることはただの動きだけではなく、美的な
意識も含めて考えられるため、動きのバランスを重視すべきである。主泡者は左手で煮水
器を操作し、右手で主泡器を操作する。主人に対し客は左手で聞香杯を操作し、右手で品
茗杯を操作する。左、右の対称性を表現することに美の意識が現れるとされる。 
 
第十一歩、茶熟香温  
操作：第一煎目の茶湯を客に献呈すること。第一煎目には、茶葉をお湯に浸す時間は 45秒
を目安にする。できあがった茶湯を茶海に注ぐ。 
分析：茶壺から直接茶杯に注がず、茶海に注ぐ理由は、同じ壺の茶湯であっても茶湯を出
す順番の前後によって茶味にちょっとした差が出るからである。お茶の濃度と温度を客た
ちに平等に分けられるよう茶海を使用する。台湾で早期に流行した民間俗飲という方式の
老人茶21でも、茶海の使用が見られる。老人茶は実は工夫茶から変化したものなので、茶海
の使用は工夫茶の影響を受けていると考えてもよいだろう。茶海はこのような道具の一種
類である。総合的な名称は分茶器である。平等に茶湯を配るという意味で、公道杯（公道
は平等、平均の意味）とも称される。「有蓋」（蓋あり）、「無蓋」（蓋なし）あるいは「有柄」
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（柄がついている）、「無柄」（柄がついていない）などの区別がある。陸羽茶芸では無柄の
分茶器は「茶盅」と呼ばれる。一般的には無蓋の分茶器を「茶海」と称する。  
 
第十二歩、茶海慈航 
操作：主泡者は茶海から平均的に客たちの聞香杯に注ぐ（図 6－5参照）。 
 
図 6－5：聞香杯に茶を注いだ状態©柯一薰 
 
分析：中国では「斟茶七分滿，斟酒八分滿，盛飯九分滿22」（お茶を七割にする。お酒を八
割にする。ご飯を九割にする）という俗諺があり、それにより階級の上下を問わず、客た
ちに平等に茶杯の七割程度の茶湯を注ぐ。茶海に一度茶湯をためることによって濃度、温
度を一致させることは、人間が平等であることを意味する。仏教の考えにおける、観世音
菩薩の身分を問わず衆生に救いの手をさしのべる慈悲心と同じとされる。 
 
第十三歩、熱湯過橋 
操作：客は左手で聞香杯を持ち、茶湯を品茗杯に注ぐ。 
分析：本行茶法では聞香杯の操作は左手でする。茶湯を品茗杯に注いだ後、左手で聞香杯
を持ったまま、品茗杯の茶湯を鑑賞する操作に入る。名称として、「過」は「渡す」を意味
する。聞香杯から品茗杯に注ぐという作法を描いたものである。 
 
第十四歩、杯裏観色 
操作：茶湯の色やその変化を鑑賞することである。 
分析：本操作は第五歩で茶葉を評定する際に示した 5 つの手順のうち、第 2 項と同じ方式
で鑑賞してもよい。すなわち、乾燥している茶葉をお湯に浸したときに茶葉の成分がお湯
に溶け現われた色を「湯色」というが、その湯色を鑑賞する。湯色の変化は化学変化によ
るので、空気に接すると酸化しやすい。たとえば時間を経ると緑茶の湯色は黄色になり、
紅茶の湯色は暗くなる。そのため、湯色を鑑賞する際には時間の制限に注意する。また、
必ず聞香の操作の前に行う。発酵の程度、焙じる程度によって異なる湯色が現れるが、よ
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ごれやにごりがなく澄んでいる湯色が優れた茶葉だと考えられる。 
 
第十五歩、幽谷芬芳 
操作：左手で聞香杯を持ち、その香りを鑑賞する。 
分析：本作法は工夫茶から受け継がれたものである。聞香という作法に関する最初の文献
は、袁枚の『隨園食單23』の中に記載されている。 
 
先嗅其香，再試其味，徐徐而咀嚼而體貼之，果然清芬撲鼻，舌有餘干。一杯而後，再
試一二杯，令人釋燥平矜，怡情悅性24。 
 
まず香気を聞き、次は味を鑑賞することが記載されている。これは現代の茶芸の作法と
一致する。聞香杯は台湾茶芸における独特な発明と考えられる。色と味の範囲から「香」
を独立させ、芸術的な理念として創造していくのである。聞香杯は口が細くて高い形をし
ている。これは茶香（お茶の匂い）を維持できるように製造されたためである。温度が冷
たくなるにしたがって異なる匂いが出てくる。状態によって、高温香、中温香、冷香など
と呼ばれる。 
 
第十六歩、聴味品趣 
操作：本操作は「品茶」という。左手で持った聞香杯を茶机に置き、右手で品茗杯を持ち
ながら少量の茶湯を喫する。 
分析：茶芸においては、美の意識について感覚器官での享受と心理的な満足から構成され
る。眼、耳、鼻、舌、身、意という全体的な感覚器官を通じて茶湯を感受する。 
 
第十七歩、品味再三 
操作：一杯の量を三口以上に分けて飲む。 
分析：品味の「品」という文字で、三つの口が分けられている意味を引用し、三口以上に
分けて少しずつ茶湯を味わうことが求められる。 
 
第十八歩、和敬清寂 
操作：静坐回味、品味再三 
分析：和敬清寂というのは日本の茶の宗匠の千利休の茶の湯の精神といわれる言葉である。
范はこの理念を受け入れ、茶芸の精神と結びつけている。「和」はまさに和合そのものであ
り、「敬」はお互いに尊敬し、認め合うことを指す。茶席では、身分の上下、貴賎の如何に
かかわらず、お互いに人格を尊敬し合わねばならない。そして「清」は、清潔感を保ち、
掃除することだけではなく、清らかな心で生きなければならないということを意味する。
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最後の「寂」は、「涅槃寂静」の境地、すなわちすべての無駄を省いて、最後に残ったほん
とうに純粋な心のことを指す。このような理想はすべて前述した作法によって表現されて
いるのである。 
 
3、完成段階 
最後の片づけも茶会の一部であると考えられている。片付けの作業を終えていない限り、
茶会は完全に終了したとは言えないのである。 
 
天仁小壺茶法 
次に、天仁小壺茶法について述べる。台湾においてお茶の作法を系統的に教授する組織
は、天仁集団に属する陸羽茶芸である。この組織は、台湾の代表的な茶企業の 1 つとして
中国に進出し、天福集団を設立した。福建にある「天福茶職業技術学院」は天福集団によ
って設立された茶専門の高等学校である。天福茶職業技術学院は中国で初めての民間企業
によって設立された学校である。 
陸羽茶芸の作法において、中華茶文化学会の范が考案した「三段十八歩」に対応するも
のは「小壺茶法」と呼ばれる。茶芸の基本作法であり、茶の種類から分類すると烏龍茶作
法と称してもよいものである。その他に蓋碗作法、グラスコップ作法などがあるが、すべ
てこの烏龍茶作法を基準として変化した作法である。「小壺茶法」というのは「小型の茶壺」
の意味である。定義として茶壺の容量は 400ml以内、容量 50ml以内の茶杯に合わせて使用
する。さらに分類すると茶壺の容量は 200ml 以内の「小型壺」であり、片手で操作するこ
とになる。容量が 200ml以上の場合「大型壺」と呼ばれ、両手で茶壺を持つことになる。 
道具として、茶壺、茶杯、聞香杯（茶杯のみの場合もある）茶托、茶船、電気壺、茶盅（茶
海とも呼ばれる）、茶荷、茶匙、茶拂、タイマーが用いられる。 
次に作法を述べる。作法名称は中国語で表記する25。 
 
（1）備具 
道具を用意することである。茶道具はいつでも使用できるように用意すべきなので、こ
こで道具を用意するというのは次の動作に入るために道具の位置を調整することを示す。
いわば静かな状態の道具を動的状態にする。用意された道具の配置は次のようになる（図 6
－6参照）。 
①真ん中：主要茶道具の茶船、茶壶、盖置、茶盅、奉茶盤（茶杯と茶托を奉茶盤に置き、
茶杯は逆さまにして配置する）。 
②左側：電気壷 
③右側：補助茶道具の渣匙、茶拂、茶荷、茶巾、タイマー 
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図 6－6：天仁小壺茶法（2014）©柯一薰 
 
（2）備水 
お湯を用意する。真ん中に置かれた主要道具を左上に移動させ、電気壷を空いたスペー
スに移動させる。電気壺の中のお湯の量と温度を確認する。茶席に入った後水を沸かす時
間を待たなくてもいいように一度沸かしたお湯を保温の状態で用意しておく。電気壷は空
焚きの恐れがあるためお湯を常に三分の一以上にする。 
作法（1）と作法（2）が完成した後、礼をする。準備作業完成の合図と客に挨拶する意
味がある。 
 
（3）温壺 
茶壺を温めること。お湯を茶壺に入れると温度は 3～5度下がるので、お茶の味に影響す
るため、まずお湯で茶壺を温める。もう 1 つの目的は「聞香」という作法のために準備作
業をするのである。乾燥した茶葉を温かい茶壺に入れると茶壺の熱度で茶葉の香りを発散
させる効果がある。左手で電気壷を持ち、お湯を茶壺の八割程度に注ぐ。その量はお茶を
淹れるときの量と一致し、またこのお湯で茶杯と茶海を温める。「聞香」の作法は第一回の
お茶ができた後に行ってもよいので、その場合は茶壺を温める作法を省略してもよい。お
湯の温度を高めるか茶葉を淹れる時間を延ばすことで、茶壺の温度を調節することも可能
である（図 6－7参照）。 
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図 6－7：茶壺を温める動作（2014）©柯一薰 
 
（4）備茶 
茶缶（お茶入れ）から茶葉を出すこと。2つの方法がある。1つは片手で茶缶を持ち、片
手で茶則を持ち、茶缶から茶葉を茶荷に出す方法。もう 1 つは茶則をテーブルに置き、片
手で茶缶を持ち、片手で茶匙を使って茶葉を茶荷に出す方法である。球状や長細く曲がら
ない茶葉の場合は 1 つ目の方法を適用する。自然に曲がった形になっている茶葉は纏わり
やすいため、2 つ目の方法で茶匙を使って茶葉を出す。茶荷は茶葉の量を測る道具である。
茶荷の割合を見て茶葉の量を測る。茶の種類によって必要とする量が異なる。たとえば
150mlの茶壷の場合に茶葉は 5グラムで二回淹れるのが一般的な基準である。この作法には、
主人の知識や経験が求められる。 
 
（5）識茶 
主人（お茶を点てる側）が茶葉の状況を把握すること。同じ茶の種類であっても時間、
保存状態などさまざまな原因によって茶葉の状態は異なってくる。この茶席で使う茶葉の
状態を観察、把握することによって水の温度、茶葉の使用量、淹れる時間を調節する。必
要があれば少量の茶葉を取って茶葉を触ったり嗅いだりする場合もある。作法（4）の茶葉
を取り出した後が茶葉を観察しやすいため、「識茶」はその直後の作法となる。 
 
（6）賞茶 
茶葉を鑑賞すること。乾燥した茶葉を客が鑑賞する作法である。これから喫するお茶に
対する認識ができれば、感受や楽しみがより深くなるのであろうと考えられている。主人
は作法（4）で用意した茶葉と茶荷を客に回す。客は茶荷を取って茶葉を鑑賞する。客の作
法としては、厳しく評価するのではなく観賞の角度から茶葉の種類、色、形を楽しむのが
目的なので、茶葉を触ったり嗅いだりするのは避けるべきとされる（図 6－8参照）。 
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図 6－8：茶荷にある茶葉を客に鑑賞させる©柯一薰 
 
（7）温盅（茶海） 
「盅」を「茶海」と呼ぶことも多い。茶海を温める作法である。客が茶葉を鑑賞するう
ちに、主人は作法（3）で茶壺を温めたお湯を茶海に移す。茶壺を温める時間を確保する以
外に、お湯の節約のメリットもある。「温盅」の目的は「温壺」と一緒で茶海の温度を高め
てお茶の味を失わないためである。ただし、出来あがった後少し冷めてから喫するとより
よい味が出る茶種、たとえば白毫烏龍（別称「東方美人」）を淹れる場合にはこの作法（7）
を省略できる。茶壺を温めたお湯を水盂に捨てる。もう 1 つの目的は茶壷の容量に対して
茶海の容量を目測することである。たとえば、茶海が小さめの場合、本番に淹れるときは
お湯を少なめに調節する。 
 
（8）置茶 
茶葉を茶壺に入れること。客による鑑賞が終了した後、回収した茶荷を左手で取り、右
手で茶匙を持って補助して茶葉を茶荷から茶壺に入れる。基本は茶則で茶葉の量を測るの
で、通常はすべての茶葉を入れるが、調節が必要な場合は茶缶から茶葉を取り出すか戻す
か、主人の判断によって行う。最後は茶荷と茶匙を戻し、茶缶と茶缶の蓋を取って丁寧に
蓋を閉める。茶を淹れるための道具はただの手段ではなく、道具の扱いを通して茶への美
意識、愛情を体現する（図 6－9参照）。 
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図 6－9：茶荷から茶葉を茶壺に入れる動作（2014）©柯一薰 
 
（9）聞香 
お茶の香りを鑑賞すること。作法（8）で乾燥の茶葉を暖められた茶壺に入れた後、茶壺
の熱度で茶葉の香りが発散する。茶湯が出る前に感じられる香りなので「湯前香」という。
客にその香りを鑑賞させる。 
茶葉の鑑賞と同じ方式で茶壺を回して鑑賞してもらう。右手で茶壺の提梁を持ち、左手
で蓋を開けて香りを嗅ぐ。衛生上の配慮として香りを嗅ぐとき吸気のみで行い、呼気を避
けるべきである。香りを保つために香りを嗅いだ後すぐ蓋を閉める。一人目の客が終了し
た後、次の客に茶壺を渡す。渡すとき提梁を次の人の右手のほうに調節するべきである。
次の人が向こう側にいる場合には、茶壺の壺口を正面に向かせて、左手で提梁を持って相
手の人に渡すと提梁は相手の右側になる。半乾燥の茶壺の香りが発散しやすいため、香り
がなくなるようになったら茶壺の蓋を閉めて茶壺を軽く揺する。香りを再び広げさせる効
果がある。この作法で茶葉の種類や特徴を認識、鑑賞することができる。 
茶種によっては、乾燥しているときに香りが強いものや出来上がったお茶の香りが強い
もの、出来上がって温度を下げると香りが出るものもある。場合によっては、作法（9）を
省略して、その後聞香杯を使用して香りを鑑賞することもできる。 
 
（10）沖泡 
お茶を淹れること。回させた茶壺を回収した後、茶壺の蓋を開けてお湯を注ぐ。左手で
電気壺を持ち、丸を描くように回しながらお湯を注ぐ。お湯の量は重要である。茶杯や茶
海の容量によってお湯の量を加減する。茶壺の七割か半分程度でもよいが、多くても九割
を超えないように注意すべきである。九割を超えると蓋を閉めたときにお湯が溢れてしま
うし、茶葉が浮かんで壺口にくっ付き、蓋が閉められないこともある。 
この作法では姿勢がポイントになる。常に上腕と体の距離を意識してバランスよく持つ
ことと、肩、上腕を水平に持って動くことが大事である（図 6－10参照）。 
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図 6－10：湯を注ぐ動作（2014）©柯一薰 
 
（11）計時 
お茶を淹れる時間を測ること。お茶を淹れる時間はお茶の品質、味に影響を与えるため、
時間はお茶の味を左右する要素の 1 つと言われる。タイマーの設定はカウントアップの方
式を採用する。二回目、三回目のお湯入れのとき前回の時間を把握しながら操作するため
カウントアップ式が適当である。カウントダウン式は毎回設定し直す必要があり、終了音
をたてるので適切ではないと思われる。主人の経験や判断力が重要であるが、タイマーの
補助があればよりよい茶湯ができるようになるため採用される。ただし、タイマーは補助
道具として使用し、タイマーに集中しすぎるべきではない。 
烏龍茶類に属した「鉄観音」を例とすると、一回目は 1分 10秒淹れる。二回目は 35秒、
三回目は 55秒、四回目は 1分 30秒、五回目は 2分 30秒というような法則に従う。客の人
数とお湯の量や温度などの条件によって多少調節できる。 
 
（12）燙杯 
茶杯を温めること。茶杯を温める目的は 3つある。1つ目は保温効果である。お茶を茶杯
に注いだ後、すぐ冷めないように茶杯の温度を高める。2つ目はお茶をおいしく喫すること
である。客が冷たい茶杯を持ちながら温かいお茶を飲むと温度のバランスを失い、味に対
する判断力も弱くなるため茶杯の温度を高めて客に渡す。3つ目はお茶の量を把握すること
である。作法（3）で茶壺を温めたお湯を作法（7）で茶海に移して茶海を温める。この作
法でまた茶海にあるお湯で茶杯を温める。そうすると茶壺の量と茶杯の量の関係が把握で
きる。例えば茶壺に容量の 9 割のお湯を入れても茶杯に配分するのに足りないとき、正式
にお茶を入れるために 2 回連続してお茶を入れることも可能である。つまり茶海に 2 回分
のお茶をためてから客に配分することになる。茶道具を温めることを通してお茶の量を計
算する目的もある。以上の方法以外に、茶杯を温める方法はほかにもある。ボウルの形の
ような茶船を使う場合、すべての茶杯をお湯が盛る茶船に入れて茶杯を温める。また、お
茶ができるまで茶杯を保温箱に入れる方法もある。お茶の量を測るのが目的の一つである
ため、茶海を温めたお湯で茶杯を温める作法がよく取られる（図 6－11参照）。 
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図 6－11：茶杯を温める動作（2014）©柯一薰 
 
（13）倒茶 
お茶を出すことであり、2つの方法がある。もし茶海を使用する場合にはできたお茶を茶
壺から茶海に移す。茶海を使用しない場合には茶壺から直接茶杯にお茶を配分する。この
とき一往復して平均的にお茶を出す。2つ目の方法を使用する場合、作法（13）を省略して
作法（14）の後、直接「分茶」をする。 
茶を出すときに茶壷と茶海や茶杯の間の角度は最大でも 90度を越えないようにする。茶
壷を上げすぎたり、茶壷を振って茶湯を出したりするのは避けるべきである。余裕を持つ
ことはお茶の基本である（図 6－12参照）。 
 
図 6－12：茶海に茶を出す動作（2014）©柯一薰 
 
（14）備杯 
茶杯を用意することであり、3つのステップがある。まず作法（12）で茶杯を温めたお湯
を捨てる。余分の水を拭くように茶杯を軽く茶巾につける。そして茶杯を茶盤に並べる。
茶托を使用する場合には茶托が茶盤に置かれているので、茶杯を茶托の上に置く。スムー
ズなリズムで 3つのステップを進め、動きの美しさを示す（図 6－13参照）。 
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図 6－13：茶杯の温め湯を捨て、茶盤に並べている（2014）©柯一薰 
 
（15）分茶 
お茶を茶杯に配分すること。お茶を茶海に移す場合は、茶海から順番に茶杯にお茶を配
分する。茶海がない場合は、茶壺を持って一往復してお茶を出す。茶杯の大きさによって
配分する量が異なってくる。30ml の小さい茶杯の場合であれば茶杯の九割程度まで注ぐ。
茶杯が小さいので九割以下であれば誠意不足と思われるし、お茶の味を感じにくいという
問題もある。90ml の大きい茶杯の場合、6 割を基準とする。道具によって異なる作法で対
応する。道具に束縛されないという考えである（図 6－14参照）。 
 
図 6－14：茶を出す動作（2014）©柯一薰 
 
（16）奉茶 
客にお茶を渡すことであり、2つの方法がある。一回目のお茶ができたあと作法（15）で
行われたようにお茶はすでに茶杯に配分したので、茶杯を乗せた茶盤を持って客の前に持
っていく。茶を淹れるのが主人（主催者）ではなくても一回目の茶は主人が渡すべきであ
る。客への尊敬を示すためである。茶盤が客の前に運ばれると、主人への敬意を示すため
客が自ら茶杯を取る。客が一つのテーブルに座ったり、近い距離にいたりする場合にはお
盆を使わせず、客自ら茶杯を取る。一回目の茶を飲んだあと、茶杯は客のところにあるの
で二回目以降は出来上がったお茶を茶海に入れて、茶海を持って茶を配分する。茶を渡す
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とき、茶杯の正面が区別できる場合であれば正面を客に向けて渡す。その場合、客は茶杯
を取って茶杯の正面を外に向けてからお茶を喫する（図 6－15参照）。 
 
図 6－15：客に茶を渡す動作（2014）©柯一薰 
 
主人は自分にもお茶を残しておく。茶杯で渡す場合、主人は最後の 1 つの茶杯を取る。
茶海でお茶を配分するときは、最後に自分の茶杯に注ぐ。客と一緒に同じお茶を喫するこ
とで衆人は一座において平等の概念を表現するほか、お茶の味を検討する目的もある。お
茶の味を検討しながら二回目や三回目を入れることで、お湯や時間を調整できるのである。
図 6－16参照）。 
 
図 6－16：主人は自分が入れた茶を喫する（2014）©柯一薰 
 
客の作法として、片手で茶杯を取る。茶托がある場合には両手で茶托、茶杯を一緒に取
ってテーブルに置く。お茶を喫するときは茶杯だけを取ってお茶を飲む。蓋碗を使用する
場合には茶托を一緒に持ってお茶を喫する。聞香杯を使用する場合にはお茶が聞香杯にあ
るのでまず聞香杯を取ってお茶を茶杯に移す。聞香杯についたお茶の香りを鑑賞したあと、
茶杯を取ってお茶を喫する。 
 
（17）沖第二道茶 
二回目の茶を淹れる。一回目の茶湯の品質を検討しながら二回目を淹れる。二回まで淹
れるのは一般的である。場合によって四、五回まで淹れる。当然ながら二回目以降の茶湯
の品質はだんだん落ちていくが、毎回茶湯の品質を最大限まで維持することは目標である。
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どのような状況でも力を尽くすという考えである。 
 
（18）持盅奉茶 
茶湯のお替りをする。二回目に淹れた茶湯を茶海に移す。茶海と茶巾を茶盤に乗せて、
主人が客の近くまで茶海を運び、客の茶杯に茶湯を注ぐ。席の配置によって、客の左側か
ら注ぐ場合は左手で茶海を持つ、右側の場合は右手で茶海を持つのがルールである。適当
な距離を保って閉塞感を感じさせないためであり、客に対する心遣いである。この段階で
お菓子や水を提供することがある。 
数杯のお茶を飲んだあと、主人は水を出すことがある。お茶の後、水を飲むと水の純粋
の味が感じられるし、前に飲んだお茶の感覚が再び引き出せるようになる効果がある。一
度茶海を水で清めてから温い水を入れる。また茶海を持って各茶杯に配分する。水を飲ん
だ後もう一杯お茶を喫すると味覚の感覚が円満になると思われる。この作法は状況や時間
によって省略できる作法である。 
 
（19）去渣 
喫茶作法が完了した後、茶壺と茶海を清める作法である。茶芸実演の場合には茶席の完
成度が求められるため、最後に茶壺を清める作法をする。友人の間の集まりなど正式では
ない場合、またお茶が中心ではない場合には茶席が終了した後、ほかの道具と一緒に清め
てもよい。 
作法として、左手で茶壷を持ち、右手で「渣匙」（屑を掃除用の道具）をつかって茶葉を
茶壺から取り出す。持ち手を右にして茶壷をテーブルに置く。「渣匙」を右側にある茶巾の
奥に戻す。この作法で濡れた茶葉を鑑賞することもある。「賞葉底」という。中国茶にはさ
まざまな種類があり、製造過程や年代、保存方法などが原因で茶葉に影響を与える。同じ
ブランド、同じ茶種でも茶葉それぞれの状況が異なっている。喫したお茶を理解するため、
最後に茶壺を清める前に茶葉を鑑賞する作法を入れる場合もある。渣匙で少量の茶葉を取
り出して茶船に乗せる。少し水をかけて茶葉を浮かばせるようにする。客が鑑賞できるよ
うに茶船を回す。茶葉のお色、発酵状況、年代、焙ずる状態などが、濡れた茶葉を鑑賞す
ることでわかる。主人と客の交流としてこの作法が行われるが、絶対行う必要性はないの
で、客が求めていない場合や時間が足りない場合であれば省略できる。「賞葉底」をしない
場合には取り出した茶葉を水盂に捨て、次の作法に進む。 
 
（20）涮壺 
茶壷を清めること。茶壷を清める以外に道具を最初の状態に戻す作法である。水を茶壺
の表面からかけた後、茶壺に半分程度の水を注ぐ。茶壺を回させて最後は水を捨てる。水
を半分程度いれる理由は水を回す空間が必要なためである。水を回しながら残された茶葉
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や屑を出すようにする。清めた茶壷を清盅の前に置く。両手で茶船を持って溜まった水を
捨てる。また左手で茶船を持ち、右手で茶巾を取って茶船を軽く拭く。最後は茶壺の蓋を
閉めて、渣匙を茶巾で拭く 
 
（21）清盅 
茶海を清めること。茶海の蓋を開け、茶漉しを取り出して清める。 
 
（22）歸位 
茶道具を片付けること。すべての茶道具を最初の位置に戻す。つまり主要道具を真ん中
に、補助道具を右側に、電気壷を左に戻す。茶芸の演出には道具を片付けることも含まれ
る。 
 
（23）茶会終了後、客自ら茶杯を茶盤に返す。主人を尊重するための作法である。ただし、
年配者がいる場合には主人が茶杯を回収してもよい。ルールを守りながら活用するのが茶
芸の特徴と言える。 
 
（24）茶会終了後、客の希望によって道具を鑑賞することができる。道具の鑑賞について
は茶道のように決められたルールはないが、主人と客の間でより深い交流を促す意味があ
る。例えば茶壺を鑑賞する場合には清めた茶壺と蓋を厚手の布に乗せた上で、お盆に乗せ、
お盆を回して鑑賞する、という作法である。鑑賞するうちに自然な流れで会話をする。茶
海に茶湯が残されたら、客が帰ったあと主人は無駄にならないように残された茶湯を飲み
切って最後の片付けをする。これには茶湯を大切にする意味がある。 
上述した行茶法は、主として伝統的江南茶術及び工夫茶術からその奥義を取り上げ、現
代生活に応じるように変化して成立したものである。次に、基本的な作法については把握
しているものの、形式的には異なる形で茶芸を表現する無我茶会について論述する。 
 
無我茶会 
本項で取り上げる無我茶会は、独特な形式で展開していく。現在の台湾国内でも、海外
でも、参加者が一番多い茶会組織である。この作法は、現在台湾の茶芸文化が有する、個
人的な性質を表している。すなわち、基本の作法に基づきながら、大きくは異ならないも
のの、個人のお茶に対する体験によって多少変化するのである。 
無我茶会は茶会の一種である。参加者全員が自分で茶器を持ち、一つの輪になって地面
に座り、お茶をいれる。一人が 4 杯をいれると決めたら、出来上がったお茶の 3 杯を左側
の 3 人に渡し、自分に 1 杯を残す。このように全ての参加者は誰でも四杯のお茶を飲める
ようにしている。決めた煎数のお茶を入れた後、例えば三煎を入れた後、自分の茶器を片
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付け、茶会を終了する。 
 次に、作法について述べる。無我茶会は参加者全員がお茶を入れる形式であり、特定の
場所で行うことではないので、茶器と作法は簡素化が求められる。茶器に対する要求は基
本的には 2つある。1つ目には「旅行用茶器」を使用するよう勧められている。茶器の用意、
操作及び片付けにたくさん時間がとられると、茶会自体を楽しむ余裕がなくなるからであ
る。2つ目は貴重な茶道具を使わないように要求される。名器は「茶器鑑賞と懇親会」で注
目され、茶会の雰囲気が盛り上がるが、参加者の競争心を引き出す可能性もあると考えら
れる。参加者が競争心によって茶器を選んだり、迷ったりすることは茶会の楽しみを失わ
せ、茶器が破損しないように必要以上に気を使うことになる。簡素化するという考え方は、
名望、物質などに執着することに対する、一つのよい姿勢と考えられている。 
基本道具は以下である。 
座布団：地面に座るために座布団が必要である。 
茶壺（急須）：お茶を入れる道具 
茶杯：お茶を出すため茶杯を用意しなければならない。抹茶の場合は抹茶茶碗がよい。茶
杯の杯数は事前に配られた進行要領によって用意する。 
茶海：茶壺を使用するとき、お茶を注ぎ分けるための茶海が必要である。1煎目を出すとき、
茶海を使わずに茶壺から直接茶杯に注いでもよいが、2煎目からは相手が 1煎目に使った茶
杯にお茶を入れる。そこで茶海を使わないとお茶の味が濃くなるからである。 
茶盤（おぼん）：お茶を相手の席まで運ぶために使う。 
タイマー、時計：蒸らす時間を計るために使う。 
茶巾（風呂敷）：片付けるため茶巾を使う。 
茶器袋：以上の茶道具は茶器袋に収納される。 
 
以上の道具を用いて、茶を淹れる。入れ方は個人によって自由であるが、主として 3 つ
のタイプがある。小茶壺、蓋碗茶、抹茶である（図 6－17参照）。 
 
図 6－17：無我茶会道具配置一例（2014）©柯一薰 
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1、 小茶壺 
(1)靴を脱いで座布団の上に座る。茶器袋は右側に置く。 
(2)茶盤を出し、座布団の前方に置く。茶盤と座布団の間に茶巾の空間を残す。 
(3)茶器を出す。先に茶壺の包みを出し、次は茶海である。茶杯は茶盤に並べる。 
(4)風呂敷あるいは茶巾は、茶盤と座布団の間に敷く。茶盤にある茶壺と茶海を一緒に茶巾
の中心部にきれいに並べる。茶巾の前に、もらったお茶を置けるような空間をあけてお
く。茶巾の後はタイマーを置く空間である。 
(5)タイマーを出して茶壺と茶海の下方に置く。それからお湯のポットを出して茶巾の左側
に置く。 
(6)茶葉の入った茶壺に適量（茶杯の大きさと数による）のお湯を注ぎ、時間を計りながら
待つ。時間を確認したらできたお茶を茶海に入れる。更に茶海から茶杯に注ぐ。 
(7)両手で茶盤を持って、お茶を出しに行く。最後の一杯は自分に残して席に戻って茶盤を
置いてから自分の茶巾の上に移す。 
(8)一杯目を飲み終わる頃に、二杯目をいれる。同じようにいれてから、茶海と茶巾を茶盤
に置いて両手で茶盤を持っていく。茶海から前回に出した茶杯にお茶を注ぐ。こぼれた
ら茶巾で拭く。そして席に戻って自分の茶杯にも注ぐ。 
(9)茶器を片付ける時に、まず自分が使用した茶杯を拭いて、それから茶盤を持って自分の
茶杯を回収する。最後に自分の使った茶杯も茶盤に戻す。 
(10)ポットの蓋を締め、カバンに戻す。続いてタイマーを戻す。茶盤から 2 個の茶杯を茶
巾に、茶壺を茶盤に移す。茶杯を袋に入れ、茶海と一緒に包んで茶器袋に入れる。続け
て残りの 2つの茶杯と茶壺も包んで入れる。最後に茶盤と座布団を片づけて終了する。 
 
2、蓋茶碗 
茶壺の替わりに蓋碗でお茶をいれる方式である。蓋碗、茶海、茶杯をそれぞれ風呂敷で包
む（茶杯を二つずつに分けて、それぞれ蓋碗、茶海と一緒に包んでもよい）。 
(1)着席後、茶盤を取り出して茶杯を出し、茶海の空間を空けて、茶杯を二つずつ重ねて置
く。それから茶海を出して、茶盤に置く。最後に蓋碗を取り出す。 
(2)風呂敷はそのまま茶巾として、茶盤と座布団の間に敷き、茶海と蓋碗をその上に並べる。
茶巾の前方はもらうお茶を置く空間として開けておいて、茶巾の後方に布巾とタイマー
を並べる。 
(3)茶葉は既に蓋碗にいれてあるので、お湯を入れて、時間を確認する。点前のできたお茶
を茶碗に注ぎ分けて出す。二杯目から、茶海を持って自分が出した茶杯に注ぐ。 
(4)片付ける際には、出すときと逆の順番で茶道具を一つずつ茶器袋に戻す。 
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3、抹茶 
抹茶の場合は、「抹茶小杯点茶法」という作法を行う。作法としては茶碗でお茶を点て、
小さい茶杯に分けて出す方法となる。茶筒、茶筅を 1 つ、茶杓、茶碗を 1 つ、茶杯を 1 つ
という分け方で 3つの包みを用意する。 
(1)座布団を敷いて茶盤を置く。 
(2)順番に茶筒、茶筅、茶杓を出し、茶盤に並べる。最後に茶碗を出し、風呂敷はそのまま
茶巾として使うのがよい。 
(3)茶碗を茶巾の真ん中に置き、左側に茶筒、右側に茶杓と茶筅を並べる。茶杯を茶盤の上
に置く。 
(4)適量の茶粉を茶碗に入れ、お湯を注いで茶筅で点てる。 
(5)お茶を茶杯に注ぎ分ける（この場合には、茶碗は「有流茶碗」という流し口が付いてい
る茶碗がよい）。 
(6)お茶を出しに行く。第二杯以後、茶碗を持って、前に出した茶碗に注ぐ。 
(7)決められた杯数を入れ終わった後、茶碗を拭く前に、少しお湯で茶碗をゆすぎ、そのお
湯でまた茶杯をゆすぐ。最後にそれを「回想湯」（思い出の湯）として全部飲む。 
(8)抹茶をもらった人も同じように茶杯をお湯でゆすいで飲む。飲み終わったあと茶杯を拭
く。 
 
無我茶会は簡単な作法を求めているので、置茶（茶葉を入れる）、賞茶（見る）、温壺（茶
壺を暖める）、聞香（香りを聞く）、温杯（茶杯を暖める）などの作法を省略する。全くし
ないわけではないが、場所の制限、茶会の性質によって強調しないのである。 
置茶とは、会場に到着する前にさきに茶葉を茶壺に入れておくことをいう。賞茶、聞香
は、お茶を入れる人が入れ方の参考にするだけで、喫する人はしなくてもよい。無我茶会
では参加者全員はお茶を入れる人であり、喫する人でもある。つまり主人と客の役を果た
しているので、自分の作法によって賞茶、聞香の作法を行っても自由である。無我茶会は
「お茶を入れる人に必要以上の負担をかけないように」という主張をしているが、省略さ
れる作業は準備の段階で行ってもいいし粗末にすべきではないのだろう。そこで、茶葉を
入れる前に、茶葉をよく見わける必要がある。特に茶葉の量の判断は非常に重要な作業で
ある。二、三煎目以後、茶葉を蒸かす時間の確認は非常に重要になってくる。お湯を入れ
る前に「聞香」で蒸かす時の所要時間を判断する。温壺の目的は、茶壺自身がお湯の温度
を下げないようするためである。したがって、無我茶会では温壺の作業を省略するため、
お湯の温度は普通以上に熱めのお湯を用意することとなっている。茶杯はお茶が冷めるス
ピードを下げるためである。無我茶会に参加する場合には、相手にお茶を出しに行く距離
はそれほど時間がかからないので、温杯の作業を省略してもよいと考えられている。 
最後に、台湾茶芸に使う道具について、以上 3種類の作法を簡単にまとめる。 
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台湾の茶道具の産地について、初期は中国から輸入し、景德窯、宜興窯、德化窯、石灣
窯から製造された茶器が広がった。日本植民時期になると、日本の陶磁器具が大量に輸入
されて日本趣味が溢れた茶道具が流行するようになった。特に土瓶と茶碗の使用は深く台
湾の茶文化に影響したようである。同時に台湾現地の茶器生産もだんだん発展していく。
東洋窯の茶器は代表的なものである。伝統的な道具を基礎として、1980 年代から陸羽茶芸
中心の開発により、科学理論の視点から伝統的な茶道具を改良して素材、外観、機能が揃
った茶芸独特の茶道具が創出された。道具の機能について分類すると、以下の通りである。 
（1）煮水器：電気風炉、電茶壺（壺の胴体に電気スイッチをつく）、エタノール式煮水器。 
（2）泡茶器：茶壺、茶墊、茶帕（小さいタオルのようなもの）、蓋置、茶則（茶葉の量を
計る道具、茶荷とも呼ぶ）分茶罐（茶葉入れとして小型の缶。日支罐とも呼ぶ）。 
（3）飲茶器：茶杯、茶碗、蓋碗、聞香杯、茶海、奉茶盤、果盒、果盤。 
（4）潔茶器：茶渣匙（使用済みの茶葉を片付ける道具、形によって茶莢ともいう）、茶巾、
茶紙。 
（5）陳列器：茶桌、茶車（収納機能がついている陳列用具）。 
（6）収蔵器（収納用具）：都藍（茶器収納）、大茶罐。 
 
以上述べた道具の中で、茶術を操作する際に主泡器（壺、杯など基礎道具）の使用は当
然であるが、ほかの道具をすべて使用するわけではなく、環境、茶会の主題、時間制限な
どの要素によって変化する。茶碗は日本から伝入したものであり、現在でも広範に使用さ
れている。台湾現代茶芸の茶道具の特徴としては、次の 2つが取り上げられる。 
1つは革新力である。製茶技術の精緻化とともに茶湯の味を完全に引き出すように新しい
道具が使用されるようになった。たとえばタイマー、温度計である。そして美的な意識を
高めるために、伝統道具の機能を保有しながらデザイン的な道具が創造されてきた。たと
えば茶荷、飛天壺、聞香杯などである。収納の機能性から考案した茶車は机と収納の機能
が含まれている。 
もう 1 つは素材の多元化である。新しい道具の製造だけではなく、茶道具の素材は多元
的に発展してきた。石材、ガラス、木材、竹材、金、銀、漆器、ステンレスなどがある。 
                                                   
1 台湾最大の茶企業「天仁集団」の社長をはじめ、1989年 5月 14日に香港（香港返還の前）、
中国に訪問・交流活動を行った（『茶芸 096期』、1989年 7月）。 
2 1991年に中国・武夷山、1992年に日本・京都、1993年に韓国・ソウル、1995年中国・武
夷山、1997 年に台湾・台北、1999 年に中国・杭州、2001 年に日本・静岡、2004 年にシン
ガポール（予定だったが SARS の関係で取り消しになった）。2006 年に韓国・ソウル、イク
サン。以上は涂國瑞へのインタビューによる内容である（2008年 8月 15日）。 
3 范増平『茶芸学』、萬巻楼図書股份有限公司、2002年、246－254ページ参照。 
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4 張宏庸『台湾茶芸発展史』、晨星出版社、2002年、181ページ。 
5 2009年 3月 19日－20日、中華茶文化学会天成講堂において。 
6 幕末の石州流の茶人として名高い井伊直弼の作である。 
7 千宗室、千玄室（監修）『裏千家茶道』、財団法人今日庵、2004年、16－17ページ。 
8 図 6－2は 2009年に筆者が初級茶芸師資格審査試験を受けている様子である。 
9 陸羽『茶経』沈冬梅（編）『茶経校注』、中国農業出版社、2006年、35ページ。 
10 范、前掲『茶芸学』、249ページ。 
11 茶道の建水のこと。 
12 屠隆『茶籤』鄭培凱・朱自振（主編）、前掲『中國歷代茶書匯編 校注本上』、商務印書
館、2007年、236－243ページ収録。 
13 同上、239ページ。 
14 張源『茶録』鄭培凱・朱自振（主編）、前掲『中國歷代茶書匯編 校注本上』、商務印書
館、2007年、251－255ページ収録。 
15 同上、253ページ。 
16 范、前掲『茶芸学』、 250ページ。 
17 許次紓『茶疏』鄭培凱・朱自振（主編）、前掲『中國歷代茶書匯編 校注本上』、商務印
書館、2007年、267－277ページ収録。 
18 同上、272ページ。 
19 范、前掲『茶芸学』、251ページ。 
20 図 6－4は 2009年に筆者が初級茶芸師資格審査試験を受けている様子である。 
21 張は「老人茶」は台湾に渡来した中国の福建、広東地域の人によって流行ってきたもの
である。工夫茶の略式ということを述べた（張宏庸『台湾茶芸発展史』、晨星出版社、2002
年、203ページ）。 
22 范、前掲『茶芸学』、252ページ。 
23 袁枚『隨園食單』王英治（編）『袁枚全集 伍』、江蘇古籍出版社、1993 年。原本は 1792
年出版。 
24 同上、95ページ。 
25 作法内容は「陸羽茶藝中心」により発行されたテキスト（DVD 版、発行情報なし）「小壺
茶法 24則」を参照。図は「天福茶博物院」で行われた茶芸実演で撮ったものである。  
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第 7章 日本の点前と作法 
 
第 1節 茶道の作法と分析 
 
背景 
抹茶による点茶法は禅宗と共に鎌倉時代に日本に導入され、15世紀前半には会所の中に初
入り1、中立2、後入り3とする茶事の萌芽が見られた。15世紀後半に下京に興った下京の湯は、
村田珠光らの出現により、それまでの書院4、台子かざり5を貴ぶ茶とは対照的に、素朴な風
情を味わう草庵の茶の湯が主流になった。その後、珠光の茶を継ぐ武野紹鴎や千利休によっ
て小座席の侘び茶が完成された。奈良の豪商であった松屋久政ら親子三代に渡って書き遺さ
れた『松屋会記』によれば、茶事創成期にあって現在茶事七式と呼ばれている正午、朝茶、
夜咄、菓子（飯後）、暁、不時、跡見の茶事などは当時既に行われていた。『南方録6』に、小
座敷の茶として「家は漏らぬほど、食は飢えぬほどにて足ることなり7」とあり、また自ら「水
を運び、薪を取り、湯を沸かし、茶を点てて、仏に供え、人に施し我も飲む8」とあるが、こ
れこそが茶の本意であり仏祖の教えであると考えられていた。 
また、田中仙堂は茶道における点前、つまり「技」というものを論じている。彼の「技」
についての定義によると、今日一般的にいわれる「技」といった場合、身体の技法に関して
卓越したものととらえられがちであるが、実はその意味だけではなく、技法を習うのには、
ひとつひとつの所作を習い、順番に覚えることから始める、とされる。彼は、芸能でも、芸
術でも、スポーツでもこの定義に通じ、型を通して技を磨き、その優れた技法の中に初めて
その精神性を見出すのだと言う。田中はさらにこの「技の精神」について東洋と西洋の差異
性を論じていく。 
 
近代の西洋は、身体と精神を二分して考えるデカルト的な世界観に立脚していたからで
す。西洋の技術文明の考えの典型で、あるパターンがあれば、そのパターンを取りだした
上で、反復作業は機械にやらせればいいという考えです9。 
 
つまり、田中の洞察によれば、精神と肉体は別に考えられている。西洋の観念に対し「東
洋は別の違いを強調しています。『礼記』では、人間は動物に較べ作法がある。人間は礼をわ
きまえて行動するから禽獣ではなく、人間だという考え方です。心と体をわけてしまう考え
方は東洋的な考えからすると出てこないと思います10」と言う。したがって、体で表現する
「技」が優れた境地に達する人は精神的にも優れているという考えになる。明治維新以後、
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日本が近代化の道を歩んだ時に影響を受けたのは西洋の学問であり、かつその技術であった
ので、物心二元論的な世界観が日本に定着していった。それゆえ現在社会には、「技法」とい
うものに対する考えに西洋的な傾向が強くみられるのである11。本節では田中によって示さ
れた本来の「技」に対する認識に戻り、物心合一の視点から茶道の技及びその精神的な意義
を分析する。 
点前を論じることは、それ自体が非常に膨大な作業になる。例えば裏千家は 2000年から「許
状」と対応した「資格」制度を設けている。これは従来「初伝」「中伝」などと称していたも
のを改定したもので、履歴書の資格欄に書いてわかりやすいようにという学習者の便宜を目
的としたものである。その許状に対応する内容は点前である。初級から整理すると、入門の
割稽古を除き、盆略点前からはじめて薄茶・濃茶の基本の点前 4項、炭点前 4項、また特殊
点前 7項がある。小習は前八条と後八条にわけられ、十六ヶ条の習い事と呼ばれるもので、
特別な道具や状況に即した変化を学ぶことで茶道の基本を身につけることを目的とする。茶
箱点前は欄外に属し、5 点前がある。四ヶ伝は台子点前の準備段階として重要な道具の取り
扱いを学ぶことを目的としたものである。4 点前がある。和巾点前は欄外に属し、名物裂の
古袱紗の上に袋に入れた中次を載せて扱う。裏千家独自の許状である。その上に奥伝、大円
合計 4点前がある。 
以上簡単にみたように、点前には様々な種類があり、あまりに膨大な作業になる恐れがあ
る。そこで、本論では表千家、裏千家、武者小路千家いわゆる三千家の略式点前に重点を置
く。理由は以下の通り、代表制と比較可能性のためである。 
 
代表性と比較可能性 
三千家を研究範囲とする理由はその代表性にある。すべての茶道流派の人口統計は困難で
あるが、総務省の調査によると、日本の茶道人口（茶道を趣味とする人数）は 270万人ほど、
うち女性が九割弱とされる12。茶道人口の半数は裏千家に属し、表千家は裏千家の半数程度
とも言われるので、両者合わせて約 200万人と推定される。残り 70万人ほどを残りの流派が
分け合っている。また FC2という民間アンケートサイトにて 2008年 11月から 2012年 12月
時点までに行われた調査結果によると、アンケート参加者の中に表千家は 54.4％、裏千家
33.4％であった。両者を合わせると 80％以上を占める。アンケートの範囲に限界があると思
われるが、ある程度実態を把握できると思われる。以上より、表千家と裏千家を取り上げる
のは適切であろう。さらに、武者小路千家は比較的人口が少ないが、三千家の一つとして略
式の点前が存在するため、研究対象に取り入れた。 
略式の点前とは、簡単にいうと盆の上で簡単に点前ができるものであり、茶道を学習する
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場合に最初に行うのに適した作法である。「略」という字がついているが、必要な作法をすべ
て用いてお茶を点てることには変わらない。お盆の上のわずかな空間に道具をのせて、置き
合わせの変化を楽しみながら点前をする。茶の間、書斎、洋間のテーブルの上でも環境の制
限にかかわらず簡単にお茶を楽しむのに最適な点前である。裏千家の独特の考案であるが、
現在ほかの流派もだんだんと取り入れ、盆略の作法が見られるようになっている。以上より、
盆略には最も重要かつ基礎的な作法が含まれていること、および諸流派の間の普及度という
2つの視点に鑑みて、その代表性を認めることができると考えた。 
盆略点前の一般性、機動性、道具の使用などといった性質は、中国、台湾の茶芸でも同じ
基準で分析することができる。同じ基準から両者の異同、影響を探究することで、比較の意
義が明確になるだろう。 
 
比較－最初の配置 
以上の趣旨から、盆略点前を論じることにする。対象について抹茶道を代表する三千家の
盆略点前を取り上げて総合的に論じる。裏千家では盆略点前というものは、1914年に十三代
円能斎宗室が、高等女学校の作法の時間に茶道を指導して、茶儀科のために簡略な盆略点前
を考案した。表千家では、昭和の頃までは、特に略点前の作法がはっきりとは決まっていな
かったが、時勢の推移、特に戦争により多くの茶室が罹災したことにより、茶室以外でも秩
序と風情をもってお茶を点てることができるように、十三代即中斎宗匠によって、その簡略
な点前が定められた13。表千家では、略点前、お盆点といわれる。武者小路千家では略盆点
前といわれる。 
三千家の点前の流れについて、詳しいリストをここでは割愛するので、文末資料 7－Aを参
照されたい。以下ではまず、最初の配置における三千家の違いをみる。 
点前の前の水屋での準備については後ほど述べることとして、ここではまず茶碗の仕組み
から論じる。茶巾をたたんで、茶碗に入れ、茶筅を入れ、茶杓を伏せて茶碗の縁に置くとい
う茶碗仕組みが完了後、配置は以下のようになる。 
 
表千家： 
お盆に茶碗を左やや前方、棗を右やや後方に置く。その上に服紗を輪の右にしてかける。
正式には炉や風炉を用いず、鉄瓶やポットのお湯を使い、お盆の上でお茶を点てるような形
である。図 7－1は盆の配置であり、図 7－2は袱紗をかけた状態である。 
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 図 7－1：表千家の盆の配置14         図 7－2：表千家の盆（袱紗をかけた状態） 
                      （2014）©柯一薰 
      
裏千家： 
袱紗が手前15にくるように茶巾を茶碗に入れ､結び目を上にして茶筅をのせる。茶杓を伏せ
て茶碗の右側におく。仕組んだ茶碗と茶器（棗)を盆の上に置き合せる。帛紗は腰につけ､瓶
掛と鉄瓶などを使う。テーブルでポットを使用してもよい。 
 
武者小路千家： 
盆の中央右に茶器を置き、茶巾、茶筅、茶杓を仕組んだ茶碗を左側に置き合わせる。（図 7
－3）中央手前に袱紗を置く。湯を入れた湯瓶（ポット）と建水を脇に用意する。図 7－4は
テーブルでの状態となる。 
     
図 7－3：武者小路千家の配置     図 7－4：武者小路千家（テーブル上の配置）16 
（2014）©柯一薰        
 
共通する基本の 9動作 
続いて、本項では三千家が共通する点前を整理し、9 点の要項を取り上げて論じる。三千
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家には共通する手順が存在しているが、作法は多少異なっている。まず裏千家の作法を述べ、
その後に異なる箇所についてはそれぞれの作法を述べ、その動作の意義と歴史などに重点に
置いて分析する。 
 
（1）おじぎ 
お茶のおじぎには「真、行、草」の三通りがあり、時に応じて使いわける。基本的なおじ
ぎは、自然に座った姿勢から両手をひざの上に滑らせるようにしてひざ前に静かにおろす。
次に指先を揃えて畳につけ、上半身を曲げ、頭を下げる。戻す時も同じリズムで頭を上げ、
上半身を起こすと、それにつれて両手が自然とひざの上に戻ってくる。本作法は体の動きだ
けではなく相手を敬う気持ちで心を込めるのが肝心である。誠な心を持ち、自然におじぎを
通じてその気持ちを表現する。 
（2）袱紗をさばく 
たたんで懐中した袱紗は、点前をするときには必ず帯につけ直す。洋服の場合にはベルト
などを締めてそこにつけてもよい。こうして帯に袱紗をつけることで、亭主（茶室以外の場
所であったら点前する人という）としての形が整うのである。袱紗をつけることで「わたし
は主人」ということを表現している。それに対し客は袱紗と懐紙、こぶくさ（小帛紗）を懐
中して手に扇子を持つ。点前する人が、道具を清める前に袱紗を折りたたむことを「袱紗さ
ばき」という。上手にたたむというよりは、それぞれの動作の手の位置や、指先をそろえる
という動きを正確に操作することが大切である。 
（3）棗の清めること 
棗は薄茶を入れる容器のことである。点前の前にちゃんときれいにしてあるものだが、も
う一度客の前で清める。これは、清潔さの重視と、美的な意識を表現している。利休道歌17に
は「棗には蓋半月に手をかけて 茶杓を円く置くとこそしれ18」という美感に言及したもの
がある19。蓋を半月に持つというのは、棗の蓋を上から掴むように持ち、棗の蓋の表面と、
指との間に三日月形の空間を作ることを言い、このように持つと見た目が美しい。茶杓を円
く置くというのは、茶杓の櫂先をまず蓋の向うに置き、しだいに前の方へおろすという意味
である。そのずらすような手の動きはリズムに従い静かに取り扱うことを意味する。そして
ひじと手の動きで水平のラインを維持することなど、清潔さと美感のバランスを完璧にとる
ように操作することを教えている。表千家では棗を拭く場合に男女の違いがある。棗の蓋の
甲を平仮名の「こ」の字を書くように拭くのだが、男性は、「こ」の字を書くように拭いてか
ら、さらに手前から真向こうに拭く。「甲ぶき」という。武者小路千家では、棗の蓋の甲を平
仮名の「こ」の文字を書くように向こう左側から手前へと、袱紗を曲線に動かして拭く。 
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（4）茶杓を清めること 
水屋できれいに清めてはあるが、棗の場合と同様に、もう一度客の前で清めることに意味
がある。茶杓はお茶をすくうものなので、清潔さの重視から、節から上は持たずできるだけ
手に触れる面を少なくする点を注意すべきとされる。茶杓を持つ手のラインと茶杓とが一体
となるように見せるため、櫂先を少し下げる気持ちで扱うようにする。 
表千家の作法では、左手で袱紗を持つ。そして右手で茶杓を取り、袱紗の上に載せる。左
親指で袱紗を折って茶杓を挟み、右手は動かさず、左手の袱紗だけを動かして、手元から櫂
先まで、茶杓の上下の面を拭き、袱紗をそのまま手元に戻す。二度目は、袱紗を上向け、茶
杓の側面をはさみ、手元より櫂先まで拭き、そのまま袱紗を手元まで戻す。 三度目は、茶杓
の上下に帛紗をはさみ、再び茶杓の上下を櫂先まで拭き、袱紗を少しゆるめて、茶杓を袱紗
の右横から抜く。 
武者小路千家では、最初の姿勢は表千家と同様にする。そして左親指で袱紗を折って茶杓
を挟み、右手は動かさず、左手の袱紗だけを動かして、手元から櫂先まで、茶杓の上下の面
を拭き、袱紗をゆるめて手元に戻す。 二度目は、袱紗を上向け、茶杓の側面をはさみ、同様
に手元より櫂先まで拭く。同様に袱紗を手元まで戻す。三度目は、茶杓の上下に帛紗をはさ
み、再び茶杓の上下を櫂先まで拭き、袱紗を櫂先から左向こうへと抜く。 
（5）茶筅とおし 
茶筅とおしという作法は主として 2 つの意味をもつ。1 つ目は、茶筅を柔らかくして扱い
やすくするのと、竹の穂先が折れたりしてないかを確かめながら呼吸を整えるためである。2
つ目は、前述と同じように一度は水屋できれいにした道具を、客の前でもう一度きれいにす
るのである。そのため、いわゆる三度打ちの二度上げをし、それからさらさらと清めればよ
い。しまうときの茶筅とおしは、茶碗についているお茶を、まずお湯で洗い、茶筅の汚れを
水ですすがなければならない。二度打ちの一度上げで終わる。同じ茶筅とおしでも、はじめ
と終わりを示すことの意味を理解できれば迷わずに操作できるとされる。本操作はもう一度
気持ちを整理する意味と清潔さを強調する意味とを含んでいる。 
表千家でも同じような目的で茶筅とおしするため、「茶筅調べ」や「茶筅改め」と呼ぶこ
ともある。茶筅を右手で取り、湯を入れた茶碗の、真向こうに入れる。茶筅を時計回りに、
茶碗の手前まで回してから、茶碗の右横まで戻し、茶筅をそろりと茶碗に落とす。それとと
もに、左手を茶碗にかける。 右手の親指を上にして茶筅の柄を持ち、肘を後ろに上げるつも
りで茶筅を 20センチくらいの高さまで静かに上げ、手前に回しながら、茶筅の穂先を調べ、
茶筅を再び真向こうに入れる。 これを三回繰り返し、茶筅の穂先を調べる。四度目に穂先を
調べて、茶筅を茶碗に戻した後、親指を上に茶筅を持ち直して、湯の中で数回振り、最後に
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平仮名の「の」の字を書くようにして、茶筅を止める。左手を茶碗より離して膝の上に戻し、
茶筅を手前正面で出す。 
武者小路千家の作法は以下の通りである。茶筅を右手で取り、湯を入れた茶碗に、手なり
に入れる。茶筅を茶碗の口にあずけ、右手で茶碗の真横を持ち、左手を添えて茶碗を少し膝
に近づける。茶碗を茶筅の側に少し傾けて左手で支え、右手の中指の先で茶筅を少し上げ、
親指、人先指を添えて持つ。右手の親指を上、他の指を下にして茶筅の柄を少し上げて持ち、
茶筅の穂先が茶碗の口縁より出ないようにして、茶筅を茶碗と目の位置の中程まで上げ、手
前に伏せるようにゆっくり回し、茶筅の穂先を調べる。茶筅を下ろし、左向こうに入れ、湯
の中で時計回りに円を描くように一周し、手の甲を伏せるようにして茶筅を茶碗にあずける。
これをあと二回繰り返し、茶筅の穂先を調べる。三度目に穂先を調べて、茶筅を茶碗にあず
けた後、茶筅を下から持ち直し、すぐに湯の中で七、八回を回す。右手が動いている間に、
左手を茶碗より離して膝の上に戻し、右手を止め、茶筅を出す。 
（6）茶碗をふく 
湯をあけた茶碗にはまだ水分が残っているので茶巾で中を拭く。準備作業で茶巾をしっか
り絞るのは重要なことである。濡れた茶巾であれば、いくら茶碗をふいても水気が残り、お
茶を入れると粉がたまになってしまうし、湯の温度が下がってしまう。茶巾を使用し、茶碗
を拭く動きは、美感を兼ねながらちゃんと水気を取れるように二回拭く。そして茶碗の正面
は常に客に向けるという要領を忘れないようにする。動きの美しさと視覚上の享受が本作法
に現われているとされる。 
表千家の作法では、左手で茶碗を持ち、右手で茶巾を取って、ふくだめを手前にして、茶
巾を茶碗の真ん中に入れる。右手で茶碗の真ん中に置いた茶巾の手前のふくらんだところを、
親指を手前にして取り上げ、その右手の親指が上を向くように手を返し、茶碗を持つ左手の
親指近くの茶碗の縁に茶巾を掛ける。 親指を内側にして茶巾を挟み、三度に分けて、茶碗が
一回り拭けるよう、大きく回して拭く。三度目には茶碗の正面が元どおり手前へ戻る。 拭き
終わったら、茶巾を持つ右手はそのままの手つきで、茶巾を斜め手前に抜き取る。茶巾は、
親指が下になるように横にして、茶巾を茶碗の真ん中に置く。茶巾の中央を上からつまみ、
茶碗の中を平仮名の「ゆ」の字を書くように拭く。茶巾は横にしたまま、茶碗の真ん中に置
き、茶碗を右手で膝前に置く。 
武者小路千家の作法は表千家に近いが異なる部分もある。左手で茶碗を持ち、右手で茶巾
を取って、茶碗の右側、湯をこぼした口の所を軽く拭う。 親指を手前にして、茶巾を茶碗の
中に入れる。茶巾の手前端を、親指を前にして持ち、茶巾を裏返しながら、茶碗の真向こう
の縁に掛ける。茶碗の外側に出た茶巾の部分を、右手の小指で下から挟み持ち、親指で茶巾
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を茶碗の内側に押し付けるようにし、茶碗を左手でしっかり持って、左右の手を同時に動か
して茶碗を拭き、両手が茶碗の前で触れ合うくらいの位置まで回す。 左手を離し、右手で茶
巾を添えたままの茶碗を持ち、両手を先ほどと逆方向に動かして、両手の親指の付け根が触
れるようにし、また両手を手前に動かして、両手が茶碗の前側で触れるくらいにする。 この
動作をもう 1度行い、都合 3回繰り返すことで、茶碗は二回転する。茶碗の正面が正しく亭
主の方を向くように僅かに動かして調節する。茶巾の茶碗の外側に出ている部分の端を持ち、
一度垂らして癖を直して、茶碗の右側に内から外に掛け、内外の部分がほぼ等しくなるよう
にし、親指を茶碗の中、四本の指を外にして、茶巾を抜き取る。 親指を芯にして茶巾を縦 2
つ折りにし、親指を抜いて持ち、茶碗の見込みを平仮名の「ゆ」の字に拭く。茶巾を茶碗の
中央へ手なりに置き、茶碗を右手で膝前に置く。 
茶碗底の最後の形は図のようになる。図 7－5は裏千家の例であり、図 7－6は表千家、図
7－7は武者小路千家の例である。 
           
図 7－5：茶碗をふいた後・裏千家（2014）  図 7－6：茶碗をふいた後・表千家 
©柯一薰                 （2014）©柯一薰 
 
図 7－7：茶碗をふいた後・武者小路千家20 
 
三千家の作法はそれぞれ異なっているが、共通する点が見られる。まず、茶碗を全体的に
拭くように少なくとも一回転させる。正面を必ず亭主側に戻ってくる。その後表千家は「い」、
「り」、裏千家と武者小路千家は「ゆ」を書くように茶碗の中を拭くが、主に茶碗の底を徹底
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的に清めるための作業である。清潔と美しさのバランスを取る例であろう。 
（7）茶を入れること 
同作法には美的な構成が見られる。まず、実際の棗の中にはきれいこんもりと抹茶が入っ
ているので、その山を壊さないように茶杓で一杓と半分程度の抹茶をすくい、茶碗の中に入
れる。半分は量を調節するくらいの気持ちですくうという考えである。そして盆の縁に棗の
蓋をかけることにより一つの円にちょうど半分の円を重ねるという調和の画面を構成するた
め、蓋を置くときに丁寧にすることが必要である。この作法と関連する「茶の掃き」という
作法がある。準備作法であるが抹茶を茶入れや薄茶器に入れることが茶を掃くということで
ある。 
武者小路千家の薄茶の掃きに同じような考えがみられる。棗の系統にしたがって茶の盛る
事が美しい調和を生み出すと考えるものである。 
最後の要点は、茶碗の縁を軽く打つことである。軽く打つときれいな音がするほかに、も
う 1つもっと重要な理由は、利休道歌に記載されているように「よそにては茶を汲みて後茶
杓にて 茶碗のふちを心して打て21」ということである。利休が言っているのは、名物茶碗
でなくとも、茶杓についた茶の残りを払うために、茶杓で茶碗の縁を強く打ってはいけない
ということである。年代を経た茶碗、粉つぎや漆で作られている茶碗はそこつが起きる場合
がある。また細い茶杓であると、強く打つと節のあたりから折れることもあるようである。
本要領は茶杓で茶碗の縁を打つときだけの心得ではない。茶筅とおしのときも、茶碗を拭く
ときも注意すべき事項である。 
（8）お茶を点てる 
同作法の基礎としての要領は利休道歌に見られる。「茶を点てば茶筅に心よくつけて 茶碗
の底へ強くあたるな22」ということである。茶筅や茶碗が損じないようにという主旨である。
茶碗に湯が入ったらまず茶筅で抹茶と湯を馴染ませる。次に手首と腕を使って茶筅を向こう
手前へと振る。茶碗に泡が立ったら茶筅を少し浮かせ、大きな泡を消すような感じで茶筅を
振る。この動きと最後の茶筅で「の」の字を書くことは同じ目的にむけられている。泡の粒
を平均的に、かつ最後に茶碗の真ん中に集中するようにするためである。美的な表現と言え
よう。 
裏千家に対して、表千家の作法は泡を立てないようにする。この点は表千家と裏千家の区
別において最も特徴的だと言える。表千家の作法は以下のようになる。右手で茶杓を取り、
左手で棗を取る。茶杓を右手に握り込んで、棗の蓋を取り、蓋を茶碗の右真横に置く。茶杓
を持ち直して、棗の抹茶を、向こうから茶杓で一杓半すくい、茶碗に入れる。茶碗の中の茶
をよくかきならし、茶碗の縁で茶杓を軽くはらい、櫂先についた茶を払う。茶杓を握り込ん
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で、棗の蓋を閉め、棗を元の位置に戻し、茶杓を棗の上に置く。湯を茶碗に入れる。右手で
茶筅を取り、左手を茶碗に添えて、茶筅はゆるやかに、手首だけでなく腕全体を動かすよう
に茶を点てる。茶が点ったら、茶筅を引き上げ、元の位置に戻す。意図的に泡を立てること
はしないが、薄い泡が茶面の三分の一の面積を覆うのが常であるとされる。おおむね泡の無
い部分が半月状に残るようにする。 
武者小路千家の作法は表千家に近い。右手で棗の上の茶杓を取り、膝の上に預け、左手で
棗を取って、体の正面で構える。茶杓を右手に握り込んで、右手親指、人差し指、中指の三
本で棗の蓋を取り、蓋を茶碗と膝の間に置く。茶杓を握り直し、棗を茶碗の左上方に近づけ
て、棗の抹茶を茶杓で 1杓半すくい、茶碗に入れる。棗を左膝頭に引き、茶杓を持ちかえて、
茶碗の中の茶を軽くならし、茶碗の縁で茶杓を軽く二つ打ち、櫂先についた茶を払う。茶杓
を握り込んで、棗の蓋を閉め、棗を元の位置に戻し、茶杓を棗の上に置く。湯を茶碗に入れ
る。右手で茶筅を取り、茶碗に手なりに入れ、茶碗を右手で持ち、左手を添えて膝に近づけ、
茶筅の向きに茶碗を傾けて左手を添え、茶筅を回してお茶を点てる。お茶が点ったら、茶筅
を手前から引き上げ、元の位置に戻す。お茶を点てるときは、抹茶と湯を十分に混ぜ合わせ
ることが大事だが、このときに空気が入ると茶の渋みが出て味を損なうので、茶筅の動きは
円運動で、上下運動にならないようにする。このように茶筅が動いているときは、泡はあま
り立たない。 
以上述べたように、三千家には「茶を点てる」ことについて 2つの系統が見られる。泡を
立てるタイプと泡を立たないタイプである。これは第 3章第 3節で考察したように中国の喫
茶の歴史と関係があると思われる。中国茶書において、茶を点てるときの湯の量について初
めて記載が見られたのは『茶経』である。『茶経』の「五之煮」に「凡煮水一升，酌分五碗，
碗數少至三，多至五。若人多至十，加兩爐23」とある。水一升を沸かして 5等分にし、5碗に
分けていれる。そして茶碗数は少なくとも 3つ、多くても 5つ。人が 10人にもなれば風炉 2
つに増加する。沈の考察によると、唐代の「一升」は現在の 600ml とする24。青木は「水一
升約わが三合25」と述べた。日本で一合は 180mlとする。この『茶経』に記載された「一升」
は 540ml～600ml と理解してもよい。つまり、一碗の茶の量は少なくとも 108ml～120ml。多
くても 180ml～200mlとした。現在茶道に使用されている柄杓の容量は 160ml前後26であるが
実際に入れた湯の量は半杓から四分の三までの程度で、唐代からの古来の作法とほぼ一致で
ある。 
（9）お茶を出す 
点前をしているときは、茶碗の正面が自分の方に向いているので、正面を客の方に向けて
から差し出す。一回で正面を客に向けるのは技術的な困難がある（一回で 180度を回さなけ
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ればならない）ため、茶碗の横を持って、一回目を 90度くらい回し、二回目を回すと茶碗の
正面が反対側に向く。茶碗や道具を移動する際にも、利休道歌の教えがあり、「点前には強み
ばかりを思ふよ 強きは弱く軽く重かれ27」ということである。 
井口海仙の解釈によると、「軽い物を持つときは重い物を持つ気持で、重い物を扱うときは、
軽い物を扱う気持を忘れないようにする。軽い物を軽く持つから、かえってあやまちが起こ
る。重い物を重たそうに持つから、武骨に見えるのである28」ということである。お茶がで
きた瞬間の熱さ（特に現代のように電気風炉を使用する場合）は茶碗を持つことによって感
じられるが、平気を装って茶碗を差し出すことは利休の精神を実践するものであろう。 
以上述べたようにお茶では「技と精神」が一体である。大日本茶道学会の創始者である田
中仙樵は、点前のポイントを点茶七要として「身体、動作、曲尺割（カネワリ）、緩急、連続、
力、位29」をあげ、心がなくては技も活きないという理念を強調している。つまりお茶を点
てるという所作は、自分の心の在り方と切り離しては考えられない。それは環境、空間、時
間に束縛されないのである。物理的な条件よりも、心理的な構えのほうが大きな割合を占め
ると考えられる。禅宗でも禅だけではなく日常的に禅の心を顕現するのと同じように、空間
を問わず技と精神が一体となる境地が求められているのである。 
 
点前の主な相違点 
以上、裏千家を中心として 9つの作法をとりあげ総合的に比較した。詳細の作法について
文末資料 7－Aを参照されたい。三千家の点前の内容は、大きなところでは類似しているが、
順番や細かい道具扱いは多少異なっている。文末資料 7－Aの一番左の列の数字は作法の手順
を示す。次に、その中で特に相違性が顕著に現れた手順について論じる。   
 
（1）手順１：袱紗の着け方 
表千家と武者小路千家は最初の状態では袱紗を腰につけない。表千家では袱紗を盆の上か
らかける。武者小路千家は袱紗を畳んで中央手前に置く。 
（2）手順 3：袱紗さばき 
表千家と武者小路千家は袱紗さばきをして腰につける。その後に礼をするが裏千家にはそ
の作法がない。それに対し、裏千家は最初から袱紗を腰につけたまま、手順 1で礼をする。
袱紗を腰につけることで正式の点前が始まる合図とする。手順 3で表千家と裏千家は盆を客
側に斜めに差し出す動作がある。武者小路千家は盆をもとの位置から体に引き寄せるだけで
ある。盆略点前はもともと環境に合わせ、身近な道具を使う目的で考案されたものなので、
特に武者小路千家ではテーブルと椅子の環境を想定して略盆点前が実施される。和室で茶を
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点てるとき主、客の席は決められている。主と客の間に距離がある上に、畳に着席するので
視線が低くなるため盆を客側に斜めに差し出し、点前を見せるようにする。テーブルでの点
前はその距離感の問題がなく、主、客は椅子に座り、視線は上から延ばして点前がよく見ら
れる。手前が始まるとき主人は盆を使いやすい位置まで引き寄せるので十分であろう。 
（3）手順 5：棗と茶杓の清め方 
茶器（棗）、茶杓を清め、茶筅を出す作法である。清めた後の道具の配置には変化がある。
裏千家は茶器を盆の 11時方向、茶筅を 1時方向に置く。武者小路千家は茶器を 9時方向、茶
筅を 12時方向に置く。どちらでも盆の中で配置を変える。表千家は斜めに置いた盆にある道
具を取って清めた後に正面の火鉢の前に置く。茶杓は三千家とも盆の縁におく。そして茶器
と茶筅の位置を移動させた後に茶碗を手前に引き寄せる動作は三千家とも共通して見える。
つまり、茶器と茶筅を移動させる主要な目的は次の作法、茶碗に抹茶を入れて点てるための
準備と推測できる。置き場所はそれぞれ異なるが茶碗を邪魔しないようにする目的は一致す
る。 
（4）手順 6：茶巾を置く動作 
表千家と武者小路千家は袱紗で盆の右側辺りを拭き、また茶碗から茶巾を取り出して拭い
たところに置く作法である。それに対して、裏千家は盆を拭かずに茶碗から茶巾を出し、盆
に載せる。この作法は茶巾を置く場所を清める意味で盆を拭く。 
（5）手順７：鉄瓶の蓋を閉める動作 
表千家と裏千家は袱紗で鉄瓶の蓋を閉める。温度を上げすぎないように鉄瓶の蓋を開けて
おいたが次の作法に進むためにここで蓋を閉める。そして、蓋が熱いので表千家は茶巾、裏
千家は袱紗で押さえながら瓶を持ち、茶碗に湯を入れる。武者小路千家はポット、魔法瓶な
ど湯器を使用するため、蓋を閉める作法が省略され右手で湯器を取り、左手を添えて茶碗に
湯を入れる。表千家と裏千家はポットなど湯器を使用する場合に当然ながら鉄瓶に関する作
法を省略する。 
 
第 2節 煎茶道の作法の比較 
 
次に、煎茶道の作法について 6つの流派の基本点前を取り上げて論じる。花月菴流、小川
流、方円流、小笠原流、東阿部流、静風流を研究対象にする。 
まず、この 6つ流派に絞る理由及び煎茶道諸流派との関係について背景として述べる。抹
茶道への批判や反発を行ってきた煎茶は、売茶翁以降、文人たちの間に広く愛好されていた。
もともとは抹茶道に専念していた茶人たちや数寄屋たちも、煎茶をするようになっていった。
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抹茶の形に慣れた人たちが手を加えた結果、煎茶はしだいに体系的な道となり、茶道の形を
もとめるようになっていった。それは煎茶の大衆化でもあり、儀礼化でもあった。 
儀礼化と流派の形成には密接な関係があり、煎茶家元の誕生に繋がった。その最初の人物
は田中鶴翁である。彼は売茶翁への敬慕に端を発し、煎茶に強い興味を抱き、煎茶家として
独立したのは文政七年（1824 年）のことであった。『浪華風流繁昌記』には、彼は「煎茶を
好み、其法高遊外翁三世の伝統をつぎ、一家を開き諸国に門人多し」と記載された。「高遊外
翁三世の伝統」の継続者として自身が四代と考え、煎茶点前と礼法を創出した。天保九年（1838
年）9 月、一条公より「煎茶家元」の染筆を下賜されたと言われている。当時、その稽古場
及び一門を清風清社と称した。その後、現在の名称である「花月菴流」に改称した。煎茶道
に最も古い流派として、独立した弟子が作った分流も多く、「黄檗花月流」「黄檗売茶流」「習
軒流」「松風清社」「煎茶道学会」「風韵社流」など多数がある。 
田中鶴翁とほぼ同時期の代表的な煎茶茶人に、小川弘宣（可進）という人物がいる。彼は
田中鶴翁に遅れること 4年の天明 6年（1786年）に生まれた。彼はもともと医業を営んでい
ったが、やがて煎茶の世界に傾いていった。その職業柄、煎茶に茶と水、湯、及び手前と衛
生面の関係を深く探求した。号を後楽と称し、道具の考案や手前の創出や煎茶を学ぶための
段階を明確にするなど工夫した。当時、小川可進は花月菴のように家元を名乗っていたかど
うか明らかでないが、ており、現在の煎茶道小川流の流祖となった。ただし、初代の小川可
進以降、三代を継いだ偕楽久敬は早く亡くなり、そこで一度絶えたようである。再興された
のは大正 8年（1919年）であるが、小川可進が煎茶の道化時期の初期の位置にいる重要な人
物である。 
このような流れで江戸時代末期から明治にかけて、煎茶道は隆盛期を迎えたが、西洋文化
の流入と時代の変化とともに、その後一時衰退した。大正末期になって、京阪神の煎茶家を
中心に煎茶復興運動が起こった。やがて、第二次世界大戦に入って、煎茶界の活動も休止せ
ざるをえなかった。戦後まもなく、全国各地で煎茶の復興運動が再び起こり、黄檗山で立宗
三百年大法要が営まれたのを機に、全国の煎茶道家元が参加して連盟結成の動きが始まり、
1956年 1月、全日本煎茶連盟が結成された。発足当時は、小規模の流派が集まって創設され
た。1966年、連盟は社団法人化した後、方針を巡って諸流派の間に対立が生じた結果、有力
流派の花月菴流、小川流などが脱退したが、この 2流派も煎茶道における代表性が認められ
るため、本稿では分析対象としてとりあげる。現在、日本の煎茶道流派には全国支部があり、
数百人以上の会員がいる大流派と自称家元として活動している小流派まで 200～300 が存在
していると言われ、流派の実態を把握するのは極めて困難である。そのため、本稿では煎茶
道唯一の全国連盟組織である「全日本煎茶道連盟」を中心に調査を行う。 
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全日本煎茶連盟 38流派を調査した限りでは、方円流が 27国内支部と 1の海外支部（台湾
支部）支部があり、国内に合計 123所の稽古教室がある。小笠原流の稽古場は家元教室 6教
室、そのほか 5330教室を持つ。また、海外のハワイ、ロスアンゼルス、北京、上海教室もあ
る。静風流は本部教室 6、全国各地に 33～55 以上の教室31があり、ブラジルに支部がある。
東阿部流は 44所の教室を持つ。織田流の教室数は 28、黄檗掬泉流の教室数は 19、美風流は
約 13教室32、松風流（富山）の教室数は 12、松香庵流の教室数は 5である。そのほか、教室
が 1～2所しかない流派と情報がない流派がある。数稽古教室の数が多くほど学習者の数が多
いとは必ずしも言えないが、稽古教室が少ないと、学習の場所も少ないため学習者は多くは
ないと判断できる。 
以上述べたように、本稿では歴史的代表性、学習者の数から示した代表性及び海外進出の
3 つの条件に沿って、花月菴流、小川流、方円流、小笠原流、東阿部流、静風流の 6 流派を
研究対象にする。点前については、抹茶道や台湾、中国の茶芸と同じような基準とするため、
基本の点前を取り上げる。各流派それぞれの基本点前の呼び方は以下のようになる。 
 
花月菴流：淹茶 草―瓶懸 茶櫃飾り 左勝手の点前 
小川流： 蓋盆煎茶手前33 
小笠原流：丸盆点前 
方円流： 丸盆手前 
静風流： 丸盆 
東阿部流：盆点前 
 
煎茶道の各流派で用いられる使用道具のリストについては、表 7-1を参照されたい。表 7-1
の一番左の列は基本点前に使用可能な道具のリストである。流派によって使用しない場合も
ある。また、煎茶道には同じ機能の道具であっても複数の名を持つことがあり、同じ字であ
っても流派によって異なる読み方の場合もある。一番左の列に、道具名と一般的な読み方を
示す。各流派が該当道具を使用し、読み方がリストと一致する場合には○をつける。その道
具を使用するが異なる呼び方や読み方をする場合には、その流派の呼び方や読み方を記す。 
 表 7-1をまとめると、6流派に共通する道具は涼炉（または瓶懸と呼ぶ火鉢）、道具運び用
の盆（または茶櫃）、湯沸、急須、急須の敷物、茶碗、茶托、茶入、茶合、盆巾、建水である。
これらは茶事に不可欠の道具と考えてよいであろう。 
基本点前は茶道具を盆に乗せるか、箱の形をした茶櫃に入れて運ぶ形式となる。花月菴流
と小川流は茶櫃を使用し、そのほかは丸の形の盆を使用する。盆や茶櫃の使用することによ
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り、道具を一箇所に入れられ、客があったときすぐ簡単に茶をいれることができる。あるい
は茶櫃の蓋を返してそのまま盆として用いるものもある。盆や茶櫃を使う基本点前でありな
がら、茶を楽しむために最適な点前と考えられる。 
ここで、第 4 章第 3 節で取り上げた「青灣茶会圖録」（174－175 ページ参照）による道具
の整理結果を参照すると、涼炉、湯沸、急須、茶碗、茶托、茶入、茶合といった主要道具と
して使用される道具は一致した。急須の敷物は共通の道具で、銚座、瓶床、茶瓶承、急須台、
瓶敷など名称がある。「青灣茶会圖録」」に急須の敷物が見られるのは 18茶席の中の 3席しか
なかった。当時、必ず用いられたわけではなかった道具も、現在では普及した変化が見られ
る。 
共通の道具以外には、小笠原流と東阿部流が湯冷を使用する。玉露は最高級の茶の種類と
され、玉露を淹れる場合には湯冷を使用するが、煎茶を淹れる基本点前に湯冷を使用される
ことから、より低温が必要とされる煎茶の種類が用いられると推測される。また、小笠原流
は膝袱紗を使用し、東阿部流は古ぶくさを使用する。両者は膝に開き、こぼれた水や汚れを
防ぐための道具である。抹茶道では道具を清めるために袱紗が必ず使われるが、煎茶道では
盆巾で道具を清めるので袱紗は抹茶道のように必須ではない。 
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表7－1：煎茶流派の茶道具比較
　 小笠原流 花月菴流 小川流 方円流 静風流 東阿部流
○
火鉢も可[注1]
瓶懸
ビンカケ
○ ○
丸盆
マルボン
○ ○ 茶盆
チャボン
盆
茶
チャ
櫃
ビツ
○ ○
蓋置
フタオキ
○ ○ ○
湯沸
ユワカシ
湯沸
トウフツ
湯
ユ
わかし 湯
ユ
瓶
ヘイ
ボーブラ ○ ボーフラ
湯冷
ユザマシ
○ 湯ざまし
瓶敷
ビンシキ
湯
ユ
瓶
ヘイ
台
ダイ
湯沸
ユワカシ
台
ダイ
急須 ○ 茶銚
チャチョウ
茶瓶
チャヘイ
○ ○ ○
銚座
チョウザ
瓶床 ○ 茶瓶承
チャヘイショウ
急須
キュウス
台
ダイ
瓶床 瓶敷
ビンシキ
茶碗 ○ ○ ○ ○ ○ ○
茶托
チャタク
○ ○ ○ ○ ○ ○
茶入
チャイレ
○ 葉
ハ
茶器
チ ャ キ
茶
チャ
壺
ツボ
茶
チャ
壺
ツボ
○ ○
茶合
サ ゴ ウ
○ 仙媒
センバイ
茶則
チャソク
茶量
チャリョウ
茶計
サ ゴ ウ
○
盆巾
ボンキン
○ ○ ○ ○ ○ ○
盆巾
ボンキン
筒
ヅツ
○ ○ 盆
ボン
巾入れ
キ ン イ レ
○ 盆巾
ボンキン
筒
トウ
茶巾 ○ ○ ○ ○ ○
茶巾
チャキン
筒
ヅツ
○ 茶巾入れ 巾
キン
筒
トウ
○ 茶巾
チャキン
筒
トウ
建水
ケンスイ
○ 納汚
ノ ウ オ
○ ○ ○ ○
水注
ミズツギ
○ 水
ミズ
次
ツギ
水注
スイチュウ
[注
チュウ
2] 水注
スイチュウ
水さし
水さしふ
きん
○
水注
ミズツギ
台
ダイ
○ 水注
スイチュウ
台
ダイ
水さし盆
烏府
ウ フ
○ 炭
スミ
籠
カゴ
香合
コウゴウ
○
炉屏
ロビョウ
○ ○ 山字屏
サンジビョウ
衝立
ツイタテ
[注
チュウ
3]
結界
ケッカイ
○
敷板
シキイタ
○ 炉
ロ
台
ダイ
涼
リョウ
炉
ロ
台
ダイ
○ ○
膝
ヒザ
袱紗
フ ク サ
○
古ぶくさ ○
盆覆
ボンオオイ
○
[注1] 小川流の蓋盆煎茶手前に涼炉を用いるほか火鉢の使用でも可能である。
[注2] 小川流には水注の読み方は「すいちゅう」となる。（『煎茶入門』小川後楽、2001）
[注3] 静風流には炉屏と衝立２種類の屏風がある。衝立は炉屏と同じ用途で茗座に用いる。
（出所）各種資料を基に筆者作成。
○涼
リョウ
炉
ロ
○ ○
茶
チャ
具
グ
褥
ジョク
茶具敷
サ グ シ キ
○ ○ ○
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次に、6つの流派の基本の盆点前を取り上げて整理する。細かい比較対照表については、
文末資料 7-Bを参照されたい。各流派にはそれぞれ細かい作法があり、道具も多少異なっ
ているが、共通する項目もある。また、1つの目的を達成するために一連の作法を実行しな
ければならない。たとえば、水次をとり、茶碗に湯（または水）を注ぎ、また湯（水）を
建水に捨てる。そして茶巾で拭くというような一連の動作によって、茶碗を清める作法が
完成される。6つの流派の作法に現れる共通の項目は次のようになる。 
 
（1）点前の準備 
（2）道具の展開、配置 
（3）主要道具の清め 
（4）茶を淹れる 
（5）茶を出し、茶碗を客に出す 
（6）2 煎目 
（7）おしまいの点前―道具を清め、元に戻す 
（8）道具を下げ、おしまいの挨拶をする 
 
第 3節 作法の総合比較 
 
以上、日本における抹茶道と煎茶道、中国と台湾におけるそれぞれの茶芸という 4 種類
の作法を詳しく述べた。次に、本節では、本論の問題意識となった日本の煎茶道と工夫茶
の関連性について作法の比較分析によって解明する。 
 
煎茶道と工夫茶の比較 
改めて背景及び問題意識を簡単にまとめる。煎茶の喫茶趣味は江戸時代中期以降に中国
明代の文人文化の影響で始まったもので、その作法は中国南部地域の伝統的な作法であっ
た「工夫茶」と共通性が見られると先行研究では指摘されてきた。そこで日本の煎茶道と
工夫茶の作法を比較することによって、両者の関連性を明らかにしたい。 
工夫茶の作法については、中国茶葉博物館によって出版された『話説中国茶34』の内容を
取り上げる。中国茶業の復興の 1 のきっかけは、中国茶業博物館の成立と言われる。『話
説中国茶』は、茶の種類によって緑茶茶芸、紅茶茶芸、烏龍茶茶芸の 3 つを紹介する。そ
の中で、烏龍茶茶芸は改良された工夫茶の作法と道具を用いるものであった。改良された
工夫茶の作法というのは、伝統的な工夫茶の作法をもとにしながら、道具や作法を変化さ
せたものである。その変化は、現在の台湾茶芸にかかわってくる。以下では、この作法を
基準として、台湾茶芸と関連する部分も取り入れながら、煎茶道の点前との比較を行う。 
まず、道具について、簡略に説明すると以下のようになる。 
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紫砂壺（しさこ）：壺は急須のことである。正式には茶壺と呼ぶ。江蘇省南部の宜興の名
産で、紫砂泥を原料として作られ、紫赤色で手触りが柔らかい茶器の名品を紫砂壺という。
工夫茶では紫砂壺の使用が多い。 
紫砂茶杯（しさちゃはい）：茶杯は茶碗のことである。紫砂壺と同じような素材で作られた
茶碗である。形は煎茶道で使われる茶碗に類似するが、聞香杯とセットとして作られるた
め、煎茶道の茶碗より口が広くて胴部が浅い形となる。 
聞香杯（もんこうはい）：香り専用の細長く、もしくは先が細くなった杯 
茶海（ちゃかい）：茶壺や蓋碗で茶をいれる際にお茶の味を均一化するために使うもの。
形は煎茶道具の水冷ましに類似する。 
茶荷（ちゃか）：茶荷は煎茶道具の茶則のことである。茶の葉を計るための道具である。
茶芸で用いられる茶荷は茶則とも呼ばれる。  
茶匙（ちゃさじ）：茶荷から茶を急須にいれるとき、補助道具として使われるもの。 
電気壺（でんきこ）：電力で湯を沸かすもので、煎茶道の涼炉と同じ機能である。電気ポ
ットのようなものである。 
茶巾（ちゃきん）：汚れやこぼれた水を拭くための布である。煎茶道の盆巾と似たような
使い方をする。 
茶船（ちゃぶね）：盆のことである。すべての道具を乗せる台である。 
 
以上の道具からみると、中国茶葉博物館の作法では、昔の伝統的な工夫茶作法では見ら
れない電気壺と聞香杯が使用されることに注目できる。昔の湯沸かしの道具は涼炉であっ
たが、時代の変遷とともに、安全性が高くて操作しやすい電気壺の使用がほとんどとなっ
た。「電気壺」は「電壺」や「随手泡」とも呼ばれ、1980年に、台湾の茶業専門の会社「陸
羽茶芸」によって考案されたものである。工夫茶の特徴の一つは烏龍茶の茶種を淹れるこ
とが多いことである。烏龍茶を淹れるためには湯の温度を常に 90度以上持たないといけな
いので、保温ができ、すぐに加熱できる電気ポットが考案された。普通のポットと違って、
茶を淹れるためのニーズに応じて作られたのである。水温変化を指示するライトや湯を沸
かしても蓋からこぼれないデザイン、片手で持っても水次ぎがコントロールやすいなどの
機能性を持つ。電気壺の使用は中国まで普及していった。 
また、現在中国において工夫茶の作法をする際に聞香杯が使用されることが多いが、伝
統的な工夫茶作法には聞香杯はなかった。聞香杯は台湾茶芸の発展過程の中で創出された
道具である。最初の考案者は特定できないが、台湾茶芸の独特な道具であることは間違い
ない。台湾茶芸が発展する前に存在した工夫茶作法に聞香杯がなかったことは明らかだか
らである。 
次に、第 2節でまとめた煎茶道の点前を取り上げ、工夫茶の作法と比較しながら論じる。
工夫茶の作法の述べ方については、作法の動作を述べながら、その動作に対応する中国語
の名称を「」の中に注記する。 
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煎茶道の共通項目の 1 つ目は点前の準備動作であった。この項目に対応する動きには、
始まりのあいさつ、お菓子盆、建水運び、そして盆や茶櫃の運びなどがある。 
これは、工夫茶にない作法である。なぜならば、工夫茶ではテーブルの上にすべての道
具が事前に用意されるためである。工夫茶に使われる茶船は煎茶道具の盆のように運び歩
くために使うものではない。茶船は二重構造となっていて、上段は煎茶道具の盆と同じ機
能を果たし、茶道具を乗せる。そして、使わない汚い水を下段に捨てる。茶船は建水と同
じ機能であるが、工夫茶では建水を必ず使用するわけではなく、むしろ、茶船を使う場合
が多い。石で作られた茶船もあるし、定位置に固定され、捨てた水は自動的に排出される
ようなる装置もある。したがって、茶船は運んで移動する道具ではなく、定位置に置かれ、
茶道具はそのまま上に乗せられるため、改めて運ぶ必要はないのである。 
また、中国式の喫茶法は生活に近く、厳しい規則がないので、お菓子は必ず出されるわ
けではないが、出される場合には事前に客の席に用意されることが多い。つまり、煎茶道
と異なって客の前で準備作業を行うことはしない。ただし、この準備段階で乾燥の茶の葉
を客に鑑賞させることを行う。この作法の名称は「葉酬嘉客」と呼ばれ、茶葉を茶荷に置
き、客に鑑賞させる。烏龍茶は産地や製造法や茶の木の品種によって乾燥した葉がさまざ
まな形をとる。その形を楽しみながら、さらにのちほど賞味する茶を認識するために重要
な作法である。煎茶道には玉露、煎茶、番茶などの種類があり、点前は茶の種類により変
化し、茶の種類の分類は重要であるが茶の葉の形や色などは最も重要なポイントではない
ため、乾燥の茶を鑑賞する作法はなかったのである。 
 煎茶道の点前では、道具を小さい盆や茶櫃に詰めて亭主席に運ぶので、正式の点前をす
るときには道具を展開、配置することが必要となる。盆巾筒、茶巾筒、茶入、茶合、急須、
湯冷、茶托などの道具を盆や茶櫃から出して、点前位置に配置する。そして重ねた茶碗や
伏せた茶碗を並べていく。前述したように工夫茶の作法は茶船を運ぶ作法はないので、道
具は事前に定位置に置かれる。そのため、道具を定位置に保ったまま、作法を進めていく
のが普通である。 
煎茶道の第 3 項目は道具を清めることである。次の茶を淹れる項目に進む前に、急須と
茶碗を清める。小笠原流と東阿部流では湯冷を使用するので、急須を清める前に湯冷を清
める。道具を清める理由は、衛生面と茶事の思い遣りからであると考えられる。当然であ
るが、水屋で一度清めた道具を再び客の前で「清める」作法をすると、清潔感が与えられ
る。清め方はまず、急須に湯を注ぎ、濯いでから湯を捨てる。次に一か二回湯や水を茶碗
に注ぎ、濯ぐ。小笠原流は二回とも湯を使用する。花月菴流は一回のみ湯を使用する。小
川流は二回で１回目は水、二回目は湯を使用する。方円流は小川流と同じように二回で、
一回目は水、二回目は湯、静風流は一回で湯を使用する。東阿部流は一回で湯を使用する。
一回か二回かにかかわらず、最後は湯で茶碗を濯いで温めることは統一している。この項
目で、小川流のみ急須を清める作法がないが、夏の場合には、二回目の茶碗清めは水で冷
やすという作法がある。季節の移り変わりによって扱いを変えるという特徴が見られる。 
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この項目に対して、工夫茶には 2 つの動作がある。茶壺を温める作法と茶杯を温める作
法である。 
茶壺を温める作法は「孟臣靜心」という名称で呼ばれる。「孟臣」は古代35の茶壺作りの
名人である。彼の作品は高い評価を得て、特に小壺の作りが優れていると評価された。彼
の作は「孟臣壺」の名前で名高く知られ、後世に彼の作を模倣したものが大量に現れ、「孟
臣壺」は茶壺の代名詞としてよく使われるようになった。特に、工夫茶作法では小壺の使
用が最適であるため、この茶壺を温める作法に「孟臣靜心」という名称が付けられた。 
作法としては、電気壺をとり、茶壺にお湯を注ぐ。茶壺の中の温度を平均的にさせるた
め茶巾で茶壺の底を支えて茶壺を少し揺り動かす。茶壺を温めてから一連の動作で茶杯を
温める。この動作を「高山流水」という。山から水が流れるように、きれいな形で茶壺の
中のお湯を茶杯の中に入れる。この 2 つの動作の主要目的は道具を清めるとともに、道具
の温度を高めることである。煎茶道と同じように、茶の味は環境の温度と直接な関係があ
ると考えられている。煎茶道では緑茶を淹れる際に温度が高すぎないように注意しなけれ
ばならないとされる。高温で緑茶を淹れると本来の味と香が失われるためである。そのた
め、湯冷が用いられるようになった。それに対し、工夫茶作法では烏龍茶を淹れるため、
90 度の温度を持つのが理想である。沸騰した湯を冷たい茶壺と茶杯に注ぐと温度が下がっ
てしまうため、それを防ぐために道具を温めるのは重要な作法である。湯冷は工夫茶には
絶対に存在することのなかった道具として説明できる。 
 道具を清めた後、第 4 項目「茶を淹れる」の作法に進む。茶入に入っている乾燥の茶葉
を茶則で計り出し、茶則の茶葉から急須に入れる。また湯沸や湯冷をとり、湯を急須に注
ぐ。茶を入れている間に、茶碗の中のゆすぎの湯を建水に捨てる。この「茶を淹れる」項
目に対応する工夫茶の作法は 7 つある。まず「烏龍回宮」という、茶葉を入れる作法であ
る。「烏龍」は茶葉の種類を示す。この作法は主に烏龍茶類に相応しい作法である。「宮」
は中国語で宮殿の意味以外に室内の意味もあるが、ここでは茶壺を指す。最初の作法で客
に鑑賞させた後、茶荷にある茶葉を茶壺に入れる。このときに茶匙を補助道具として使う。
次に湯を茶壺に入れる。これを「芳草回春」という。円を描きながらお湯を茶壺に入れる。
湯を茶壺に入れた後、時間をおかずにすぐ聞香杯に平均的に注ぐ。これを「分承玉露」と
いう。 
これは、煎茶道にない作法である。烏龍茶は緑茶と異なって、湯を入れてもすぐに香り
と味が出すことができない。工夫茶に使われる烏龍茶は丸ごと半球形や球形に揉んで作る
半発酵茶である。球形の茶葉には短時間のうちに水や空気が入りにくいため、味と香りは
すぐには引き立たない。そのため下準備の作業が必要になる。この一回目の茶は飲まずに
すぐ聞香杯に出す。一度湯で淹れられた茶葉は少し伸び、二回目の湯を淹れると完全に伸
ばすことができる。また、捨てられた湯を利用して聞香杯を温める作業ができる。「分承玉
露」は茶を分けて注ぐとの意味である。「玉露」は日本煎茶の玉露のことではなく、貴重で
高級な茶を意味する。 
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一回目の湯を捨てた後、再び湯を茶壺に注ぐ。電気壺を一回目より少し持ち上げて高い
位置からお湯を注ぎ入れる。茶壺からお湯を溢れるように注ぐ。この動作は「懸壺高沖」
と呼ばれる。「懸壺」は電気壺を持ちあげる動きであり、「高沖」は高い位置からお湯を注
ぎ入れる動きである。高い位置から湯を注ぐ理由は、その注ぎの勢いで、茶葉をかき回し
て味を発揚させる効果があるためである。ただし、湯を高い位置から茶壺に溢れるまで注
ぐと壺口の表面に泡ができてしまうので、その泡を蓋で拭きとる動作があり、「春風拂面」
と呼ばれる。春の風が顔を吹くというような表現であるが、「拂」という字は「拭く」の意
味ももつ。また、お茶の香りが漂っている泡を拭くことから、春の風を吹くような感じを
持たせる意味もある。煎茶道にはない動作である。煎茶道では蒸して撚りを掛け、細長い
形になった茶種を用いるため、香りや味が発揚しやすい特徴がある。2回の湯入れやかき回
しなどの作法がなくても十分香りや味が出せるので、これらの作法がないと推論できる。 
泡を拭いて蓋をすると、茶壺の外からお湯をかける。「滌盡凡塵」と呼ばれる。茶壺の外
側部分の温度を高める作法である。「滌」は中国語で洗う、清めるという意味である。「滌
盡凡塵」はもともとこの世にある汚いものを清める意味であったが、お湯で茶壺を清める
ことを示す。 
次に「内外養身」の動作に進む。言葉のそのままの意味は、「茶壺を育てる」ことである。
よりよいお茶を点てるために茶壺にお茶を染み込ませて「茶壺を仕上げる」のようなやり
方である。この動きで、聞香杯にあったお湯をゆっくり茶壺にかける。お茶をたてながら
茶壺の仕上げ作業をする作法である。この 2 つの作法は湯を茶壺にかける動きである。前
述したように、煎茶は烏龍茶ほど高い温度を持つ必要はなく、むしろ中、低温の湯のほう
がよいため、この作法がない。急須に湯をかけると温度が高まって、若葉で作られた煎茶
茶葉は蒸されすぎる恐れがあるため、このような作法は見当たらない。また、煎茶道で用
いられる茶盆や茶櫃は工夫茶道具の茶船のように、茶盆と建水が合体したものではないの
で、茶盆に置いてある急須に湯をかけてしまうと余った水を処理できないという理由も考
えられる。最後は煎茶道と同じように茶杯の中にあったお湯を捨てて出す。左手で茶巾を
持ち、右手で茶壺の底についた水を拭く。この動作は「游山玩水」と呼ばれる。 
茶を淹れた後、急須から茶を茶碗に注ぎ、客に出すのが次の項目になる。急須から茶碗
に茶を注ぐ動作は、各流派で多少異なるが、少しずつ次々と茶碗に茶を注ぐのが共通点で
ある。この特徴は工夫茶と一致する。最初に出された茶は薄すぎる可能性があり、時間と
ともに急須にある茶の茶味がだんだん濃くなるため、茶を注ぐときに一往復や二度往復さ
せ味を平均化させる作法である。工夫茶では、茶壺の茶をまず茶海に移し、その後で聞香
杯に茶を出す。第 5章第 3節（232ページ参照）で述べたように、「關公巡城」と「韓信點
兵」の 2 つの作法で表現する。以上の手順はほぼ煎茶道と一致するが、茶壺の茶をさきに
茶海に移す作法は煎茶道にはない。そもそも、伝統的な工夫茶の作法には茶海という道具
はなく、茶海は 1970～1980 年代に台湾において普及した道具である。台湾茶芸の代表的な
発明の一つといえる。高品質の茶壺がまだ普及していなかった時代に、品質がそれほど優
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れない茶壺によくあった問題は、茶壺を斜めにして茶を出すときに茶が壺口から垂れるこ
とであった。そこでその問題に対して、ミルクピッチャーのような道具が作られ、「茶海」
と呼ばれた。そして茶海に茶を出し切ることで、複数の茶杯に注ぐ茶の濃度を均一に保つ
機能も得られるようになった。茶海が考案される前に存在した工夫茶作法になかった道具
である。 
現在、台湾や中国において茶海は普遍に使われる。茶海で茶を出す場合に一往復をする
必要性はなくなったが、ここで取り上げた工夫茶の作法では、伝統のまま一往復する作法
と、茶海が両方取り入れられている。茶を出しやすい上により公平に茶を注ぐという考え
であると思われる。 
それに対し、花月菴流の茶を出す作法に注目したい。花月菴は茗主と客が一緒に茶を飲
むため、茗主茶碗がある。茶を出すときに、まず茗主茶碗に適量より少ない茶を注ぎ、次
に末客茶碗から次々へ少量を注ぎ、正客の茶碗に適量を注ぐ。また往復して茗主茶碗まで
適量の茶を足す。つまり、正客以外の人は往復により平均化された茶を飲むが、濃淡が最
適の中段の茶は正客に出すということになる。ほかの 5つの流派と工夫茶には見られない
作法である。また、小川流では茶葉に含まれる茶のエキスのみを抽出するため、茶碗につ
がれる量は大変すくないという特徴が見られる。 
客が出された茶を飲む間に二煎目の点前に進む。煎茶道に二煎を出すのが決まりであり、
作法は 1煎目とほぼかわらない。工夫茶で 2回目の湯を淹れる作法は「芳華殆盡」という。
この言葉は女性を花にたとえ、花が枯れていくような状況を示す。烏龍茶では二煎目の茶
が最もおいしいとされるが、二煎目以降はだんだん味が失っていくことからこのような名
称が付けられたのであろう。実は、茶葉の製造技術の発展とともに、烏龍茶は三、四煎目
までは賞味できることが多い。 
煎茶道で客が茶を飲む作法は比較的シンプルであるが、工夫茶では 5 つの動作がある。
まず、まだ空いている茶杯を覆す動作は「乾坤倒轉」という。「乾坤」は天と地を意味し
ており、「倒轉」は逆様の状況を指す。次に覆した茶杯を持ちあげて聞香杯の上にかぶせ
る。これを「高屋建領」という。たとえとして家の屋根を建てる様をイメージしてほしい。
一連の動作の最後は、茶杯と聞香杯を一緒に持ち上げてまた覆す。今度は茶杯が下、聞香
杯が上になる状態である。上下が逆様のようになることや、時間の流れとともに出来事が
かわっていくような譬えとして「物轉星移」という言葉が用いられる。 
茶杯と聞香杯がセッテイングされたら、聞香杯を取って手で擦りながら香りを鑑賞する。
手の熱によって聞香杯の温度を保ちながらお茶の香りをより発散させる効果がある。作法
の名称は「空谷幽蘭」という。谷の形になっている細長の聞香杯にお茶の香りが漂ってい
る表現である。「幽蘭」は上品な雅の香りを指す。次に茶を喫する前にお茶のお色を鑑賞
する。親指、人差し指、中指で茶杯を持ちながらお茶の色を鑑賞する。名称は「鑑賞茶湯」
であり、意味はそのままである。最後に茶を飲む動作は「供品佳茗」という。 
客が茶を飲み終わって茶碗を回収されたら、おしまいの点前の項目に進む。つまり道具
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を清め、もとの位置に戻す作法である。各流派の手順は多少異なっているが作法の内容は
ほぼ一緒である。湯沸か水次を取り、茶碗に湯（または水）を入れてゆすぐ。湯（または
水）を捨て、茶巾で茶碗を拭く。すべての道具を一度盆以外の位置に仮置きし、そして盆
巾で盆（または盆として使われる茶櫃の蓋）を拭く。その後、急須、茶入、茶則、茶巾筒
などの道具を定位置に戻し、盆巾で茶托を拭いてから茶托と盆巾、盆巾筒を定位置に戻す。
茶碗は最初の状態のように重ねるか伏せて定位置に戻す、という流れである。工夫茶で客
が茶を飲み終わった後、作法は終了となる。客の前で道具を清め、片づけるような作法は
ほとんどない。 
 道具の清めと定位置への戻しが終わり、建水と盆（または茶櫃）を持って水屋まで下が
る。また、1～3回程度に終わりのあいさつをする。これが最後の共通項目である。 
作法を全体的にまとめると、以下の 2 点を取り上げることができる。まず、作法の表記
法の違いである。煎茶道では点前の説明について、できるだけ一つ一つの動作を詳細に伝
え、厳しい規則に従うことを求める。本稿では 6 つの流派の点前を重点的に絞って簡略の
表を作ったが、実際に作法の資料の中には平均 50 条以上の動作が書かれている。ただし、
これらの動作には特定の名称がない。この点は煎茶道だけではなく抹茶道も同じである。 
他方で、工夫茶の作法を説明する場合には、前述したようにまず名称が付けられ、その
後に実際の動作を述べるような表記法が用いられるのが一般的である。理由は 2 つ考えら
れる。1 つ目の理由は言葉を通して茶芸の芸術面を表現することである。ここまで論述して
きたように、お茶はただの飲み物ではなく、文化性、芸術性など精神面のレベルでも再認
識されてきたので、一つ一つの作法に対して相応しい名称をつけることが求められた。 
2つ目の理由は、単純に作法の動きを述べるだけでは、作法の意味や操作のポイントを忠
実に伝えられない場合もあるためである。例えば、以下で取り上げる作法の中で作法 5 と
作法７は同じ水を注ぐという動きである。作法 5 は一回目にお湯を注ぎ、そのお茶は飲ま
ずにすぐ聞香杯に出す。飲むお茶ではないので動きとしては丸を描くように回転しながら
お湯を注ぐ。そのため「芳草回春」という名称がつけられた。「回」の文字は中国語で「戻
る」や「回転する」意味をもつ。それに対して、作法 7 の動きは「二沖水」と書く。つま
り二回目の注ぎのことなのであるが、この二回目のお湯を入れた後に出来上がったお茶は
喫するものなので、「懸壺高沖」と言い、電気壺を上げて少し高いところからお湯を注ぐと
いうポイントが提示される。 
また、点前の各項目のバランスからみると、煎茶道は最初の準備作法から最後の片づけ
の作法、終了のあいさつまですべての項目に対応する作法があり、完成度が高い。抹茶道
と同じように、茶を飲む以外に茶事所作全般が重視される。茶事全般を徹底的に実行する
ことにより、茶の精神が体現されるといえる。それに対し、工夫茶には特定の準備と片付
けの作法がないが、茶を淹れる作法と茶を飲む作法は全体作法の一番重要な位置にある。
工夫茶作法だけではなく、台湾、中国茶芸の作法によく見られる傾向である。以上、作法
について分析し、比較することによって、工夫茶と煎茶道の共通性と相違点について論じ
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た。 
 
抹茶道と茶芸の比較 
次に、抹茶道と台湾茶芸を比較してまとめる。第 3 章第 2 節では大寄せ茶会の形式を中
心に論じたが、ここでは、実際の作法（点前）や道具など、茶事の内容に重点を置いて比
較する。大寄せ茶会の論述と重なる部分は省略する。 
本稿では裏千家の正午の茶事36（風炉）を参照対象とした。正午の茶事は茶事の根幹であ
り、一番正式かつ最も基本的な形を持っている茶事である。茶芸の部分について前章で分
析した茶芸作法は三つあったが、本稿ではそのうちの三段十八歩作法と無我茶会作法をと
りあげる。もう一つの天仁小壺茶法は茶企業の天仁集団による作法である。三段十八歩行
茶法と天仁小壺茶法は、工夫茶を基礎としてさらに変化したものであり、両者に大きな違
いはないと考えられる。ただし、無我茶会は完全に新しく創造された作法なので、形式、
内容ともに前述した両者と異なっている。 
茶道の茶事の形式、点前、道具の使用は、本章で論じてきたように日本独特の文化精神
が浸透したもので、一見完全に異なる二つの茶文化系統であるが、相違点があると同時に
共通点も見られる。以下、その相違点と共通点について整理、分析する。相違点について、
まず形式において異なることが指摘できる。 
 
1、人数 
三段十八歩では参加者の人数は 5人以内を目安としている。5人以上の場合は分坐式を採
用している。つまり同じ茶机に詰め込まないように他の机を用意する。客のことは「茶侶37」
呼ぶ。無我茶会は年齢（子どもでも参加できる）、性別などを問わず自由申込制を採用して
いるので、10人、20人といった規模になる。そのため茶会は室外、あるいは公共空間で行
うことが多い（参加者の性質によって教堂でも、学校などの場所でも行うことは可能であ
る）。その際、参加者全員を同じ会場に集め、できるかぎり一人一人を主役にしようとする。
それに対して茶道の茶事は、亭主以外に 3～5人程度が普通である。茶事のすべての所作と
関わる環境は厳格な法式に従うため、四畳半の茶室で茶をいただく決まりがあり、物理的
に少人数しか招くことができないのである。 
 
2、参加者の役割 
三段十八歩行茶法では、主として伝統的な行茶法を継承するため、主人は必ず 1 人で、
ほかの参加者は客の役をする。主と客の間の交流を通じて人間関係の構築、茶湯に対する
鑑賞が多彩になる。ただし、主人と客の間で適当に補助がなされることもある。たとえば、
客の人数が 5 人以上超え、主人が対応きれない場合に、客自ら茶海を回して、茶を注ぐこ
ともよくある。例えとして、茶道の茶事の半東38の役割を客より分担するというようなこと
になる。 
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それに対して、無我茶会においては一人一人の参加者は同時に主人であり、客でもある。
相手の身分を問わず人のために自分から献ずる心を体験し、人から恵みをいただける感謝
の気持ちも養成することが目指される。内面的な修業であるともいえよう。 
茶道の茶会では、亭主、もしくは半東、客の役割は明確である。亭主のおもてなしによ
り客を招く同時に、客は客として、正客による問答、末客による後始末などそれぞれの役
割を果たすことになる。このような役割を果たすために茶事の流れと所作を習熟しないと
いけないため、茶事では参加者の身分やキャリアを把握するのは自然であり、重要なこと
である。 
 
3、操作方法 
作法のルールや規則の中で、茶道の点前は最も厳格に求められる。茶道の所作は瑣末な
ことが多いとよく思われるが、すべての所作は本章の第 1 節で論じたように、美的な意識
への追求のほかに、その時代の文化、環境、さらに気候と関連するのである。たとえば小
間での風炉薄茶点前の最後の道具じまい作法において、狭い空間を少しでも大きく感じさ
せるために、道具を自分（茶を点てる人）から少し離れた水指の前に並べる。それに対し、
広間での場合には、広い空間に対して道具を自分の前、近距離の位置でしまう。 
また、台子の使用と釜の関係も同じような考えにより成立する。台子を使用する場合、
釜39を移動するときに、台子の延長線から隣の畳の畳縁の二分の一の位置まで移動する。そ
れは台子の存在が場所を取るので、少しでも空間のゆとりをもたせるために畳の半分の距
離をとる。それに対し、台子を使用しない場合、特には狭い感覚がないため、釜を移動す
るときは横の畳の三分の一の位置まででも十分であると思われる。図 7－8は風炉から釜を
下ろし、仮置きにする動作である。図 7－9は仮置きの定位置を示す。台子があるため、畳
縁から半分の位置に釜を移動させた。 
     
図 7－8：風炉から釜を下ろす（2014）©柯一薰  図 7－9：釜の仮置き位置（2014）©柯一薰 
 
ほかにも、台子を使う点前での茶入れの持ち方、台子の種類によって持ち方も異なって
くる。一般の台子の高さは人が正座するとき、肩以下の位置にある。そのため、その上に
置いてある棗を取るときには、棗の上から簡単に持てる。ただし、行の行台子40の点前に使
う行台子や大円真41の点前に使う真台子など上級の点前では大型の台子を使う。高さは正座
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の人の肩より高い位置にあるので、その上に置いている棗（茶入れ）を取るときに、茶入
れの上から持つより、横から持ったほうが物理的に持ちやすいため、持ち方は変わってく
る。図 7－10は行の行点前で棗を横から取る扱い方である。 
 
図 7－10：行の行点前で棗の扱い方（2014）©柯一薰 
 
環境との関係について、昔の冷房や暖房もなかった時代、夏場で風炉を使うときに客席
を少し火から距離を置いたところに設定されたことがある。冬場で炉を使うときには、客
を温めるために客席は炉のすぐ隣に設定される。図 7－11 は冬の場合では炉と客の位置関
係を示す。煙草盆の置き場所は正客の席を示すため、正客と炉の距離は非常に近いことが
わかられる。 
 
図 7－11：炉と客の位置関係（2014）©柯一薰 
 
このような思いやりの作法は点前だけではなく、茶事のすべての所作に現れたのである。
まとめると、茶事の点前の構成について、以下 3点の要素をとりあげることができる。1つ
目はおもてなしの心構え、2つ目はすべての所作の繋がりを流暢に進行できること、3つ目
は美的な意識を表現することである。このようにさまざまな原因を重ねた結果、現在の点
前に至る。決してただの瑣末な動作ではないのである。 
三段十八歩行茶法は、一つ一つの操作に関し、その伝統的な意義にもとづいて禅、仏教、
道家、あるいは日本茶道の思想が融和して現れる、精緻な行茶法である。茶道の茶事の点
前と同じように一定の作法がある。さまざまな制限は必ずその意義を含んでおり、それに
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従わないと茶湯の風味が破壊され、精神的、文化的な意味も失われてしまう。ただし、茶
芸文化は昔から生活の一部として発展してきたので、喫茶環境や建築などは茶道ほど明確
な規則がない。1つの空間に束縛されず、結果として、特定の空間の四季変化に応じて作法
を変化ことはなかった。極端な例をあげると、夏場で自宅が熱ければ川沿いでも、山の奥
でも、涼しい場所に移動すればよい、というような考えがあるので、作法は茶道より単純
化している。 
無我茶会では、お茶入れの操作自体より全体的な構成が重視される。つまり、茶湯の色、
香、味をある程度把握するとともにお茶を出す仕方、進行中の暗黙の約束などを通じて意
味されることが大切にされる。最終的にはおいしいお茶をいれるのが理想的な目標である
が、その過程および学習中の態度が茶湯の風味よりも重視されるべきと考えられている。 
 
4、茶道具 
唐代から明代、清代を経て江南地域で形成された江南茶術は、当時江南地域で文人気風
が盛んであったため、文化的な要素も含まれていた。また工夫茶術は一番民俗性が見える
茶術であるとされた。この江南茶術と工夫茶術のそれぞれの特性を継承して融和した三段
十八歩行茶では、使用する茶道具を伝統の道具に基づいて調整した。作法はより精密なの
で主泡器と補器という二種類の茶道具を応用して用いる。その道具を使用することを通じ
て、中華茶文化に内含する理想を表現することができるとされる。 
他方で無我茶会では、場所や人数などの要素から、茶道具の簡素化が主張される。主泡
者に必要以上の負担がかからないようにしながら、お茶を入れるという原則に基づいて、
基本の道具しか使わないという考えである。また、茶の湯の奥義が了解できれば素朴な道
具をつかってもよいという考えである。 
茶道の茶道具に関する詳細な考察は第 4 章で行った。中国宋代の点茶法の形式を保存す
ると同時に、日本の風土と精神性に合わせて、独特な形として現在まで継承され続けてき
た。 
 
5、平等の観念 
衆生平等の概念は茶会の操作に現れる。三段十八歩行茶法では、茶海を使用することは
茶湯の素質を維持するために第一に考えられる点であるが、公道杯を使用することによっ
て、客がもらう茶湯の濃度、温度が一緒になるので競争の気持ちを生まないとされる。こ
こには、仏教における衆生平等、道家における無慾無求という平常心が反映される。 
無我茶会では、平等をさらに強調している。席の配置は抽選で決めること、知り合いか
どうかや身分を問わず相手に茶湯を奉ずること、そして自分の好みに関係なくさまざまな
種類のお茶を喫することなどに、無我茶会の無我の精神が現れるのである。 
茶道では、貴人点（大名や将軍など貴人に対する作法）、貴人清次（貴人の伴に対する作法）
などの点前をみれば、身分の上下関係は一目瞭然である。身分によって道具の使い方や作
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法は異なる。これが、武家社会の背景を持つことから生じる必然な現象である42。現在、武
家社会の上下階層は存在していないため、貴人に対する作法は普段は行われない。ただし、
第 2 点で述べたように、茶事の儀式化の特徴として、茶事の経験者、上級者は茶事の進行
に重要な役割を果たすため自然に身分やキャリアが問われる。茶事の未経験者や初心者が
正客を担当とすると、支障が出ることは間違いないのである。したがって、茶道は不平等
というより、歴史背景によって構築された茶道の独特な構造のもとで、絶対の平等は不自
然なことであると評価できる。 
 以上、相違点についてまとめた。他方で、形式は異なっても人々に伝えていく内面的な
理想は共通していると考えられる。 
 
1、茶湯に対する要求及び鑑賞 
台湾における製茶技術は、1980 年代以後政府の援助政策、民間の推進により発達してき
た。茶樹の品種、あるいは製造の過程により、さまざまな種類の茶葉が作られてきた。そ
のため、茶湯に対する要求は非常に精密になってきている。三段十八歩行茶歩では、四分
の一の作法は茶湯を鑑賞することに向けられていることから見ると、儒、道、禅、仏教の
影響を受けて精神的な意義を重視するとともに、実際的な茶湯の品質に対する要求や享受
もまた、茶芸のもう一つの重点だと考えられている。聞香杯は台湾茶芸における独特な器
具である。「匂い」を一つの鑑賞事項として独立させるという作法は、茶芸における独創的
な考えである。無我茶会では茶湯を鑑賞することをそこまで厳しく規定してないが、お茶
を出す前に自分で茶葉、茶色などを鑑賞することをすすめている。最後に茶会の過程を思
い返す時間が与えられるので、その際に茶湯の色、香、味を心で品味することになると考
えられる。 
現在の茶道の茶事では、茶の種類や味は第一の関心ではないようであるが、町田宗心が
指摘したように、茶道の所作はいかにおいしい茶を点てるのかと関係している。たとえば
茶入れから抹茶を掬い出すときの掬い方によって、新茶と古茶を区別する。昔の時代では
冷蔵庫がなく、温度管理は今日ほど優れていないため、このような作法は必要である43。ま
た、茶を点てるときに湯を冷めないうちにスムーズに客の前に出すように工夫したことや、
客の立場からも早めに茶をいただくために各流派には異なる作法が創出された。 
 
2、人間関係を重視すること 
中華文化において茶の湯はもともと大衆的なものである。帝王、貴族だけではなく文人、
庶民でもお茶を喫する習慣を持っていた。日常生活と結びついている茶の湯の一つの重要
な役割は、人間関係を構築、維持することである。その考えは三段十八歩行茶法において
も無我茶会においても見られる。三段十八歩行茶法では、茶会の前や進行中でも自由に気
楽な態度で交流できる。それは茶友（お茶を飲む同士）の間で和やかな関係を営むことを
理想としているからである。 
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無我茶会では茶会の進行中は話さないという約束があるが、茶会の前は懇親会、交流会
を行い、お互いの交流にスムーズな雰囲気が作り出される。茶道の茶事では、人間関係は
非常に重要な一環である。点前作法は経験を重ねて上達になるが、人間関係の構築は単純
に点前の稽古により得るものではない。茶事を行う前に亭主からの招待状、茶事終了後に
客からの礼状など、一期一会というように一生に一度しかないような気持ちで茶会を行う
ことで、人間関係は一生続き、永遠に繋がるものと思われる。 
 
3、芸術性、美的な意識を重視すること 
今日までの間、お茶を飲むことは単純に生理的な欲望を解消するための行為だけではな
く、文化的な意義ももつようになった。現在の台湾における茶芸は、固有の感受性を以前
より強く主張しながら、茶道からの影響を受け、美的な意識を求めるようになっている。
詳しい内容は第 2 章第 2 節、第 3 節を参照されたい。三段十八歩行茶法で強調されている
操作の対称性、道具の配置、環境に対する要求などは感覚的に美を求める表現ではないか
と考えられる。無我茶会では簡素な茶道具を使用しても、茶会の内容と場所が調和するこ
とが事前に計画される。独特な茶会の進行式は内面の精神的な美感を養成するためである。
それは芸術的な意識だけではなく個人的な修行までも含むものである。
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文末資料7－A：三千家の手前の流れ
表千家 裏千家 武者小路千家
1 茶道口で、盆を前に置いて、
一礼する。
茶道口に座り、建付けに盆を
置いて、一礼する。
両手で盆を持って出て、客の
近くに着座する。
2 両手で盆を持ち、火鉢の正面
に座り、盆を置く。続いて、
建水を左手に持って再び出
て、盆の前に座り、建水を左
膝の横に置く。
両手で盆を持ち、瓶掛正面に
座り、盆を置く。続いて、建
水を左手に持って再び出て、
盆の前に座り、建水を左膝の
横に置く。
右手に湯の入った器を、左手
に建水を持って、再び客の前
に出て、盆の前に座り、建
水、湯器の順で置く。
3 両手で帛紗の向こう側を取り
上げ、左手で帛紗の左手前を
持ち、左向こうを離して、向
こう二つに折り、腰に着け
る。両手で盆を持ち、客側に
斜めに差し出し、その前に腰
を回し、一礼する。
盆を持ち、斜め客付（客側に
４５度）に回る。
両手で、盆を扱いやすい位置
まで引き寄せ、帛紗を右手で
取ってさばき、体の左に着
け、一礼する。
4 建水を前に進む。 建水を前に進む。 建水を膝前に進め、右手で茶
器を取って、盆の手前端（６
時の方向）に移し、続いて右
手で茶碗を盆の中心に移す。
5 帛紗をさばき、茶器を拭き、
火鉢の前右寄りに置き、再び
帛紗をさばき、茶杓を拭き、
盆の上右寄りに縦に置き、茶
筅を取って、茶器の右寄りに
置き、茶碗を盆の手前に寄せ
る。
腰の帛紗を取ってさばき、左
手で茶器を取って拭き、初め
の位置よりやや右寄り（１１
時の方向）に置く。帛紗をさ
ばき直して、茶杓を拭き、盆
の右手前（５時の方向）に斜
めに置き、茶筅を茶器の右側
（１時の方向）に置く。
袱紗を体から取ってさばき、
帛紗を折って右手に持ち、左
手で茶器を取り、右手の帛紗
で茶器を清め、盆の右端（９
時の方向）に置く。再び帛紗
さばきをして、茶杓を拭い
て、盆の右前横（４時半の方
向）の縁に斜めに掛ける。右
手で茶筅を茶碗の中から取り
上げ、盆の向こう端（１２時
の方向）に置く。右手で茶碗
を取り、点前端（６時の方
向）に移す。
6 左手の帛紗を二つに折り直し
て、盆の上、茶杓の先の辺り
を「二」の字に拭く。帛紗を
左手に持ち替え、右手で茶碗
から茶巾を取り出し、帛紗で
拭いた所に置く。
茶碗の中の茶巾を取って、盆
の右端に置く。
帛紗を逆に二つ折りにし、右
手に持ち、盆の右端（３時の
方向）を二度清め、帛紗を体
に着け、茶巾を茶碗から出し
て、清めたところに置く。
7 右手で帛紗を持って、鉄瓶の
蓋を閉め、帛紗を腰に着け
る。
右手で茶巾を取り、右膝上に
持ち、左手で鉄瓶を取り、右
手の茶巾で鉄瓶の蓋を押さえ
て、茶碗に湯を注ぎ、茶巾を
持つ手を右膝上に置き、左手
だけで鉄瓶を火鉢に戻し、茶
巾を元の位置に戻す。
左手の帛紗を右手に持ち直
し、鉄瓶の蓋を閉める。左手
で鉄瓶を持ち、右手で鉄瓶の
蓋を押さえ、茶碗に湯を注
ぐ。
鉄瓶を戻し、右手で帛紗を盆
の左縁にかける。
湯器を右手で取って、左手を
添え、茶碗に湯を入れる。
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表千家 裏千家 武者小路千家
8 茶筅とおしをして、茶碗を取
り、二度ほど回して、湯を建
水に捨てる。
茶筅を右手で取り、茶筅を右
手で取り、左手は茶碗を上か
ら軽く押さえ、茶筅とおしを
する。茶碗を右手で取り、左
手に持ち替え、湯を建水に捨
てる。
茶筅とおしをする。茶筅とお
しをして、茶筅を元の場所に
戻し、茶碗を右手で持ち上げ
て左手に載せ、ゆっくり二回
回して、湯を建水に捨てる。
9 茶巾を取り、茶碗を拭いて、
盆の上に置き、茶巾を元に戻
す。
右手で茶巾を取り、茶碗を拭
く。茶巾を茶碗に入れたま
ま、右手で茶碗を盆に置き、
右手で茶巾を取り元の位置に
置く。右手で茶杓を取り、
「お菓子をどうぞ」の挨拶を
する。
茶巾を取り、茶碗の口の滴を
拭き、茶碗の中に入れ、茶碗
を拭き、茶碗を元の位置に置
き、茶巾を取り出し、元の所
に戻す。
10 茶杓を取り、茶器を取り、蓋
を茶碗の右横に置き、茶器か
ら二杓すくい、茶碗に抹茶を
入れ、茶杓を茶碗の縁で軽く
打ち、。
左手で茶器を取り、薬指と小
指で茶杓を握り込み、残りの
指で茶器の蓋を取り、茶杓の
あった所に立てかける。
茶杓で、茶器から抹茶を二杓
すくい、茶碗に入れて、茶杓
を茶碗の縁で軽く打ち、茶器
の蓋をして元の位置に戻し、
茶杓も元の位置に戻す。
茶杓を右手で取り、茶器を左
手で取り、茶杓を握り込ん
で、右手で茶器の蓋を取っ
て、茶杓のあったところに置
く。
茶杓で、茶器から抹茶を一杓
半すくい、茶碗に入れて、茶
杓で軽くならして、茶杓を茶
碗の縁で軽く二つ打ち、茶器
の蓋をして元の位置に戻し、
茶杓も元の位置に戻す
11 茶を点てる。 右手で帛紗を取り、湯を茶碗
に入れ、茶を点てる。
右手で湯器を取り、湯を茶碗
に入れ、茶筅を取って、茶を
点てる。
12 点てたら、茶筅を元の位置に
戻し、茶碗を取り、左手の上
で手前に二度回して茶碗の正
面を客に向け、差し出す。
点てたら、茶筅を元の位置に
戻し、茶碗を右手に取り、左
手に乗せ、手前に二度回し
て、正面を客に向け、畳の縁
外に差し出す。
点てたら、茶筅を元の位置に
戻し、茶碗を取り、左手の上
で手前に二度回して茶碗の正
面を客に向け、客の手の届き
やすい所に出す。
13 茶碗が戻ったら、右手で取
り、左手で扱い、盆の上に置
き、湯を入れて、左手で建水
に湯を捨てる。
茶碗が戻ったら、右手で取
り、左手で扱い、盆の上に置
き、湯を入れて、左手で建水
に湯を捨てる。
客が茶を飲み、茶碗が戻った
ら、茶碗を取って、盆の上に
戻し、湯を入れてすすぎ、そ
の湯を建水に捨てる
14 客より、おしまいの挨拶があ
れば受けて、おしまいの礼を
する。湯を茶碗に入れ、茶筅
すすぎをして、湯を建水に捨
て、茶碗を左手に持ったま
ま、右手で茶巾を取り、茶碗
に入れ、茶碗を置き、茶筅を
入れる。
客より、おしまいの挨拶があ
れば受けて、茶碗を置いて、
あらためておしまいの礼をす
る。湯を茶碗に入れ、おしま
いの茶筅とおしをして、湯を
建水に捨て、茶碗を左手に
持ったまま、右手で茶巾を取
り、茶碗に入れ、茶碗を置
き、茶筅を入れる。
客より、おしまいの挨拶があ
れば受けて、あらためておし
まいの礼をする。茶碗に湯を
入れ、茶筅を茶碗に入れ、茶
筅すすぎをし、茶筅を元の位
置に戻し、湯を建水に捨て、
茶巾を取って、茶碗のしずく
をぬぐい、茶巾を横一文字に
して茶碗に入れ、茶碗を元の
位置に戻し、茶筅を茶碗に入
れる。
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表千家 裏千家 武者小路千家
15 建水を引き、次に右手で茶杓
を取り、茶杓を握り込んで、
右手で帛紗を取りさばき、茶
杓を拭き、茶碗の上に伏せて
置き、右手で茶碗を最初の位
置に戻す。
次に右手で茶杓を取り、左手
で建水を引き、茶杓を握り込
んで、右手で帛紗を取りさば
き、茶杓を拭き、茶碗の上に
伏せて置く。
左手で帛紗を取ってさばき、
茶杓を取って櫂先の部分だけ
拭いて、帛紗についた茶を建
水の上で払い、今度は茶杓を
三度に清めて、茶杓を茶碗の
口の上に伏せて置く。
16 帛紗を建水の上で払い、帛紗
を二つに折り直し、茶杓の先
があたっていた盆の上を
「二」の字に拭く。
帛紗を左手に持ち替え、右手
で茶器を取って、盆の右寄り
手前に置き、帛紗を腰に着け
る。
その手で茶器を元の位置に戻
し、帛紗を建水の上で払い、
帛紗を右手に持ち直し、鉄瓶
の蓋の向こうを少し切り、帛
紗を腰に着ける。
右手で茶器を取って最初の所
に戻し、もういちど帛紗を建
水の上で払い、帛紗を体に着
ける。
茶碗を右手で取り、左手に持
ち替え、茶器の左側の最初の
位置に戻す。
17 体を火鉢正面に戻して、両手
で盆を前に取る。建水を持っ
て退出する。
盆を持ち、瓶掛正面に回り、
盆を置き、建水を左手に持
ち、退出する。
建水を元の位置に下げ、湯器
と建水を持って立ち上がり、
持ち帰る。
18 再び出て、火鉢の前に座り、
帛紗を取ってさばき、鉄瓶の
蓋を少し切り、帛紗を腰に着
ける。
盆を持ち退出し、盆を前に置
いて一礼し、点前を終る。
再び出て、盆を持ち退出し、
盆を建付に置いて一礼し、点
前を終わる。
再び出て、盆を両手で持って
退出し、一礼をして点前を終
わる。
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文末資料7－B：煎茶道6流派の手前比較
大項目分
類
小笠原流 花月菴流 小川流 方円流 静風流 東阿部流
手前準備 1最初の挨拶 1最初の挨拶 1最初の挨拶 3最初の挨拶 1最初の挨拶 1最初の挨拶
4盆覆を取り四つに
折って、盆の左向
こうよりに置く
2お菓子運び 6童子はお菓子を出
す
2お菓子運び 1お菓子運び 2お菓子運び 2半東はお菓子を持
ちだす
3建水運び 2建水運び 2建水運び[注1] 3建水運び 4建水はこび
3茶櫃の蓋[注2]を
とり、蓋を盆とし
て瓶懸けと茶櫃の
間に置く
3茶櫃の蓋をとり、
蓋を盆とし、上に
茶道具を並べてい
く
4茶盆運び 3盆運び
4手前の始まりの挨
拶
5手前の始まりの挨
拶
5手前の始まりの挨
拶
5茶托を盆の右手前
に出しはじまるあ
いさつをする
道 具 展
開、配置
6建水を水さし盆に
近い位置に進む
5膝袱紗出す
6盆巾筒出す 4盆巾筒出す 8盆巾筒出す 7盆巾筒を水さし盆
の上に置く
7茶托出す 13盆巾で茶托を拭
き、隣の畳に並び
出す
7茶托を重ねたまま
両手で取り、盆覆
の手前に出す
9茶托出す
10急須の置き方向
を置き換える
8茶巾筒出す 7茶巾筒出す 8茶巾筒を盆の右に
出す
9茶入出す 5茶壺を取り、盆覆
の上に置く
9茶入を茶巾筒の右
手前に出す
10茶合を茶入に立
てかける
8仙媒を葉茶器に立
てかける
6茶量は茶壺に立て
かける
6茶計をと、茶入を
出し、茶計を茶入
に立てかける
10茶合を茶入にか
けておく
9盆巾を盆巾筒から
出して茶盆の中央
に敷く
11湯冷を盆の右前
に置く
11湯ざましを盆の
中、右側手前に置
く
12急須を湯冷の左
に置く
7茶銚を銚座に乗せ
て出す
6茶瓶を出して並べ 12急須を湯ざまし
の左に置く
13茶碗並べ 11茶碗を茶盆に並
べ、茗主茶碗は一
番左へ
4茶碗並べ 8茶碗を左から右の
順番で取り、あお
向ける
11茶碗並べ 13伏せてある茶碗
を左からとり、盆
の定位置に並べる
5瓶承並べ
主 要 道具
の清め
14湯冷に湯を注ぐ 15ボーフラの蓋を
直し、ボーフラを
持って湯ざましに
湯を注ぐ
14急須の蓋をと
り、盆の縁にかえ
る
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大項目分
類
小笠原流 花月菴流 小川流 方円流 静風流 東阿部流
15湯冷を清めてか
ら湯を急須に注ぐ
10湯わかしをさ
げ、茶銚に半分ほ
ど湯を注ぐ
12急須に湯を入れ
る[注3]
12湯沸をとり、急
須に湯を注ぐ
16急須に補助程度
に湯を注ぐ
16急須を清める 17急須の湯を捨て
る
14急須を取り上
げ、濯ぎ回して湯
を建水に捨てる
17湯を次々に茶碗
に注ぎ分ける
12茶銚を持って、
湯を次々に茶碗に
注ぎ分ける
7水注をとり、茶碗
に水を満たしてい
く
9水注をとり、左か
ら右の順で茶碗に
水を入れる
13湯沸を持ったま
まで茶碗に左から
そそぐ湯をいれる
12茶碗に湯を注ぐ
半東が運び盆を二
枚重ねた上に茶托
にかえ茶碗を伏せ
て持ち出す[注4]
18茶碗の湯を建水
に捨て、茶巾で拭
く
8茶碗の水を建水に
捨て、茶巾で茶碗
を取り上げて拭く
10同じ順番で茶碗
の水を建水に捨
て、茶巾で拭く
19湯沸を取り、湯
冷、茶碗に再び湯
を注ぐ
9湯瓶をとり、再び
茶碗に湯を満たす
[注5]
11ボーブラを取
り、同じ順番で茶
碗に湯を入れる
茶 を 淹れ
る
14仙媒をとり、茶
盆にかけて仮置く
20急須の蓋をとる 20茶銚の蓋をとる 13急須の蓋を取る 18急須の蓋をとる 18急須の蓋をとる
21茶合をとりあげ
る
13茶量をとり、あ
お向けて持ちかえ
る
15茶計を取る 13茶合をとる
22茶入の蓋をとる 15葉茶器を取り、
蓋を取って置く
10茶壺を取って盆
上手前のあいたと
ころに置く。蓋を
とる
14茶壺を盆上の左
手前に取りこみ、
蓋を壺の右側へ外
す
16茶入の蓋をとる 14茶入の蓋をとる
23茶入を取り、茶
合に茶を調べなが
ら入れる
16右手で葉茶器、
左手で仙媒を取り
上げて茶を適量計
り入れる
11茶則を取り、茶
壺をとる。茶壺を
回転させながら茶
則の上に茶を移す
15茶壺を取り上
げ、茶量に茶の葉
を盛る。（約7グラ
ム）
17茶入を取り、茶
計に茶を調べなが
ら入れる
15茶合に茶を計り
出す
17仙媒は茶を計り
入れたまま、仮置
きした場所にもど
す
24茶入を元に戻
す。蓋をする
18葉茶器を茶櫃に
もどす。蓋をする
16茶壺の蓋をし
て、盆覆の上に戻
す
20茶入をもとの位
置に戻す
16茶入を戻し、蓋
をする
25茶合を持ちあげ
る
19仙媒を取り上げ
る
12茶則を右手で持
ちかえる
26茶を急須に入れ
る
21茶を急須に入れ
る
14茶を急須に入れ
る
19茶を急須に入れ
る
19茶を急須に入れ
る
17茶を急須に入れ
る
27茶合を持ちかえ
て定位置に置く
22仙媒は元のよう
に葉茶器にかける
15茶則を茶櫃に返
す
20茶量を元のよう
に茶壺にかける
21茶計をもとの位
置に戻す
18茶合をもどす
28湯冷を取り、湯
を急須に入れる。
蓋をする
23湯沸かしをと
り、茶銚の中に湯
を八分目ほど入れ
る。蓋をする
16茶瓶に湯を注ぐ 21ボーブラを取
り、急須の中に湯
を入れる
22湯沸をとって急
須に湯をつぎいれ
る
19湯ざましを取っ
て湯かげんを見
る。よければ急須
にそそぎいれる。
蓋をする
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大項目分
類
小笠原流 花月菴流 小川流 方円流 静風流 東阿部流
20懐中から古ぶく
さを出し、ひざ上
で手前に開く
29茶碗の糸底を盆
巾でふき、水を捨
てる
24右端の茶碗から
とりあげ、清めて
[注6]から湯を納汚
に捨てる。
17茶碗の湯（また
は水）を建水に捨
てる
22茶碗の湯（また
は水）を左から捨
てる
23茶碗の湯を建水
に捨てる
21左の茶碗から湯
を捨てる
茶を出
し、茶碗
を客に出
す
30急須をとり、茶
碗左から右まで
12345の順として2
回往復で等分に茶
碗に注ぐ
25茶碗配置は、右
から1の正客茶碗、
2345は連客、一番
左は6の茗主茶碗。
茗主茶碗から少量
ついでお茶の出か
げんを見る。よろ
しければ末客の茶
碗より少量ずつ
（適量の半分）つ
ぎわけ、正客の茶
碗に適量、また二
客、三客、末客ま
で適量につぎもど
る。茶が残されま
したら最後に茗主
茶碗に
18茶碗に茶を注
ぐ。末客の5碗目か
ら4、3、2、11234
の順で一往復。小
川流では茶葉に含
まれる茶のエキス
のみを抽出するた
め、一般で考えら
れる煎茶に比べ、
茶碗につがれる量
が大変少ない。
23急須をとり、茶
碗に茶を注ぐ。
左から右の茶碗を1
～5にする。
5432112345の順に
茶を注ぎ分ける。
最後5の茶碗で急須
の中に一滴も残さ
ないようび注ぐ。
24茶をつぎわけ
る。一番左の茶碗
は1として、
12345、4321、2345
の順で出す
22急須をとって、
左手のひらで受
け、左回し二、三
回す。左の茶碗か
ら茶をつぎわけ
る。一番左の茶碗
を1として、
12345、54321の順
でつぎわける。
24茶托を重ねたま
ま取り上げ、盆
上、左より手前に
置く。急須は台ご
と湯沸台の手前に
出す
31茶托1枚右手でと
り、左手に移す。
右手で茶碗から下
座回しにして盆巾
で糸底をふき、茶
托に乗せる
26左手で盆巾をと
り、右手で正客の
茶碗をとりあげ、
糸底を盆巾の上で
ふいて茶托に乗せ
る
25盆巾を取り、二
つ折りにして急須
のあとに置く。茶
托を1枚ずつとり、
左手のひらに受
け、茶碗1から順に
取り上げ、糸底を
盆巾でぬぐい、茶
托に乗せる
23右手で盆巾を
とって、盆の右手
前に置く。茶托を1
枚ずつとって左手
のひらに受け、右
手で1の茶碗からと
りあげ、盆巾にあ
てて底をふいたあ
と、茶托に乗せる
32茶托を出す 27童子は茶托を客
に出す
19茶碗を茶托で受
けて、客に出す
26茶碗、茶托ごと1
から5まで丸みを持
たせて盆に寄せて
並べる。5の茶碗が
左膝の角あたりに
くるようにする
25茶托1枚をとり、
茶碗を乗せて客に
出す
24半東は出された
茶碗を茶托ごと運
び盆に取りこむ。
かえ茶碗をのせた
運び盆を亭主のわ
きに斜めに進め
る。茶を乗せた運
び盆を客の前に出
す
27盆巾をとり、一
回目の盆拭きをす
る
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大項目分
類
小笠原流 花月菴流 小川流 方円流 静風流 東阿部流
客の動作
客が出された茶を
飲む
茗主は客とともに
茶を飲む）
客は出された茶を
飲む
主人は客とともに
飲む。主人は5碗を
飲む
客は出された茶を
飲む
客は出された茶を
飲む
二煎目
33一煎目と同じよ
うな手順をする
28 20二煎目が終わっ
て茶碗がもどった
ら、お菓子の挨
拶、その後白湯
（水）を茶碗に入
れて客に出す
28一煎目と同じよ
うな手順である
が、湯の量は一煎
目より多くする。
二煎目の茶をつぎ
分けるタイミング
はボーブラに補水
の後
26一煎目と同じよ
うな手順をする
25亭主は二煎目の
茶を注ぐとき、半
東は1煎目の茶碗を
回収する
29ボーブラを湯沸
台から下ろし、水
注で補水する。ま
たボーブラを涼炉
にかける
26水指さしの口に
かけた水さしふき
んをとって、水さ
しをもってボーフ
ラに補水する。
おしまい
の手前―
道具を清
め、元に
戻す
27運び盆に回収さ
れた茶碗右から左
は1～5にする。盆
の中にとりこむ1を
2の上に重ね、3を4
に重ね、5一個並べ
る。配置図参照：
13245
左→右
34湯沸を取り、茶
碗に湯を注ぐ。
29湯沸かしを取
り、正客の茶碗か
らついでいく
21水注をとり、茶
碗に水を注ぐ
30水注をとり、1の
茶碗から5碗の順に
水を入れる
28ボーフラをと
り、1の茶碗に湯を
注ぐ。
35茶碗の湯を1～5
の順に取って、湯
を捨てる
30茶碗を清めて湯
を捨てる
22茶碗を清めて水
を捨てる
31茶碗の水を建水
に捨て、茶巾で茶
碗を拭く
27茶碗に湯を注
ぎ、濯ぐ
291の湯を2にあ
け、茶巾で1を拭い
て、盆の外（左
横）に出す。以下
順番で湯を次の茶
碗にあけ、茶巾で
拭いて出す。5の湯
を建水に捨てる。
盆外の配置参照：
42531
左→右
36湯冷をとり、茶
碗に注ぐ
32急須ごと、茶具
敷に出す
37茶巾を取り、茶
碗を5～1の順に拭
き、仮置する
31清めた茶碗を伏
せて、茶盆のふち
にかけておく
335碗を盆上の手前
に置き、4碗はその
上に重ね、急須の
手前に出す。321碗
も同じように重
ね、54碗の手前に
出す
28茶碗を茶托に伏
せる
38茶巾で湯冷の中
を拭く
30茶巾をとり、湯
ざましの中をゆの
字に拭く
31ひざの上の古ぶ
くさを懐中に戻す
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大項目分
類
小笠原流 花月菴流 小川流 方円流 静風流 東阿部流
39急須を取り、盆
巾で糸底を拭き、
茶碗の左に置く
23茶瓶を茶櫃にも
どす
急須を盆上、元の
位置に戻す
29盆巾で急須の底
をふき、急須を盆
の右外に仮置く
32盆巾で急須の底
を拭いて、茶碗の
手前に仮置く
40湯冷の糸底を盆
巾で拭いて仮座に
置く
33湯ざましをと
り、底を拭いて急
須の左横に仮置く
41盆巾で盆を拭く 34盆巾で茶盆をぬ
ぐう
27盆巾で茶櫃の蓋
を拭いて、蓋をす
る
34盆巾を取り、三
つ折りをして盆を
拭く
30盆巾をとり、盆
をふく
34盆巾で盆を拭い
て、盆巾は茶托の
上に仮置く
421の茶碗から盆の
定位置に戻す
335～1の順で茶碗
を取って、上向き
にして茶櫃の元の
位置に戻す。最
後、6の茗主茶碗伏
せたまま茶托にふ
せておく
26茶碗を定位置に
もどす
36321と重ねた茶碗
を盆中にとりこ
み、1碗から外して
最初の位置に伏せ
て戻す。残りの茶
碗は同じようにす
る
31茶巾で茶碗を拭
いて、盆の左手前
より、二個、三個
と重ねて伏せる
355～1の順番で茶
碗を盆の中に左か
ら縁に沿って伏せ
る
43湯冷を盆の中心
におく
37湯ざましをとっ
て、急須の向こう
に置く
44急須の定位置に
戻す
36茶銚を茶座のと
ともに茶櫃にもど
す
37急須を台ごと元
の位置に戻す
36急須を定位置に
もどす
36急須を盆の中に
定位置に戻す
45茶合の定位置に
戻す（湯冷と3の茶
碗にかけておく）
35仙媒を葉茶器の
前に横に倒す（仙
媒と葉茶器はすで
に茶櫃にある状
態）
39茶量をとり、茶
托にのせかける
34茶計を戻す 38茶合を3の茶碗に
かけて置く
46茶入を定位置に
戻す
40茶壺をとり、元
の位置に戻す
33茶入をもどす 39茶入を茶合の右
に戻す
41盆覆をひろげ、
盆にかける
47茶巾を盆の中に
かえす
35茶巾筒をもどす 40茶巾筒を茶入の
手前にもどす
48茶托を取り、盆
巾で拭く
32茶托を盆巾で拭
いてもどす
24茶托を茶櫃にも
どす
38茶托を5枚重ねた
まま、盆の中央の
元の位置に戻す
32茶托を盆巾で拭
いて、盆の右側に
おく
41盆巾を取り、茶
托を拭いて盆の定
位置に重ねて置く
25瓶承を戻す
38茶櫃の蓋をする
49茶托を定位置に
もどす
38茶托を定位置に
戻す
50盆巾を筒に戻し
て盆巾筒を左手の
定位置にもどす
37盆巾筒を茶櫃に
もどす
35盆巾を折り直
し、盆巾入にもど
す
37盆巾筒を戻す 42盆巾を筒に戻
し、盆巾筒を茶巾
筒の右に戻す
51膝袱紗をたた
み。懐中に納める
43建水を持ちだし
た位置にさげる
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1 茶事で、客が初めて茶席に入ること。手水を使い、にじり口から席に入り、床、釜、風炉などを拝見す
る。 
2 茶会で、懐石のあと、後座が始まるまで客がいったん席を立って、待合あるいは腰掛けに出ること。そ
の間に亭主は席の飾り付けを改める。 
3 茶事で初入りのあと、いったん露地の腰掛けに出た客が、亭主の打つ銅鑼の合図または迎えで、濃茶の
飾り付けのされた席中に再び入ること。 
4 書院飾り。能阿弥が考案したもの。書院の座敷で茶をやる場合の、床の間などの違い棚の飾り方。豪華
な形式が見られる。 
5 台子飾り。能阿弥は書院飾りの法式を編み出た後、ついで台子飾りの法式を制定する。台子を使ってお
茶をたてることである。台子というものは、仏様にお茶を差し上げる場合に使った、献茶用の仏具、棚
物の道具である。 
6 久松真一（校訂解題）『南方録』、淡交社、1975年。 
7 同上、3ページ。 
大項目分
類
小笠原流 花月菴流 小川流 方円流 静風流 東阿部流
道 具 を下
が り 、お
し ま いの
挨 拶 をす
る
52あいさつをする 26おしまいのあい
さつをする
42「不調法でし
た」などとあいさ
つする
39あいさつをする 44終わりのあいさ
つをする
53建水を持って下
がる
38建水を持って水
屋にもどる
27水屋に下がる 43建水をもって下
がる
40建水、茶盆を水
屋に下がる
45建水、盆を持っ
て水屋にさがる
39再び入って、水
注で湯沸かしに補
水する
54茶道口であいさ
つ、水屋に進み、
建水をおく
55扇子を右膝脇に
おく。あいさつな
しで入る
56正客、一統様へ
のあいさつ
40最後のあいさつ 41菓子器を運び、
茶道口で一礼をす
る
45水屋口にすわ
り、連客にあいさ
つをする
57茶室からにじん
で退く
41水屋に下がる 42水屋に下がる 46水屋に下がる
[1] 建水は最初から飾付けておく場合もある
[2]以下に茶櫃の蓋は茶盆として使うため「茶盆」と呼ぶ。
[3] 温める目的である。夏には水を、春、秋には茶碗にだけ湯を入れる
[4] この動作は半東の動作であるため、亭主の点前の動作順に入れないことにする
[5] 夏の場合に水で冷やす
[6] 清め方は茶碗を左手のひらの上でくるくる回して清める。
手前の内容及び作法順を次のように整理する。6つの流派の手前の順番は、いくつの項目に分けられる。細かい作法は各流派それ
ぞれ異なっているが一番左の列の大分類項目から外れることはない。６つの流派の中で小笠原流の手順が最も多く、すべての動作
は細かく定められている。そのため、小笠原流の手前を基準とし、1から55までの手順を並べる。ほかの各流派は、小笠原流と類
似の手順があれば並列して示す。その上で、その手順の順序を数字で示す。例えば、小笠原流の第2動作は「お菓子の運び」で、
花月菴流にもこの動作は存在するため横に並べるが、花月菴流でのこの動作の順番は6番目であるため「6」を併記する。また、同
じ目的の手前としても操作の仕方が異なる場合に、その動作の要領を表記する。すべての手順が共通ではないので、該当作法はな
い場合には空白とする。
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8 同上、3ページ。 
9 田中仙堂『茶道のイデア』、茶道之研究社、1997年、14 ページ。 
10 同上、14ページ。 
11 同上、13－15ページ。 
12 裏千家「第 41 回学校指導者研修会・第 31 回学校茶道担当者講習会」（2010 年 6 月 24 日・25 日・26
日）による情報。 
13 千宗室『新版 裏千家茶道のおしえ』、日本放送出版協会、1984年、105ページ。 
14千宗左『表千家茶の湯』、主婦の友社、1957年、145ページ。 
15 茶道の作法に関して「点前」と「手前」という 2 つの呼び方がある。本稿では作法のこと「点前」と
いい、ここでの「手前」は動作の方向や位置を意味する。 
16 『NHK趣味悠々茶の湯武者小路千家茶の湯のある暮らし』、2009年 7月 1日、77ページ。 
17 利休道歌は利休百首とも呼ばれ、利休の教えを和歌の形式で表現するもの。本稿で『裏千家 入門必
携』（今日庵 2008）を参照したので「利休道歌」という言葉に沿う。 
18 今日庵『裏千家 入門必携』、財団法人今日庵、2008年、42ページ。 
19 2010年－2012年に茨城県つくばにある茶道グループ主宰の高坪による指導。 
20『NHK趣味悠々茶の湯武者小路千家茶の湯のある暮らし』、2009年 7月 1日、46ページ。 
21 今日庵、前掲『裏千家 入門必携』、42ページ。 
22 同上、45ページ。 
23 陸羽『茶経』沈冬梅（編）『茶経校注』、中国農業出版社、2006年、36ページ。 
24 同上、40ページ。 
25 青木正児『中華茶書』、春秋社、1962年、74ページ。 
26 点前によって柄杓の形と大きさは多少異なる。 
27 今日庵『裏千家 入門必携』、財団法人今日庵、2008年、42ページ。 
28 井口海仙『利休百首』、淡交社、1973年、27ページ。 
29 田中仙樵（田中仙堂編）『茶道改良論』、講談社、1992年、152ページ。 
30 小笠原流の公式サイトに情報公開された教室は 53所があり、公開されていない教室もあると記載され
ている。ホームページ情報。 
31 静風流家元の海野俊堂からの情報による統計数字である。 
32 美風流家元の中古美風からの情報によると、統計されている教室は 13教室、それ以外、弟子などが教
室を開いても家元はその実態を正確に把握できない状況である。 
33 流派によって作法のことは「点前」と「手前」という異なる表記がみられる。本稿で論述するときに
「点前」という言葉で統一するが、ここで各流派の作法に準じて「点前」と「手前」をわけて表記した。 
34 中國茶葉博物館（編）『話說中國茶』、中國農業出版社、2010年、201－204ページ参照。 
35 孟臣の苗字は恵であり、確実な証拠はないが、中国明代末から清代の時代の人と思われる。 
36 藤谷茶道教室での参与観察に基づいて分析する（参考文献一覧を参照）。 
37 「茶侶」という言葉は三段十八歩に使う専門用語ではなく、茶芸には客や参加者を「茶侶」と称する。
プロでもない、茶を楽しめるという、「茶を一緒に飲む仲間」の意味合いで使われる。  
38 亭主（東）の補助役をつとめる者のこと。 
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39 炭を整理と風炉を清めるために釜は一度に風炉から下ろし、仮置きにする。ここでその仮置きの位置
について説明する。 
40 別名「乱れ荘」ともいわれ、奥秘の基礎となるものである。許状資格の上級に対応する。 
41 大円盆をもって真台子で行う格外の奥秘の手続き。許状資格の講師に対応する。 
42 町田宗心『利休伝書が語る茶の湯の常識』、光村推古書院、2013年、123ページ。 
43 同上、70ページ。 
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第 8章 結論 
 
第 1節 本研究のまとめ 
 
本研究の最終的な目標は、現代東アジアの茶文化像を解明することであった。日本と台
湾の茶文化は、中国をルーツとして発展してきた。そのため、茶の根源にある中国の茶文
化から論じるのが適切である。漢字の受容、植民歴史の経験などから、本研究では日本に
おける茶道、中国と台湾における茶芸を中心として取り上げ、それについての総合的な視
点から、この三つの地域を研究対象として研究を行った。現在、「茶道」は固有名詞として
日本の抹茶道のことを指すと認識されているが、日本の茶道が成立する遥か前に中国の古
典文献に茶道という言葉が存在している。台湾における茶の作法については、1970 年代に
日本の茶道と区別するために「茶芸」という言葉が提案され、その後に茶芸は台湾の茶の
作法を示すものとして定着するようになった。1980年代に台湾茶芸は中国に伝わったので、
今日では中国においても茶芸と称することが多い。 
ただし、異なる意見を主張する人もいる。中国初の民間資金による茶専門学校の「漳州
科技職業學院」茶学院専攻の専攻長である蔡は、台湾と中国の茶文化について「茶芸」と
いう言葉に拘らず、もともと古典に存在した「茶道」という言葉を使用してもよいのでは
ないかと指摘した。蔡は、言葉によって制限されずに中華茶文化の真意を理解してほしい
とする。ただし、本論では複数の茶文化構造を比較しながら論述するため、日本における
「茶道」、中国と台湾における「茶芸」を便宜的に使い分けてきた。 
既存研究によれば、中国の茶文化を継承した日本と台湾は、共にアジア文化圏・漢字文
化圏に属すものの、言語や文化が異なるため各々独自の茶文化が展開されてきたと考えら
れている。日本では総合的な体系をもった茶道が確立され、盛んに研究されてきた一方で、
台湾には「茶芸」という文化概念が存在するものの、体系的な茶芸研究自体はまだ発展段
階に留まってきた。このように類似した背景を有しながら異なった位相に至っている両国
の茶文化は興味深いものである。東アジアの茶文化はまだ十分に理解されておらず、この
点に比較文化研究の現代的課題が存在する。本研究では、このような相互影響を含めた比
較研究に取り組むに当たり、次のような観点に留意してきた。すなわち、日本文化研究に
固執せず、茶文化における地域性、歴史伝統、思想などの諸要素について分析することで、
茶文化の特質を明らかにした。 
研究方法としては、文献調査以外に、日本・中国・台湾の三つの地域でフィールドワー
クを行った。フィールドワークにおける主な方法は、参与観察とインタビューであった。
また、フィールドワークによって新たに発見された事実や資料も多く存在した。フィール
ドワークの中では、現在の日本・中国・台湾における茶文化の発展状況について重点を置
いて広く情報を収集し、歴史文献とあわせて考察した。茶文化という範囲は広くて定義し
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にくいという問題があるが、日本においては茶道、煎茶道を取り上げ、台湾と中国との比
較研究を行った。以上で述べたような方法から、日本茶道と煎茶道がもつ古代中国との歴
史的な関連性を概観した。特に、日本植民時期における日本と台湾の間の交流と影響を明
らかにして、現代までその影響についてどのような変化が生じたのかを調査した。その後、
日本の要素を含めた台湾茶芸が、中国の現代茶文化との関連でいかに発達したかを探究し
た。 
人類が最初にお茶を利用したのは、中国の西南の果て、雲南というところであった。中
国ではほぼ 3 千年前の周代に、茶はただの野生の植物ではないという認識があり、おそら
く 2 千年前ころから、喫茶風俗が形成されてきたと思われる。その後、唐代まで中国の茶
文化は貴族、上層社会に属した風俗であった。唐代になると、陸羽の『茶経』が記され、
茶の湯はその時代の文化人たちに求められた。お茶が一大文化となったのは、この唐代の 8
世紀であったと言えよう。 
日本においては、栄西禅師以前から喫茶の風俗は伝わっていたが、中国と同じように一
部の貴族や僧侶の趣味として扱われたため、それほど広がらなかった。栄西禅師以後のお
茶は禅宗と武家社会に結びつき、だんだん広がっていった。結果として、この中国の飲茶
の風俗が受け継がれて、村田珠光、武野紹鴎、千利休に至り、茶の湯がわび茶として大き
く成長、変化したのである。 
また、日本の茶文化においてもう一つ看過できないのは煎茶及び儀式化した煎茶道であ
る。長崎で出土した文書を確認すると、煎茶道具が現れた時期は 17世紀中葉までに遡るこ
とができる。これは隠元禅師が日本に渡来した時期と一致した。ただし、当時はあまり普
及せず、煎茶が喫茶趣味として、また煎茶道としての体制を確立するようになるのは、江
戸時代の半ば、京都に売茶翁と呼ばれる人物が登場するようになってからである。 
一方、台湾では、文化、芸術が重視される風潮によって、1970 年代以降に中国から伝来
された茶文化を基礎に変化し、独特な台湾茶芸文化が成立してきた。台湾の伝統茶文化の
発展概況からみると、台湾における伝統茶芸は本体茶芸の面でも整合茶芸の面でも豊かな
内容が存在している。このような人文的、風俗的な要素が融和したことに基づいて、台湾
の現代茶芸が発展したと考えられている。以上の課題に関する歴史的な背景を述べながら、
日本・中国・台湾における茶文化研究を振り返りたい。 
まず茶道研究とは何かという問題である。当然であるが、茶道というものは日本独特の
文化の一つと考えられてきた。同じ質問が台湾に移る場合、茶芸とは何かと問われること
になる。この 2 つの問題に対してどのような答えを見出しうるのか自体が、本研究の目的
の一つである。 
熊倉は茶道の課題について、茶道研究の多くの業績を振り返って、あらためて重視すべ
きは茶道研究の課題がなにかということであると考えていた。彼は茶道研究の課題につい
て、茶の新しい伝統の発見を志向しつつ、茶道について各分野史へ方法的に拡散してしま
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う危険性をどう克服するかが問題であると述べていた。つまり、茶の伝統を継承する主体
を確立し、新しい茶を創造するという課題こそ、茶道研究一般の基本的な問題意識であっ
た。 
日本において儀式化された喫茶方法には抹茶と煎茶があり、木の育て方、茶の製法など、
それぞれ異なっている。しかし茶道といえば抹茶法の印象が強いようである。茶研究につ
いても同じような傾向が見られる。数多くの茶研究には抹茶道を中心として展開された議
論が多いのである。他方で煎茶研究については大きくわけると 3タイプがある。1つ目は茶
書とそれに関する研究である。2つ目のタイプは、各流派の作法心得をまとめたものである。
3つ目のタイプは、道具に関する研究である。煎茶研究においては茶書研究、流派紹介、道
具研究などを中心とする研究が多数であり、茶文化全体から照射するような総合的な研究
や比較研究は多いとは言えない。それに対して、抹茶道は千利休以来、武家階級に根強く
浸透していき、作法だけでなく精神面においても一般に浸透したことが考えられる。そし
て、海外発信に向けて世界の注目を集めた代表的な作品である『茶の本』に書かれたのは
抹茶道のことであった。海外だけではなく日本国内においてもその影響はあり、茶道とい
えば抹茶を中心とするようになったと考えられる。 
中国のお茶の研究については 3 つの角度から論じた。日本における中国茶研究、中国に
おける茶研究、そして台湾における茶芸研究である。日本における中国茶研究について、
先行研究では、日本人は、日本の茶文化を見慣れた目でもって中国の茶を推測するという
傾向を持たざるを得なかったことが指摘される。また、中国の茶を研究する意義として、
日本の茶のルーツの解明という面を強調しがちであったことも指摘した。そして、『茶の本』
においても、意図的もしくは無意識のうちに、中国の茶を日本の茶道（茶の湯）のルーツ
として位置づけていたとする。『茶の本』の趣旨は、東洋の茶の紹介にあるが、この東洋の
茶とは、実質的には日本の抹茶道のことであるとされた。このように、近年に至るまで、
日本での中国茶の研究は盛んであったとは言い難い。 
中国における茶研究の業績をみると、2つの特徴がある。1つ目は茶業界（茶樹栽培、製
茶、茶業経済）が研究の中心になってきたことである。2つ目は茶の文化に関する研究は多
いとは言えないことである。茶文化については、中国の唐、宋、明、清時代を主として論
述されることが多かった。タイトルとしては「中国茶文化」、「中国茶道」、「中国茶事」な
どがあり、固定的な用語はなかった。「茶芸」という言葉がまだ普遍ではなかったこともあ
り、今日の中、台の現実状況を十分に反映してなかったのだろう。 
次に台湾における茶研究をまとめる。中国茶は薬用としても飲み物としても長い歴史が
あり、植物学、漢方医学、文学、美学などさまざまな分野から成り立っている。一方、台
湾の茶産業は 4 百年前から存在していたが、このような中国茶文化の範囲のあいまいさに
加えて、台湾の茶芸については日本の茶道に左右されたという背景があり、まだ明確な定
義がされていない。文化、芸術が重視される風潮によって 1970 年代以降、「茶芸」という
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台湾式の喫茶法を示す用語とともに、台湾茶文化は前より明確に認識されるようになった。
しかし、このような台湾茶文化の動きに対する理解と比較の試みは、現在始まったばかり
である。そのため茶芸を研究として扱うという考えも多くはなかった。1985 年に張宏庸が
編纂した『陸羽叢書』は、台湾の茶学史上最初に「茶」を系統的かつ学問的に研究した著
作であった。しかしながら『陸羽叢書』は、世界中の陸羽に関する文献に重点に置いてい
るが茶芸の分野についてはほとんど言及していなかった。2002 年に范増平の『茶芸学』と
いう試論によって、初めて「茶芸学」という言葉が用いられた。范は近現代茶人の思想を
まとめ、個人的な茶芸に対する認識を述べ、「三段十八歩」という作法を提出し、それを中
国まで広げていた。 
茶に関する研究の中で、文化論は重要な部分である。日本茶道について、戦後茶道の復
興は、精神運動としてではなく、文化研究としての茶道の再認識から出発したといえよう。
この時期における茶道研究は 3つの面から論じられた。1つ目は哲学の分析であった。谷川
徹三は、芸術、社交、修業、儀式的なものという 4 つの因子から、茶の在り方を分析した
理論により、「茶の美学」という言葉を定着させた。2 つ目に宗教的な方法であった。代表
的な研究者である久松真一は、茶に対する考え方は「侘びの宗教」、「茶禅一味」であると
のちに説明した。第 3 に文化史学の側から進められてきた。林屋辰三郎は中世文化におけ
る民衆文化として茶道を把握し、歴史的な伝統の継承面に重点を置いた。しかし、茶道研
究として存在しながら、実は現実の茶道とまったくかかわりのないところで議論され主張
されてきたという点に、茶道論研究の問題点があった。 
このような状況に対して、柳宗悦による茶道に対する批判と民芸論が、1936 年の『茶道
を思ふ』により始まったのである。大きな注意を引いたのは、1940 年の『茶と美』、1953
年の『茶の病び』などといった作品であった。この猛烈なる茶道批判に対し、熊倉は茶の
実態を踏み込んだ柳の研究は従来の研究にない斬新なタイプの研究であり、茶道界はより
有効にその批判を吸収できると評価した。また、芸能と宗教の観点から茶道を論じると、
茶道の本質は限りなく芸能に近いけれども、芸能ではない。宗教との関係も深いけれども、
宗教ともいえない。また同様に芸術性も持っているが絵や彫刻などのようにはっきりとす
る芸術でもない。古典の中に茶を飲む者は徳性がある人という論述があったが、茶事と道
徳はイコールとも理解できない。こうした性格を多重的に包括しているのが茶道の特質で
あると言える。この多重性に対し、研究業績は各分野に拡散してしまう傾向があったと考
えられる。そのため、本論は茶文化の基礎ともいえる茶事に戻って、比較文化の視点から
同じ中国から伝来し、融和した日本の茶道と台湾の茶芸において、その根底は、どのよう
な表現や方法を通じて東アジアの茶文化を語っているのかを解明することを考えた。 
中国、台湾茶芸文化論については、仏教、儒家、道教の思想から考えないといけない。
仏教、儒家、道教は、唐代まではそれぞれ独自に発展し対立している状態であった。仏教
は中国で継承されていく中で、儒家、道教の思想を受け入れながら中国的な仏教が発展し
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ていった。中国の茶道の歴史を遡ると、それは唐代の陸羽、皎然の時期に始まる。陸羽の
『茶経』がもつ茶文化史上の価値は周知の事実であろう。『茶経』には「術」を通じて「道」
が論述されており、つまり「道」を中心とした作品であると考えられる。茶の道を論じる
場合には茶芸にも言及しなければならない。茶芸は簡単に説明するとお茶を入れる技術で
あるが、技術といっても茶の道を実践するための基礎となるものである。そのため、茶芸
を外して道を論ずると空疎な議論になりがちである。道の精神を言及せずに茶事を行うと
庸俗の行動としかとれない。儒家の「中庸」、道家の「無為」、禅の「平等」、「空寂」など
の理念のもとに茶の道を貫かないと茶道は成立しないのである。このような思想をもつこ
とから、現代の茶芸においても日常茶事を通じて生活の中に道を実践することと考えられ
る。 
以上、序論を踏まえながら第 2 章では台湾における日本植民時期の茶文化を探求した。
第 3 章では歴史的な考察の結果を踏まえて現代の茶文化状況について論じた。第 4 章では
茶道具の考察によって中国茶文化と日本茶文化の関連性を明らかにした。第 5 章から第 6
章、第 7 章に渡って茶道と茶芸それぞれの作法を分析し、第 7 章の最後で総合的な比較を
行った。以下では、各章それぞれの成果をまとめる。 
第 2 章では、台湾において特別な時期である日本植民時期の茶文化状況について明らか
にした。台湾史上、1895年から 1945年までの日本によって植民された時期を「日本植民時
期」と称する。この時期における茶文化の交流と影響を中心とした茶文化の発展状況は次
のとおりであった。日本植民時期の台湾茶は経済産品として重視されていた。当時のお茶
に関する研究、調査は農業、商業の分野について多く見られる。ただし、筆者の調査した
限り、現存の本の中では当時の茶文化発展状況についてほぼ語られていなかった。他方で、
当時の新聞記事や雑誌などを分析して茶文化の発展状態を把握することを試みた。日本の
伝統精神を代表する抹茶と煎茶に関する資料より、抹茶と煎茶それぞれの発展状況、交流
状況や茶業状況などを論述した。それらの結果をまとめると以下の通りである。 
1、日本茶文化の伝来時期について。日本植民時期に日本人が台湾に移住したことから、
その際に日本の茶文化も台湾に伝入したとする仮説について、茶道が台湾に伝えられた時
期は日本植民時期の初期とほぼ同一であるとの事実が確認された。 
2、茶道が伝来する仕方。流派として計画的に発展した様子が見られる。当時、政府の中
心は臺北にあったため、官員、文人、知識人などは臺北を中心として活動していた。伝統
的にほとんどの文人は喫茶習慣があるため、日本の流派は臺北を主に拠点として発展した。 
3、日本と台湾の間の影響。2 つの特徴が見られる。1 つ目は、日本の喫茶文化が台湾側
に与えた影響が強いこと、つまり、台湾がより文化の受け入れに受動的な立場を取った例
が多く見られると言える。その理由としては、植民側と被植民側という立場の違いが存在
し、立場が強いほうが弱いほうよりも影響力を持っていたことに 1 つの理由があったと考
えられる。2つ目は、伝来した喫茶文化の中でも、抹茶を使った茶道文化の影響力が一番強
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かったことである。紅茶や花茶も飲用されていたかもしれないが、それらの飲用の形式や
内容は茶道ほど注目されていなかったようである。 
4、茶道の衰退。日本茶文化は部分的に、たとえば茶道具の使用、茶の精神を見直すこと
などで深く台湾の茶文化に影響し、台湾の茶文化の一部になったといえる。しかし日本植
民時期が終了するに従い、やがて衰退したことも指摘できる。原因としては、台湾の環境
や政策に沿って茶道の建築を調整する能力がなかったため、茶道を活用できなかったと考
えられる。また、教授する人材が不足しており、教授料が高額であるなどの状況が続いた
ために、台湾における茶道がだんだん衰退していったとも考えられる。 
5、茶道具の日常化とその影響。茶道は上流社会で行われた活動と思われながらも、高額
な茶道具の代わりに身近な生活道具などを利用して、日常にも簡単に茶を点てる（もしく
は淹れる）ことが教えられた事実も見られる。そのため、台湾の茶道具には日本の要素に
影響された形跡や繋がりが見られる。 
道具に関する日本茶道の影響については、筆者の考察によると 3 つのタイプを取り上げ
ることができる。（1）日本茶道によって茶器が改良されたタイプ。（2）中国式には存在せ
ず、日本の影響で初めて採用した導入タイプ。（3）日本から台湾に導入して機能転換され
たタイプ。最後に、この時期の代表的な台湾茶人を取り上げて、彼らの作法や思想を考察
した。台湾南部出身の代表的な人物である連横は、伝統工夫茶作法を継承しながら、茶葉
の使用に独特な見解を加えた。これは、この時期に台湾の製茶技術が高まったことによっ
て成りえた作法であると考えられる。また、台湾北部茶界の代表的な人物である魏清徳の
茶芸理念にも注目した。彼の理念は日本茶道に類似しており、より精神的価値を重視した
ものであると言える。魏の茶芸思想は、当時の工夫茶を主流とし、技術や物質を重視した
台湾の喫茶風俗に対して、新しい潮流を生み出すものであったと考えられる。以上、第 2
章では日本の茶文化がどのように台湾茶文化に影響を与えてきたかを、日本植民時期に焦
点をあててまとめた。この時期は台湾茶文化の重要な転換期として評価できる。 
第 3 章では、第 1 節、第 2 節では茶文化の要素を取り上げて歴史的な考察及び文献分析
を行った。考察の結果を踏まえて第 3 節では日本・中国・台湾における茶文化交流活動の
現状を述べた。第 1 節では家元制度について論じた。長いお茶の歴史を持つ中国と台湾で
なぜ日本の茶道のような家元制度ができてこなかったのか、あるいはどのようなシステム
の元で茶文化が展開されてきたのかを問題とした。その上で、家元制度に具現化された考
えを考察することにより、各国それぞれの茶文化の特徴を明らかにした。中国と台湾では
家元制度の存在がなく、流派という言葉は適切ではないため、茶の団体という言葉を使う
こととした。茶の作法を勉強することは、先生と生徒によるグループにおいて、特定の作
法が教授されることを意味する。 
まとめると、日本では家元制が取られているが、中国と台湾における茶の教育は以下の
ようになっている。台湾にはいくつかの代表的な組織を中心として茶芸が広げられている。
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家元制とは言えないが、西山による「新家元」という概念が当てはまると思われる。中国
では茶を儀式の手続きを通して文化的な意味も含めて教授するのは政府によって主導され
ている。そして流派や家元制に対する考えは日本、台湾とは大きく異なるという現状であ
る。 
第 2節では、大寄せ茶会を考察することによって日、中、台の茶文化の特徴をまとめた。
日本の構造は作法、道具、環境、茶の味、人間関係などの要素によって茶事が完成する。
つまり、各要素によって茶の精神を追求することが目的であると同時に、各要素に含まれ
る思想は茶の精神の一部とも言える。茶事を実現するためにすべての要素が重要であり、
不可欠の存在である。各要素が揃ってから初めて茶事が成立できる。「茶を喫する」ことは
茶会の一連の手順の中の一つであるが、茶の精神を実践するための一つの過程と理解され
るべきであり、茶会の最終目的ではないのである。 
台湾の構造は「茶の味」を追求、鑑賞することが目的であり、ほかの要素はその目的を
支えるような存在である。大寄せ茶会に限らずほぼすべての茶会は茶の味を賞するために
茶を喫する。「茶を喫する」ことは優先的な要素と考えられる。つまり、茶をおいしく淹れ
て、おいしい茶を賞するのが第一の目的である。特に「鑑賞茶会」ではこの傾向が強く見
られる。茶の種類や味を評価することが唯一の目的と言っても過言ではない。道具、環境、
作法など茶の要素は茶の味を追求するための手段として考えられる。茶葉の種類や品質は
茶の味と直接な関係があり、その味を表現するために道具や作法が考案された。そして、
茶葉の製造技術とともに、道具や作法も変わっていくのである。 
また、環境や人間関係の要素の組み合わせによって茶の味を最大限に表現するのが第一
の目的と考えられる。一般的な茶会はこのような分析に当てはまることができるが、例外
もある。「無我茶会」では「茶を喫する」ことは、茶会の中の一連の手順のうちの一つとし
て扱われる。180条の規則を持つ無我茶会は、その規則に従い、茶会を進行することによっ
て茶の精神性を体現する。茶の味が主要な要素ではなく、ほかの要素と同じように扱われ
ることは台湾茶芸の特徴である。実践の作法は異なるが、その考えは日本の茶道に近いと
判断できる。最後に、中国の茶会は多目的という特徴が見られる。当然であるが単純に茶
を喫する茶会もありながら特定の目的として開かれた茶会も多く見られる。祝いや記念な
どといった目的の要素が強くなると、茶事自体の要素が弱くなる傾向がよく見られる。日
本の茶事においても異なる点前によって特定の目的を示すことがある。ただし、このよう
な目的を持った点前が存在したとして、茶道の一連の点前の中の一つとして厳密に行われ
る。中国のように目的によって自由に、特定の法則なしで異なる形式の茶会を開くことが
できないのである。したがって、この意味で中国茶会の特徴を、多目的性にもとめること
ができる。 
最後に第 3 節では、現地調査の成果として現代の日本、中国、台湾の間で行われた茶文
化交流を明らかにし、考察した。日本と台湾の間で茶に関する文化的な交流活動が多くみ
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られた。実際に台湾において茶道、煎茶道の点前を伝授する教室も少なくない。それに対
して、日本と中国の間では、茶事や点前を交流、伝授するより、茶の栽培、製造技術の交
流の成果が明らかであった。日本においても中国茶の市場はそこまで普及しているとはい
えないが、茶芸作法の教授や交流活動は小規模で行われていることが把握できた。 
第4章では、中国唐代の茶書から宋代の点茶法と明代の淹茶法との繋がりを述べた上で、
日本抹茶道、煎茶道との関連性を探求した。宋代から明代への喫茶法の変化と茶道具の使
用を考察した結果、今日の抹茶道における道具の使用には、宋代の主流であった喫茶法の
点茶法を基礎としながら唐代に残された煎じ茶（茶を煮ること）の作法の要素も見られた。
唐代から直接日本に伝来したとの決定的な文献が見当たらないので、おそらく、宋代まで
同時に存在していた唐代の煎じ茶作法とその後に主流となった点茶法の両方が、日本に影
響を与えたのではないかと考えられる。そして、中国明代に日本に伝来した煎茶の作法に
ついて考察した。煎茶の最初は煎茶道として現れたのではなく、煎茶の道具を用いて喫茶
することが始まりであった。 
ただし、日本煎茶の伝来時期や歴史上、煎茶の祖が誰かという議論はいまでも続けてい
る、筆者の考察を整理すると、煎茶の始まりの定義によっていくつの解釈ができる。煎茶
道具が現れたという視点からみると、中国の宜興で作られた道具が 17世紀の中葉頃に長崎
で存在したことが確認されている。量は少ないため、当時の長崎においても一部の人しか
そのような道具を使っていなかったと推論できる。その時期は中国福建出身の隠元が長崎
に渡来した時期と一致する。隠元がそのような道具を使用したことは確認できたが、彼の
喫茶法は、いわゆる後世に思われる煎茶の作法であるかどうかは断定できない。隠元は自
由にさまざまな喫茶法を採用したかもしれないが、そのうちの一つは煎茶に使う道具を持
ち、煎じ茶作法を行った可能性を確認した。つまり、煎茶道具を持っていた特定の人物と
して、隠元をとりあげることができる。 
それに対して、煎茶道具を用いて煎茶作法を振舞った人は売茶翁という人物であった。
彼は彼以前の時代に徐々に現れた煎茶の喫茶法を煎茶の道として確立し、その結果煎茶が
広まっていった。その後、煎茶道として成立したのは花月庵の流祖と考えられる。 
以上の煎茶の起源に関する考察を踏まえて、次に茶書を取り上げて煎茶道具の考察をお
こなった。結果として、中国茶文化は日本に伝来する過程において道具の機能転化、使用
法の変化、道具の形の変化などが起きた状況が把握できた。第 5 章から第 7 章までは 3 地
域における作法を中心に論じた。 
第 5 章では、まず第 1 節では煎茶道と台湾茶芸と関連性が見られた工夫茶をとりあげて
考察を行った。第 2 節では茶芸文化における重要な要素である茶館の歴史と形態を論述し
た。さらに第 3節では中国における漢民族の喫茶法を中心として作法をまとめた。 
第 6 章では、中国の工夫茶作法を継承した台湾茶芸について論述した。台湾における代
表的な茶団体による作法を検証した。まとめると、平等の観念、茶湯に対する要求及び鑑
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賞、人間関係を重視すること、芸術性、美的な意識を重視することなどの共通性が見られ
た。また、茶道具によって 2 つの特徴があることも明らかとなった。1つは革新力である。
製茶技術の精緻化とともに茶湯の味を完全に引き出すように新しい道具が使用されるよう
になっていった。たとえばタイマー、温度計である。そして美的な意識を高めるために、
伝統道具の機能を保有しながらデザインを重視した道具が創造されていった。たとえば茶
荷、飛天壺、聞香杯などである。さらに、例えば収納の機能性から考案された茶車には、
机と収納の機能が含まれる。 
もう 1 つは素材の多元化である。新しい道具の創造だけではなく、茶道具の素材は多元
的に発展してきた。石材、ガラス、木材、竹材、金、銀、漆器、ステンレスなどがある。 
第 7 章では日本の抹茶道と煎茶道の特定の流派の作法を取り上げて分析した。最後に、
以上の作法について総合的な比較を行った。比較について、まず煎茶道と中国の工夫茶作
法の道具と作法について分析しながら比較した。次に、抹茶道と茶芸の比較を行った。台
湾の茶芸思想や作法は中国から継承したもので、台湾なりの特徴もありながら、中国の茶
文化と一線を画すことができない。本稿では、比較のバランスをとるために煎茶と工夫茶
（中国式喫茶法）の比較に対し、抹茶と台湾茶芸を中心として比較した。 
まとめると、中国宋代の主流喫茶法に影響された抹茶道は、道具の形式を忠実に継承し
ながら、当時の伝来方式及び発展背景によって、作法は儀式化され成立した。抹茶道の中
にも、唐物などのように中国的な要素は融和されたが、それが抹茶道を中国趣味とするこ
とはなく、抹茶道は日本独特な文化として成立してきた。 
作法の儀式化への反発及び中国趣味への憧れによって、煎茶道は最初に自由な茶風とし
て流行し、広く受け入れられた。ただし、すでに存在した抹茶道における家元制度や作法
に対する観念が煎茶に影響を与えた。むしろ影響したというよりも、原来、抹茶道に携わ
るとされる茶人は煎茶にも携わるようになったという解釈がもっと適切ではないかと思わ
れる。家元が成立し、家元の成立のために重要な要素として、教授できる作法（決められ
た規則）とそれを学習する生徒があげられる。この要素を満たすことで、煎茶が儀式化さ
れるようになったのは自然であった。当然であるが、家庭で急須と湯で簡単に茶を楽しめ
る作法もまた同時に存在しているが、本稿では儀式化した作法に重点を置くため、煎茶道
に注目した。 
煎茶道の道具と作法の形式をみると、明代の泡茶法と清代から福建、広東地域で流行し
た工夫茶作法との共通性が非常に高い。ただし、作法に対する儀式化と規範などをみれば
本質には抹茶道と大差はないといえる。 
台湾の茶芸は同じように工夫茶の作法に基づいて発展してきたものである。日本植民時
期は、台湾茶文化における重要な融和時期といえる。この時期を経て、伝統工夫茶の道具
の上で日本茶道や煎茶道道具の影響を受けた。道具だけではなく、喫茶ということに対す
る認識は、単なる喉が渇いてものを飲むレベルから、精神性のことも考えるようになった。
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その結果、1980 年代以降に台湾で茶芸が発展する上で、重要な核心思想となった。時代の
流れとともに、現代生活のニーズや茶の製造技術を高めることによって台湾茶芸道具には
著しい変化が見られた。伝統工夫茶との共通性は、もはや煎茶道と伝統工夫茶の共通性よ
り低いと思われる。 
最後に、もう 1 つ特筆すべき点を述べる。本論の中で茶芸の道具や茶事所作に関する図
（写真）は大量に載せたのに対し、茶道の部分について図の資料は欠いている。これは本
論で論じてきたように、茶文化系統が形成されてきた背景によって生じた状況である。中
国や台湾の茶芸は日常生活をスタートとして、思想、文化のレベルを高めようとする働き
によって学問的な発展にも至ったが、その日常性という特質、つまりオープンで素人でも
馴染みやすい体質を保っている。そのため、筆者の現地調査の取材に対して、ほとんど抵
抗感がなく、写真の取得も容易であった。 
それに対し、茶道界には厳格な家元制度が存在し、「社中」（特定の先生の教室で一緒に
稽古する仲間）という言葉は組織の人と外部の人を明確に区分する。時代の変化とともに、
一部の流派は点前のテキストを出版、公開しているが、実際に茶事や稽古の所作、道具の
使用などの情報が組織外の人に明らかにされることはほぼなく、取材や写真の取得は極め
て困難である。筆者は参与観察という形で特定の組織に加入し、教授者の協力と許可を得
て厳重な注意のもとで少量の写真を取得することができた。茶道では昔から作法や道具は
秘伝という形で継承されてきた。家元が乱立する中で家元の権威性を築くために、秘伝の
内容と許状の発行権とともに完全相伝制（秘伝内容と許状発行権をすべて継承側に移す）
から不完全相伝制（秘伝内容の保有権と許状の発行権は最終的に伝授側に保有する）にな
った。テキストの発行は、外部の人が組織に加入しなくても点前を自習できるなどの目的
というより、組織内の人の勉強のための補助教材としている。 
このように、茶芸と茶道の異なる性質によって茶文化の継承に異なる様式と結果が現れ
た。茶芸の普及性と多元化は茶芸発展の助力になるが、厳格な法式と権威性を持つ組織を
欠くことは形の文化の形成にとって妨害になる原因の一つであると考えられる。茶道は高
度な文化の形を保ったままで発展してきた。家元制度を維持するために学習者はなくては
いけない存在であるが、伝統芸能への関心が薄くなった現代社会では大衆の関心を得るこ
とや学習者を集めることは重要なことである。ただし、茶道の保守性とどのようにバラン
スをとるのかは、茶道界にとって一つの大きな課題ではないかと考えられる。 
以上述べたように、昔の中国を源流とした喫茶文化は日本、台湾への伝播によってそれ
ぞれ独特な茶文化が形成され、日本植民時期という特別な時期において、台湾と日本では
異なる形で相互影響が起きた。その後、日本の要素も融和された台湾茶芸は再び中国に伝
わった。もともと存在した喫茶習慣と茶芸と融和し、新たな中国茶芸は現在でも創造し続
け、進化し続けている。今後の茶文化発展がどのような形として現れるのかは楽しみであ
る。 
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第 2節 今後の課題 
 
最後に、本論文の成果を踏まえた上で、今後の課題を 3つ示しておきたい。1つ目は、茶
道の点前研究である。本論では茶道の一部の流派を取り上げて、基本点前の作法を試論し
たが、点前の意義を理解することは茶道そのものにとっては入門の内容である。しかし、
点前作法は儀式化された茶道において最も特徴的な要素であるため、「茶道とは何か」とい
う問いにとっては重要な課題である。本研究の成果を踏まえて、さらに上級の点前内容を
扱い、茶事における点前の意義をさらに探求することは、点前の多様性、複雑化、非公開
の性質をから、検討すべき課題である。 
2つ目は、本論で論じきれなかった地方の茶俗に関する考察である。本論では中国の漢民
族の茶文化と日本、台湾への影響を中心として考察したが、中国の少数民族や台湾先住民
の喫茶法、そして日本の地方には独自の製茶法や喫茶法が存在することは本論では触れて
いなかった。主要大都市の茶文化伝播を理解した上で、地方に保有された独自の茶文化を
探求することによって、多様化の茶文化像をより深く理解できるだろう。 
3つ目は、本論で論じた地域を広げることである。本論では東アジア茶文化を比較研究す
るというタイトルのもとで、茶道（日本）と茶芸（中国、台湾）を研究範囲として絞って
論じたが、東アジア茶文化の全体像を探求するためには最終的に朝鮮半島における茶文化
も視野にいれないといけない。『東洋の茶』の「東洋の茶の地域性」の前書きの中で、朝鮮
半島は、中国の茶文化が直接に伝わった地域として重要な位置を占めることを言及した1。
ただし、金巴望は「高麗・李朝の喫茶文化と歴史2」の冒頭で、朝鮮半島に喫茶文化があっ
たことを知る人は少ない、韓国、朝鮮では自国の喫茶の歴史を知ることがなく、喫茶文化
は日本の伝統文化だと思い込む人も多いようであると述べた3。現在、韓国の茶といえば、
甘くてスープのようなものであり、特に儀式や作法がないと認識されるが、朝鮮半島では
古くから茶の儀式が存在し、高麗の賓礼儀や朝鮮王朝の茶礼などをとりあげることができ
る。現在でも茶礼を教授する流派が存在し、日本・中国・台湾との交流活動も行われたの
である。本論において中国と日本、台湾の茶文化関係を明らかにした上で、朝鮮茶礼の視
点を加えて東アジア茶文化像を理解することは今後の一つの目標である。 
                                                   
1高橋忠彦（編）『東洋の茶―茶道学大系』、淡交社、2000年、182ページ。 
2金巴望「高麗・李朝の喫茶文化と歴史」、同上、183－224ページ収録。 
3 同上、184ページ。 
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